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は じ め に 

 

新学習指導要領の全面実施を間近に控え、各学校におかれましても教育課程の編成や来

年度以降の校内研修計画の策定等が進められていることと思います。 

佐賀市教育委員会としましても、未来につながる新しい「学び」の一つの姿をお示しす

るべく、今年度も教育研究所において「課題研究部」「児童生徒理解部」「個人研究およ

び教材・教具の創作」の３部で研究に取り組んでまいりました。 

佐賀市教育研究所は昭和２８年に立ち上げられたと記録が残っております。昭和２８年

がどのような時代だったのか少し紹介しますと、時の首相は「バカヤロー解散」で有名な

吉田茂。アメリカ大統領はアイゼンハワー、昭和２５年から続いた朝鮮戦争がこの年に休

戦となり一応の終息をみた陰で、日米安保体制の強化が静かに図られている、そんな時代

でした。文化面では２月にNHKがテレビの本放送をはじめ、街頭テレビや映画「君の名は」

が大ヒット（もちろんアニメではない方ですが）した時代でした。 

不穏な世界情勢と新しいメディアの台頭というのは、ある意味現代にも共通するところ

であり、今も昔も時代というのは一時も立ち止まることなく大きく変化をしていくものだ

と今更ながら思わざるを得ません。 

そんな中産声を上げた佐賀市教育研究所が、６５年以上にわたりその時々の教育課題に

真摯に向き合いながら教育研究に取り組んでまいりましたのは、「学び続けるもののみが

教える資格あり」という先達の崇高な使命感に基づくものであったと思います。 

大村はま先生は、教師の資格について次のように述べられています。 

「子どもというのは『身の程知らずに伸びたい人』のことです。勉強する苦しみとその

喜びのただなかに生きているのが子どもたちなのです。研究している教師はその子どもた

ちと同じ世界にいます。研究をしていて、勉強の苦しみと喜びをひしひしと、日に日に感

じていること、そして、伸びたい希望が胸にあふれている。私は、これこそ教師の資格だ

と思います」  

私たち教職にあるものは常にこの言葉を胸に抱き、児童生徒に寄り添った教育研究を行

う義務があります。今年度、研究所員のすべての授業を見ることはできませんでしたが、

いくつか参観させていただいたものは私自身大変勉強になり、伸びたい希望が胸にあふれ

ている。そんな先生方の姿を見ることができて大変うれしく思うものでした。１月に行っ

た研究発表会における成果発表につきましても、個人研でご発表いただいた方を含めて、

大変質の高いものであったと自負をしております。今回の研究が少しでも先生方のお役に

立つものであったならば大変うれしく思います。 

最後になりましたが、本研究に際しまして、お忙しい中顧問としてご指導いただきまし

た 富士小学校小川校長先生、南川副小学校 堤校長先生、諸富中学校 南里校長先生、

東与賀中学校 川内野校長先生。また、本研究に対してご理解とご協力をいただきました

各小中学校の校長先生はじめ諸先生方に心から感謝いたします。 

来年度は、教育研究の伝統は残しつつ、教育研究所の在り方そのものを含め見直すべき

ところは見直しをしていきたいと思います。今後ともご指導のほどどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

平成３１年 ３月 

佐賀市教育研究所 所長 松島 正和 
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平成３０年度                               

                               

 佐賀市教育研究所 課題研究部 

      研究主題     

 

よりよい社会の実現を目指して主体的に社会に 

関わろうとする児童生徒の育成 

 
小学校 ～地域社会とつながる力の基盤の育成を目指して～ 

中学校 ～主権者として求められる力を育む～ 

            ( 第２年次 ) 
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   研究主題 

    よりよい社会の実現を目指して主体的に社会に関わろうとする児童生徒の育成 

 

      小学校サブテーマ  ～地域社会とつながる力の基盤の育成を目指して～ 

      中学校サブテーマ  ～主権者として求められる力を育む～ 

 

Ⅰ 研究主題について 

 現代の日本は，経済や社会の制度が発展し，必要な物やサービスは満たされ，自由で便利な生活がで

きる成熟社会となった。しかし，成長はピークに達しており，少子高齢化，人口減少，地方の過疎化，

財政の悪化，社会保障制度の見直しなどの様々な課題を抱えている。世界に目を転じると，グローバル

化と技術革新は絶え間なく進展しており，時代は大きくそして急速に変化している。従来の社会のシス

テムでは十分に対応できず，持続可能な社会に向けて変革が求められている。 

 中央教育審議会答申（平成 28 年 12 月 21 日）は，「予測困難な社会の変化に主体的に関わり，感性を

豊かに働かせながら，どのような未来を創っていくのか，どのように社会や人生をよりよいものにして

いくのかという目的を自ら考え，自らの可能性を発揮し，よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力

を身に付けられるようにすることが重要である」と示し，未来社会を切り拓く資質や能力をもった児童

生徒の育成を求めている。 

 しかし，児童生徒の実態を振り返ると，問題行動の多様化，情報通信機器の利用によるトラブルの増

加，不登校の増加が深刻であり，規範意識の低下や人とのつながりの希薄化がうかがえる。また，家庭

生活の中で自分の役割を果たしたり，地域行事に進んで参加したりすることが少なくなっている。社会

のできごとを自分との関わりの中で捉えることや社会の構成員として自分の意見をもつことが課題とな

っている。 

 では，社会とつながりを高めるためには，どのような教育活動を実践していけばよいのであろうか。

本研究においては，そのキーワードを「主権者」と「市民性」に求めた。 

 国においては，平成 27 年 6 月の公職選挙法の改正に伴い選挙権年齢が満 20 歳以上から満 18 歳以上に

引き下げられたことを受け，「主権者教育」と名付け，「単に政治の仕組みについて必要な知識を習得さ

せるにとどまらず，主権者として社会の中で自立し，他者と連携・協働しながら，社会を生き抜く力や

地域の課題解決を社会の構成員の一人として主体的に担うことができる力を身に付けさせること」を目

指して，推進を図っている。また，佐賀市においては，すでに平成 18 年度より「市民性をはぐくむ教育」

と独自に名付け，「よりよい社会の実現のために，まわりの人と積極的に関わろうとする意欲や行動力を

高めること」を目指している。 

 これらの教育が目指すものは，表現は異なっているが一致している。それは「よりよい社会の実現を

目指して主体的に社会に関わろうとする児童生徒」とまとめることができる。そのような児童生徒を育

成するために，「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善を進めていく。「主体的な学び」の視点

から，児童生徒の身の回りや地域社会の課題を取り扱うことで，学ぶ意欲を高める。「対話的な学び」の

視点から，地域人材等の話や交流を通して，実社会の人々との連携・協働を推進する。「深い学び」の視

点から，自分の意見をもつために，課題を追及したり解決したりする活動を設定する。そこで，本研究

の仮説を「身の回りや地域社会の課題に主体的に関わる学習活動と，地域人材等を活用した授業実践を

行えば，自分の考えを持ってよりよい社会を実現しようとする主権者としての意識が育つであろう」と

設定した。 

 これは新学習指導要領が示す「社会に開かれた教育課程」の理念にも沿うものであり，本研究の成果

は佐賀市の学校教育の発展に寄与するものであると考える。 

5



 研究の内容 

  本研究では，小中のつながりを意識しつつも，発達段階を考慮し，小中でそれぞれサブテーマを設

定した。小学校は，社会との関わり方を学ぶ段階と位置づける。身近な地域の課題を中心に取り扱い，

複数の立場に立ち多面的に考えることで，地域社会とつながる力を育成していく。中学校は，社会の

一員として社会に参画する力を養う段階と位置付ける。身近な社会問題について多面的・多角的に考

察し，対話や議論を通して自分の意見をより良いものに発展させることで，主権者として求められる

力を育成していく。 
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Ⅱ 研究の実際

１ 小学校部

 （１）児童

児童が

「校区

６割の

もない

見ると

う記述

の回答

ら」などの

ころはありますか

「ごみを

回答や

いた。

以上

た。 

 

(２)  研究

以上

の基盤

は，小学校段階

ことが

小学校部

きるようにすること

会の課題

と考えた

    昨年度

実践を

うことを

を見出

一方

社会に

地域社会

でも挙

い。今年度

考えを

下の授業

実際 

小学校部 

児童の実態 

が身近な地域社会

校区のことをどう

の児童が校区

もないと回答している

ると，「あいさつが

記述が多く，またどちらでもない

回答では，「遊

などの記述があ

ころはありますか

ごみを減らす」「

や分からないと

。 

以上のことから

 

研究の目的 

以上のような実態

基盤の育成を目指

小学校段階において

ことが必要である

小学校部では「

きるようにすること

課題や問題に

えた。 

昨年度の実践では

を行った。実践

うことを児童が意識

見出すことができるようになったという

一方，地域社会

に主体的に関

地域社会に対して

挙げていたように

今年度は，教科

えを持ってよりよい

授業の柱を設定

地域社会をどのように

のことをどう思っているのか

校区のことを「

している。校区

あいさつが多い」「

またどちらでもない

遊びにいける

があった。次

ころはありますか」という項目

」「店を増やす

からないと答えた

のことから，身近な地域社会

 

実態を踏まえ

目指して」を

において，児童自身

である。 

「地域社会とつながる

きるようにすること」「地域社会

に対して多角的

では，５年生

実践を通して

意識できるようになったこと

すことができるようになったという

地域社会の課題に対

関わろうとするにはどうすればよいかということが

して多角的な

げていたように，児童

教科を社会科

ってよりよい社会を

設定した。 

をどのように見ているかを

っているのか」という

「好きだ，約

校区が好きだとしている

」「自然が多い

またどちらでもない、好

場所が決まっている

次に，「校区

項目については

やす」などの

児童が実践校児童

地域社会を主観的

まえ，小学校部

を設定した。

児童自身が身近

とつながる力

地域社会の課題

多角的に考え、

年生の総合的な

して，地域社会

できるようになったこと

すことができるようになったという

対する解決策

わろうとするにはどうすればよいかということが

な見方ができるようになったことが

児童が地域社会

社会科に絞ることで

を実現しようとし

 

ているかを把握

という項目に

約４割の児童

きだとしている児童

い」「お店が

好きではないという

まっている」「

校区にもっとよくしたいと

については、「あいさつをする

などの回答が多く

実践校児童の全体

主観的な見方

小学校部では、主題

。中学校において

身近な地域社会

力」を育成する

課題や問題に気付

、意見を持つことができるようにすること

な学習の時間

地域社会は自分以外

できるようになったこと，児童

すことができるようになったという成果を得

解決策をどのように

わろうとするにはどうすればよいかということが

ができるようになったことが

地域社会に対して多角的

ることで，さらに

しようとし，主権者

把握するために

に対して，約

児童がどちらで

児童の回答を

が多い」とい

きではないという児童

」「何もないか

にもっとよくしたいと

あいさつをする」

く，また，無

全体の約３割

見方でとらえているという

主題のサブテーマとして

において主権者

地域社会に主体的

するために，

気付くことができるようにすること

つことができるようにすること

時間（福祉），６

自分以外にも様々な

児童の地域社会

得ることができた

をどのように考えさせるか

わろうとするにはどうすればよいかということが

ができるようになったことが

多角的な見方

さらに，地域を自分

主権者としての

するために実態調査

でとらえているという

のサブテーマとして「

主権者として求められる

主体的に関わろうとする

，「地域社会

くことができるようにすること

つことができるようにすること

６年生の社会科公民分野

な立場の人によって

地域社会に対する見方

ることができた。 

えさせるか，授業

わろうとするにはどうすればよいかということが課題に

ができるようになったことが成果に挙げられるが

見方が成熟しているとは

自分の事として

としての意識を育て

資料１

実態調査を行った。

でとらえているという児童の実態

「地域社会とつながる

められる力を

わろうとする態度

地域社会に関心を持

くことができるようにすること

つことができるようにすること」が

社会科公民分野

によって構成

見方が多様になり

授業や教室を離

に挙げられた

げられるが，

しているとは，

として捉え，児童

てていきたい

１ 実態調査

。 

実態が見えてき

とつながる力

を育むために

態度を育成する

持つことがで

くことができるようにすること」「地域社

が必要である

社会科公民分野，国語科で

構成されるとい

になり，課題

離れても地域

げられた。 

，上記の実態

，まだ言えな

児童が自分の

ていきたい。そこで以

実態調査アンケート

えてき

力

むために

する

つことがで

地域社

である

で

されるとい

課題

地域

実態

えな

の

以

アンケート 
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・切実性のある地域社会の課題を設定（主体的な学びの視点） 

・地域人材を活用（対話的な学びの視点） 

・多角的な視点で地域社会の課題の解決策を考えることができる学習過程（深い学びの視点） 

この授業の柱に重きを置いた授業実践を行い，その効果を検証していく。まず，研究所員の在

籍校で地域素材を教材化し，地域人材等の効果的な活用方法を探りながら，児童が課題を見いだ

し，その解決へ向けて思考する学習活動を設定していくことで，児童が地域社会とつながる力の

基盤の育成を目指していきたい。 

 

(３)  研究の方法 

   ○ 児童の意識調査や授業実践後の児童の意識の変容の分析 

   ○ 地域社会の課題を捉えさせ、地域人材を活用した授業実践 

     ・切実性のある地域社会の課題の設定（主体的な学びの視点） 

     ・地域人材等の活用（対話的な学びの視点） 

・多角的な視点で地域社会の課題の解決策を考えることができる学習過程 

（深い学びの視点） 
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(４)  研究

① 春日北小学校

ア 単元名

イ 単元

  我

や事業

が大切

ウ 主権者教育

本単元

人材

ものとして

方を

災における

な活動

とする

エ 単元

1)  

を

ないか

だろうか

2)  

民館長

を

になることを

持

3)  

     

災対策

「

うすればよいか

児童

の

して

解決策

4)  

     

は

し

いう

た

研究の実際 

春日北小学校５

単元名 「自然災害

単元の目標 

我が国の国土

事業を進めていることや

大切であることを

主権者教育としての

本単元の展開

人材を活用し、

ものとして捉え

を考えさせる

における課題

活動を経験させることで

とする、主権者

単元の概要 

  導入（つかむ

我が国では

を除いては減少傾向

ないか」という

だろうか」という

2)  追究（調べる

「公助」「

民館長のインタビューの

を伴った調べ

になることを

持たせた。 

3)  検討（考える

  「共助」の

災対策をするべきだ

「もっと安心

うすればよいか

児童は、公民館長

の豪雨災害時

して活用しながら

解決策を検討

  参画（つながる

  検討過程で

は「自分の校区

し、その評価

いう解決意欲

た。 

５年生社会科

自然災害を

 

国土では多くの

めていることや

であることを理解

としての位置付

展開において

、児童が住

え、主体的

えさせる際には、

課題に気付いたり

させることで

主権者としての

 

つかむ）過程

では多くの自然災害

減少傾向にあることを

という予想から

という学習問題

べる）過程

」「共助」「自助

のインタビューの

べ学習をさせた

になることを取り上げて

 

える）過程

の学習で生

をするべきだ」

安心・安全な

うすればよいか」という

公民館長の話

豪雨災害時のことの

しながら、校区

検討した。 

つながる）過程

で考え、話

校区をより

評価を受けたことにより

解決意欲、自分自身

年生社会科の実践 

を防ぐ」 

くの自然災害

めていることや、国民一人

解し、よりよい

位置付け 

において、市消防防災課

住む地域を教材化

主体的に考えることができるようにする

、複数の住民

いたり、よりよい

させることで、よりよい

としての意識を育むことができると

過程 

自然災害が発生

にあることを

から、「自然災害

学習問題Ⅰを設定

過程 

自助」について

のインタビューの資料化、

をさせた。また

げて掲示物や

過程 

生じた「春日北校区

」という児童

な春日北校区

という学習問題

話や校区の防災

のことの聞き取り調査結果等

校区の防災上

過程 

話し合った解決策

をより安全な町にする

けたことにより

自分自身にできる

 

自然災害が発生し、

国民一人ひとりが

よりよい防災の在

市消防防災課や校区

教材化することで

えることができるようにする

住民の立場で話

よりよい防災の

よりよい社会の在

むことができると

発生しているものの

にあることを資料から気付

自然災害からどのようにして

設定した。 

について、佐賀市消防防

、家庭での防災調

また、子どもの

や次時の導入

春日北校区はもっと

児童の課題意識

春日北校区にするためにはど

学習問題Ⅱを設定した

防災マップ、

調査結果等を

防災上の問題点や

解決策を公民館長

にする」という

けたことにより、学習の達成感

にできる防災対策をしたいという

、国や都道府県

ひとりが協力したり

在り方について

校区の人材を

することで、社会的事象

えることができるようにする

話し合う活動

の在り方を

在り方について

むことができると考える

しているものの、

気付かせ、「

からどのようにして

  

佐賀市消防防災課

防災調べ等地域素材

どもの発言や振

導入に活用し

はもっと防 

課題意識を基に 

にするためにはど 

した。 

、家族へ 

を資料と 

や、その 

公民館長に提案

という課題意識

達成感や、

をしたいという

資料

都道府県、市町村

したり防災意識

について考えようとする

を活用する。

社会的事象を

えることができるようにする。また、

活動に取り組

を考え出したりさせる

について主体的

える。 

、その被害額

、「国などが対策

からどのようにして人々のくらしを

災課よりＧＴ

等地域素材の

振り返りの記述

し、１単位時間

提案し、その

課題意識を抱いて

、さらによい

をしたいという参画意欲

資料 問題点を

市町村などが様々

防災意識を高めたりすること

えようとする。

。児童にとって

を自分の生活

、よりよい防災

組ませ、児童

したりさせる。

主体的に考え、行動

被害額や犠牲者は

対策しているからでは

のくらしを守っているの

ＧＴの招聘や、

の教材化により

記述から、疑問点

単位時間ずつのつながりを

その返答を受けた

いて考えた解決策

さらによい解決策を考

参画意欲を持つことができ

を話し合う様子

様々な対策

めたりすること

。 

にとって身近な

活に関わる

防災の在り

児童の力で防

。そのよう

行動しよう

は、大災害

しているからでは

っているの

、春日北公

により、実感

疑問点や気

ずつのつながりを

けた。児童

解決策を提案

考えたいと

つことができ

様子 

対策

めたりすること

な

わる

り

防

そのよう

しよう

大災害

しているからでは

っているの

春日北公

実感

気

ずつのつながりを

児童

提案

えたいと

つことができ
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オ 授業の

 1)  「主体的

   本実践

ことで

   まず

に嘉瀬川防災

という

を持っている

を招き

防災情報

   校区

供を依頼

組織について

資料として

校区の

ると同時

住む地域

る課題

 2)  「対話的

   地域人材

協力を

日北公民館長

の聞き

は、自身

すべきであると

3)  「深

   春日北校区

まだ十分

対策は

じていた

な春日北校区

いう２つ

館長に

童と「

はなく

なことや

世代別人口統計

 児童

ていたことにより

住む様々

し、そこに

経験をさせることができた

の視点 

主体的な学び

本実践では公助

ことで、主体的な

まず、佐賀市の

嘉瀬川防災ステーションは

という認識だったものが

っている施設

き、防災のソフト

防災情報を流していることを

校区の取組については

依頼した。教師

について調査

として提示した

の安全を守るための

同時に防災上

地域のことであるため

課題となっていた

対話的な学び

地域人材の活用

を依頼した。

日北公民館長からの

き取りにより

自身の生活と

すべきであると、

深い学び」の

春日北校区の防災対策

十分でないことに

は 10 点満点中

じていた。そこで

春日北校区にするためにはどうすればよいか

いう２つ目の学習問題

に提案するという

「より説得力

はなく事実を提案

なことや、その解決策

世代別人口統計や

児童はそれまでの

ていたことにより

様々な人の立場

そこに潜む課題

をさせることができた

び」の視点

公助について

な学びの一助

の取組については

ステーションは

だったものが、

施設であるという

のソフト面について

していることを

については、

教師が取材

調査したこと

した。自分

るための取組

防災上の課題に

のことであるため

となっていた。 

び」の視点

活用として、

。児童は、

からの情報により

りにより家庭の防災対策

と防災対策

、切実感を

の視点 

防災対策について

でないことに気付

点満点中４点だ」

そこで、単元後半

にするためにはどうすればよいか

学習問題を立

するという活動

説得力のある提案

提案の根拠にして

解決策を考

や、家庭での

はそれまでの学習において

ていたことにより、高齢者

立場に立ち

課題について

をさせることができた

視点 

について佐賀市の取組

一助となるようにした

については、教師

ステーションは、児童にとって

、国や佐賀県

であるという認識に

について学習

していることを、生活経験

、春日北公民館長

取材を行い、校区

したことや、校区の

自分たちの知らないところで

取組がされていることを

にも気付き、

のことであるため児童にとって

視点 

、佐賀市消防防災課

、消防防災課

により校区の

防災対策の現状

防災対策の価値とを

を高めていった

について知る

気付いた児童は

」等、改善の

単元後半は「もっと

にするためにはどうすればよいか

立て、解決策

活動のゴールを

提案をするために

にして伝える

考えさせた。

での聞き取り

において、家庭

高齢者や小さな子

ち、解決策の

について考えさせ

をさせることができた。 

取組を、共助

となるようにした。

教師が防災設備等

にとって「バルーンフェスタ

佐賀県、佐賀市が

に変わっていた

学習させた。児童

生活経験と結びつけながら

春日北公民館長に情報提

校区の自主防災

の防災マップを

らないところで

がされていることを

、それが自分

にとって切実感の

佐賀市消防防災課、春日北公民館長

消防防災課の方の講話

の防災対策の

現状と困り感

とを関連付け、

めていった。 

る中で、それが

は「校区の防災

改善の必要性を

もっと安全・安心

にするためにはどうすればよいか」

解決策を考えて公民

のゴールを設定した。

をするために、推測

える」ということを

。すると児童

り結果などの

家庭で聞き取

子ども、あるいは

の効果を示すことができた

えさせ、地域人材

共助については

。 

防災設備等のハー

バルーンフェスタ

が連携して

わっていた。さらに

児童は市が

びつけながら

情報提 

自主防災 

マップを 

らないところで 

がされていることを知 

自分の 

のあ 

春日北公民館長

講話により防災対策

の現状と改善

感を知った

、家庭や地域

それが 

防災 

を感 

安心 

」と 

公民 

。児 

推測で 

ということを共有

児童は、防災

などの資料を根拠

取りをしたり

あるいは防災

すことができた

地域人材を活用したことにより

資料 資料化

については本校校区

のハード面について

バルーンフェスタ会場

して整備・運営

さらに、佐賀市消防防災課

が防災啓発を

びつけながら学習していた

春日北公民館長、さらに

防災対策の重要性

改善の必要性

った。そういった

地域の防災対策

共有した上で、

防災マップや公民館長

根拠として考

りをしたり、公民館長

防災への関心が

すことができた。身近

したことにより

資料化した公民館長

校区の取組を教材化

について資料化

会場にある建物

運営し、様々な

佐賀市消防防災課

を行っていることや

していた。 

さらに各家庭の

重要性や緊急性

必要性を、さらに

そういった活動を通

防災対策をよりよいものに

、防災上で改善

公民館長の話

考えていた。

公民館長の話を聞

が低い人など

身近な地域社会

したことにより、多角的

公民館長の話

教材化する

資料化した。特

建物と広場」

な防災機能

佐賀市消防防災課よりＧＴ

っていることや、

の保護者に

緊急性を、春

さらに保護者へ

通して児童

をよりよいものに

改善が必要

話、校区の

。 

聞いたりし

など、地域に

地域社会を教材化

多角的に考える

話 

する

特

」

防災機能

ＧＴ

、

に

春

へ

児童

をよりよいものに

必要

の

いたりし

に

教材化

える
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② 開成小学校

ア 単元名

イ 単元

 地域

らの

わたしたちの

ウ 主権者教育

本単元

して

材を

場と

きるようにする

とヤク

様々

経験

る、

エ 単元

1)  

岡屋

ある

するお

やげにぴったりのさが

うか

準備

2)  

ている

さが

インタビューの

完成

かについて

これまで

場

に

3) 

   

る

4)  

   

ど

開成小学校３年生社会科

単元名 「はたらく

単元の目標 

地域には，生産

らの仕事に見られる

わたしたちの生活

主権者教育としての

本単元の展開

して取り上げる

を活用し、地域

と自分たちの

きるようにする

とヤクルト工場

様々な立場の人々

経験させることで

、主権者としての

単元の概要 

  導入（つかむ

佐賀市には

岡屋の製菓工場

ある保護者にどんな

するお土産であり

やげにぴったりのさが

うか？」という

準備し、さが

2)  追究（調べる

まず、村岡屋

ている工程を

さが錦作りへ

インタビューの

完成したさが

かについて、

これまで学習

場で学んだこと

に手作業が多

3) まとめる過程

   さが錦作りについて

る活動を行い

  参画（つながる

   これまで学習

ど働いている

年生社会科

はたらく人

 

生産にかかわる

られる特色

生活とのかかわりを

としての位置付

展開において

げる。身近な

地域にある

たちの生活とのつながりに

きるようにする。また、

工場を比較してそれぞれの

人々の思いや

させることで、複数

としての意識

 

つかむ）過程

には、たくさんの

製菓工場では、

にどんな時

であり、お客

やげにぴったりのさが

という学習問題

さが錦の模様

べる）過程

村岡屋の製菓工場

を見学し、

へのこだわりや

インタビューの結果を

したさが錦がどのような

、それぞれ調

学習した村岡屋

んだことを比較

多く取り入

過程 

りについて

い、そのことを

つながる）過程

学習したスーパーマーケットや

いている人々がいることに

年生社会科の実践 

人とわたしたちのくらし

にかかわる仕事があり

特色，他地域などとのかかわりを

とのかかわりを考

位置付け 

において、開成小校区内

な消費者である

にある工場を教材化

とのつながりに

、消費者や生産者

してそれぞれの

いや願いに気

複数の立場を意識

意識を育むことができると

過程 

たくさんの工業団地

、さが錦作りが

時にさが錦を

客さんに渡

やげにぴったりのさが錦を作るために

学習問題Ⅰを設定

模様への興味・

過程 

製菓工場に行き

、村岡屋の方

のこだわりや工夫について

を資料化し、

がどのような地域

調べてまとめる

村岡屋とバス旅行

比較することで

入れられていることに

りについて、調べたことをもとにして

そのことを村岡屋

過程 

したスーパーマーケットや

がいることに気

とわたしたちのくらし

があり，わたしたちの

などとのかかわりを

考えようとする

開成小校区内にある

である保護者や

教材化することで

とのつながりに気づき、自分

生産者の複数

してそれぞれの生産の工夫

気づかせたり

意識して、身近

むことができると

工業団地があり、

りが行われていることに

を買うのかアンケートを

渡すような特別

るために，工場

設定した。また

・関心をもたせ

き、手作業でさが

方へのインタビューを

について考えさせ

、原料やさが

地域に運ばれ販売

べてまとめる活動を

旅行で見学したヤクルト

することで、村岡屋では

れられていることに気

べたことをもとにして

村岡屋の方へ手紙

したスーパーマーケットや村岡屋以外

気づき、地図

とわたしたちのくらし 工場の

わたしたちの

などとのかかわりを理解

えようとする。 

にある村岡屋の

や生産者である

することで、工場

自分たちの

複数の立場の

工夫を考えさせる

づかせたり、考えさせたり

身近な社会

むことができると考える。

、開成小校区

われていることに

うのかアンケートを

特別なお菓子

工場では，どのような

また、さが錦

をもたせた。 

でさが錦を

へのインタビューを

えさせた。その

やさが錦作りの

販売されて

を行った。また

したヤクルト

では、製造工程

気づかせた

べたことをもとにして、村岡屋

手紙で報告した

村岡屋以外

地図にまとめる

資料

の仕事」 

わたしたちの生活を支えていることや

理解するとともに

の製菓工場のさが

である村岡屋

工場の仕事を理解

たちの地域を主体的

の思いを考えさせる

えさせる活動

させたりする

社会について主体的

。 

開成小校区のクレオパーク

われていることに気づかせ

うのかアンケートを行い、さが

菓子であることに

どのような仕事

錦のもとになった

を製造し

へのインタビューを行い、

その後、

りの工程、

ているの

また、

したヤクルト工

製造工程

づかせた。 

村岡屋の方の

した。 

村岡屋以外にも、校区内

にまとめる活動を行

資料 インタビュー

えていることや

するとともに，工場

のさが錦作りを

村岡屋などの身近

理解するととも

主体的に考えることが

えさせる活動

活動に取り組む

る。そのような

主体的に考え

のクレオパーク鍋島

づかせた。身近な

さが錦が佐賀県

であることに気づか

仕事をしているのだろ

のもとになった佐賀錦

の工夫や願いをまとめ

校区内には農業

行ったことで

インタビューをする

えていることや，これ

工場の仕事と

りを教材化

身近な地域人

するとともに、工

えることがで

活動や村岡屋

むことで、

そのような活動を

えようとす

鍋島にある村

な消費者で

佐賀県を代表

づかせ、「おみ

をしているのだろ

佐賀錦の織機を

いをまとめ

農業や商業な

ったことで、校区内

をする様子 

これ

と

教材化

人

工

で

村岡屋

、

を

ようとす

村

で

代表

おみ

をしているのだろ

を

いをまとめ

な

校区内
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の

オ 授業の

 1)  「主体的

   本実践

と生産

   校区内

って身近

ク鍋島

して自分

より、

を書いたり

も変化

また

ト工場

 2)  「対話的

   地域人材

組んだ

ンタビューから

学での

せたりするおいしさの

費者に

ト工場

ンタビューさせたことで

入していることが

ため」、

に購入

者のニーズの

ができた

者との

、消費者

りをしていることに

ができた

3)  「深

   さが

比較して

ビュー

は、生産方法

の方が

   単元後半

動の中

多く見

区内の

の他の職業への

の視点 

主体的な学び

本実践では校区内

生産の仕事のつながりを

校区内の工場と

身近で学習しがいのある

鍋島について事前

自分の生活経験

、さが錦をより

いたり、村岡屋以外

変化が生まれた

また、さが錦のモデルとなった

工場を比較した

対話的な学び

地域人材の活用

んだ。一番身近

ンタビューから、

での村岡屋の方

せたりするおいしさの

に安全に食べてほしい

工場と村岡屋を

ンタビューさせたことで

していることが

」、村岡屋は

購入することが

のニーズの違いに

ができた。消費者

との交流を通して

消費者の願いを

りをしていることに

ができた。 

深い学び」の

さが錦の製造工程

して、村岡屋

ビュー結果から消費者

生産方法や生産数

が大切にしている

単元後半では、

中で、「ここの

見られた。消費者

の身近な地域

への意識を

び」の視点

校区内の村岡屋製菓工場

のつながりを

と、児童の

しがいのある

事前に知っている

生活経験と結びつけながら

をより身近に

村岡屋以外の

まれた。 

のモデルとなった

したりしたことも

び」の視点

活用として、

一番身近な消費者

、児童は、

方へのインタビューに

せたりするおいしさの工夫

べてほしい

を比較する

ンタビューさせたことで、

していることが分かった

は「人のため

することが分かり、

いに気づくこと

消費者や複数の

して、生産者

いを考えて製品作

りをしていることに気づくこと

の視点 

工程を調べまとめる

村岡屋のおいしさの

消費者のニーズの

生産数などが

にしている思い

、校区内の

ここの米は、

消費者や生産者

地域の人々の

を高めることができた

視点 

村岡屋製菓工場

のつながりを実感し、主体的

の生活に関わりの

しがいのある単元となった

っている児童

びつけながら

に感じる児童

の工場を見学

のモデルとなった佐賀錦

ことも興味・

視点 

、村岡屋の方

消費者としての保護者

、消費者がさが

へのインタビューに

工夫などに理解

べてほしい」という思

する活動では、

、消費者が「

かった。ヤクルトとさが

のため」

、消費

づくこと

の生産

生産者は

製品作

づくこと

べまとめる過程

のおいしさの工夫を

のニーズの違いに

などが違うこと

いや考えなどを

の村岡屋以外

、祖父の知り

生産者などの

の働きに目を

資料 ヤクルト

めることができた。

村岡屋製菓工場のさが錦作

主体的な学びの

わりの深い銘菓

となった。そもそも

児童は少なかったが

びつけながら、さが錦作

児童が多くなった

見学したり、村岡屋

佐賀錦の織機を

・関心を高め

方、さらに各家庭

保護者への「

がさが錦に求めるニーズに

へのインタビューにより衛生面

理解することができた

思いに気づくことができた

、ヤクルトをどんなときに

「健康のため

ヤクルトとさが錦を

過程で、バス

を調べる活動

いに気づいた

うことを知り、伝統技術

えなどを、事実をもとに

村岡屋以外の生産者を

り合いが育てて

などの複数の立場

を向け、地域

ヤクルト工場

。 

錦作りを教材化

びの一助となるようにした

銘菓さが錦

そもそも村岡屋

かったが、保護者

錦作りの工夫

くなった。学習後

村岡屋の新商品

を準備したり

め、意欲的

各家庭の保護者

「さが錦をどんな

めるニーズに

衛生面の工夫や

することができた。

づくことができた

ヤクルトをどんなときに

のため」や「飲

を比較することで

バス旅行で見学

活動を行った

づいた。その違

伝統技術やきれいな

をもとに考

を調べ、地図

てている」

立場の思いや

地域の一員としての

工場と村岡屋の

教材化することで

となるようにした

錦を教材にしたことで

村岡屋の製菓工場

保護者へのインタビューをもとに

工夫や生産者の

学習後は、村岡屋

新商品を買いに

したり、バス旅行

意欲的な学習につながった

保護者との関

をどんな時に

めるニーズに気づくことができた

や生地を何回

。生産者との

づくことができた。バス

ヤクルトをどんなときに購入するのかを

飲みたい時」

ることで、ヤクルトは

見学したヤクルト

った。それぞれの

違いによって

やきれいな模様

考えることができていた

地図にまとめる

」など、働く

いや願いを考える

としての意識

の比較のワークシート

することで、自分たちの

となるようにした。 

にしたことで、

製菓工場のあるクレオパー

へのインタビューをもとに

の思いに触れたことに

村岡屋の方にお

いに行ったりと

旅行で見学したヤクル

につながった。

関わりを授業過程

に買うのか」

づくことができた

何回も焼いたり

との対話を通して

バス旅行で行った

するのかを保護者

」など自分のために

ヤクルトは、「

したヤクルト工場と

それぞれの保護者へのインタ

いによって、それぞれの

模様を出したい

ことができていた

にまとめる活動を行

く人に注目した

える学習を通

意識が高まった

ワークシート 

たちの生活

、児童にと

のあるクレオパー

へのインタビューをもとに

れたことに

にお礼の手紙

ったりと行動に

したヤクル

。 

授業過程に仕

」というイ

づくことができた。工場見

いたり重ね合わ

して、「消

ったヤクル

保護者にイ

のために購

、「自分の

と村岡屋を

へのインタ

それぞれの工場で

したい村岡屋

ことができていた。 

行った。活

した発言が

通して、校

まった。 

生活

にと

のあるクレオパー

へのインタビューをもとに

れたことに

手紙

に

したヤクル

仕

というイ

工場見

わ

消

ヤクル

にイ

購

の

を

へのインタ

で

村岡屋

活

が

校
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③③ 鍋島小学校

ア 単元名

イ 単元の

  鍋島の

活は密接

りよい道路建設

ウ 主権者教育

  本単元

市役所、

主体的に

仕組む。

島東土地改良区理事長

ンタビューしたりすることを

用し、道路建設

その際、

にとってよりよい

の在り方

る。 

エ 単元の

1) 導入

 まず

は、「

ることで

の上で

の道路建設事業

を進めているのだろう

2) 追究

道路建設

いう視点

ビューを

て理解

会、国

国など

ができた

3) 検討

関係図

いるのだろう

理事長

た。「

課題意識

護者や

4) 参画

検討過程

所の都市政策課

を得た

てきたことが

ことに

に自分

が見られた

り返りからは

を感じることができた

具合を

りする

鍋島小学校６年生社会科

単元名「私たちの

の目標 

の道路建設など

密接な関係があること

道路建設の在

主権者教育としての

本単元においては

、市議会、税金

に考えることができるようにしたい

。身近な保護者

島東土地改良区理事長

ンタビューしたりすることを

道路建設について

、複数の立場

にとってよりよい道路建設

方について主体的

の概要 

導入（つかむ）

まず、児童にとって

、「教室のエアコン

ることで、「誰のために

上で、鍋島町の

道路建設事業（

進めているのだろう

追究（調べる）

道路建設には、

視点から学習問題

ビューを資料化し

理解させることができた

国、県、住民

などが互いに協力

ができた。 

検討（考える）

関係図にまとめた

いるのだろう」という

理事長、町づくり

。「このまま道路建設

課題意識から「よりよい

や自治会長などの

参画（つながる

検討過程で考え

の都市政策課、

得た。「よりよい

てきたことが教室

ことに対する喜び

自分たちの提案

見られた。このような

返りからは、社会

感じることができた

具合を確認したり

りする児童の姿を

年生社会科の実践

たちの生活と政治

など、佐賀市

があること、政治

在り方について

としての位置付け

においては、鍋島校区

税金について

えることができるようにしたい

保護者、鍋島小学校職員

島東土地改良区理事長、市役所

ンタビューしたりすることを通

について捉えた

立場から自分たちが

道路建設の案

主体的に考え

）過程 

にとって身近で

のエアコン」「小学校南側

のために」「誰

の変遷が分かる

（以下道路建設

めているのだろう。」を

）過程 

、様々な立場

学習問題 Iについて

し、活用したことで

させることができた。

住民、予算などの

協力し、市民生活

）過程 

にまとめた際、児童

という疑問が

づくり協議会の方々

道路建設を進

よりよい道路建設

などの意見を

つながる）過程 

え、話し合った

、道路整備課

よりよい道路建設

教室だけに留まらず

び、そして、

提案を見直し、

このような学習

社会に参画していこうという

じることができた。授業後

したり、よりよい

を見ることができた

実践 

政治」 

佐賀市の政治に関心

政治は国民生活

について考えようとする

け 

鍋島校区に建設される

について学ばせることで

えることができるようにしたい

鍋島小学校職員、

市役所など、自分以外

通して、実社会

えた上で、道路建設

たちが考えた

案を考えさせたい

え、行動しようとする

で、住民の願

小学校南側の色付

誰が」という

かる写真（昭和

以下道路建設）について

を設定した。

立場の人々（住民

について追究させた

したことで、道路建設

。その上で、

などの関連付けを

市民生活の安定

児童から「鍋島

が生じた。そこで

方々からの聞

進めて大丈夫

道路建設について

を想起しながら

った解決策について

道路整備課に提案し、

のために」と

まらず、実際

、評価を得たことにより

、再検討しようとする

学習を経験したことで

していこうという

授業後も、建設途中

よりよい道路建設について

ることができた。 

関心をもち、問題解決

国民生活の安定と

えようとする。 

される道路事業を

ばせることで、自分

えることができるようにしたい。また、学習過程

、自治会長（

自分以外の様々

実社会の人々との

道路建設についての

えた解決策について

えさせたい。このような

しようとする、

願いが実現されてできた

色付き歩道」「

という疑問を抱かせ

昭和、平成の

について気付かせ

。 

住民、市役所

させた。その

道路建設に関

、調べてきたことを

けを図った。そうすることで

安定と向上のために

鍋島に住む住民

そこで、保護者

聞き取り調査

大丈夫なのか。課題

について考えよう

しながら、課題に

について、佐賀市役

、それに対し

と児童が懸命

実際に市役所に

たことにより

しようとする児童

したことで、児童

していこうという意識の

建設途中の道路

について話し

 

問題解決することを

と向上に大切

 

を事例として

自分たちの生活と

学習過程の中

（道路が建設

様々な立場の人

との連携を推進

についての課題を

について見つめ

このような学習

、主権者としての

されてできた公共物

」「正門前歩道橋

かせ、公共物

の航空写真）

かせ、学習問題

市役所、議会、国

その過程で、市役所職員

関わる市役所

べてきたことを関係図

そうすることで

のために大切な働

住民は、道路建設

保護者や道路ができる

調査により、児童

課題をどうにかしないといけない

えよう」という学習問題

に対する解決策

佐賀市役

し、評価

懸命に考え

に届いた

たことにより、さら

児童の姿

児童の振

の芽生え

道路の進み

し合った

提案

することを通して

な働きをしていることを

として取り上げる

と政治が密接

で、学校外の

建設される校区）、

と関わりをもち

推進したい。さらに

を見出し、その

直す活動を仕組

を経験させることで

としての意識を育

公共物の写真

正門前歩道橋」などである

公共物に対する興味

）を提示し、比較

学習問題 I「誰が、どのようにして

、県）の関わりと

市役所職員や市議会議員

市役所、市議会、税金

関係図に整理することで

そうすることで、児童は

働きをしていることを

道路建設にどのような

ができる地区の

児童は道路建設

をどうにかしないといけない

学習問題 II を

解決策について

提案の様子

資料 佐賀市役所

して、政治と

きをしていることを

げる。この事例

密接に関係していることを

の人材との対話的活動

）、町づくり

わりをもち、話を聞

さらに、様々

その解決策を

仕組むことで

させることで、よりよい

育むことができると

写真を提示する

などである。これらを

興味・関心をもたせる

比較させることで

どのようにして

わりと、お金

市議会議員からのインタ

税金の働きや

することで、市役所

は、市役所、市議会

きをしていることを理解

にどのような意見・要望

の自治会長、

道路建設に関わる課題

をどうにかしないといけない」という

を設定した。

について検討した。

様子 写真 

佐賀市役所の方に提案

と私たちの生

きをしていることを理解し、よ

事例を通して、

していることを

対話的活動を

づくり協議会、鍋

聞いたり、イ

様々な人材を活

を考えさせる

むことで、多くの人

よりよい社会

むことができると考え

する。具体的に

これらを提示す

をもたせる。そ

させることで鍋島町

どのようにして道路建設

金（予算）と

からのインタ

きや役割につい

市役所、市議

市議会、県、

理解すること

要望をもって

、土地改良区

課題を見出し

という児童の

。児童は、保

。 

提案する様子 

生

よ

、

していることを

を

鍋

イ

活

えさせる。

人

社会

え

に

す

そ

鍋島町

道路建設

と

からのインタ

につい

市議

、

すること

をもって

土地改良区

し

の

保

 

13



 

 

オ 授業の

1) 「主体的

本実践

単元において

を実感

教材化

路ができるまでの

設される

単元導入

町の変遷

をもとに

究活動

   「政治

す校区

習に取

 

2) 「対話的

地域人材

者との

直な意見

かということに

土地改良区理事長

をより

 授業終末

における

て、市役所職員

 さらに

電話で

所職員

のである

 よりよい

だことで

広い視点

きた。

 

3) 「深い

道路建設

道路建設

の目線

するという

道路建設

は、メリットだけではなく

が最も

そこで

なっていないかという２つの

ついて

いなかった

る人など

地域の

域人材等

感させ

を仕組

の視点 

主体的な学び」

本実践は、鍋島校区

において、児童

実感し、主体的

教材化にあたり、

ができるまでの

される地区に働

単元導入では、鍋島町

変遷を捉えさせ

をもとに「誰が、

究活動を行った。

政治」となると

校区の事例を教材化

取り組むことができた

対話的な学び」

地域人材の活用として

との対話を授業過程

意見を聞くことができた

かということに気付

土地改良区理事長

をより明確に、そして

授業終末では、

における課題に対

市役所職員から

らに、授業が

で、児童の提案

所職員が佐賀警察署

のである。 

よりよい道路建設

だことで、児童は

視点から自分

。 

い学び」の視

道路建設を誰が、

道路建設にどのような

目線から道路建設

するという活動を

道路建設には、「安全性

メリットだけではなく

も切実感を抱

そこで、「安全性

なっていないかという２つの

ついて考えた際には

いなかった児童が

など、複数の

の事例を教材化

域人材等との双方向的

させることができた

仕組んだことで

」の視点 

鍋島校区に建設中

児童が暮らす

主体的な学びとなることを

、道路建設については

ができるまでの過程、道路建設

働きかけを行

鍋島町の昭和

えさせ、道路建設

、どのようにして

。 

となると、自分とはかけ

教材化したことにより

むことができた。

」の視点 

として、自治会長

授業過程に仕組

くことができた

気付くことができた

土地改良区理事長、町づくり

そして広い視点

、佐賀市役所の

対する解決策

から意見や評価

が終わり、数週間後

提案に対する意見

佐賀警察署にも、児童

道路建設を目指し

は、実社会とのつながりを

自分たちの町の

視点 

、どのように

にどのような意見や

道路建設について

を設定した。

安全性」「利便性

メリットだけではなく、

抱いた課題が

安全性」を高めることができる

なっていないかという２つの

には、歩行者

が、「利便性」

の立場を考慮

教材化することで

双方向的な対話

ることができた。さらに

んだことで、課題に対

建設中の都市計画道路

らす校区の事例

となることを期待

については、

道路建設の目的

行った市議会議員

昭和の頃、平成初期

道路建設が行われていることに

どのようにして道路建設

とはかけ離れたことと

したことにより、

。 

自治会長、土地改良区理事長

仕組んだ。一番身近

くことができた。それをもとに

くことができた。さらに

づくり協議会の方々

視点から認識

の方々を教室

解決策を提案した。

評価をいただいた

数週間後には、

意見を聞くことができた

児童の提案文を

し、地域人材等

とのつながりを

の道路建設を

に進められているのかを

や要望をもっているのか

について見つめ直し

。児童は、保護者

利便性」「将来性

、課題も潜んでいるということに

が人の命に関わ

めることができる

なっていないかという２つの観点から検討

歩行者が安全になるか

」という観点

考慮し、よりよい

することで、地域社会

対話を行うことで

さらに、複数の

対して深く考える

都市計画道路を教材化

事例を教材化することで

期待した。 

、教師が佐賀市役所都市政策課

目的などについて

市議会議員にも話を

平成初期、現在

われていることに

道路建設を進めているのだろう

れたことと感じる

、自分たちの生活

土地改良区理事長

一番身近な住民としての

それをもとに、児童は

さらに、道路建設

方々を教室に招

認識することができた

教室に招き、道路建設

。また、提案

をいただいた。 

、佐賀警察署

くことができた

を届けてくれていた

地域人材等との対話を

とのつながりを実感しながら

を見つめることがで

められているのかを

をもっているのかと

し、よりよい道路建設

保護者アンケートの

将来性」についての

んでいるということに

わる「安全性

めることができる解決策について

検討を行った。

になるか、つまり

観点からの検討

よりよい解決策にしようと

地域社会に潜む課題

うことで、意欲的に

の立場に立ち、

える児童の姿

教材化した。「わたしたちの

することで、自分

佐賀市役所都市政策課

などについて資料化し、

を聞き、資料化

現在の３枚の航空写真

われていることに気付かせた

めているのだろう

じる児童が多

生活とのつながりを

土地改良区理事長、町づくり

としての保護者

は、道路建設

道路建設に携わっている

招き、意見交換

することができた。 

道路建設

提案を受け

佐賀警察署からも

くことができた。市役

けてくれていた

を仕組ん

しながら、幅

つめることがで

められているのかを調べる過程

と疑問が生じた

道路建設の在

アンケートの結果や

についての意見があること

んでいるということに気付

安全性」に関する

について、「効果

。この２つの

つまり、自分たち

検討を行ったことで

にしようと深く

課題に目を向

に地域社会に

、多角的な視点

姿を見ることができた

提案

資料

わたしたちの

自分たちの生活

佐賀市役所都市政策課への聞

、児童に提示

資料化した。 

航空写真を比較

かせた。さらに、

めているのだろう」という学習問題

多いが、道路建設

とのつながりを見出

づくり協議会、市役所職員

保護者からは、

道路建設には課題も

わっている地域住民

意見交換を行ったことで

過程で、児童の

じた。そこで

在り方について

や、自治会長等

があること、そして

気付くことができた

する課題であった

効果（安全になるか

この２つの観点からの

たち目線でしか

ったことで、市役所

く考えることができた

向けさせ、それらの

に関わり、実社会

視点で解決策

ることができた。

提案の様子

資料 自治会長

わたしたちの生活と政治

生活と政治とのつながり

への聞き取り調査

提示した。また

 

比較させることを

、児童から出

学習問題 I を

道路建設という

見出しながら、

市役所職員、

、道路建設についての

も潜んでいるのではない

地域住民として

ったことで、児童

の中から、鍋島

そこで、単元後半

について考え、市役所

自治会長等との対話

そして、それらの

くことができた。その

であった。 

になるか）」「利便性

からの検討により

でしか解決策について

市役所の思いや、

えることができた。

それらの課題に

実社会とのつながりを

解決策を検討させる

。 

様子 写真 

自治会長との対話の様子

政治」という本

とのつながり

調査を行い、道

また、道路が建

させることを通して

出された疑問

を設定し、追

という児童が暮ら

、主体的に学

、さらに保護

についての率

んでいるのではない

、自治会長、

児童は、課題

鍋島の住民は

単元後半では、住民

市役所に提案

対話を通して、

それらの意見に

その中で、児童

利便性」を損

により、「効果」に

について考えて

、車を運転す

。 

に対して、地

とのつながりを実

させる学習過程

様子 

本

とのつながり

道

建

して、

疑問

追

ら

学

保護 

率

んでいるのではない

、

課題

は、 

住民

提案

、

に

児童

損

に

えて

す

地

実

学習過程
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（５）考察 

   ３校の実践を研究の３つの視点でまとめると以下のようになる。実践後，児童のワーク 

シートや活動の様子，事後アンケートをもとに考察を行った。 

 

 

 

 

 

 

 ①主体的な学びの視点 

   開成小学校では，地域の「村岡屋」の工場を取り上げたことで，児童がこれまであまり

注目していなかった地域の産業に目を向けることができた。また，春日北小学校，鍋島小

学校では，それぞれの校区の自然災害，交通を取り上げたことで，児童が自分達の住む地

域の課題を知り，それを解決していくことができた。 

児童の発達段階に沿って，「地域に目を向ける」，「地域の課題を知り，解決する」ための

課題を設定したことで，児童に地域の一員としての意識が芽生え，主体的に学びに向かう

姿が見られた。 

 

 

 

 ②対話的な学びの視点 

   各校で設定した課題に応じて，公民館，村岡屋，市役所といった地域人材等と連携しな

がら学習を進めた。また，地域住民や消費者として，児童の保護者の意見も取り上げた。 

   児童がただ教えてもらうのみに留まらず，解決策を提案したり，返事をもらったりして

連携．協働して地域をより良くしようとする姿が見られた。 

 

 

 

 ③深い学びの視点 

   各校で設定した課題のよりよい解決に向けて，資料を活用したり，解決策の比較，検討

をしたりする学習過程を考えた。それらの学習の中で，児童は地域人材等とのかかわりを

生かして，複数の立場から解決策を検討していた。また，自分達の考えた解決策によって

生まれる新たな問題に気づき，さらに検討を重ねたりしていた。 

地域人材等の活用や学習過程の工夫により，物事を多角的に捉えて考える姿が見られた。 

 

 

 

 

 ④課題 

実践から見えてきた今後の課題として，学習後も児童が地域社会へ関わっていく姿をど

のように育てていくか，どのように見取っていくかの２点が挙げられる。そのためには，

学校と家庭，地域が連携し，方法を考えていくことが求められる。 

 地域課題 地域人材等 学習活動 

春日北 防災マップ（防災） 公民館長・地域住民 解決策の比較・検討 

開成 村岡屋（産業） 村岡屋・消費者 ２つの工場の比較 

鍋島 道路建設（交通） 市役所・地域住民 解決策の比較・検討 

・私達の校区は，まだまだ災害への準備をしていないと思った。（ワークシート） 

・もっと勉強して佐賀錦のことを知りたい。（ワークシート） 

・市役所の人の話から，利便性が重視されていることが分かった。（話し合い） 

・自分達の案が自主防災本部の会議で話し合ってもらえてうれしい。（ワークシート） 

・市役所や歩行者にとってよりよい解決策を考えていく必要がある。（話し合い） 

・個人情報保護の問題があるので，どうするか考えていきたい。（ワークシート） 
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２

 

      

    

    

 

➀

 

 

②

  

  

  

 

２ 研究の実際

 (1) 授業

単元名

      

    指導日時

    指導学級

 

➀ 本単元のねらい

公民的分野

  次のようなねらいをもとに

・人権を

・身近な

 

② 本単元の

  本単元のねらいにせまるために

１点目は

点からラーニングパートナーの

察を促す工夫

  １点目について

  本単元では

この問いを

その結果は

とがわかった

いということが

のことから

がわかり、

た。そして

いと思い、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１ お

持っていますか

実際 

授業の実際（中学校

単元名 第２章

      「学習以外

指導日時 平成

指導学級 佐賀市立城東中学校

のねらい 

的分野の「人権

のようなねらいをもとに

を守るために

な人権問題について

の手立て 

のねらいにせまるために

は「主体的な

からラーニングパートナーの

工夫を行うこと

について詳しく

では、単元を

いを設定するにあたって

は以下の通りである

った。それに

いということが分かった

のことから、生徒たちは

、情報通信機器

そして、保護者には

、単元を貫く

お子様は情報通信機器

っていますか？ 

中学校の部） 

章 日本国憲法

学習以外での中学生

平成２９年１１

佐賀市立城東中学校

人権を守るためには

のようなねらいをもとに、本

るために、日本国憲法

について多面的

のねらいにせまるために

な学びの視点

からラーニングパートナーの活用

うこと」である

しく説明する

を貫く問いを「

するにあたって

りである。生徒

それに対し、情報通信機器

った。また、

たちは情報通信機器

情報通信機器を使用するには

には子どもと

く問いとして「

情報通信機器を 

 

日本国憲法について

中学生の携帯電話

１１月１０日（

佐賀市立城東中学校 ３年

るためには」という

本単元を構成

日本国憲法ではどのような

多面的・多角的

のねらいにせまるために、３つの手立

視点から単元を

活用を行うこと

である。 

する。 

「学習以外での

するにあたって、事前に保護者

生徒たちの現状

情報通信機器の

、子供の情報通信機器

情報通信機器を持っ

するには、生徒自身

どもとの会話を生

いとして「学習以外での

質問２ 情報通信機器

ご家庭でルールを

について考えよう 

携帯電話の使用を禁止

（水）４校時

年５組 計３５

という単元で、

構成した。 

ではどのような権利

多角的に考えること

手立てを行った

を貫く問いの

うこと」、３点目

での中学生の

保護者に「情報通信機器

現状として、

の利用について

情報通信機器を

っているが、

生徒自身にも

生み出し、家庭

での中学生の

 情報通信機器

でルールを決められていますか

 

禁止すべきか

校時 

３５名 

、授業実践を

権利が保障されているか

えること 

った。 

いの工夫をすること

点目は「深い学

の携帯電話の

情報通信機器に

、約８割の生徒

について家庭でルールを

を見たりしている

、その利用について

にも適切に判断

家庭（社会）

の携帯電話の

情報通信機器の利用について

められていますか

否か。」 

行った。 

されているか理解

をすること」、２点目

学びの視点から

の使用を禁止

に関する事前

生徒が情報通信機器

でルールを決めているのは

たりしている保護者は

について保護者

する能力を身

の問題として

の使用を禁止

について

められていますか。 

質問３

信機器

理解すること 

点目は「対話的学

から多面的・

禁止すべきか」に

事前アンケート

情報通信機器を所持

めているのは４

は２４％程度

保護者のかかわりが

身につけさせたいと

として関心をもって

禁止すべきか」を

３ お子様の

信機器を見たりされていますか

 

対話的学びの視

・多角的な考

に設定した。

アンケート」をとった。

所持しているこ

４割に満たな

程度だった。こ

のかかわりが薄いこと

につけさせたいと感じ

をもってもらいた

を設定した。

の所持している

たりされていますか 

視

考

。 

。

しているこ

たな

こ

いこと

じ

もらいた

。 

している情報通
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２点目の

た。LP とは

とを指す。

野を広げて

ってもらいたいという

 

３点目の

ワークシートに

トである。

を設定し、

信機器の利用

書かせたものである

面、家計面

する自分の

 

 ③ 学習指導計画

（１）日本国憲法

（２）国民主権

（３）日本

（４）基本的人権

（５）現代社会

（６）現代社会

（７）自由権

（８）社会権

（９）広

（１０）

 

 ④ 本時の

正しい

か多面的

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の手立てとして

とは、「相互に

。LP には、佐賀市教育委員会学校教育課

げて客観的にものごとを

もらいたいという

の手立てとして

ワークシートに施した

。多面的・多角的

、記入させた

利用の禁止』

かせたものである。

面、経済面、

の意見を書かせ

学習指導計画 

日本国憲法とは

国民主権と私

日本の平和主義

基本的人権の

現代社会に残

現代社会に残

自由権       

社会権         

広がる人権の

）人権を守るためには

の指導目標 

しい情報機器の

多面的・多角的に

てとして、ラーニングパートナー

に学びあい、

佐賀市教育委員会学校教育課

ものごとを考

もらいたいという思いでアンケートに

てとして、多面的

した。右の資料

多角的な考え

させた。このワークシートは

』に対する、

。このワークシートを

、利便性など

かせた。 

とは     

私たち    

平和主義     

の尊重と平等権

残る差別➀  

残る差別②  

         

         

の考え方   

るためには  

 

の使い方を学

に考えさせる

ラーニングパートナー

、相互に評価

佐賀市教育委員会学校教育課

考えるために

アンケートに協力

多面的・多角的な

資料が、実際に

え方を促すため

このワークシートは，『

、賛成や反対

このワークシートを用

など、複数の視点

  ・・・１

    ・・・１

  ・・・１

平等権・・・１

  ・・・１

  ・・・１

  ・・・１

         ・・・１

  ・・・１

  ・・・２

学び、身近な

る。 

ラーニングパートナー（以下

評価しあい、相互

佐賀市教育委員会学校教育課 ICT 利活用教育係

るために、また、保護

協力してもら

な考察を促す

に使ったワークシー

すために、複数

このワークシートは，『中学生の

反対の理由を整理

用いて安全面

視点から、問

・・・１時間   

・・・１時間 

・・・１時間   

・・・１時間 

・・・１時間   

・・・１時間 

・・・１時間   

・・・１時間 

・・・１時間   

・・・２時間（本時

な問題として

以下、LP と表記

相互に生かしていく

利活用教育係

保護者にも LP

もらった。 

す工夫を

ったワークシー

複数の視点

の情報通

整理して

安全面、健康

問いに対

 

 

 

 

 

本時） 

として SNS のトラブルを

表記する）を活用

かしていく、学校外部

利活用教育係の方に来ていただいた

LP として係わってもらい

のトラブルを防ぐためにはどうすればよい

活用して、授業

学校外部のアクター

ていただいた。

わってもらい

ぐためにはどうすればよい

授業を組み立て

のアクター」のこ

。生徒が、視

わってもらい、関心を持

ぐためにはどうすればよい

て

のこ

視

持

ぐためにはどうすればよい 
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 ⑤ 本時の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習内容 生徒の活動と教師の支援 評価・留意点 

導
入 

１．情報通信機器の

トラブル例、裁判事

例などを紹介し、身

近な問題として自分

の情報機器の取り扱

いについて考える。 

 

〇中学生における情報通信機器の使用について、自分の

使用状況と向かい合い、改善するべき点を考えさせる。 

（SNS、主に LINE、時間、場所、使い方・・・） 

※LP【IT サポート佐賀】（ラーニングパートナーの方の

紹介をする） 

 

 

〇生徒に身近な問題と

して考えさせる。 

展
開 

２．中学生の携帯電

話の使用を制限すべ

きか否か、グループ

活動で話し合い、賛

成意見、反対意見を

それぞれのグループ

で出し、まとめる。 

【８グループ】 

 

３．身近な問題とし

て、班の意見を発表

する。 

 

４．身近な問題とし

て、自分だったらど

のように問題を解決

するのか、ワークシ

ートに記入する。 

〇中学生の携帯電話の使用を制限するか否か、賛成派と

反対派に分かれる。 

【教師側であらかじめ賛成・反対を分けておく】 

〇多面的・多角的視点から安全面・健康面・家計面・経

済面・利便性についてそれぞれの理由を賛成派・反対派

別に考えさせる。 

 

 

 

〇話し合った内容をワークシートに書き出し、班別に発

表する。 

 

 

〇班別の発表を聞き、自分だったらどのように問題を解

決するか、主権者として意識させながらワークシートに

記入させる。 

〇グループ内で積極的

に意見を出すことがで

きているかどうか。 

〇 自 分 の 立 場 を 理 解

し、賛成側・反対側と

して意見を出し、また、

相手の意見を聞くこと

が で き て い る か ど う

か。 

 

〇身近な問題として自

分の意見を持つことが

できているかどうか。 

終
末 

５．LP の方から発

表した意見につい

て、評価をもらう。 

〇今後、どのように情報通信機器と向かい合い、LP の方

の意見を聞き、自分の意見と照らし合わせて考えさせる。 

〇第三者の意見を柔軟

に取り入れることがで

きるかどうか。 

学習以外での中学生の携帯電話の使用を禁止すべきか否か。 
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⑥

 

１

 

単元

「

らないように

想

問題

点

ついて

を

を

ができている

ていただいた

てもらい

えていただくとともに

について

授業

宜生徒

その

けができた

信機器

気

面的

は

況等

方

（

⑥ 検証と考察

 

１ 主体的な

 単元を貫く

単元を通して

これは、授業

「スマートフォン

らないように

想の件を 3つ

 

ここからこの

問題として実感

 

これは、1

点について書

ついて、下線

を使いながら

このように

を多面的・多角的

ができている

 

２ 対話的

今回 LP として

ていただいた

てもらい、生徒

えていただくとともに

について話し

授業の際に、

宜生徒に専門家

その結果、班

けができた。

信機器の利便性

生徒は，LP

気づかせてもらい

面的・多角的

は、生徒との

況等を把握することができ

方や指導法の

（保護者）は

考察 

な学びの視点

く問いに身近

して、生徒の意欲

授業を受けた

スマートフォンにより

らないように注意したいです

つ目まで本文

ここからこの生徒は、

実感していることが

1 か月後、生徒

書かせたもので

下線のように安全面

いながら利用していることが

このように本単元をとおして

多角的に自覚

ができている。 

対話的な学びの視点

として佐賀市教育委員会

ていただいた。保護者には

生徒の家庭での

えていただくとともに、

し合う機会を

、生徒の話し

専門家として多方面

班の中では出

。また、授業

利便性と危険性

LP との対話を

づかせてもらい、情報通信機

多角的に考察することができ

との対話を通して

することができ

の改善につながるヒントを

は，アンケートを

視点から 

身近な問題を設定

意欲が高まった

た生徒の感想

により勉強時間や

したいです。」と

本文に付け足す

、自分の生活

していることが分かる

生徒に授業を

かせたものである。情報通信機器

安全面、健康面

していることが分

をとおして、情報通信機器

自覚し、生活に

視点から 

佐賀市教育委員会と

には、事前アンケートに

での情報通信機器

、生徒と保護者

を設けた。佐賀市教育委員会

し合い活動を

多方面からアドバイスをいただいた

出てこなかった

授業の最後に専門家

険性を中心に話

を通して自分

情報通信機器の

することができ

して，中学生

することができ，今後の

つながるヒントを

アンケートを記入したり

設定したことにより

まった。 

感想である。この

や家族と話す

と書いている

す。 

生活の改善など

かる。 

を受けて、生活

情報通信機器

健康面、金銭面

分かる。 

情報通信機器

に主体的に生

と保護者に、

アンケートに

情報通信機器の使用状況

保護者が、情報通信機器

佐賀市教育委員会

を観察してもらい

からアドバイスをいただいた

てこなかった視点から

専門家の立場

話をしていただいた

自分たちが気づかない

の利便性や危険性

することができた。また、

中学生の情報通信機器

の情報教育の

つながるヒントを得ることができた

したり，意見

したことにより、

この生徒は

す時間が減

いている。右の感

など、身近な

生活の改善

情報通信機器の利用に

金銭面などに気

情報通信機器の問題性

生かすこと

、協力をし

アンケートに協力をし

使用状況を教

情報通信機器

佐賀市教育委員会には、

してもらい、適

からアドバイスをいただいた

から考えるきっか

立場から、情報通

をしていただいた。 

づかない視点に

危険性などを多

、LP（専門家

情報通信機器の利用状

のよりよい在り

ることができた。LP

意見を書いたりす

からアドバイスをいただいた。

えるきっか

情報通

 

に

多

専門家）

利用状

り

LP

いたりす
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ることで

ともにこの

ば

とを

いている

情報通信機器

ことがわかる

 

にコメントをいただき

をいただいた

LP

になった

 

 

 

 

 

ることで，情報通信機器

ともにこの問題

 

生徒の感想

ば便利なので

とを心に受け

いている。ここからこの

情報通信機器

ことがわかる

 

さらに授業

にコメントをいただき

をいただいた

これらのことから

LP は中学生の

になった。 

 

 

 

 

 

情報通信機器

問題について

感想を見てみると

なので、使用するときにはリスクがあるというこ

け止め、向き

ここからこの

情報通信機器の利便性とリスク

ことがわかる。 

授業の後、LP（

にコメントをいただき、

をいただいた。また、ネットの

これらのことから、LP

の現状を知ることができ

 

情報通信機器の使用について

について真剣に話し

てみると、「情報通信機器

するときにはリスクがあるというこ

き合っていこうと

ここからこの生徒は、LP

とリスク管理

（専門家）の

、基本的人権

ネットの危険性

LP を活用することで

ることができ

について、直接話

し合う機会ができた

情報通信機器は正

するときにはリスクがあるというこ

っていこうと思います

LP との対話を

管理について考

の意見を聞いて

基本的人権の視点からも

危険性やそのためのルール

することで、生徒

ることができ、よりよい

直接話し合うことができていなかったことに

ができた。 

正しく使え

するときにはリスクがあるというこ

います。」と書

を通して、

考えている

いて感じたことを

からも、情報通信機器

やそのためのルール

生徒は社会とのつながりを

よりよい社会を築くために

うことができていなかったことに

 

じたことを記入させたワークシートを

情報通信機器の使用

やそのためのルール作りについても

とのつながりを

くために共に

うことができていなかったことに

させたワークシートを

使用について考

りについても助言をいただいた

とのつながりをより深めることができ

問題解決に向

うことができていなかったことに気づき

させたワークシートを、

考えるようにアドバイス

をいただいた。

めることができ

向かうことができるよう

づき、子どもと

、LP（専門家

えるようにアドバイス

。 

めることができ、反対に

かうことができるよう

どもと

専門家）

えるようにアドバイス

に、

かうことができるよう
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３

 

これは

学

た

情報通信機器

ことが

て

を

の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本実践

 

１

 

 

 

 

 

 

 

３ 深い学びの

 

これは、1か

学んだことを

た。 

情報通信機器

ことが分かる

て使用を控えることを

を守ることを

の問題性を多面的

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本実践の成果

 

１．成果 

➀単元を貫

びつきや構成

 

②生徒のメリット

また、生活

なり、自分

 

③保護者は

い，家庭生活

教育や生徒指導

 

 

 

 

 

びの視点から

か月後、生徒に

んだことを生かし、身近

情報通信機器の利用について

かる。例えば、

えることを考

ることを意識したことも

多面的・多角的

成果と課題について

貫く問いを設定

構成、教科書

のメリットとして

活スタイルを

自分の考えに自信

は、生徒とともに

家庭生活の改善につなげた

生徒指導にも役立

から 

に授業を受けて

身近な問題として

について、下線

、以前は遅くまでスマートフォンを

考えるようになったのは

したことも変化として

多角的に自覚し

について 

設定し、工夫

教科書の内容を活用

として、自分の考

スタイルを変えるきっかけ

自信が持てた

とともに情報通信機器

につなげた。

役立てることができた

けて、生活の

として生活に

下線のように安全面

くまでスマートフォンを

えるようになったのは

として見ることができる

し、生活に生

工夫したことで

活用して、意見文

考えを広げ、

えるきっかけとなり

てた。 

情報通信機器の使用

。LP（専門家

てることができた。

の改善点について

に変化が生まれたかどうかを

安全面、健康面

くまでスマートフォンを

えるようになったのは大きな改善点

ることができる

生かすことができている

したことで、身近な問題

意見文を作成

、深めることで

となり、家族で情報通信機器

使用を考えることで

専門家）も、生徒

。 

について書かせたもので

まれたかどうかを

健康面、金銭面

くまでスマートフォンを使用していた

改善点である。

ることができる。このように

かすことができている

問題として考

作成できた 

めることで、LP を通

情報通信機器

えることで，スマホの

生徒や保護者の

かせたものである

まれたかどうかを検証するために

などに気を使

していた生徒が、金銭面

また、家庭でルールを

このように本単元をとおして

。 

えることができ

して社会とつながることができた

について会話

スマホの使用に

実態を理解することで

ある。授業の

するために改善点

使いながら利用

金銭面や健康面

でルールを決

をとおして、情報通信機器

えることができた。また

とつながることができた

会話をすることが

に関するルール

することで，

の 1か月後に、

改善点を書かせ

利用している

健康面を考慮し

決め、きまり

情報通信機器

また、単元の結

とつながることができた。

をすることが裏付けと

するルール作りを行

，今後の情報

、

かせ

している

し

きまり

情報通信機器

結 

。 

けと 

行 

情報 
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２．課題 

➀LP の設定 

LP を探し，打ち合わせを行うことに大変な時間と労力が必要である。LP を活用する単元を増やすため

には、効率化を図ることが必要であることが言える。 

今後は、LP を活用した授業実践を整理し、活用しやすくすることが求められ、LP をリストアップし、

全体で共有化することで、円滑な運用を行うことができると考える。 

 

②生徒との評価基準の共有化 

単元の初めに問いを立て、目標を示すことはできたが、評価基準を示し生徒と共有することができなか

ったため，生徒の意見が多岐にわたってしまった。そのため、社会科の単元の目標に対するまとめが焦点

化できなかった。 

今後は単元を貫く問いと評価基準を導入に示し、生徒と共有することで学習を進めることに留意して、

研究を深めていこうと思う。 
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◆中学校社会科（公民的分野） 

・単元名  第２章 私たちの生活と文化について考えよう 

「 久保田町の浮立を伝えていくため、私たちには何ができるか？ 」 

 

◆本実践における授業改善 

視

点 

本研究における 

授業改善の方策 
本実践における授業改善の内容 成果と課題 

「
主
体
的
な
学
び
」
の
視
点 

児童生徒の身

の回りや地域社

会の課題を取り

扱うことで，学

ぶ 意 欲 を 高 め

る。 

○地域の伝統文化の課題を基に、単元を貫く問いを設定する 

地域の伝統芸能『浮立』を通して、地域がかかえる課題に

気づかせ、自分なりの関わり方を考えさることができた。生

徒は、1 年次の総合的な学習の時間において、地域の伝統芸

能『浮立』の体験活動を行っている。本単元の導入では、地

域の方をＬＰとし、講話を通して『浮立』を伝承していくた

めの課題を明らかにしながら、単元を貫く問いを設定するこ

とができた。 

地域の伝統芸

能を取り上げ、

地域の方に課題

や思いを伝えて

もらったこと

で、学ぶ意義を

意識しながら、

単元の学習に導

くことができ

た。 

「
対
話
的
な
学
び
」
の
視
点 

地域人材等の

話や交流を通し

て ， 実 社 会 の

人々との連携・

協 働 を 推 進 す

る。 

○学習の目的に合わせて、地域人材の活用を図る 

単元の導入では、地域の方をＬＰとして講師に招き、『浮

立』の歴史に関する講話を聞くとともに、『浮立』が直面し

ている問題点や地域の人々の願いについても話を聞くことが

できた。 

単元の終末においては、フリー参観デーを活用して、保護

者や地域の方々をＬＰとし、意見交流の場を設定した。単元

を貫く問いに関する自分の考えを基に、保護者や地域の方々

との対話を通して、自分の意見を伝えたり、相手の考えを聞

いたりすることができた。 

様々な考えに

触れて、自分の

考えを広げたり

深めたりするこ

とができ、意見

文の修正に役立

てることができ

た。 

「
深
い
学
び
」
の
視
点 

自分の意見を

もつために，課

題を追及したり

解決したりする

活 動 を 設 定 す

る。 

○学ぶ必要性を感じながら追究し、学んだ内容を生かす単元

構成を工夫する 

・単元の導入では、地域の方を講師に招き、伝統芸能『浮

立』の伝承における課題を明らかにし、問題意識を高めて単

元を貫く問いを設定することができた。 

・単元の追究過程では、教科書の内容を学びながら、伝統文

化の継承について、日本各地の共通する課題について考えさ

せることができた。 

・単元の終末においては、導入時の講話の情報や追究過程で

獲得した内容を活用させて、単元を貫く問いに対する自分の

意見文を書かせた。それを基に、生徒同士やＬＰの方々との

意見交流を通して、自分の考えを広げたり深めたりさせるこ

とができた。 

地域の伝統芸

能の学習を通し

て、地域社会の

高齢化，少子

化，地域のつな

がりの希薄化な

ど、伝統文化の

根底に横たわる

共通の課題に気

付かせ、追究さ

せることができ

た。 
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◆学習指導計画 

（１）学習課題と学習計画の設定………………１時間 

『単元の問いを設定し、学習計画を立てよう！』 

（２）生活に息づく文化…………………………0.5 時間 

『文化は、私たちの生活とどのように結びついているか？』 

～世界は、グローバル化（文化の画一化）を進めるべきか？～ 

（３）日本の伝統・文化…………………………0.5 時間 

『日本の文化はどのように形づくられ、また、どのような特色があるのでしょうか？』 

（４）文化の継承と創造…………………………１時間 

『私たちは、文化に、どのような形でかかわっているのでしょうか？』 

～先細りになっても、しきたりや形態を、そのまま大切に残していくべきか？～ 

～しきたりや形態を変えてでも、創造を加えて発展させていくべきか？～ 

（５）学習課題に対する意見文の作成…………１時間 

『単元の問いに対して、意見文を作成しよう？』 

～久保田町の浮立を伝えていくため、私たちには何ができるか？～ 

（６）学習課題に関する意見交流会……………１時間（本時） 

『さまざまな人との対話を通して。学習課題に対する最終的な自分の意見を書こう！』 

考えを広げる 

考えを深める 

考えを広げる 

課題をつかむ 
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中学校第９学年 社会科学習指導案 

日 時 平成３０年７月９日 

学 級 ９年２組      

場 所 ９年２組教室    

指導者 教諭 吉末恭享   

１ 単元名 「私たちの生活と文化について考えよう」 

 

２ 単元について 

本単元は，中学校学習指導要領の公民的分野の内容Ａ「私たちと現代社会」の⑴「私たちが生きる現代社

会と文化の特色」を受けて設定している。現代社会は、グローバル化の進展にともない、様々な文化を認め

合い尊重し合う異文化理解が求められている。外来文化をうまく取り入れてきた日本であるが、文化の画一

化という現象がみられ、また、少子高齢化や過疎化の影響もあって、伝統文化の存続が危ぶまれている地域

もある。我が国の伝統と文化は、自然や社会との関わりの中で受け継がれ、日本人の心情やものの考え方を

育んできた。人々が、より豊かな生活を実現していくためには、伝統文化を継承しながらも新しい文化の創

造に努める必要があり、自国の文化を身に付けたうえで、他国の文化と交流していくことが望ましい。 

本校では、小中一貫教育による「思斉学」を通じて、郷土の歴史や文化について学んでいる。中学１年時

には、総合的な学習の時間で、地域の伝統芸能『浮立』を体験し、その継承についてはほとんどの生徒が肯

定的な意見をもっている。この伝統芸能を後世に伝えていくべき理由としては、「これまで伝わってきたも

のだから」「伝えていかなければならない」という考え方が大半を占めている。本学級は、学習課題に対し

て意欲的に調べて学習を進めていくことができる生徒が多い。また、学習課題に対するまとめでは、根拠や

理由をつけて、分かったことを説明したり考えたことを論じたりすることができる生徒が増えている。しか

し、まとめた内容を伝え合うことには消極的である。 

本単元では、現代日本の特色や現代社会における文化の意義や影響，文化の継承と創造の意義について理

解を深めさせるため、地域の伝統芸能『浮立』を取り上げ、学習課題「久保田町の浮立を伝えていくため、

私たちには何ができるか考えよう」を設定し、学習を展開していく。課題を設定する際には、講師を招いて、

『浮立』に込められた地域の人々の思いや、存続させていくにあたって問題となっていることを伝えてもら

い、問題意識を高めたうえで課題設定につなげる。課題解決に向かって追究させる際、自分の考えを深めた

り広げたりするためにグループや家庭での対話を促し、多様な考えに触れさせて意見文を作成させる。また、

フリー参観デーを活用して多くの保護者や地域の方々との交流を図り、幅広い意見と交流させることで多面

的・多角的な見方・考え方を育んでいく。 

 

３ 単元の目標 

(1) 現代日本の特色や我が国の伝統と文化に関する資料を様々な情報手段を活用して収集し、現代社会に

おける文化の意義や影響、我が国の伝統と文化に関する知識を身に付けさせる。 

(2) 我が国の伝統と文化の意義や、それらが現代社会に与えている影響などについて、多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を適切に表現させる。 

(3) 現代日本の特色や我が国の伝統と文化が自然や社会とのかかわりの中でどのように受け継がれてきた

のかについて意欲的に追及させる。 
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４ 単元の評価規準 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

現代日本の特色や我が国の伝統

と文化に関する資料を様々な情報

手段を活用して収集し、現代社会

における文化の意義や影響、我が

国の伝統と文化に関する知識を身

に付けている。 

我が国の伝統と文化の意義や、

それらが現代社会に与えている影

響などについて、多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適切

に表現している。 

現代日本の特色や我が国の伝統

と文化が自然や社会とのかかわり

の中でどのように受け継がれてき

たのかについて意欲的に追及して

いる。 

 

５ 単元の学習過程 

(1) 学習課題と学習計画の設定・・・１時間 

(2) 生活に息づく文化・・・・・・・１時間 

(3) 日本の伝統・文化・・・・・・・１時間 

(4) 文化の継承と創造・・・・・・・１時間 

(5) 地域の人と意見交換・・・・・・１時間（本時 5/5） 

６ 本時の計画（５／５） 

(1) 本時の目標 

さまざまな人との対話を通して、学習課題に対する最終的な自分の意見を書かせる。 

(2) 展開 

 学習活動 教師の指導〇・支援●  評価の観点(方法) ◆ 

導

入 

1 本時の学習の流れを確認し、めあて

を設定する 

 

○ 学習課題を振り返らせ、本時の目当てを確認させる。 

 

展 

 

 

開 

 

2 意見文を基に、グループ内でお互い

の考えを伝えあう。 

 

 

 

3 意見文を基に、学級内で意見交換を

行う。 

 

 

 

 

○ グループ内で意見を出し合わせ、コメントや感想を伝え合わ

せる。 

○ 対話を通して気付いたことや考えたことをワークシートに

まとめさせる。 

 

○ 学級内の級友や参観者との対話を促し、自分の考えを伝えさ

せる。 

○ 自分の考えに対するコメントや感想を求めさせる。 

○ 対話を通して気付いたことや考えたことをワークシートに

まとめさせる。 

ま

と

め 

4 単元を通して学習した内容を振り

返り、学習課題に対する自分の考え

をまとめる。 

 

 

 

 

5 次時の学習内容を知る 

○ 単元の学習を振り返らせ、学習課題に対する自分の考えを整

理して、意見文を修正させる。 

 

 

 

 

○ 現代社会の見方・考え方について学習することを伝える。 

 

めあて さまざまな人との対話を通して、『単元の問い』に対する最終的な自分の意見を書こう！ 

◆思考力・判断力・表現力等 

根拠を基に理由を付けて、意見文に自分の考えを論述してい

る。【ワークシート】 
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１．私の浮立履歴書

・現在 久保田町快万に在住
・昭和３２年（１９５７）年 白石町
（元福富町）住ノ江に生まれる。
・生まれつき太鼓浮立が好きで小学
生で太鼓、中学生で笛を覚える。
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・平成２年～快万浮立の笛を覚える
・平成１０年～大字久富、永里、
下新ケ江の笛の指導に出向く。
・平成１０年～ＪＡ婦人部有志が
太鼓浮立を復活それに加わる。
・下新ケ江太鼓浮立復活にも関与

１．私の浮立履歴書
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・平成１４年 思斉中の音楽の先生
が浮立を授業に取り入れる 講師
・平成２３・２７年 上新ケ江面浮立
・平成２９年 横江面浮立ｄ

１．私の浮立履歴書
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２．久保田の浮立と奉納日

◎鉦浮立（銭太鼓浮立）ぜんじゃーこ
快万・下新ケ江・大字久富・永里

◎面浮立
横江・上新ケ江・福所

◎太鼓浮立
下新ケ江
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２．久保田の浮立と奉納日

※鉦浮立・面浮立
大字徳万・新田・久富・久保田の
大字別
４年に１度の快万香椎神社に

秋季大祭（おくんち）で奉納
31



２．久保田の浮立と奉納日

※太鼓浮立 沖ノ島詣り

浮立とは・・・佐賀・長崎・福岡県の
一部の民俗芸能

→風流踊りに由来する
（派手で奇抜な格好）
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久保田町はかつては、佐賀郡だっ
たので佐賀市、佐賀郡に伝わる天衝
舞浮立系の同型の鉦を同時に打ち
鳴らす鉦浮立が伝わっている。

３．久保田の浮立の特異性
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一方、かつては面浮立や太鼓浮立
が盛んだった芦刈町と接しているの
で面浮立・太鼓浮立が伝わった。
同型の鉦を同時に打ち鳴らす鉦浮
立は久保田より西には伝わってはい
ない。

３．久保田の浮立の特異性
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面浮立・太鼓浮立は久保田より東
には伝わっていません。
久保田・三日月・小城・厳木が浮立

分布の境目

３．久保田の浮立の特異性
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鉦浮立
町内に、文化１２年（１８１５）には浮
立鉦が現存する。今から２００年前か
ら鉦浮立は伝わっていた。

４．何時頃からか
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面浮立
上新ケ江は、明治３４～３５年に、
芦刈町の東道免から伝承
横江は、明治３８年に、長崎県高木
町湯江から伝承

４．何時頃からか
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太鼓浮立 下新ケ江
昔は、上新ケ江・永里も沖ノ島詣り
で船を出していた。

※何時頃からか？

４．何時頃からか
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昭和２６年から昭和３８年頃までは
大字別の輪番制で順序よく浮立が行
われていた。

５．久保田の浮立復活
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高度経済成長で農業と暮らしが一
変し、人々の浮立に対して思いも薄
らぎ、特に笛吹の後継者が育たな
かったことで衰退した。

５．久保田の浮立復活
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昭和６０年代 快万の青壮年部の
有志が銭太鼓を復活を思い立ち活
動を始めた。
笛は、中副の元久保田町長の森賢
一に曲目を吹き込んでもらいそれを
聞いて覚えた。

５．久保田の浮立復活
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・平成１０年代 もりぁーしの復活
・平成２０年代 鳥居掛かり・でやぁー

の復活
平成１０年以降は、昔のように大字
別輪番で浮立を香椎神社に奉納して
いる。

５．久保田の浮立復活
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浮立を通じて集落内の上下の人間
関係が成立し、コミニュケーションの
場が生まれる。

６．浮立伝承の意義
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年長者は、若者に対して、その集
落独特の浮立の呼吸を伝授する。
それを見守る長老は、若者が成長
していく姿をみて、集落共同体の和
が保たれることに喜びました。

６．浮立伝承の意義
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・集落内の上下の人間関係の形成

・集落がまとまる。

６．浮立伝承の意義
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・浮立の継承には、笛吹きの育成が
不可欠
・鉦浮立・太鼓浮立は安泰
・面浮立は後継者が育っていない。
特に、上新ケ江の笛吹きの
育成が課題

７．今後の継承課題
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９年（  ）組（  ）号 名前〔            〕 

第２章 １『私たちの生活と文化について考えよう』(P12~17) 

 

１．以下の項目に注意して、メモを取りながら講話を聞こう！ 

 

 

 

 

 

 

《メモ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C3121 

 

【学習課題】  単元の問いを設定し、学習計画を立てよう？ 

◇浮立の成り立ち 「何のために浮立の奉納を行っているのか？」 

◇浮立に込められた思い 「地域の人々は、どのような思いで浮立を続けてきたのか？」 

◇浮立継承の課題 「浮立を伝えていく際に、どのようなことが問題となっているか？」 

◇浮立継承のための対策 「浮立継承の課題は、どのようなことが原因で引き起こされているか？」 

「浮立継承の課題を解決するためには、どのような対策が有効か？」 
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２．講話の内容を振り返り、以下の項目ごとに内容を整理してまとめよう！ 

◇浮立の成り立ち ①「何のために浮立の奉納を行っているのか？」 

 

 

 

 

◇浮立に込められた思い ②「地域の人々は、どのような思いで浮立を続けてきたのか？」 

 

 

 

 

◇浮立継承の課題 ③「浮立を伝えていく際に、どのようなことが問題となっているか？」 

 

 

 

 

◇浮立継承のための対策 ④「浮立継承の課題は、どのようなことが原因で引き起こされているか？」 

 

 

 

 

⑤「浮立継承の課題を解決するためには、どのような対策が有効か？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習計画】 

⑴ 学習課題と学習計画の設定 「講話を聞いて、単元の問いを設定し学習計画を立てよう！」 

⑵ 生活に息づく文化 「文化は、私たちの生活と、どのように結びついているのでしょうか？」 

⑶ 日本の伝統・文化 「日本の文化はどのように形作られ、また、どのような特色があるのでしょうか？」 

⑷ 文化の継承と創造 「私たちは文化に、どのような形でかかわっているのでしょうか？」 

⑸ 地域の人と意見交換 「単元の問いについて、互いの考えを語り合い、意見を練り上げよう！」 

単元の問い 「久保田町の浮立を伝えていくため、私たちには何ができるか？」 
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９年（  ）組（  ）号 名前〔            〕 

第２章 ２『生活に息づく文化』(P12~13) 

 

１．生活に息づく文化 

◇教科書 P12「❶」～「❻」を見て、Ａ～Ｃに関係する宗教をそれぞれ書きなさい。 

〔①：Ａ；           教，Ｂ；           教，Ｃ；           教〕 

◇『文化』とは、どのようなものか？簡潔に説明しなさい。 

 

 

◇従来は不可能だったことを可能にするのは、何が進歩するからか？〔③：             〕 

・人間の思いや感情を表現し、他者に伝える創作活動を何というか？〔④：          〕 

・悩みや不安を解決しようと、神や仏を信仰することを何というか？〔⑤：          〕 

２．文化の多様性と異文化理解 

◇農作物の収穫を祝う世界の行事に共通する思いについて説明しなさい。 

 

◇グローバル化の進展によって、同じような文化が見られるようになった現象を何というか？ 

〔②：                  〕 

◇お互いの文化の価値を認め、複数の文化の共生を目指すことを何というか？ 

〔③：               〕 

３．まとめ 

◆「文化は、私たちの生活とどのように結びついているのでしょうか？」 

理由や根拠を示して、簡潔に説明しなさい。※『なぜなら，たとえば，だから，つまり』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C3122 

 

【学習課題】文化は、私たちの生活とどのように結びついているのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

② 

① 
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◆グローバル化が進展し文化の画一化が進む世界の、メリットとデメリットをまとめなさい。また、『世界

は、さらにグローバル化（文化の画一化）を進めるべきか？』について、あなたの考えを論述しなさい。 

メリット デメリット 

① ② 

③私は、グローバル化（文化の画一化）を〔 進めるべき ・ 進めるべきではない 〕と考えます。 

※様々な考えを聞いて、参考になったことを書きなさい。 

《メモ》 
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９年（  ）組（  ）号 名前〔            〕 

第２章 ３『日本の伝統・文化』(P14~15) 

 

１．外来文化を受け入れてきた日本の文化 

◇海外から来た文化を日本の文化に取り入れた事例を１つ選び、簡潔に説明しなさい。 

 

 

・①のように、多様な文化を受け入れる姿勢は、日本人のどのような考え方が影響しているか？ 

 

 

２．自然と一体化した日本の文化 

◆日本人独特の自然への豊かな感受性が表されている文化を１つ取り上げ、説明しなさい。 

 

 

◇毎年くり返される人々の営みを何というか？〔②：               〕※漢字４文字 

◆②を続けていくことには、どのような価値があるか？簡潔に説明しなさい。 

 

 

 

 

◇日本人に育まれた精神や気質を３つ書きなさい。 

〔④：            ，          ，               〕 

３．まとめ 

◆「日本の文化は、どのように形づくられ。また、どのような特色があるのでしょうか？」 

理由や根拠を示して、簡潔に説明しなさい。           ※『なぜなら，たとえば，だから，つまり』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C3123 

 

【学習課題】日本の文化は、どのように形づくられ。また、どのような特色があるのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

① 

③ 
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９年（  ）組（  ）号 名前〔            〕 

第２章 ４『文化の継承と創造』(P16~17) 

 

１．伝統文化を受け継ぐ 

◇長い歴史の中で受け継がれてきた文化を何というか？〔①：               〕 

・『伝統』とは、どのようなものか？それを説明した 1文を教科書から抜き出して書きなさい。 

 

 

◆久保田町の浮立は、『伝統』であるか（②の条件を満たしているか）？〔③：            〕 

◆①を継承し、大切にすることには、どのような意義があるか？簡潔に説明しなさい。 

 

 

・全国的に、①の存族に関して問題になっていることを書きなさい。 

 

 

・⑤の問題は、社会のどのような変化が要因となっているか？ 

〔⑥：                 化，           化〕 

◇長野県大鹿村で受け継がれている伝統芸能を書きなさい。〔⑦：                  〕 

◇石川県輪島市に伝わる伝統工芸品を書きなさい。〔⑧：            〕 

◆⑧の職人は、なぜ、今の時代にあった製品をつくり出しているのでしょうか？ 

 

 

 

２．新たな文化を生み出す 

◆『グローバル化の進展』と『新しい文化の創造』には、どのような関係があるか？簡潔に説明しなさい。 

 

 

 

・海外から持ち込まれ、日本の文化に影響を及ぼしているものを書きなさい。 

 

・日本から海外に広がって、各地で親しまれているものを書きなさい。 

 

・海外で評価されている日本の文化をさす、『かっこいい日本』という意味の言葉を書きなさい。 

〔④：                  〕 

 

C3124 

 

【学習課題】私たちは、文化に、どのような形でかかわっているのでしょうか？ 

② 

④ 

⑤ 

① 

② 

③ 

⑨ 
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３．まとめ 

◆「私たちは、文化に、どのような形でかかわっているのでしょうか？」 

理由や根拠を示して、簡潔に説明しなさい。           ※『なぜなら，たとえば，だから，つまり』 

 

 

 

 

 

◆伝統文化は、（   ）『先細りになっても、しきたりや形態をそのまま大切に残していくべきか？』 

（   ）『しきたりや形態を変えてでも、創造を加えて発展させていくべきか？』 

選択した考え方のメリット＆デメリットを整理して、あなたの考えを論述しなさい。 

選択した考え方のメリット 選択した考え方のデメリット 

① ② 

③私は、『                                    』と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※様々な考えを聞いて、参考になったことを書きなさい。 

《メモ》 
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９年（  ）組（  ）号 名前〔            〕 

第２章 ５『私たちの生活と文化について考えよう』(P12~17) 

 

 

パフォーマンス課題 

 

 

規準 

評価 

問いに対する自分の意見を説明

している 

根拠や理由について説明してい

る 

考えられる効果や影響について説明

している 

２ 

明確な結論を示し、自分の考え

を具体的に記述している 

結論と関連づけて、根拠や理由

を分かりやすく記述している 

結論と関連づけて、期待される効果

や影響を分かりやすく記述している 

１ 
明確な結論となっていないが、

自分の考えを記述している 

結論と関連していないが、根拠

や理由を記述している 

結論と関連していないが、期待さ

れる効果や影響を記述している 

０ 自分の考えを記述できていない 根拠や理由を記述できていない 効果や影響を記述できていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※家族の方から、意見文に対するコメント（御指摘や保護者の方の御意見）や感想を願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

C3125 

 

【学習課題】『単元の問い』に対して、意見文を作成しよう！ 

対話の相手【      】 

テーマ  『久保田町の浮立を伝えていくため、私たちには何ができるか？』 
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【自信が持てたところ】 

【修正したいところ】 

【疑問に思ったこと】・・・調べて分かったこと 

 

 ※家族との対話を通して、気づいたことや分かったことをまとめ、修正を加えた意見文を完成させよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９年（  ）組（  ）号 名前〔            〕 

※修正を加えた意見文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ  『久保田町の浮立を伝えていくため、私たちには何ができるか？』 
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９年（  ）組（  ）号 名前〔            〕 

第２章 ５『私たちの生活と文化について考えよう』(P12~17) 

 

 

パフォーマンス課題 

 

 

相手のお名前 対話の内容〔メモ〕 気づき・感想 等 

   

   

   

   

C3125 

 

【めあて】さまざまな人との対話を通して、『単元の問い』に対する最終的な自分の意見を書こう！ 

テーマ  『久保田町の浮立を伝えていくため、私たちには何ができるか？』 
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９年（  ）組（  ）号 名前〔            〕 

パフォーマンス課題 

 

 

相手のお名前 対話の内容〔メモ〕 気づき・感想 等 

   

   

   

   

テーマ  『久保田町の浮立を伝えていくため、私たちには何ができるか？』 
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地理的分野における授業実践 

                                  佐賀市立成章中学校 田原典尚 

 

１．単元名 「近畿地方」 ～伝統的な生活・文化に関する特色ある事項を中核として～ 

    （２年生 地理的分野 日本の諸地域「その他の事象を中核とした考察の仕方」） 

 

２．本実践における授業改善 

視

点 

本研究における 

授業改善の方策 
本実践における授業改善の内容 成果と課題 

「
主
体
的
な
学
び
」
の
視
点 

 児童生徒の身

の回りや地域社

会の課題を取り

扱うことで，学ぶ

意欲を高める。 

○ 本単元の学習を、地域の伝統文化と関連付ける 

・授業の終末部で，ユネスコの無形文化遺産「見島のカセ

ドリ」の画像を見せる。また，過去に本学年の生徒が出演

した「堀江神社の天衝舞浮立」の動画（本生徒が映ってい

るもの）を見せる。 

・「五山の送り火」と同様に，佐賀の伝統文化も存続に課題

を抱えていることに気づかせ，どのように関わっていけば

よいのかを問いかけて，授業を閉じる。 

・「五山の送り火」の

存続問題を考えたこ

とが，佐賀の伝統文

化の存続問題の解決

にもつながることを

実感し，学びの達成

感を高めさせること

ができた。 

「
対
話
的
な
学
び
」
の
視
点 

 地域人材等の

話や交流を通し

て，実社会の人々

との連携・協働を

推進する。 

  

「
深
い
学
び
」
の
視
点 

 自分の意見を

もつために，課題

を追及したり解

決したりする活

動を設定する。 

○ スモールステップの原理を活用し，生徒が小刻みに段

階を踏んで，多面的・多角的に考えるように仕組む 

・４つの立場から，「五山の送り火」との関わりを考えさせ，

その強弱を順序づけさせる。 

・班ごとに１つの立場を指定し，「五山の送り火」に対する

思いを，プラス面，マイナス面から考えさせる。そして，

その存続のためにできることのアイデアを考えさせる。 

・終末部では，班の立場を離れ，その存続のために，どの

立場の人々にどのように貢献してほしいのかについて，重

要性や深刻性を意識して，考えさせる。 

○ 単元のまとめとして，パフォーマンス課題を出す 

・火ではなく LED照明で点灯させた「甲斐いちのみや大文

字焼き」（山梨県笛吹市）の記事をもとに，意見文を書かせ

る。 

・伝統文化の根底に

横たわる，地域社会

の高齢化，少子化，

地域のつながりの希

薄化に焦点化でき

ず，課題の追究は充

分とは言えない。 

 

・パフォーマンス課

題を実施したこと

で，学んだことの転

用が見取ることがで

きた。 
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社会科（２年地理）授業デザイン 

                            日 時 平成３０年１２月１２日(水)５校時 

                            学 級 ２年３組３８名（２－３教室） 

                            授業者 教諭 田原 典尚 

 

１．単元名 「近畿地方」 ～伝統的な生活・文化に関する特色ある事項を中核として～ 

    （地理的分野 日本の諸地域「その他の事象を中核とした考察の仕方」） 

 

２．単元の指導目標 

  京都の伝統行事である「五山の送り火」について多面的・多角的に考察することを通して、伝統文化を 

 育んできた近畿地方の地域的特色を捉えるとともに、持続可能な伝統文化の継承について模索することが 

 できる。また、郷土佐賀の伝統文化への興味や関心を高める。 

 

３．単元指導計画（全７時間）（本時７／７） 

 （1）近畿地方の自然環境          （2）琵琶湖の水が支える京阪神大都市圏 

 （3）臨海部の埋め立てと環境に配慮した工業 （4）古都奈良・京都と歴史的景観の保全 

 （5）環境に配慮した林業・漁業と保全活動  （6）京都の伝統行事「五山の送り火」(本時１／２) 

 

４．本時のねらい 

 ・「五山の送り火」の実施について、さまざまな立場の人になって考えることができる。 

 ・全国的に伝統行事の存続がむずかしくなるなかで、「五山の送り火」を存続していくためにどのようなこ 

  とができるのかについて、考えることができる。 

 

５．本時の流れ 

導入 
○ 「五山の送り火」の写真や動画を見て、イメージをもたせる。 

  ・事前に、歴史的経緯、現状と課題についての資料を読ませておく。 

展開 

○ さまざまな立場の人々を、「五山の送り火」との関わりの強さをもとに、順序づける。 

  （個人で考える → 全体で共有） 

   ・保存会  ・京都市  ・飲食店  ・京都市民 

○ さまざまな立場の人々が、「五山の送り火」についてどのように思っているのかを想像す 

 る。（個人で考える → 班で意見交換 → 班の意見を黒板に掲示 → 全体で共有） 

  ・プラス面  ・マイナス面 

○「五山の送り火」の存続のために、それぞれの立場の人々はどのようなことができるのか 

 について、話し合う。 

  （個人で考える → 席を立って学級内で意見交換） 

まとめ 

○「五山の送り火」の存続のために、どこにもっと貢献してほしいかについて、自分の意見を 

 まとめる。 （個人で考える → 席を立ち学級内で意見交換） 

   ・保存会 ・京都市 ・飲食店 ・京都市民 

○ 佐賀の伝統行事（浮立、見島のカセドリ）を知り、郷土佐賀の伝統行事への関心を高める。 

 

６．学級の座席 

（ 個人情報保護を考慮し、掲載せず ） 
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第２部 第３章３節 近畿地方 （特設）五山の送り火① 社会科ワークシート Ｎｏ.    

学習の 

めあて 
 「五山の送り火」を通して、伝統文化の継承について考えよう。 

 

   ２ 年   組   号 

 氏名（         ） 

 

【課題１】 ４つの立場の人を、順序づけよう。 

「五山の送り火」との関わり 

強い  弱い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【課題２】 「五山の送り火」について、どのように思っているのかを想像しよう。 

 プラスに思っているところ マイナスに思っているところ 

 

 

 

  の立場の人 

・ ・ 

  

  

  

  

 

【課題３】 班で話し合おう。 

 「五山の送り火」の存続のために、人々はどのようなことができるか？ 

 できることをメモしよう 

 

 

 

  の立場の人 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

【課題４】 自分の意見をまとめよう。 

     「五山の送り火」の存続のために、どこにもっと貢献してほしいか？ 

もっと貢献してほしいところ 理由（なぜそのように考えたのか？ どんなことができるのか？） 

 保存会 ・ 京都市 

 飲食店 ・ 京都市民 
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第２部 第３章３節 近畿地方 （特設）五山の送り火② 社会科ワークシート Ｎｏ.    

学習の 

めあて 

 「五山の送り火」について学んだことを生かして、自分の意見

を書こう。 
 

   ２ 年   組   号 

 氏名（         ） 

 

資料１ 大文字焼きが LED照明に 「やめてしまえ」「これも時代の流れか」 

 山梨県笛
ふえ

吹
ふき

市で行われた「甲
か

斐
い

いちのみや大文字焼き」で、火ではなく

LED 照明で「大」の文字を点灯させたことがネットで話題になっている。 

 時代の流れだと受け入れる声や批判的な指
し

摘
てき

など、様々な意見が上がっ

ている。 

安全面やコストへ配慮 

 「甲
か

斐
い

いちのみや大文字焼き」は、江戸時代に行われていた精
しょう

霊
れい

を送る

お盆の祭りを、約 150年ぶりに復活させたものだ。1988年から行われてお

り、今回の 2017年 8月 16日の開催で 30回目となる。 

 笛
ふえ

吹
ふき

市観光商工課の担当者によると、「大」の文字の点灯は毎年 8 月 13 日から 16 日まで行われている。従来、

「大」の文字については、8 月 13 日から 15 日まで白熱電球で点灯させ、16 日のみ松
たい

明
まつ

を用いて火で明かりをつ

けていた。 

 しかし、松
たい

明
まつ

を設置する際などに山の斜面に安定した足場を取れず危険だという意見があったことや、コスト

への配慮から、2017年から全日程で LED照明で点灯させることになった。今回、44個の大型 LED照明を用いて点

灯させたとのことで、2018年以降も火を用いる予定はないという。 …（一部省略）… 

背景に高齢化も 

 また、「そのうち花火も LEDかな」「もうバーチャル配信でいいじゃんｗ」といった声も寄せられていた。 

 こうした「火ではなく LED」に対する批判の声について、関係者はどう受け止めるのか。先の市の担当者は、「も

ちろん実行委員会の中にも、火ではなくなることへの無念さはあった」と明かす。しかし、実行委員会の委員の

高齢化や消防への負担なども相まって、伝統として継続していくために今回の決断をしたとして、「私たちとして

は前向きに捉えてほしいな、と思いますね」と語った。 

   出典： 「J-CASTニュース」2017年 8月 19日 https://www.j-cast.com/2017/08/19306111.html?p=all 

 

 このニュースを読んで、「大文字焼きが LED 照明になったこと」について、どう思いますか。 
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２年 地理的分野 「日本の諸地域」
～伝統文化を中核として～

平成３０年１２月１２日

佐賀市立成章中学校
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学習のめあて

「五山の送り火」を通
して、伝統文化の継承
について考えよう
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今日の流れ

①「五山の送り火」に、
どんな人がどのくらい関わっているのか？

②「五山の送り火」を、人々は
どのように思っているのか？

③「五山の送り火」の存続のために、
人々ができることは何か？
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「五山の送り火」のようすを鑑賞しよう

京都新聞 「動画ライブラリー」
https://www.kyoto-np.co.jp/kp/movie/?r=gozan

五山送り火「大文字」（2013年8月16日）

※ 左下の動画 58秒間
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４つの立場の人を、順序づけよう

「五山の送り火」との関わり 

強い  弱い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

京都市 ・ 京都市民 ・ 飲食店 ・ 保存会
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「五山の送り火」について、
どのように思っているのか？

班の意見をまとめる

どの立場？

プラス面
メリット
よいところ

水色の紙
に書く

ピンクの紙
に書く

マイナス面
デメリット
よくないところ
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「五山の送り火」の存続のために、
人々はどのようなことができるか？

〈ポイント〉

・メモ程度でよい（くわしく書かなくてよい）

・思いついたことを、たくさん書こう。

・ユニークな意見がでるといいですね。

 できることをメモしよう 

 

 

 

  の立場の人 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

工夫できること、改善できること
無駄がなくなること、負担が少なくなること
人々が喜ぶこと など

どの立場？
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「五山の送り火」の存続のために、
どこにもっと貢献してほしいか？

もっと貢献してほしいところ 理由（なぜそのように考えたのか？ どんなことができるのか？） 

 保存会 ・ 京都市 

 飲食店 ・ 京都市民 

 

 

 

 

 

 

いずれかを
○で囲む

なぜ、そう考えたのか？（重要、深刻）

どんなことができるのか？

〈ポイント〉

・その立場の人に提案することを意識して書く
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郷土佐賀の伝統行事
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郷土佐賀の伝統行事

「カセドリ」無形文化遺産決定

ユネスコ政府間委員会は２９日、佐賀
の「見島のカセドリ」を含む日本の来訪
神の無形文化遺産登録を決定した。

佐賀県内から登録されるのは２０１６
年の「唐津くんち」に続いて２件目。

佐賀新聞Live 平成30年11月29日
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成章校区内の伝統行事

You tube
https://search.yahoo.co.jp/video/search?ei=UT
F-8&p=%E5%A0%80%E6%B1%9F%20%E6%B5%AE%E7%AB%8B

※「堀江神社の堀江神社の天衝舞浮立」の動画
（本学年の生徒が出演したもの）
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私たちは、ふるさと佐賀の伝統行事に
どのように関われるのだろうか？

78



次回の予告

か い

甲斐いちのみや
大文字焼き

ふえふき

（山梨県笛吹市）

新聞記事を読ん
で、自分の考えを
書いてもらいます
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「五山の送り火」に関する資料 
 

資料１ 「五山の送り火」について 

 8 月 16 日夜、夏の夜空にくっきりと浮かび上がる、「五山の送り火」は、祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

とならんで京都の夏を

彩る伝統行事として全国的にも有名である。 

 一般的に「送り火」そのものは、お盆の翌日に行われる伝統行事であり、お盆にお迎えした先祖の霊を再

びあの世に送るという意味をもつ。「五山の送り火」の起源に関する確かな記録は残されておらず、五山の

それぞれに独自の伝承が残されている。そのため、平安初期とする説、室町中期とする説、江戸初期とする

説など、その起源は明らかではない。 

 この行事が広く行われるようになったのは、仏教が庶民の間に深く浸
しん

透
とう

した室町時代以降であると言われ

ている。それは「五山送り火」が宗教的行事であり、地元の人々によって始められ、受け継がれてきたため、

記録にとどめられなかったのではないかと考えられている。現在も「送り火」は地元の人々や、ボランティ

アの皆さんによって支えられ、数百年という歴史が民間で受け継がれている。 

           出典： 五山送り火の各保存会の資料より作成 http://www.gozan-okuribi.com/ 

 

資料２ 「大文字」の大きさ 

 

 出典： 京都観光オフィシャルサイト 

   京都観光 Navi https://kanko.city.kyoto.lg.jp/wakaru/festival/gozan/basis/file02.html 
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保存会に関する資料 
 

資料３ 「五山の送り火」の保存会の活動 

 「大文字」 「妙法」 「船形」 「左大文字」 「鳥居」 

保存会 

の名称 

NPO法人 

 大文字保存会 

松
まつ

ヶ
が

崎
さき

妙法 

    保存会 

船形萬
まん

燈
とう

籠
ろう

 

    保存会 

左大文字保存会 鳥
とり

居
い

形
がた

松明
たいまつ

 

    保存会 

会員数 52戸 79戸 55戸 50余名 45余名 

山の高さ 
465m 妙：135m 

法：186m 

313m 231m 278m 

火
ひ

床
どこ

数 
75基 妙：103基 

法：63基 

79基 53基 108基 

まきの数 

松葉 

麦わら 

600束
たば

 

100束 

100束 

332束 

166束 

 

400束 

130束 

 

400束 108束 

中心の寺 
浄土院 

（浄土宗） 

湧
ゆう

泉
せん

寺
じ

/妙
みょう

圓
えん

寺
じ

 

（日蓮宗） 

西
さい

方
ほう

寺
じ

 

（浄土宗） 

法音寺 

（浄土宗） 

化野
あだしの

念仏寺 

（浄土宗） 

  ※注 保存会の会員の条件は、それぞれ異なる。地元に住んでいることなどが条件となっている。 

 

   出典： 伝統行事「五山の送り火」の形態と祭祀組織に関する研究 2012年 

             （藤井基弘、深町加津枝、森本幸裕、奥 敬一）     をもとに作成 

 

資料４ 保存会の準備 

 送り火が終わった次の日から、もう来年の送り火の準備が始まっていると言っても良いのかも知れませ

ん。送り火の準備は 1年仕事です。中でも、重要なウエイトを占めるのが、点火資材である松
まつ

割
わり

木
き

や松
たい

明
まつ

に

する「赤松」の確保。これら送り火に用いる木はどんな木でも良いというわけではなく、「赤松」が一番と

言われています。同じ松でも「黒松」では油分が少なく、燃えにくいのです。「杉」では火の勢いが強すぎ

て、山火事を引き起こす危険があり、適度な油を含む「赤松」が松
たい

明
まつ

として最適とされています。しかし、

この赤松も切ってから直
す

ぐに使うのでは水分が多いため、冬場には伐
ばっ

採
さい

して、空気の乾燥した冬に充分乾燥

させておかなくてはなりません。 

 最近では松
まつ

喰
くい

虫
むし

による被害で赤松も入手が困難となり、赤松の植樹を始めた保存会もあるようです。この

ように、保存会の 1年は赤松を育てたり、探したり、伐
ばっ

採
さい

したり、乾燥させたりで忙しい日々を送るのです。 

            出典： 京都観光オフィシャルサイト 京都観光 Navi 

             https://kanko.city.kyoto.lg.jp/wakaru/festival/gozan/more/file06.html 

 

資料５ 保存会の収入と支出 ～「左大文字」の場合～ 

 

 出典： 伝統行事「五山の送り火」の形態と祭祀組織に 

    関する研究 2012年 

    （藤井基弘、深町加津枝、森本幸裕、奥 敬一） 
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京都市に関する資料 
 

資料６ 「五山の送り火」に対する行政等の支援 

  

            出典： 伝統行事「五山の送り火」の形態と祭祀組織に関する研究 2012年 

                       （藤井基弘、深町加津枝、森本幸裕、奥 敬一） 

 

資料７ 「五山の送り火」への助成金について               （単位：万円） 

年度 京都市 京都府 
京都市文化観光 

資源保護財団 

京都市 

観光協会 
合計 

Ｈ１９ ９３０ ５２０ １０４９ ４９２ ２９９１ 

Ｈ２０ ９３０ ５２０ １０４９ ５０６ ３００５ 

Ｈ２１ ９３０ ５２０ １０４４ ４７７ ２９７１ 

                    ※ 京都市観光協会には京都商工会議所の勧
かん

募
ぼ

金
きん

を含む 

 

    出典： 伝統行事「五山の送り火」の形態と祭祀組織に関する研究 2012年 をもとに作成 

                  （藤井基弘、深町加津枝、森本幸裕、奥 敬一） 

 

資料８ 京都五山送り火点火に伴うお願いについて(京都市文化市民局の広報資料) 

市民への協力のお願い 

１ 小型無人機（ドローン）等の使用禁止 

２ 歩きスマホの禁止 

３ 送り火当日の「五山」への登山の禁止 

４ 屋
おく

外
がい

灯
とう

，広
こう

告
こく

灯
とう

などの消灯（8月 16日午後 7時 50分から午後 8時 50分まで） 

５ 河川増水時における、河
か

川
せん

敷
じき

での鑑賞の制限 

  出典： 京都市市民文化局の広報資料（平成３０年７月１３日付け） をもとに作成 

   http://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/cmsfiles/contents/0000240/240453/okuribi-onegai.pdf 
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観光に関する資料 
 

資料１１ 京都の伝統的行事の観光客数 

                           ※注 入洛観光者 

                              … 京都市内を訪れた観光客のこと 

 

                          出典： 伝統行事「五山の送り火」の形態と祭祀 

                             組織に関する研究 2012年 

                           （藤井基弘、深町加津枝、森本幸裕、奥 敬一） 

 

資料１２ 「五山の送り火」に合わせた、あるホテルのイベント 

京都の夏を楽しむイベント『京都ブライトンホテルで過ごす 五山送り火』 

内 容： 年に一度だけホテルの屋上を開放し、「五山の送り火」を鑑賞し、音楽や食事と共に楽しむ 

日 程： 2017年 8月 16日(水) 

      17:00受付  17:30開演・ディナー(ﾌﾗﾝｽ料理、ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾝｸ)・生演奏(ﾋﾟｱﾉ・ｳﾞｧｲｵﾘﾝ) 

      19:15五山送り火のお話し  19:30屋上へ移動  20:00五山送り火鑑賞 

参加者： 約 600人 

料 金： 20,000円/人 

参加者の感想： 「毎年来ていますが、送り火で良い季節感を味わわせていただいております」 

        「大文字を背景にいい記念の写真が撮れました」 

        「こんなに大きく、しかもたくさんの送り火が見れるなんて感動しました」 

 出典： 産経デジタル zakzak 2017年 8月 17日 をもとに作成 

https://www.zakzak.co.jp/eco/news/170817/prl1708170029-n1.html?ownedref=not%20set_not%20set_newsP

hoto 

 

資料１３ ある旅行会社の旅行プラン 

 【大文字五山送り火の観賞付プラン】五山の送り火をホテルからお楽しみください 

宿 泊： ウェスティン都ホテル京都 禁煙デラックスツイン 2日間（８月１６日宿泊限定） 

代 金： 大人１人あたり、69,100円～76,100円 

その他： 東京駅発着／のぞみ・ひかり C列車普通車指定席／夕朝食付 

        出典： 近畿日本ツーリスト http://meito.knt.co.jp/1/tr/1898884/ をもとに作成 
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交通に関する資料 
 

資料９ 「五山の送り火」のときの渋滞予測 

観光地名 
路線名 

(通称名) 

渋滞の 

先頭地点名 
方向 該当日 

混雑する 

時間帯 

ﾋﾟｰｸ時 

の渋滞 

通過所要時間 
備考 

ﾋﾟｰｸ時 通常時 

京都市内 西大路通 

京都市北区 

  金閣寺前 
北行 

8/16

（日） 

19:00 

 ～20:30 
5.0km 30 分 15分 

五山の 

 送り火 京都市右京区 

    五条 
南行 

21:00 

 ～22:00 
5.0km 30 分 15分 

                   出典： 公益財団法人 日本道路交通情報センター （JARTIC） 

                       http://www.jartic.or.jp/guide/sum09/sukyoto.html 

 

資料１０ 京都市内、送り火で交通規制 加
か

茂
も

街
かい

道
どう

など歩行者専用に 

 京都市内でお盆に迎えた先祖の霊を送る伝統行事

「五山送り火」が１６日夜に営
いとな

まれる。これに伴
ともな

い、

京都府
ふ

警
けい

は１６日、京都市北区や左
さ

京
きょう

区、右
う

京
きょう

区で

臨時交通規制を行う。加
か

茂
も

街
かい

道
どう

（葵
あおい

橋
ばし

以北）や渡
と

月
げつ

橋
きょう

周辺などが、午後７～９時に歩行者専用道路にな

る。 

 府警によると、見物客で京
けい

阪
はん

出
で

町
まち

柳
やなぎ

駅の周辺など

が混雑するという。人出は１０万人前後を見込み、

警察官約５５０人態
たい

勢
せい

で雑
ざっ

踏
とう

警備に当たる。 …（以

下省略）                          五山送り火に伴う交通規制 

出典： 京都新聞 2018年 08月 14日 https://www.kyoto-np.co.jp/sightseeing/article/20180814000146 
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社会科（公民的分野）学習指導案 
 

 日  時     7月 4日（水） 4校時 
指導学級     3年 2組  31名 
指導場所     3年 2組 教室 
指 導 者     教諭 横尾 亮秀 

１ 単元名  「私たちの生きる現代社会の見方・考え方」 

２ 単元について 

（１）教材観    

    人は，社会的存在であり，社会には対立が多く存在する。社会集団には，地域社会や学校も
あれば，規模としては小さいが家族も社会集団と言える。こういった家族や地域社会の現状を
理解していくことで社会の中で対立が起こった際にスムーズに合意を導くことができると考え
る。 
本単元では，社会の中では，度々対立が起こり，その都度，合意が行われていること，ま

た，対立を未然に防いだり，対立が起きたりしたときに判断するためにきまりが作られている
ことを扱う。 
対立が起きた際には，より良い合意を作るための考え方である「効率」と「公正」が大事に

なる。今後市民として活躍するためにはこの考え方を身につけておくことが重要である。 
また，今後の授業では，身近な社会問題を題材に扱っていく予定である。その際の対立を判

断する視点として現代社会の見方や考え方の基礎を身につけておくことが重要であると考え
る。 

（２）生徒観    

本学級は意欲的に発言する生徒は多くはないが，グループ活動には意欲的に取り組む生徒が
多い。NRTの結果では，偏差値平均が 50.1である。観点別集計では，全国平均に比べて資料活
用の技能が 2ポイント低かった。 
２年時には，待機児童問題を解決するために社会において何を行うべきかを議論した。今回

の題材である男女共同参画社会において，女性の社会進出には，十分な育児支援が必要である
と考える。本単元の学びに生かしたい。 
3年時では，戦争を止めるためには，何が必要だったかというパフォーマンス課題を設定

し，パネルディスカッションを行った。本単元議論を行わせていく際に，この学びを生かし，
多面的・多角的な意見を持てるようにしたい。 

 （３）指導観    
           本単元では，最終的に社会のあり方を考えていく。具体的には，両性の本質的平等における

家事・育児，女性の社会進出等に着目し，どのようにすれば男女共同参画社会が図られるかを
議論のテーマに設定する。そうすることで，より主体的に学びに取り組むと考える。 
その際に，両性の本質的平等について様々な視点からとらえさせる。そうすることで，男女

共同参画社会の実現には，男性の意識改革だけでなく，社会の仕組みを変えていく必要性があ
ることにも気づかせたい。 

３ 単元の指導目標  

個人の尊厳と両性の本質的平等や契約の重要性を理解して，社会生活において，対立と合意
が行われていることを理解させる。また，その際の考え方として効率と公正があることに気づ
かせる。 

４ 単元の指導計画  

時間 ○ねらい・学習活動 ・単元の評価規準 ◇評価方法 

１ ・地域社会がどのような役割を果たしているかを考える。 （ア）～（エ）◇ワークシート 

２ 
・私たちが生きていくうえで意見が対立した場合，どのよ

うに解消すればよいのかを考える。 
（ア）～（エ）◇ワークシート 

３ 
・より良い合意を作るための考え方である「効率」と「公

正」とはどのような考え方なのかを理解する。 
（ア）～（エ）◇ワークシート 

４ ・家族の役割について考える （ア）～（エ）◇ワークシート 

５ 

（本時） 

・現在の両性の本質的平等の実態を理解し，男女共同参画

社会にむけて社会が取り組むべきことを表現する 
（ア）～（エ）◇ワークシート 

85



５ 単元の評価規準  
   （ア）関心・意欲・態度・・・社会生活における，ものごとの決定の仕方に関心を高め追求して

いる。 
   （イ）思考・判断・表現・・・社会生活における，ものごとの決定の仕方を多面的・多角的に考

察し，その過程や結果を適切に表現している。 
   （ウ）技能・・・・・・・・・社会生活におけるものごとの決定の仕方に関する様々な資料を収

集し，有用な情報を適切に選択し，読み取ったり，図表にまとめ
ている。 

   （エ）知識・理解・・・・・・社会生活における，ものごとの決定の仕方と現代社会をとらえる
見方や考え方の基礎としての対立と合意，効率と公正などについ
て理解し.その知識を身につけている。 

６ 本時の指導計画 

  （１）本時の指導目標   

      現代社会における両性の本質的平等の課題に気づき，課題を解決するために社会に必要な

ことを考え，発表することができる。 

  （２）本時の評価 

      男女共同参画社会の実現のために必要なことを多面的・多角的に表現できている。 

  （３）本時の授業過程 

過程     学習活動 形態 教師の指導・支援および評価（◇） 

導入 1. 本時の見通しを持つ 斉  

展開 

2. 個人の尊厳・両性の本質的平等につい
て理解する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 現在の男女共同参画社会の状況を理解

する 
・男性に比べ女性が家事・育児にかける
時間が多い。 
・女性が家事・育児の為に退職をする割 
合が高いこと 
・女性の非正規雇用率が高いこと 

 
4. 男女共同参画社会の実現に向けて社会

に必要なことを発表する 
・男性が育児休暇を取得できる労働環境
が必要。 
・女性が労働できるために，行政の育児
支援が必要。 
・労働時間を短縮し，育児にかける時間
を増やすことが必要。 

 

斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
G 
↓ 
斉 
 
 
 
 
 
個 
↓ 
G 
↓ 
斉 
 
 
 
 

個人の尊厳が認められることが，両性
の本質的平等にもつながっていくこと
を理解させるために，具体的にイメー
ジさせる。 
 
 
 
・女性も男性と同様に仕事をしてい
きたい 
・家事だけでなく余暇の時間も欲し
い。 
・男性も育児休業を取得したい。 
◇男女共同参画社会が諸外国に比べて
実現されていないことを資料から多面
的に考察することができている。 
 
 
 
 
 
男性の家事・育児の意識調査等の資料
等を考察させることで，社会の仕組み
を変えていくことが男女共同参画社会
の実現につながるように表現させる。 
◇男女共同参画社会の実現のために必
要なことを多面的・多角的に表現でき
ている。 

まとめ 
5. 本時の振り返りを行う。 斉 様々な価値観に触れ，自の考えを変容

させることができたかについて振り返
る。 

 

どうすれば男女共同参画社会は実現できるだろうか。 
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    月     日               組   号（名前              ） 

家族のなかで生きる私たち 

☆どうすれば男女共同参画社会は実現できるだろうか。 

家事・育児・労働における男女の格差 

1. 日本は家事・育児・労働においてどのような所が男女に差があるか。資料集 36pA と資料 1，2からわかるこ

とをそれぞれ書きなさい。 

 

 

 

男女格差のない社会にむけて 

1. インタビューの意見を聞いて，メモをしなさい。（メモをすること：格差の原因 格差をなくす対策や方法） 

名前 メモ 

 
 

 
 

 
 

なぜ，格差がなくならないのか～男女の格差を取り巻く環境～ 

 現状では，働く夫婦がこどもを持った場合，育児の負担は母親の方が非常に大きくなる傾向にある。 

その理由は，男性は女性に比べて，育児休業を取得する割合が極めて（    い）からだ。なぜ，男性が

取得率が（    い）かというと資料 3 からもわかるように 

  

な理由がある。 

 また，資料４からもわかるように，結婚・育児のために退職した 25～34 歳の女性の 6 割以上が

（            ）と答えている。しかし，退職後，再就職する人は 18％程度というデータが

出ている。 

男女共同参画社会の実現に向けて 

1. どのようにすれば男女共同参画社会が実現できるかを記入しなさい。 

 

 

 

 

ふりかえり 

友だちの意見から自分の考えを深めことができたか 

1 ・ 2 ・ 3 

進んできいたり，調べたりすることができたか 

1 ・ 2 ・ 3 
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    月     日               組   号（名前              ） 

資料 1 

資料 4 

資料プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3 

育児休業を所得した男性の声 

「育児休業は権利なので、ぜひ多くの人に取得してほしい。ただ、男性の育児休業については取得しにくい

風潮があるのも確か。それぞれの職場で少しずつでもいいし、期間が短くてもいいから、男性が育児休業を

取る事例を増やしていってほしい。その繰り返しによって男性でも育児休業を取りやすくなってくる。」 

育児休業を所得した男性の声 

育児休業中に出る育児休業給付金は、休業開始前の賃金の 50％（最初の 180 日間は 67％）です。これから

先子どもにお金がかかることを考えると長期間，育児休業を取るのは難しいと判断しました 

 

  

 

 

 

資料 2 

資料 5 
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家族の中で生きる私たち 

☆家族の役割とは何か。 

私たちと家族 

1. 家族は最も基礎的な（       ）である。 

家族形態の変化 

1. 祖父母と夫婦・子供で暮らす家族形態を【         】，夫婦と子供だけの家族形態を

【        】という。 

2. 資料①から家族形態はどのように変化しているか。 

 

法に見る家族 

1. 日本国憲法では，家族 1 人ひとりに誰からもおかされない（      ）の尊厳や男女や夫婦の両性の

【           】を保障している。 

2. 民法では，家族は互いに（                ）・親はこどもを養ったり，

（           ）する権利や義務があることを定めている。 

実態調査 

1. どのような男女差別があるか。身近なことでもいいので書こう。 

 

（総務省 2017） 

2. 家事・育児の時間が女性が長いことは社会にどのような影響を及ぼすか。 

 

3. どうすれば，男女の格差がなくせると思いますか。インタビュー（具体的な例を挙げて説明してください。） 

生徒記入欄  

 

 

 

保護者記入欄  

 

 

 

 

日本の夫婦の特徴 
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公民的分野における授業実践 

                              佐賀市立城西中学校 横尾 亮秀 

 

１．単元名 「私たちの生きる現代社会の見方・考え方」 

２．本実践における授業改善 

視
点 

授業改善の方策 本実践における授業改善の内容 成果と課題 

「
主
体
的
な
学
び
」
の
視
点 

 児童生徒の身の
回りや地域社会の
課題を取り扱うこ
とで，学ぶ意欲を
高める。 

どのようにすれば両性の本質的平等がは
かられるかを議論させることで主体的に学
びに取り組むように促す。 
この問いにした理由は，男女が現在の社会

で、平等かどうかという感覚は子供たちにも
分かりやすく身近な問題であるからである。
また、家族構成や家庭内での役割は，各家庭
でそれぞれ違うためそれを比較することで
様々な家族のあり方を考える機会にもなる。 

課題として，他の家庭
の家族の役割分担を深く
知るための活動が足りな
かった。 
普段の生活の中で生徒

が，男女の格差を感じる
場面はあまりなく、労働
や育児も、経験がないた
め考えることが比較的困
難なようだった。 

「
対
話
的
な
学
び
」
の
視
点 

 自分の意見をも
つために，課題を
追及したり解決し
たりする活動を設
定する。 

どのようにすれば男女の平等がはかられ
た社会の実現ができるかを様々な視点から
意見を交換し合うことで、対話的な学びにな
ると考えた。その際、様々な意見を聞き，述
べることができるように自由に席を移動し
て違う意見の生徒に議論をしにいくように
した。 

 成果として，生徒が活
発に意見を交流するとこ
ろが多く見られた。 
 課題として，意見交流
で終わり，生徒同士の中
で相手の考えた対策に対
して質問をしたり，建設
的に意見を述べるまでは
至っていない班も多かっ
た。 

「
深
い
学
び
」
の
視
点 

 地域人材等の話
や交流を通して，
実社会の人々との
連携・協働を推進
する。 

深い学びにしていくために、取った手立て
は２点ある。 
１点目は，自分の考えを再構築していく場

面を意図的に作ったことだ。 
具体的には、単元のはじめに「男女の格差

がない社会を実現するためにどのようにす
ればよいか」を書かせた。その後，資料の読
み取りやクラスでの意見交流を踏まえて再
度，同じ問いに対する自分の考えを書かせ
た。 
２点目は，保護者に現在の日本の男女の格

差に関する考えを書いてもらったことだ。 
 そうすることで，生徒の一番身近な大人が
家庭内でどのような役割を行い，どのような
ことに苦労しているかを理解する手掛かり
になると考えた。 

課題として，生徒が男
女の格差の問題を身近に
感じきれずにいた。 
改善策としては，家庭

内での役割分担や家事・
育児にかかわる時間を保
護者にインタビューさせ
たり，家事・育児をしなが
ら労働することの大変さ
等をインタビューさせる
ことも必要だった。 
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Ⅲ 研究の成果と課題 

 １ 成果 

   小学校、中学校の実践をまとめると以下のようになる。 

 

 
課題 人材等 追究・解決 

小学校 

校区 

防災・産業・交通 

地域人材等 

公民館長・工場 

市役所・地域住民 

多角的 

解決策の比較・検討 

中学校 
身の回り 

情報 

ラーニングパートナー 

専門家・保護者 

多面的・多角的 

問題の考察 

 

   これらの実践から見えてきた本研究の成果として，次の３点が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒の発達段階を考慮しながら，課題の設定，人材等の活用，追及・解決の学習

を行っていくことで，児童・生徒の社会とのつながりを高め，よりよい社会の実現を目指

して主体的に社会に関わろうとする姿へとつながっていくと考える。 

 

 ２ 課題 

今後の課題として，次の２点が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

   主体的に社会にかかわる児童・生徒を育成するためには，今後も効果的な課題の設定や

地域人材等の活用，評価の工夫に取り組んでいくことが求められる。また，学習したこと

が他教科・領域，実生活へとつながる横断的な手立てを考えていくことで，学びが児童・

生徒の力となることが期待される。 

①児童・生徒の発達段階に合わせた身の回りや地域社会の課題を設定したことで，

主体的に取り組む意欲をもたせることができたこと 

 

②地域人材等やラーニングパートナーの活用によって，社会のひと・もの・ことと

の連携・協働が生まれたこと 

 

③課題を多面的・多角的に考察したことで、よりよい解決策を選択・判断する力が

向上したこと 

①引き続き，身の回りや地域社会の課題の設定，地域人材等の効果的な活用、評価

の工夫に取り組んでいくこと 

 

②学習したことが他教科領域，児童・生徒の実生活等とつながる横断的な手立てを

考えていくこと 
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      研 究 同 人 一 覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成３０年度    佐賀市教育研究所     課題研究部  

 

所 長  佐賀市教育委員会学校教育課      課 長  松島 正和   

顧 問  佐賀市立富士小学校          校 長  小川 徳晃 

顧  問  佐賀市立東与賀中学校         校 長  川内野彰夫 

 

所 員  佐賀市立新栄小学校           教 諭  中村 希望 

所 員  佐賀市立鍋島小学校          教 諭  橋爪 健太   

所 員  佐賀市立川上小学校          教 諭  江口 将史 

所 員  佐賀市立春日北小学校         教 諭  田川 雄基 

所 員  佐賀市立開成小学校          教 諭  陣内 俊 

所 員  佐賀市立成章中学校          教 諭  田原 典尚 

所 員  佐賀市立城南中学校          教 諭  山口 真美 

所 員  佐賀市立城東中学校          教 諭  浪瀬 大樹 

所 員  佐賀市立城西中学校          教 諭  横尾 亮秀 

所 員  佐賀市立思斉中学校          教 諭  吉末 恭享 

 

事務局   佐賀市教育委員会学校教育課   指導主事   行徳 武彦 

事務局   佐賀市教育委員会学校教育課   嘱託指導員  大久保美奈子 
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あ と が き 
  平成 27 年 6 月 17 日に公職選挙法等の一部を改正する法律が成立し、同年 6 月 19 日に公布されました。

改正法の成立に伴い、公職の選挙の選挙権を有する者の年齢が満 18 歳以上に引き下げられました。本改正法

により、未来の日本の在り方を決める政治について、より多くの世代の声を反映することが可能になる一方で、

これまで以上に、国家・社会の形成者としての意識を醸成するとともに、自身が課題を多面的・多角的に考え

て、自分なりの考えを作っていく力を育むことがとても重要になっていきます。 

 そのような中で、平成 29 年 3 月 31 日に新しい小学校学習指導要領が告示されました。「社会に開かれた教

育課程」の実現を目指し、カリキュラム・マネジメント、育成を目指す資質・能力、主体的・対話的で深い学

びなどの学習・指導方法の充実・改善、学習評価の充実・改善、道徳教育、特別支援教育、プログラミング教

育、外国語等の新たな内容や改善すべきことが明示され、学校現場における取組が求められています。そして、

今年度から小学校、来年度から中学校は、２年間の移行期間に入り、学校現場では、教育課程の見直しなど、

早急に取り組んでいかなければならない課題が山積している状況です。 

このような教育の流れの中で、佐賀市教育研究所では課題研究部の研究の方向性として、「主権者として求

められる力を育むために、どのような基本的な考え方で、どのような指導を行っていったらいいのか？」とい

う「主権者教育の推進・充実」に向けた研究に取り組むことになり、最初は、小中学校の発達段階の違いや学

習内容の違いなどから、何回も協議を重ねましたが、思うようなキーワードが見つからず研究が進まない状況

になりました。 

さらに協議を重ねる毎に、「主権者とは？」「市民性とは？」「授業レベルで考えると？」「どんな児童生徒に

育てるのか？」等々、議論を繰り返すことで、キーワードとして「よりよい社会の実現」「主体的に」「社会に

関わる」等の言葉が所員の中に共有化され、小学校部会は「地域社会とつながる基盤の育成を目指して」、中

学校部会は「主権者として求められる力を育む」というサブテーマが決まり、熱心な所員の先生方の授業実践

がスタートしました。 

1 年次の小中部会では、①「地域社会の教材化に取り組む中で、地域社会に潜む課題に向き合う姿勢やより

よい地域社会にしていきたいという意欲が高まりつつある」②「地域の人材と対話する中で地域社会を様々な

目線で見つめる力が身に付けつつある」という、成果を得ることができ、課題として、「地域社会について考

えたことを発信し、自分と地域社会とのつながりをより一層実感する手立てを講じること」の重要さに気づき

ました。 

2 年次の小学部会では、3 年生では、地域に目を向け、地域の一員としての意識を高め、主体的な学びの学

習過程を考えたり、5 年生では、自分たちの地域をよりよくするために、解決策を提案する活動を仕組んだり、

6 年生では、政治学習の入り口として、住民の意見が反映れた道路建設に目を向け、多角的な視点で自分たち

が考えた課題や解決策を市役所に提案する活動を仕組んだりして、熱心な所員の方々の実践で、1 年次の課題

に近づけたと確信しています。 

中学部会では、主権者教育が単に政治のしくみについての知識習得に終わるのではなく、社会の一員として

生徒に自分の身の回りや地域社会の課題解決を主体的に担う力を身につけさせるには、どの単元でどのような

課題を設定することがより効果的であるかを検討していきました。そこで、自分の住む「まち」や生徒の関心

が高い問題を学習課題として設定することで、生徒自身が自分の問題として主体的に学習に取り組みました。

また、保護者や地域人材をラーニングパートナーとして活用し、連携・協働することで、生徒の考えをより深

めることができました。地域人材等の活用や評価の工夫、また教科横断的な視点からの工夫については、課題

を残していますが、この研究を布石として各学校で更なる研究の深まりを期待します。 

最後になりましたが、課題解決に向け熱心に取り組んでいただいた所員の方、ご指導・ご助言をいただきま

した佐賀市教育委員会指導主事の先生方に深く感謝申し上げます。本研究の取組が各学校や先生方の取組の一

助になることを願っています。       平成３１年２月 

   佐賀市教育研究所 課題別研究顧問 富士小学校  校長 小川 徳晃（小学校） 

                    東与賀中学校 校長 川内野彰夫（中学校） 
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Ⅰ 実践調査活動の取り組み概要 

１ 研究主題 

 (1) 主題名 

       児童・生徒の自己有用感を育む集団づくり 

     ～自己と他者との関係づくりを通して～ 

 

 (2) 主題について 

 児童生徒理解部会では，佐賀市の教育課題の一つである不登校の未然防止や早期復帰に向け長

年にわたり研究を継承してきた。また，「いじめ」の未然防止や早期発見に向けた対応が求められ

ている。これまで本部会では研究主題を「認め合う学級集団づくり～自己肯定感を高め，よりよ

い人間関係の構築を探る～」（H25・26），「児童・生徒の社会性を育む集団づくり～自己有用感を

もてる集団づくり～」（H27・28）として実践研究に取り組んできた。 

昨年度は研究主題を「児童・生徒の自己有用感を育む集団づくり～小中の連携を図る学習集団

づくり・授業づくりを通して～」として研究に取り組んだ。学習集団づくり部，授業づくり部で

小中学校の先生方が実践されているそれぞれの取組を参考とし，小中の連携を図りながら研究を

進めた。２年目となる今年度は昨年度の成果や課題を踏まえ，副主題を「自己と他者との関係づ

くりを通して」とし，小学校部会と中学校部会に別れ，それぞれの校種の特性を生かし研究を進

めることにした。今年度，小学校では低中高学年の発達段階に応じた道徳・学活等，中学校では

教科及び道徳等を結び付けた授業を実践し，児童生徒の「自己有用感」を高めることが佐賀市の

教育課題の解決に結びつくと考え，本主題を設定した。 

○自己有用感：人の役に立った、人から感謝された、人から認められた、という自分と他者と

の関係を自他共に受け入れたことで生まれる自己に対する肯定的な評価 

 

２ 研究内容 

  (1) 小学校部会 

『自分のよさを見つけ、自己有用感を高めるための実践方法』 

  (2) 中学校部会 

     『誰もが居心地のよい班活動をするための授業実践』 

     

 ３ 研究の方法 

  (1) 小学校部会 

自己有用感に関するアンケートから児童の実態を把握し，発達段階に応じた手立てを探る。

また，前年度の課題である他者からの肯定的な評価を自分への自信につなげるために，自分自

身を見つめる活動を取り入れる。 

  (2) 中学校部会 

    授業における生徒の様々な不安を軽減させるため支持的な風土づくりにいろいろな教科等に

班活動を取り入れる。感謝を伝える言葉やうなずくことなどの日常的な所作を増やし，安心感

や所属感を得ることで自己に対する自己有用感が育まれると考えた。 
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Ⅱ 小学校部会 

 （1）研究の概要 

   ① 本研究の主題 

  『自分のよさを見つけ、自己有用感を高めるための実践方法』 

   ② 主題について 

       小学校部会では、児童の実態をつかむために学校生活アンケートを取り、そのアンケートの

結果から、次の 2 つの項目に着目した。 

１つ目は、「あなたは、クラスの友だちからほめられたり、みとめられたりすることがあ

りますか」の項目に、「よくある」「ある」と肯定的に回答した児童は、低学年３３％、中

学年８０％、高学年７０％でした。2 つ目は、「あなたは、クラスの友だちのいいところを見

つけていますか」の項目に、「よくある」「ある」と肯定的に回答した児童は、低学年３８

％、中学年６５％、高学年６３％でした。いずれの項目でも低学年が低く、「いいところ」

に関するイメージが乏しく、友だちの「いいところ」を見つけられていないと感じました。 

また、前年度の児童生徒理解部の課題として、「友達からよさや頑張りを伝えてもらって

いるが、自分への自信につなげることができていなかった。他者からの承認を得て、自分自

身を見つめる活動を仕組む必要があった。」とあげられていた。動を仕組む必要があったと

いう課題がありました。そこで、小学校部会では今年度も他者を承認する場を継続し、道徳

や学活など発達段階に応じた手立てや工夫、声かけによって自分のよさを認められことがで

き、個々の自己有用感を高めると考え、本主題を設定した。 

③ 研究の内容と方法 

次の 3 点を重点的な手立ての柱として取り組む。 

 ア「いいところ見つけ」 

○自分の頑張りと友達の頑張りを称賛・承認する場を設け、日常生活、児童生徒の発達

や学級の実態に応じた係活動、委員会活動、学活や道徳の授業などを通し、友達のい

いところを伝え合う活動 

○「いいところ」を様々な形で掲示し、積み重ねることで承認の言葉が目に見えるよう

に可視化 

イ「自分を見つめなおすための授業実践」 

○伝えるだけではなく伝えたものをもとに、自分を見つめなおす活動  

○学活や道徳などを関連付けて、自己有用感を高めるための授業 

 

  （2）具体的な実践 

ⅰ 西与賀小学校  米田 純    １年生「ともだちのことを考えよう」 

ⅱ 春 日小学校  武藤 佳祐   １年生「ええところ」 

ⅲ 神 野小学校  山口 香緒里  １年生「伝えよう，ぽかぽかことば」    

ⅳ 東与賀小学校  寺沢 瑛子   ４年生「友達のいいとこ見つけ隊，伝え隊」 

ⅴ 日 新小学校  中島 正敏   ５年生「自己有用感を高める学習プログラム」 

 



ⅰ【西与賀小学校

Ⅰ 児童の実態

（１）児童の

 本学級の児童

自信を持てていない

ちからほめられたり

い」と回答していた

があったものは

伝われたとき

だちとの関わりにおいて

ばらつきがあることもわかった

そこで、まずは

ことで自分に

 

（２）実践の

 ① 友だち

  毎日行う

がんばる姿

いところ」

にばらつきがあったことから

ていくことで

  

② 学級活動

「いいところみつけ

が考えられる

児童に紹介

が「友だちのいいところ

ように日々

 

 ③ ぽかぽかカードの

日々の帰

側もどうしても

組むことで

きると考える

がるようにする

 

 

 

西与賀小学校 第１

実態と実践の

の実態 

児童は、学習

てていない児童

ちからほめられたり、みとめられたりすることがありますか

していた。また

があったものは「誘われたとき

われたとき」の３つだけであり

わりにおいて

ばらつきがあることもわかった

まずは児童一人

に自信を持たせることが

の手立て 

だち同士による

う帰りの会の

姿やお手本になる

」として発表

にばらつきがあったことから

ていくことで「こんな

学級活動「ともだちのことをかんがえよう

いいところみつけ

えられる。そこで

紹介する。そこから

だちのいいところ

日々の活動につなげていく

ぽかぽかカードの

帰りの会だけでは

もどうしても偏りが

むことで全員がいいところをみつけること

える。また、

がるようにする。 

１学年実施】

の手立て 

学習や活動に落

児童が多い。９

みとめられたりすることがありますか

また項目６で

われたとき」「教

の３つだけであり、

わりにおいて「うれしい

ばらつきがあることもわかった。 

児童一人ひとりが

たせることが

による日々のいいところみつけ

の中で「いいところみつけ

になる姿を発表

発表するかを見

にばらつきがあったことから、この

こんな姿もいいところなんだ

ともだちのことをかんがえよう

いいところみつけ」をしばらく

そこで、実際に「

そこから「褒めてほしい

だちのいいところ」につながっていき

につなげていく

ぽかぽかカードの記入・交換

だけでは発表が

りが出ることになる

がいいところをみつけること

、一過性のものでなく

】 

落ち着いて取

９月に行ったアンケート

みとめられたりすることがありますか

６で半数を超える

教えられたとき

、１年生にとって

うれしい」と感じることに

 

ひとりが友だちをほめたり

たせることが自己有用感

のいいところみつけ

いいところみつけ

発表するところからスタートする

見ていく。また

この時間に教師

もいいところなんだ

ともだちのことをかんがえよう

をしばらく続けていくとマンネリ

「誰が」「誰の

めてほしい」「

につながっていき

につなげていく。 

交換 

が苦手な児童

ることになる。そこでいいところをカードに

がいいところをみつけること

のものでなく繰

3 
 

取り組んでいるが

ったアンケート

みとめられたりすることがありますか

える回答

えられたとき」「手

にとって友

じることに

だちをほめたり、認

自己有用感を高めることにつながると

のいいところみつけ 

いいところみつけ」の時間

するところからスタートする

また、前述のアンケート

教師からも児童

もいいところなんだ」と児童が

ともだちのことをかんがえよう」での現状

けていくとマンネリ

の」「どんないいところ

」「認めてほしい

につながっていき、「うれしい

児童もおり、全員発表

そこでいいところをカードに

がいいところをみつけること、全員がいいところを

繰り返し取り

んでいるが、授業中

ったアンケート（２４人実施

みとめられたりすることがありますか」の項目で１９

認めたりする

めることにつながると

時間を取り入れる

するところからスタートする。

のアンケート

児童のがんばりを

が感じられるようにしていく

現状の見直し

けていくとマンネリ化し、同

どんないいところ」

めてほしい」と誰もが

うれしい気持ち」をもってもらえることを

全員発表は難

そこでいいところをカードに

がいいところを

り組み、日々

授業中に発言する

人実施）では、「

で１９人の児童

めたりする機会を作り

めることにつながると考えた

れる。児童がいいと

。まず児童がどのようなことを

のアンケート結果で児童

のがんばりを「いいところ

じられるようにしていく

し 

同じ児童のみが

」を発表しているかの

もが思っていることや

をもってもらえることを

難しい。また

そこでいいところをカードに書く「ぽかぽかカード

がいいところを認めてもらえる

日々の「いいところみつけ

する児童は偏

、「あなたはクラスの

児童が「あまりない

り、周りから

えた。 

がいいと思った

がどのようなことを

児童がうれしいと

いいところ」として

じられるようにしていく。 

のみが発表するようなこと

しているかの記録

っていることや、

をもってもらえることを

また、発表する

ぽかぽかカード

めてもらえる場を作

いいところみつけ

偏りがあり、

あなたはクラスの友だ

あまりない」「な

りから認められる

った友だちの

がどのようなことを「い

がうれしいと思うこと

として紹介し

するようなこと

記録をとり、

、様々なこと

をもってもらえることを実感できる

る側もされる

ぽかぽかカード」に取り

作ることがで

いいところみつけ」にもつな

、

だ

な

められる

だちの

い

うこと

し

するようなこと

、

なこと

できる

もされる

り

ることがで

にもつな



Ⅱ 実践例 

（１） 教科

（２） 授業

本時の目標

○「褒められたい

る「ぽかぽかカード

展開 

学習活動

１ 

・直前

「いいところみつけ

れた

人）

 

２ 

・「いいところみつけで

とを

れたらどんな

か」

 

３ 

て

 

 

Ⅲ 考察 

① 友だち

毎日の取

を聞くことで

があることを

発表の内容

しいと感じている

中の児童のつぶやきが

っかけになったこと

し、クラス

少しずつではあるが

ように紹介

 

教科・単元名 

授業の展開例 

目標 

められたい」「

ぽかぽかカード

学習活動 

 課題を意識

直前の一週間

いいところみつけ

れた内容、発表

）を知る。 

 友だちの気持

いいところみつけで

とを紹介してほしいか

れたらどんな気持

」 

 「ぽかぽかカード

て知る。 

だち同士による

取り組みの中

くことで、友だちの

があることを児童一人

内容についても

じている児童

のつぶやきが

っかけになったことも

クラス全体のためになったことも

しずつではあるが

紹介される内容

 学級活動「

 

」「認められたい

ぽかぽかカード」を友だちに

意識する。 

一週間の帰りの会

いいところみつけ」で発表

発表した人数（

気持ちを知る

いいところみつけで自分

してほしいか」「紹介

気持ちになるの

ぽかぽかカード」につい

による日々のいいところみ

中で、友だちが

だちの「いいところ

児童一人ひとりが知

についても、「認められている

児童は特に少なかったことから

のつぶやきが、学習を広

も「いいところ

のためになったことも

しずつではあるが「掃除の時間

内容も増えていくことになった

「ともだちのことをかんがえよう

められたい」とクラスの

だちに書きたい

教師

会で、

発表さ

（１０

。 

自分のこ

紹介さ

ちになるの

につい

 

○「

を聞

○児童

○児童

いること

で確認

○全員

確認

○友

を紹介

○全員

して

○一

とを

（意識

ちを

いいところみつけ

だちが感じた「いいところ

いいところ」には

知ることにつながった

められている」

なかったことから

広げたり深めたりするき

いいところ」として

のためになったことも「認められている

時間に隅まで

えていくことになった
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ともだちのことをかんがえよう

とクラスの全ての

きたい、送りたいという

教師の働きかけ

「いいところみつけ

聞いてから記録

児童が思っていたよりも

児童に尋ねていく

いること、紹介

確認していく

全員が感じているが

確認し、次の活動

友だちのいいところを

紹介する。 

全員が書くこと

して、今回はくじ

一週間、該当

とを伝える。 

意識しておけるよう

ちを持続させる

つけ 

「いいところ」

には様々なこと

ることにつながった。

」ことがうれ

なかったことから、授業

めたりするき

として全体に紹介

められている

まで一生懸命していた

えていくことになった。 

ともだちのことをかんがえよう」 

ての友だちが思

りたいという気持

きかけ 

いいところみつけ」で

記録を発表する

っていたよりも

ねていく中で、

紹介されるとうれしい

していく。 

じているが、今

活動へつなげる

だちのいいところを見

 

くこと、全員がもらえることを

はくじ引きで書

該当する児童の

 

しておけるよう、毎日言葉

させる。） 

」

なこと

。

ことがうれ

授業

めたりするき

紹介

められている」ということであると

していた」「あいさつを

 

思っていることを

気持ちをもたせる

で児童がどのように

する。 

っていたよりも少ないことを

、全員が紹介してほしいと

されるとうれしい気持ちになることを

今はまだそうなっていないことを

へつなげる。 

見つけて書く

がもらえることを

書く相手を決

の様子を見てからカードを

毎日言葉かけを

ということであると

あいさつを進

っていることを知り、

ちをもたせる。 

がどのように感じているか

ないことを確かめさせる

紹介してほしいと

気持ちになることを

はまだそうなっていないことを

く「ぽかぽかカード

がもらえることを伝える。

決めることとする

てからカードを

かけを行うことで

ということであると伝えていった

進んでしていた

、それを伝え

じているか

かめさせる。 

してほしいと感じて

ちになることを全体

はまだそうなっていないことを

ぽかぽかカード」

。方法と

めることとする。 

てからカードを書くこ

うことで、気持

えていった。 

んでしていた」という

え

という



② 学級活動

 児童は一週間

一方で全員

満たないことから

機会があることにも

という次の

 

③ ぽかぽかカードの

  ぽかぽかカードに

にした。もらう

児童との１

になること

際の期待感

カードへのやる

が渡すことができ

んでいた。

が挙がった

はない児童

ことで「うれしい

へつなげていくことを

 

Ⅳ 研究の成果

（１）成果 

１２月に行

半数を超える

められたりする

めだと考えられる

また、「あなたはクラスの

「よくある」「

てもらえたことが

 

（２）課題 

 褒めてもらっている

のと思われる

えないと感じた

いくことや学年

 

 

学級活動「ともだちのことをかんがえよう

一週間の中で１０

全員が「褒めてもらいたい

たないことから、全員

があることにも気

の活動にスムーズにつながった

ぽかぽかカードの

ぽかぽかカードに記入

もらう相手がわからないことで

との１対１の関係

になること、誰からもらうかわからないので

期待感が高まったことで

カードへのやる気が高

すことができ、もらった

。感想を聞くと

がった。また、日頃

児童に目を向ける

うれしい」が

へつなげていくことを

成果と課題 

 

行ったアンケートでは

える回答があったものが７つに

められたりする機会を通

えられる。 

あなたはクラスの

」「ある」と

てもらえたことが、児童

 

めてもらっている、

われる。しかし、

じた。自分のよさに

学年が上がっ

ともだちのことをかんがえよう

で１０人しか

めてもらいたい

全員が見つけようとしていくことで

気づくことができた

にスムーズにつながった

ぽかぽかカードの記入・交換

記入する相手

がわからないことで

関係ではないことでも

からもらうかわからないので

まったことで授業

高まっていた

もらった際にはじっとカードを

くと口々に「

日頃からよく

ける機会にもなった

が増えていくことを

へつなげていくことを意識させた

 

ったアンケートでは、

があったものが７つに

通して、様々

あなたはクラスの友だちからほめられたり

と答えた児童

児童の満足につながっていったと

、認めてもらっているということから

、本研究の目指

のよさに気づくところまでは

がっても継続することで

ともだちのことをかんがえよう

しか「いいところみつけ

めてもらいたい」「認めてもらいたい

つけようとしていくことで

づくことができた。そのため

にスムーズにつながった。 

交換 

相手をくじで決

がわからないことで書いてくれる

ではないことでも「いいところ

からもらうかわからないので

授業の終わりはぽかぽか

まっていた。一週間後

にはじっとカードを

「うれしい」

からよく一緒にいる

にもなった。もらった

えていくことを確認

させた。 

、項目６の「

があったものが７つに増え、

様々な場面が自分

だちからほめられたり

児童が５人から１２

につながっていったと

めてもらっているということから

目指すところである

づくところまでは

することで「
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ともだちのことをかんがえよう」での現状

いいところみつけ」で

めてもらいたい」

つけようとしていくことで

そのため、ぽかぽかカードに

 

決めること

いてくれる

いいところ」

からもらうかわからないので、もらう

わりはぽかぽか

一週間後には全員

にはじっとカードを読

」という声

にいる友だちで

もらった後には

確認し、次のぽかぽかカードや

「うれしいと

、児童の感じ

自分の「うれしい

だちからほめられたり、みとめられたりすることがありますか

から１２人へと大

につながっていったと考えられる

めてもらっているということから

すところである「自己有用感

づくところまでは到達していると

「自己有用感

現状の見直し

で発表していなかったことを

」と感じていることを

つけようとしていくことで、もっと「褒

ぽかぽかカードに

には今後も友

のぽかぽかカードや

うれしいと感じるときはどんなときですか

じ方が変容したことがわかる

うれしい」につながっていることを

みとめられたりすることがありますか

大きく増えた

えられる。 

めてもらっているということから「自己肯定感

自己有用感」

していると感

自己有用感」へとつながっていくものと

し 

していなかったことを

じていることを知

褒めてもらえる

ぽかぽかカードに全員が

友だちのいいところを

のぽかぽかカードや日々の

じるときはどんなときですか

したことがわかる

につながっていることを

みとめられたりすることがありますか

えた。友だちから

 

自己肯定感」は今回

」を十分に育

感じているので

へとつながっていくものと

していなかったことを知り驚

知り、発表者

めてもらえる」「認めてもらえる

が取り組み、

だちのいいところを見

の「いいところみつけ

じるときはどんなときですか」

したことがわかる。褒められたり

につながっていることを実感

みとめられたりすることがありますか

だちから自分のよさに

今回の実践で

育むことができたとは

じているので、今後も

へとつながっていくものと考える

驚いていた。

発表者が半数にも

めてもらえる」

、全員に渡す

見つけていく

いいところみつけ」

」について、

められたり認

実感できたた

みとめられたりすることがありますか」の項目で

のよさに気づい

で高まったも

むことができたとは言

も繰り返して

える。 

。

にも

」

す

つけていく

」

、

認

できたた

で

づい

まったも

言

して



ⅱ【神野小学校

①ねらい

本学級には

という思いとは

に立っているという

を認め合う

活動を仕組

らである。

達が喜ぶ言動

②実践 

○道徳『みんな

 「虫は花

い、魚はイソギンチャクに

て「みんな

ろで自分たちの

切さを考え

ほめカード

 

○『ほめほめカード

 友だちの

ードに書き

んだ。カードの

受け取った

作った。自分

を知ることと

んな気持ちになったかを

より深く好

ることをねらいとした

ときに誰でも

そうすると

事の後や席替

友達に送らせた

て、全ての

ようにした

に自己を見

いに対する

神野小学校 第１

①ねらい 

には、手伝いや

いとは結び付

っているという感覚

う中で、「友達

仕組んだ。そうすることで

。道徳や学活

言動は何か」「

みんな だれかに

花から蜜をもらい

はイソギンチャクに

みんな誰かと助け

たちの生活を

えさせた。その

ほめカード』を紹介し

ほめほめカード

だちの良いところや

き、相手に送

カードの裏にはもらった

った言葉をもとに

自分のどんな

ることと、感謝や

ちになったかを

好ましい言動

ることをねらいとした

でも自由に書

そうすると受け取る数

席替えの際などに

らせた。定期的

ての児童が一定数

ようにした。客観的 

見つめることが

する認識を深める

１学年実施】

いや人助けに

付いていない

感覚が理解し

友達はどんな言動

そうすることで

学活の学習と日常活動

」「それを伝える

だれかに』 

をもらい、虫は

はイソギンチャクに隠れて

け合って生きている

を支えてくれるものや

その気持ちを

し、その後の

ほめほめカード』 

いところや善い行いを

送る活動を日常的

にはもらった気持

をもとに自己を見

のどんな言動が相手

や称賛をもらって

ちになったかを考え残していくことで

言動や自身の長所

ることをねらいとした。基本的には

書けるようにしておいた

数に個人差が

などに隣や同

定期的に取り組

一定数のカードを

 

つめることが、自分の

める機会となった

】 

けに進んで協力

いていない。その理由

し難いということが

言動をすると

そうすることで、将来的に

日常活動を通

える手段や

 

は花の花粉を

れて身を守っている

きている」ことを

えてくれるものや人

ちを伝える手段

の活動につなげた

いを見つけてカ

日常的に取り

気持ちを書き

見つめる機会

相手を喜ばせたか

をもらって自分がど

していくことで

長所を印象付

には、書きたい

けるようにしておいた

が出るので、

同じグループの

組む機会を設

のカードを受け取れる

の長所や善い

となった。また
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協力する児童が

理由として、小学一年生

いということが分かった

をすると喜ぶのか

に自己有用感

通して、「友達

や言葉は何か

を運んでいる

っている。」など

ことを知り、

人がいることに

手段として、友

につなげた。 

つけてカ

り組

き、

機会を

ばせたか

がど

していくことで、

印象付け

きたい

けるようにしておいた。

、行

じグループの

設け

れる

い行

また、
当番活動

られ

い。」

「そういわれたのは

てだよ

ろを

カード

が多い。しかし

小学一年生という

かった。そのため

ぶのか」を気付かせる

自己有用感を感じる児童

友達の言動に

か」を知って

んでいる。」「イソギンチャクは

など、教科書

、自分を見つめる

がいることに気付かせ

友だちの良いところを

当番活動の頑張りを

られ、「もっと頑張

。」と意欲を見せた

そういわれたのは

てだよ」と自分の良

ろを新たに発見した

カードにはリングを

しかし、それが

という発達段階

そのため、まずは

かせる、自己有用感

児童の育成

に対して自分

って身に付けさせることを

イソギンチャクは

に挙げられている

つめる学習

かせ、感謝の

いところを

「

う

自信

自分

対

相手

りを褒め

頑張りた

せた児童 

そういわれたのは初め

良いとこ

した児童 

はリングを付けて

それが人の役に

発達段階において

まずは互いの

自己有用感を育

育成につながると

自分がどう感じるか

けさせることを

イソギンチャクは魚からごはんをもら

げられている様々

学習を行った。

の気持ちをもつことの

いところを見つけてほめる

「気付いてくれてありがと

う」と自分の得意

自信をもった様子

自分がもらった

対し、「○○さんもだよ

相手にも目を向

けて個人で保管

に立っている

において、人の役

いの良いところ

育む基礎的な

につながると考えたか

じるか」「友

けさせることを目指した。

からごはんをもら

様々な例を通し

。身近なとこ

ちをもつことの大

つけてほめる『ほめ

いてくれてありがと

得意な部分に

様子の児童 

がもらった褒め言葉に

○○さんもだよ」と

向けた児童 

保管。 

っている

役

いところ

な

えたか

友

。 

からごはんをもら

し

なとこ

大

ほめ



普段話さない

広がりも見

 

○学活『ぽかぽかクラスにするために

 ９月に実施

りすることがあまりない

ぱいあるのにね

に対して、

で増えるのではないかという

 

○『ほめほめタイム

 帰りの会

次第に発表者

なった。そこで

二人組で伝

の席の友達

のテーマで

た。児童は

に気付いてくれるのが

 

○学活『伝

 ある程度

に馴染んできた

ったカードから

教室に掲示

を知ることで

のか、友達

たら良いところが

付かせるとともに

った。これまで

見つけることが

も、具体的

より積極的

また、「恐竜

たしの好きな

がとう。」など

体で共有したこ

目を向けた

さない友達にカードを

見られた。 

ぽかぽかクラスにするために

実施した「学校生活

りすることがあまりない

ぱいあるのにね」という

、いいところ

えるのではないかという

ほめほめタイム

会では『今日のキラリさん

発表者もその対象者

そこで、新しく

伝え合う活動

友達が頑張っていたこと

のテーマで話し、全ての

は、隣の人が

いてくれるのが

伝えよう！

程度ほめほめカードの

んできた頃に、

ったカードから内容を

掲示した。様々

ることで、どんな

友達のどういうところに

いところが見つけられるのかに

かせるとともに、内容

これまで、友だちの

つけることが難しいと

具体的な褒め方や

積極的にカードを

恐竜の声まねが

きな色で色を

など、個性豊

したことで、

けた内容が増えた

にカードを送ることがコミュニケーションをとるきっかけにもなり

 

ぽかぽかクラスにするために

学校生活アンケート

りすることがあまりない、ないと

という声があがった

いいところ見付けを充実

えるのではないかという意見

ほめほめタイム』 

のキラリさん

対象者も特定

しく『ほめほめタイム

活動を取り入れた

っていたこと」「

ての児童が毎日褒

が一日自分を

いてくれるのが嬉しいと感想

！ぽかぽかことば

ほめほめカードの活動

、それぞれの

を抽出して紹介

様々な褒め言葉

どんな言葉で友達

のどういうところに目

つけられるのかに

内容の価値付

だちの良いところを

しいと感じていた

や視点を知り

にカードを書くようになった

まねが上手だね。」

を塗ってくれてあり

個性豊かな内容を

、より個人の

えた。 

ることがコミュニケーションをとるきっかけにもなり

ぽかぽかクラスにするために』

アンケート」の

ないと答えた児童

があがった。また

充実させて伝

意見が出た。これ

のキラリさん発表』を行

特定の児童に偏

ほめほめタイム』の

れた。一日おきに

」「今日自分が

毎日褒められる

を見て、頑張

感想をもっていた

ぽかぽかことば』 

活動が児童

それぞれの受け取

紹介し、

言葉や視点

友達が喜ぶ

目を向け

つけられるのかに気

価値付けを行

いところを

じていた児童

り、以前

くようになった。

。」や「わ

ってくれてあり

を学級全

の個性に
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ることがコミュニケーションをとるきっかけにもなり

』 

の結果を、学級

児童が多かったことに

また、友達のいいところを

伝える活動、

これ以降、児童

行っていたが

偏ることが多

の時間を設け

おきに、「今日隣

が頑張ったこと

められる機会を作

頑張っていたこと

をもっていた。 

ることがコミュニケーションをとるきっかけにもなり

学級で共有した

かったことに対して

のいいところを

、つまりぽかぽかカードをたくさん

児童のぽかぽかカードのやり

っていたが、

多く

け、

今日隣

ったこと」

作っ

っていたこと

ることがコミュニケーションをとるきっかけにもなり

した。褒められたり

して、「みんなにいいところがいっ

のいいところを見付けている

つまりぽかぽかカードをたくさん

のぽかぽかカードのやり

ることがコミュニケーションをとるきっかけにもなり、

められたり、

みんなにいいところがいっ

けている児童が

つまりぽかぽかカードをたくさん

のぽかぽかカードのやり取りが

、交友関係の

、認められた

みんなにいいところがいっ

が少ないこと

つまりぽかぽかカードをたくさん書くこと

りが増加した。

の

められた

みんなにいいところがいっ

ないこと

くこと

。 



○学活『ともだちクイズ

 もらった

達のいいところに

う活動を通

 

○道徳『ええところ

 「誰にでも

ということを

ード』と結

見つめる活動

は、自分には

がないと悩

いいところを

である。 

初め、「手

いところだと

主人公だが

手を温めたことで

なり、良いところがなくなって

しまったと

「自分の手

温めてあげる

いところだ

に自信を持

本資料を

までたくさんの

人の頑張りを

○のプロ」

今後、この

しいと願っている

 

 

 

 

 

 

 

 

ともだちクイズ

もらった褒め言葉などをもとに

のいいところに新たに

通して、友達

ええところ

にでも良いところがある

ということを学び、『ぽかぽかカ

結び付け改めて

活動を行った

には一つも良

悩む主人公が

いいところを教えてもらう

手が温かい」

いところだと言われて

だが、たくさんの

めたことで手が

いところがなくなって

しまったと落ち込む。

手が冷たくなるほど

めてあげる優しさが

いところだ。」と言われ

持つことができた

を通して、児童

までたくさんの良いところを

りを褒めるものなどもあった

」という形で

この「人の役に

っている。 

ともだちクイズ』 

などをもとに

たに気付くことや

友達のことをより

ええところ』 

いところがある」

ぽかぽかカ

めて自己を

った。本資料

良いところ

が、友達に

えてもらう内容

」ことが良

われて喜んだ

たくさんの友達の

が冷たく

いところがなくなって

。しかし、

たくなるほど

しさが一番良

われ、自分

つことができた。 

児童に自分の

いところを伝えあった

めるものなどもあった

で友達に教えてあげることで

に立つ」という

 

などをもとに、人物当てクイズを

くことや再認識

のことをより深く理解

の良いところを

えあった児童

めるものなどもあった。全ての

えてあげることで

という意識をもち
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てクイズを行

再認識したりする

理解することができた

いところを周りの人

児童たちであるが

ての良いところを

えてあげることで、人の

をもち実行していくことで

行った。自分

したりする機会になった

することができた。 

人のために生

たちであるが、その内容

いところを人の役

の役に立つことができることに

していくことで

自分のいいところを

になった。互いの

 

生かすことの

内容は幅広

役に立たせることは

つことができることに

していくことで、自己有用感

のいいところを紹介

いの良さを楽

かすことの価値を伝

幅広く、身体的

たせることは難しいが

つことができることに気付

自己有用感を培って

紹介したり、友

楽しく認め合

伝えた。これ

身体的な特徴や個

しいが、「○

気付かせた。

っていってほ

友

合

これ

個

○

。

ってほ
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③実践の成果と課題 

○成果 

 アンケートの結果から、実践を通して児

童が友達の良いところに目を向けるように

なったこと、またその結果、褒められたり

認められたりしていると感じる児童が増加

したことが分かる。 

良いところ見つけの内容も実践当初より

具体的になり、充実した。このことから、

児童の自己肯定感が高まり、「人の役に立っ

ている」という実感を理解するようになっ

たことが伺える。 

さらに、友達やクラスのために何かをし

ていると答えた児童が二倍に増えた。同じ

くその内容も増えたことから、相手が喜ぶ

ことが何かを知ることで、児童が積極的に

それを実践したことが分かる。それは、学

校生活で頑張っていることがたくさんある

と答えた児童が増えたことからも明らかで

ある。このことから、児童が互いの良いと

ころを認め合って自己肯定感を高めること

が、自己有用感を高めることの基礎となる

ことが言えると考える。 

 

○課題 

しかしながら、児童に十分な自己有用感を育めたとは言い難い。今回の実践では、基礎を培う段階に

重きを置いたからである。今後も継続して実践を続けていく必要があると感じた。また、実践をしてき

たにもかかわらず、褒められたり認められたりすることがないと答えた児童が二名いた。その二名の児

童は、「もらうほめほめカードが少ない」という理由を書いていた。このことから、カードが学級に浸透

したことで、カードの数が目的になってしまっていることが考えられる。数ではなく、内容に目を向け

て前向きに実行していく意識付けをしていく必要があったと感じた。 

 

 

 

 

 

 



〈

ⅲ【春日小学校

①ねらい 

 本学級の児童

友だち、というように

１０月に学校生活

いますか。」

はクラスの友

くある」「ある

けていますか

どんなことを

など、特に学習場面

ら、本学級の

ちから褒められたり

そこで、友

で、児童が褒

と考えた。さらに

ぽかぽかカードを

とで、褒められたり

ようになるのではと

ぽかぽかカードは

んがえる日」

を変えて作った

ものだったと

 

②実践 

ア 「日常

１) 帰りの

目で見て感じることができるようにした

カードが貼

ちが児童に生

見つけるようになった

 また、ぽかぽかカードに

のようにして

いいところを

かぽかカードが

していて、児童

みのよかった

 

 

 

 

〈いいところ見

春日小学校 第１

児童は、４月

というように少

学校生活アンケートを

。」という質問

友だちから 

ある」と答えた

けていますか。」という

どんなことを見つけているか

学習場面での

の児童は、クラスのため

められたり、認

友だちのよさを

褒められたり

さらに、見つけたよさを

ぽかぽかカードを作成した

められたり、認

ようになるのではと考えた

ぽかぽかカードは、春日小学校全校

」にいいところを

った。１年生

ものだったと思われる。

日常の活動での

りの会での友

じることができるようにした

貼られていない

生まれ、まだ

つけるようになった。

ぽかぽかカードに

のようにして選んだぽかぽかカードの

いいところを見つけるというような

かぽかカードが選ばれたときには

児童が毎日楽

みのよかった点である。

見つけの発表の

１学年実施】

月に小学校に

少しずつ友だちとの

アンケートを実施

質問に対して、

 ほめられたり

えた児童も、

という質問では、「

つけているか見てみると

での友だちの頑張

クラスのため

認められたりしているという

だちのよさを見つけて

められたり、認められたりする

つけたよさを目

した。児童が

認められたりしたことをより

えた。 

春日小学校全校

にいいところを書かせていたものを

年生の児童でも

。 

での実践」 

友だちのいいところ
 
ころを

りで

直

にした

ルダーに

貼

いところを

自分

じることができるようにした

られていない友だちにも

まだ発表されていない

。 

ぽかぽかカードに名前だけを

んだぽかぽかカードの

つけるというような

ばれたときには、

毎日楽しみにしていたことも

。 

の様子〉 

】 

に入学し、隣

だちとの関わりを

実施した。その

、半数の児童

ほめられたり、みとめられたりすることがありますか

、半数だった

、「見つけている

てみると、「しせいよくぴんとしている

頑張りに注目

クラスのため、友だちのためにしていること

められたりしているという

つけて伝える機会

められたりする経験

目で見えるようするために

が、ぽかぽかカードを

められたりしたことをより

春日小学校全校で「いじめ・いのちをか

かせていたものを

でも、ある程度書

だちのいいところ見つけ
 本学級では

ころを帰りの

りで、いいところを

直が発表を聞

にした。そして

ルダーに貼り

貼られていることで

いところを見

自分にはいいところがあると

じることができるようにした。すると

だちにも貼ってあげたいという

されていない友だちのいいところも

だけを書かせて

んだぽかぽかカードの名前の児童

つけるというような取り組みも

、どの児童も

しみにしていたことも
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隣の席の友だち

わりを広げている

その中で、「あなたは

児童が「よくしている

みとめられたりすることがありますか

だった。そして、「

つけている」と答えた

しせいよくぴんとしている

注目している児童

だちのためにしていること

められたりしているという実感があまりないと

機会を設定すること

経験を増やしたい

えるようするために

ぽかぽかカードを見るこ

められたりしたことをより実感できる

いじめ・いのちをか

かせていたものを、大きさなど

程度書き慣れている

つけ 
では、２学期の

りの会で発表している

いいところを発表してみんなに

聞いて、発表の

そして、そのぽかぽかカードを

り付けていった

られていることで、自分

見つけてもらった

にはいいところがあると

すると、まだぽかぽか

ってあげたいという

だちのいいところも

かせて回収し、くじ

児童を、その

みも行った。自分

も嬉しそうな

しみにしていたことも、この取り

だち、一緒に

げている。 

あなたは、友

よくしている」「している

みとめられたりすることがありますか

、「あなたは、

えた児童は、

しせいよくぴんとしている

児童が多いことが

だちのためにしていることはあるが

があまりないと

すること

やしたい

えるようするために、

るこ

できる

いじめ・いのちをか

きさなど

れている

始めごろから

している。２学期当初

してみんなに

の内容をぽかぽかカードに

そのぽかぽかカードを

けていった。ぽかぽかカードが

自分のい

つけてもらった、

にはいいところがあると、

まだぽかぽか

ってあげたいという気持

だちのいいところも

くじ引き

その日見て、

自分のぽ

しそうな表情を

り組
〈掲示

に下校する友

友だちやクラスのために

している」と

みとめられたりすることがありますか。」という

、クラスの友

、５５％だった

しせいよくぴんとしている」「にっちょくをがんばっている

いことが分かった

はあるが、そのことについて

があまりないと考えられる

めごろから、その日見

学期当初は、

してみんなに伝えるだけで

をぽかぽかカードに

そのぽかぽかカードを、児童の

ぽかぽかカードが自分

掲示フォルダー

上の名前の人

を文章で書く

〈ぽかぽかカード

友だち、一緒

だちやクラスのために

と答えた。また

という質問に

友だちのいいところ

だった。さらに

にっちょくをがんばっている

かった。このようなことか

そのことについて

えられる。 

日見つけた友だちのいいと

、帰りの会を

えるだけで終わっていたが

をぽかぽかカードに書き残していくこと

の名前が付いた

自分の掲示フォルダーに

フォルダーに貼ったぽかぽかカード

自分・友だち

人のいいところ

く。 

ぽかぽかカード〉 

一緒に活動する

だちやクラスのために、何かして

また、「あなた

に対して、「よ

だちのいいところ見つ

さらに、具体的に

にっちょくをがんばっている」

このようなことか

そのことについて、友だ

だちのいいと

を始めたばか

わっていたが、日

していくこと

いた掲示フォ

フォルダーに

ぽかぽかカード〉

だち名前 

いいところ

 

する

かして

あなた

よ

つ

に

」

このようなことか

だ

だちのいいと

めたばか

日

していくこと

フォ

フォルダーに

〉 



ア 授業実践

 １） 学級活動

つけよう」
「じぶんのいいところをみつけよう

めあてで授業

「ぽかぽかカードにじぶんのいいところを

く」ことだと

からない」という

児童に挙手

のいいところを

こで、いいところが

その子のいいところを

いいところを

も、恥ずかしそうにしながらも

て、学級の中

授業の最後

ぽかぽかカードに

カードに自分

た。しかし、「

ールを頑張っている

っていることがいいことと

 

 ２） 道徳

友だちとの

いいところを

を持たせるために

業を行った。

教科書にある

という教材を

に登場する、「

という女の子

は「手があったかい

ぞうきん係で

友だちの手を

ぎゅっと握って

るという話である

「手があったかい

対して、児童

があったかいのは

ころには入らない

んで手があったかいことがいいところなのかわかない

教材全体を

級で見つけてきたいいところと

いいところは

捉えてきたということに

やさしくするいいところだということにも

その道徳の

まで、「そうじのときそうじをがんばっていた

ちゃんがひとりぼっちのときに△ちゃんがいっしょにあそぼうといっていた

ないときおしえてくれた

授業実践 

学級活動「じぶんのいいところをみ

」 
じぶんのいいところをみつけよう

授業を行った

ぽかぽかカードにじぶんのいいところを

ことだと児童に伝えると

という声が返

挙手させると、

のいいところを書けないという

いいところが見つかっていない

のいいところを伝

いいところを教えてもらった

ずかしそうにしながらも

中に温かい雰囲気

最後に、見つけた

ぽかぽかカードに書かせた

自分のいいところを

、「勉強をがんばっている

っている」など

っていることがいいことと

道徳「ええところ

だちとの関わりの

いいところを見つける視点

たせるために、道徳

。教材は、道徳

にある「ええところ

を活用した。

、「あいちゃん

子のいいところ

があったかい」ことで

で冷たくなった

を、あいちゃんが

って、温めてあげ

である。 

があったかい」ことに

児童からは、最初

があったかいのは、いいと

らない」や、「

があったかいことがいいところなのかわかない

を読んだ後、

つけてきたいいところと

いいところは、「勉強を

えてきたということに

やさしくするいいところだということにも

の授業以降、

そうじのときそうじをがんばっていた

ちゃんがひとりぼっちのときに△ちゃんがいっしょにあそぼうといっていた

ないときおしえてくれた

じぶんのいいところをみ

じぶんのいいところをみつけよう

った。導入で今日

ぽかぽかカードにじぶんのいいところを

えると、「書

返ってきた。

、半数近くの

けないという答えだった

つかっていない

伝える活動を

えてもらった子も

ずかしそうにしながらも笑顔

雰囲気が生まれていた

つけた自分のいいところを

かせた。全員が

のいいところを書くことができ

をがんばっている

など、自分ががんばっていることを

っていることがいいことと捉えていると

ええところ」１－(

わりの中に、

視点

道徳の授

道徳の

ええところ」

。教材

あいちゃん」

のいいところ

ことで、

たくなった

あいちゃんが

めてあげ

ことに

最初「手

いいと

、「な

があったかいことがいいところなのかわかない

、あいちゃんのいいところについて

つけてきたいいところと、あいちゃんのいいところを

を頑張っている

えてきたということに気付くことができた

やさしくするいいところだということにも

、いつも帰りの

そうじのときそうじをがんばっていた

ちゃんがひとりぼっちのときに△ちゃんがいっしょにあそぼうといっていた

ないときおしえてくれた」など、友

じぶんのいいところをみ

じぶんのいいところをみつけよう」という

今日の目標は

ぽかぽかカードにじぶんのいいところを書

書けない」「分

。 

くの子が、自分

えだった。そ

つかっていない友だちに

を行った。 

も、伝えた子

笑顔になってい

まれていた。

のいいところを

が、ぽかぽか

くことができ

をがんばっている」や「プ

ががんばっていることを

えていると感じた

(４)勇気 

があったかいことがいいところなのかわかない

あいちゃんのいいところについて

あいちゃんのいいところを

っている」や「姿勢

くことができた。

やさしくするいいところだということにも、気付

りの会で行っている

そうじのときそうじをがんばっていた

ちゃんがひとりぼっちのときに△ちゃんがいっしょにあそぼうといっていた

友だちにやさしくしている
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じぶんのいいところをみ

という

は

書

分

自分

そ

だちに、

 

子

になってい

。 

のいいところを

ぽかぽか

くことができ

プ

ががんばっていることを

じた。 

 ４－(２)勤労

があったかいことがいいところなのかわかない」という

あいちゃんのいいところについて

あいちゃんのいいところを

姿勢がいい」などで

。そして、あいちゃんのい

気付くことができた

っている、いいところ

そうじのときそうじをがんばっていた」など、友だちのがんばりを

ちゃんがひとりぼっちのときに△ちゃんがいっしょにあそぼうといっていた

だちにやさしくしている

あ
い
ち
ゃ
ん
の
い
い
と
こ
ろ 

〈道徳

ががんばっていることを書いている

勤労 

という意見が

あいちゃんのいいところについて、もう一度考

あいちゃんのいいところを比べさせた

などで、友だちのがんばりをいいところとして

あいちゃんのい

くことができた。 

いいところ見

だちのがんばりを

ちゃんがひとりぼっちのときに△ちゃんがいっしょにあそぼうといっていた

だちにやさしくしている様子を見

〈いいところを

道徳の授業での

学
級
で
見
つ
け
て
き
た
い
い
と
こ
ろ 

いている子が多く、

が出た。 

一度考えさせた

べさせた。すると

だちのがんばりをいいところとして

あいちゃんのいいところは

 

見つけの発表

だちのがんばりを児童は

ちゃんがひとりぼっちのときに△ちゃんがいっしょにあそぼうといっていた」や

見つけて、いいところとして

いいところを伝える

での板書〉 

、子どもたちは

えさせた。その方法

すると、学級で見

だちのがんばりをいいところとして

いところは、友だちやみんなに

発表に変化があった

は発表していたが

や「べんきょうがわから

いいところとして

える様子〉 

どもたちは、がんば

方法として、学

見つけてきた

だちのがんばりをいいところとして

だちやみんなに

があった。それ

していたが、「○

べんきょうがわから

いいところとして発表す

 

がんば

だちのがんばりをいいところとして



るようになった

ていることを

てもらうことで

とにつながったのではないかと

 

 

 

 

 

 

 

 

③研究の成果

ア 成果 

 １０月に

トを１２月にも

あなたは、

いますか。」

「している」

り９％増えていた

具体的にしていることを

ことを書いている

のためだけでなく

という意識を

員という自覚

の中での、自己有用感

れる。 

また、「あなたはクラスの

れたり、みとめられたりすることがありますか

という質問に

えた児童は６１

た（図２）。

中でも「よくある

増えていて、

かカードの取

さらに、「よくある

えりのかいで

くれた人がいたから

帰りの会のいいところ

育むことにつながっていたと

 

イ 課題 
道徳の授業実践

ができるようになるまでには

いところとして

付いて、児童

はないかと考

 

 

るようになった。友だちにやさしくし

ていることを、いいところとして

てもらうことで、自己有用感

とにつながったのではないかと

成果と課題 

に実施したアンケートと

にも行った。「

、友だちやクラスのために

。」の質問については

」と答えた児童

えていた（図１

にしていることを

いている児童が

のためだけでなく、学級

を持つことができたことは

自覚の芽生えであり

自己有用感につながるのではと

あなたはクラスの

みとめられたりすることがありますか

に対して、「

は６１％で、前回

）。 

よくある」と

えていて、この児童たちには

取り組みの効果

よくある」を選

えりのかいで（自分の）

がいたから」と

のいいところ見

むことにつながっていたと

授業実践で、友達

ができるようになるまでには

いところとして取り上げることが

児童に知らせたり

考えられる。

だちにやさしくし

ころとして認

自己有用感を育むこ

とにつながったのではないかと考える

 

したアンケートと

。「 

だちやクラスのために

については、「よくしている

児童は、５９

１）。 

にしていることを書かせると

が多かった。

学級のためにがんばっている

つことができたことは

えであり、学級

につながるのではと

あなたはクラスの友だちから

みとめられたりすることがありますか

、「よくある」「

前回より１１

と答えた児童

たちには、特

効果があったと

選んだ理由を

）やさしいことをいって

と書いていた

見つけが、自己有用感

むことにつながっていたと考えられる

友達との関わりの

ができるようになるまでには至らなかった

げることが、

らせたり、見る視点

。 

だちにやさしくし

認め

むこ

える。 

したアンケートと同じアンケー

だちやクラスのために、何かして

よくしている

５９％で、前回

かせると、そうじの

。特定の友だち

のためにがんばっている

つことができたことは、学級の

学級という枠組

につながるのではと考えら

だちから ほめら

みとめられたりすることがありますか

」「ある」と答

より１１％増えてい

児童は、１７％

特に、ぽかぽ

があったと思われる

を見ると、「か

やさしいことをいって

いていた児童がいた

自己有用感を

えられる。 

わりの中にいいところを

らなかった。また

、今の児童には

視点をもたせ

〈道徳の
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じアンケー

かして

よくしている」

前回よ

そうじの

だち

のためにがんばっている

の一

枠組み

えら

ほめら

みとめられたりすることがありますか。」

答

えてい

％

ぽかぽ

われる。

か

やさしいことをいって

がいた。

を

にいいところを

また、学級のためにがんばる

には難しかったように

たせたりすると

１２月

１０月

１２月

１０月

よくしている

の授業前のぽかぽかカード

にいいところを見つけることができたが

のためにがんばる

しかったように思

と、さらに自己有用感

35 

18 

0% 20%

あなたは、クラスの
みとめらたりうすることがありますか

よくある

12 

24 

0% 20%

月

月

あなたは、
何

よくしている している

のぽかぽかカード〉

つけることができたが

のためにがんばる児童は

思われる。それを

自己有用感の

26 

32 

40%

クラスの友だちから
みとめらたりうすることがありますか

ある あまりない

〈図１〉

47 

26 

20% 40%

、友だちや クラスのために
何かしていますか

している たまにしている

〈図２〉

〉 〈道徳

つけることができたが、学級の

は多くいたが

それを担任がいち

の高まりにつながる

26 

24 

60% 80%

だちから ほめられたり
みとめらたりうすることがありますか。

あまりない ない

〉 

35 

26 

60% 80%

クラスのために
かしていますか。

たまにしている

〉 

道徳の授業後のぽかぽかカード

の多くの児童

くいたが、それをい

がいち早く気

まりにつながるので

12 

26 

80% 100%

ほめられたり、

ない

35 6 

24 

80% 100%

クラスのために、

していない

ぽかぽかカード

児童

それをい

気

ので

ぽかぽかカード〉 



ⅳ【東与賀

① ねらい 

児童生徒理解部

ている児童

ている」

ことから

減るのではないかと

のの、「

に動いたり

めてもらったりする

と考えた

ラスや友達

とで自己有用感

② 実践 

ア 日常活動

１） いいところ

 友達のいいところをカードに

取り組んでいる

つけたい人

んの人を見

ードを受け

的に書いてもらうことで

２） 友達

  その日の

た友達に

でにするという

や係活動を

えおこなっていた

童もいたため

よう」と声

とで活動が

取り組む児童

ほかの友達

３） 全員

  全員で

「行事に向

間に自分だけで

きた」「宿題

行事といった

日常生活

様々な場面

があったらガラス

玉をためていった

とみんなで

東与賀小学校 第

 

児童生徒理解部のアンケートを

児童は多かったが

」という児童

ことから、クラス全体

るのではないかと

、「あまりしていない

いたり働いたりする

めてもらったりする

えた。今回の実践

友達のために

自己有用感を持

日常活動 

いいところ見つけ

のいいところをカードに

んでいる。見つける

人だけでなく

見ることができるよう

け取ることができるようにした

いてもらうことで

友達が喜ぶことをしてみよう

の日直がクラス

に対してその

でにするという取り組

を手伝ったり

えおこなっていた。初

もいたため、「自分

声をかけたり

が活発になり

児童が増えた

友達やクラスのためにと

全員で心をひとつにがんばろう

で一つの目標に

向かってみんなで

だけで頑張ることがで

宿題を全員出せた

といった大きなことから

日常生活での小さなことまで

場面でみんなの

があったらガラス瓶の

をためていった。全部

とみんなで楽しく遊ぶことがで

第４学年実施

のアンケートを

かったが、「あまりない

児童も多いが、「

全体で友達の

るのではないかと考える。また

あまりしていない」「していない

いたりする良さを

めてもらったりする経験をすることで

実践では、いいところ

のために働く良さや

持たせていくことをねらいとしている

つけ ～『ぽかぽかカード

のいいところをカードに書

つける友達は

だけでなく、くじ引きでランダムに

ることができるようにしたことで

ることができるようにした

いてもらうことで、家庭内

ぶことをしてみよう

がクラス全員の名前

してその人が喜んでくれるようなことを

組みをおこなっている

ったり、遊びに誘

初めのうちはすることが

自分がされてうれしいなと

をかけたり、したことを

になり、友達が喜

えた。ぽかぽかアクションに

やクラスのためにと良

をひとつにがんばろう

に向かって頑張

かってみんなで頑張って

ることがで

せた」など、

きなことから、

さなことまで

でみんなの良い行動

の中にビー

全部たまる

ぶことがで

学年実施】 

のアンケートを実施したところ

あまりない」「

、「たまに見つける

の良さを見つける

また、「クラスや

していない」

さを感じることや

をすることで、みんなの

いいところ見

さや、働いたことを

たせていくことをねらいとしている

ぽかぽかカード

書いて渡す「

は、隣の席や

きでランダムに

にしたことで

ることができるようにした。また

家庭内での児童のよさも

ぶことをしてみよう ～『ぽかぽかアクション

名前が書かれたくじを

んでくれるようなことを

みをおこなっている。

誘ったりなど

めのうちはすることが

がされてうれしいなと

したことを帰りの会

喜ぶ行動をしてみようと

ぽかぽかアクションに

良いことをしてみようとする

をひとつにがんばろう ～『

頑張り、達成

って成し遂げた

クラスで
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したところ、「褒

」「ない」と答

つける」「見つけていない

つける取り組みをしていくことで

クラスや友達のために

」と答える児童

じることや、みんなのためにしていることを

みんなの役に立

見つけを中心とした

いたことを認められる

たせていくことをねらいとしている

ぽかぽかカード』の取り

「ぽかぽかカード

や班の友達、

きでランダムに決める等

にしたことで、全員がぽかぽかカ

また、保護者

のよさも知ることができるようにした

ぽかぽかアクション

かれたくじを引

んでくれるようなことを帰

。準備や片付

ったりなど、各児童が

めのうちはすることが分からず、

がされてうれしいなと思うことをしてあげ

会で発表したりするこ

をしてみようと

ぽかぽかアクションに取り組むことで

いことをしてみようとする

『ビー玉集め

達成したらみんなで

げた」「４年

クラスで集めているビー

褒められたり・

答える児童もいた

つけていない

みをしていくことで

のために何かしている

児童も多い。このことから

みんなのためにしていることを

立っていると

とした日常活動

められる経験を積

たせていくことをねらいとしている。 

り組み～ 

ぽかぽかカード」に

、自分が見

等、たくさ

がぽかぽかカ

保護者にも定期

ることができるようにした

ぽかぽかアクション』の

引き、引い

帰りの会ま

片付け、当番

が自分で考

、戸惑う児

うことをしてあげ

したりするこ

をしてみようと積極的に

むことで、くじ

いことをしてみようとする児童も

め』の取り組

したらみんなで楽しく

年１組や４年

ビー玉 

められたり・認められたりしている

もいた。「友達

つけていない」と答える

みをしていくことで認められ

かしている」と

このことから

みんなのためにしていることを

っていると感じる児童

日常活動や授業を

積ませる日常活動

ることができるようにした

の取り組み～

くじ引きをした

も増えた。 

組み～ 

しく遊ぼうという

年１組の人が褒

ぽかぽかカード

ぽかぽか

達成

められたりしている

友達といいところを

える児童も多かった

められ感の少

と感じてる児童

このことから、クラスや

みんなのためにしていることを褒めてもらったり

児童が増えるのではないか

を仕組むこと

日常活動や授業

ることができるようにした。 

～ 

きをした友達だけではなく

 

ぼうという取り組みを

が褒められた」「

ぽかぽかカードの掲示

ぽかぽかアクションのふり

達成したときのお楽

められたりしている」と感じ

といいところを見つけ

かった。この

少ない児童が

児童はいるも

クラスや友達のため

めてもらったり、認

えるのではないか

むこと、さらにク

授業を仕組むこ

だけではなく、

みを行った。

」「自習の時

掲示 

アクションのふり返り 

楽しみ会 

じ

つけ

この

が

はいるも

のため

認

えるのではないか

さらにク

むこ

、

。

時



きるということで

ていた」といっ

ときには積極的

う雰囲気になっていったように

イ 授業実践

(ア) 友達

 普段のぽかぽかカードの

週間をもうけ

な」と問いかけ

や言葉を出

た。また、

時間」「給食

明している

見つける視点

に見ていくよう

にもさせた

 

 

 

 

(イ) 友達

この活動

カードに書

出しあったり

書きやすくした

をしていった

ら次の人へ

班の児童

雰囲気の授業

 自分のよさがたくさ

きるということで、全員心

といった個人

積極的にビー

になっていったように

授業実践 

友達のいいとこ

のぽかぽかカードの

をもうけることにした

いかけ、児童

出させることで

、見つけるとき

給食や掃除時間

している」といった

視点の中に、

ていくよう

にもさせた。 

友達のいいとこ

活動は班で行った

書かせた。書

しあったり、よさを

きやすくした。次に

していった。班の友達全員

へ移らせ、全員

児童が笑顔になり

授業となった

よさがたくさんあることが

全員心をひとつに

個人のぽかぽかアクションに

にビー玉を入れていった

になっていったように感

のいいとこ見つけ隊 

のぽかぽかカードの取り組

ることにした。「友達

児童から、みんなが

させることで、いいとこ

つけるときの視点を

掃除時間」「当番、

といった見つけ方のヒントを

、児童個人内

のいいとこ伝え隊 

った。まず、

書く際には、

よさを表す言葉を

に、カードの

友達全員にカードと

全員がもらうことができるようにした

になり、暖かい

となった。 

あることが分かった 

友達やクラスのために

をひとつに取り組

のぽかぽかアクションに

れていった。児童達

感じる。 

 

組みに加え、

友達から言われてうれしい

みんなが見つけてもらうとうれしいよさ

いいとこ見つけの

を持たせるために

、係」などの

のヒントを与

児童個人内のよさだけなく

、班の友達のいいところを

、言われてうれしかった

をヒントとして

の内容を言いながら

にカードと言葉

がもらうことができるようにした

 

 

 

 

 

いいとこ

ろを見つ

けてくれ

てうれし

かった 

他の人

やクラスのために
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組む様子が見

のぽかぽかアクションに対しても

児童達が自然

、１週間毎日見

われてうれしい

つけてもらうとうれしいよさ

つけの言葉を児童

たせるために、「学習中

などの見る時間や

与えることでどの

のよさだけなく友達やクラスのためにおこなっているよさを

のいいところを

われてうれしかった

ヒントとして提示したりすることで

いながら相手

言葉のプレゼントをもらった

がもらうことができるようにした

人のいいところも見

見つけて

と思っていたけど

くさん見

えてうれしかった

やクラスのために頑張っている良

見られた。「誰

しても担任が見つけたときや

自然と、良い行動

週間毎日見つける強化

われてうれしい言葉は何か

つけてもらうとうれしいよさ

児童に蓄えさせ

学習中」「休み

や、「進んで

ることでどの児童も

やクラスのためにおこなっているよさを

のいいところを見つけさせ

われてうれしかった言葉を全体

たりすることで

相手にプレゼント

のプレゼントをもらった

がもらうことができるようにした。すべての

見つけたい 

つけてもらえない

っていたけどた

見つけてもら

うれしかった。 

良さを見つけているワークシート

誰も見ていないときに

つけたときや

行動しよう、

強化

か

つけてもらうとうれしいよさ

えさせ

み

んで取り組んでいる

も見つけやすいようにした

やクラスのためにおこなっているよさを

つけさせ

全体で

たりすることで

プレゼント

のプレゼントをもらった

すべての

 〈児童

友達のいいとこ

つけているワークシート

ていないときに棚

つけたときや他の児童から

、みんなで頑張

んでいる」「わかりやすく

つけやすいようにした

やクラスのためにおこなっているよさを

児童の感想より

いいとこ見つけ隊

班の友達のいいとこ

つけているワークシート 

棚の整頓をし

から言われた

頑張ろうとい

わかりやすく説

つけやすいようにした。また、

やクラスのためにおこなっているよさを積極的

より〉 

隊ワークシート 

いいとこ見つけ 

をし

われた

ろうとい

説

、

積極的

 



(ウ) 自分

「友達のいいとこ

達のいいとこ

自分のよさを

た。日常活動

ったぽかぼかカードや

とこ見つけた

え隊」で見

っくり見返

た自分のよさを

度が高かった８つのよさを

活動後の児童

みんなのためにしていたことを

が多く見られました

〈児童のワークシート・

 

 

 

 

③成果と課題

ア 成果 

アンケートの

見つけている

見つけの取

いいところを

ている。また

ことがよくあると

くある」「ある

えていた。

自分のよさを

自分のいいとこ

のいいとこ見

のいいとこ伝え隊」

のよさを知るための

日常活動で友達や

ったぽかぼかカードや

つけた隊」「友達

見つけてもらったよさをじ

見返し、児童それぞれのよさを

のよさを選び、

かった８つのよさを

児童の感想には

みんなのためにしていたことを

られました。

のワークシート・

課題 

アンケートの結果から

つけている児童がとても

取り組みを続

いいところを見つけることができるようになっ

また、褒められたり

ことがよくあると答えた

ある」と答えた

。いいところを

のよさを生活にいかしていきたい

のいいとこ見つけ隊 

見つけた隊」「

」を行った後

るための授業を行

や家族からもら

ったぽかぼかカードや、「友達のいい

友達のいいとこ

つけてもらったよさをじ

それぞれのよさを

、どのくらいうれしいかうれしい

かった８つのよさを選び、「

には、「グループを

みんなのためにしていたことを見

。このことから

のワークシート・感想〉 

から、友達のいいところを

がとても増えた。

続けたことで自然

つけることができるようになっ

められたり認められたりする

えた児童が多くなった

えた児童は全体

いいところを見つけて終

にいかしていきたい。 

 

」「友

後、

行っ

からもら

のいい

のいいとこ伝

つけてもらったよさをじ

それぞれのよさを確認させた

どのくらいうれしいかうれしい

、「自分のよさの

グループを盛り

見てもらったことで

このことから自己有用感

 

のいいところを

。いいところ

自然と友達の

つけることができるようになっ

められたりする

くなった。「よ

全体の 80％を超

終わるのでは

自分が知らないいいところがあった

このよさをいかしたい
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させた。そして

どのくらいうれしいかうれしい度

のよさの花」の

り上げてくれる

てもらったことで「自分

自己有用感を感じることができた

のいいところを

いいところ

の

つけることができるようになっ

められたりする

よ

超

わるのでは

らないいいところがあった

このよさをいかしたい。

0

5

10

15

20

25

そして、見つけてもらって

度を３段階で

の花びらに書

げてくれる」「係をがんばっているね

自分のよさを

じることができた

らないいいところがあった。 

。 

11
9

大好き

自分のことが

よさの花 

つけてもらって

で考えさせ色

書かせ、全員分

をがんばっているね

のよさを生かしていきたい

じることができた児童がいた

自分のいいところを

全員分

20 21

好き

のことが好きですか

９月 １２

つけてもらって「うれしいな

色を塗らせた

全員分を掲示し可視化

をがんばっているね」などといった

かしていきたい」といった

がいたことが分

のいいところを

分の「よさの花」

7 7

あまり

きですか

１２月

うれしいな」と思っ

らせた。うれしい

可視化した。

などといった

といった感想

分かった。 

のいいところを生かしていきたい

」を可視化 

0 1

好きじゃない

っ

うれしい

。

などといった

感想

かしていきたい 

きじゃない
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なく、見つけてもらったよさを見返し、自分を見

つめ直す活動を仕組むことで自分のよさを感じ

ることができたと考えられる。 

「友達やクラスのために何かしていますか」の

項目では、「いつもしている」と答える児童が増

えた。「いつもしている」「している」児童は全体

の 68％であった。もともと当番や係活動、掃除

など自分の仕事をよく頑張る児童達であったが、

それに加え、いいとこ見つけ隊の活動では、クラ

スや友達のために頑張っている姿を見つけるよ

うにさせた。また、「ぽかぽかアクション」で友

達が喜ぶことを考えて行なうようになったこと

も要因となったと考えられる。学校生活で頑張っ

ていることがある児童の中には、学習や習い事意

外にも、クラス内での当番や係活動を頑張ってい

ると答えた児童も多く、クラスや友達のために頑

張ろうとしている児童が増えている。続けていく

ことで自分が役に立っているという自己有用感

を得ることができていくのではないかと考える。 

イ 課題 

「友達のいいところを見つけている」「褒めら

れた、認められてる」と感じている児童は増えて

いるが、「見つけていない」「認められていない」

と感じている児童は同じ児童であり、変わらなか

った。特定の認められ感の低い児童を少しでも認

められていると感じさせるための取り組みを仕

組む必要があった。また、多くの児童に自己肯定

感を持たせることはできたが、「クラスや友達の

ために何かしている」という自己有用感を持たせ

る手立てをもっと取るべきであった。 

日常で行なっている当番や係活動、班活動など

で、みんなのために働いたり動いたりしているか

自分の活動を振り返り、次の活動の目標や計画を

立てる時間を取ったり、みんなのために頑張って

いることを友達から認めてもらう時間を取った

りして、どの児童にもみんなのためにしたことを

認められる経験を積ませていくことが今後多く

の児童に自己有用感を持たせることに繋がるの

ではないかと思う。 
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ⅴ【日新小学校

①ねらい 

個性とは、

を個性として

本学級の児童

好きではない

たか風船」カードにも

児童もいた。

向くようになるための

的・多角的にとらえることが

て、努力していくことが

を当てた承認

とし、本実践

 

②実践 

ア 日常活動

（１）「今週

 毎週、生活

MVP の欄に

けた人を理由

内容を整理していくと

だちとのつながり

を見つける

た。紹介された

られるようになってきた

 

（２）「あったか

 毎週、金曜日

を記述する時間

ところやがんばっていたところを

ようにした。

を通して、良

るように、金曜日

隣の席の人、

のカード入れに

たまっていく

「こんなことできたらいいな

を設けることで

日新小学校 第 5 学年実施

、個人特有の

として伸ばしていくことは

児童は、「自分

きではない」と答えた

カードにも、

。そこで、様々

くようになるための実践

にとらえることが

していくことが

承認される場を

本実践を行った。

日常活動の実践 

今週の MVP」 

生活ふりかえりカードにある

に、友だちのよかったところを

理由とともに

していくと、「

だちとのつながり」について

つける視点として

された内容から

られるようになってきた

あったか風船」

金曜日の朝の時間

時間を設定した

ところやがんばっていたところを

。また、相手

良いところを

金曜日の記述

、班の中で決

れに入れていき

たまっていく様子を見ながら

こんなことできたらいいな

けることで、ここでも

学年実施】 

の性格や特徴

ばしていくことは、

自分のことが好

えた児童が２名

、友だちのよさについて

様々なよさを

実践を考えた

にとらえることが必要である

していくことが、よりよく

を設定し、他者

。 

 

ふりかえりカードにある

だちのよかったところを

とともに記述するようにした

、「学習面」「生活面

について、友

として、紹介することができ

から、良いところへの

られるようになってきた。 

」 

時間に「あったか

した。相手のよかった

ところやがんばっていたところを

相手については

いところを見つけることができ

記述の後にだれを

決めるなど、

れていき、だんだんとたまっていくようにした

ながら、喜びを

こんなことできたらいいな！」と

ここでも、良いところを

 

特徴である。人

、将来にわたって

好きである」

名いて、「どちらでもない

だちのよさについて

なよさを意識させるための

えた。この時期

である。自分

よりよく生きるために

他者から受けることで

ふりかえりカードにある今週の

だちのよかったところを見つ

するようにした。

生活面」「友

友だちの良さ

することができ

いところへの視点

あったか風船」

のよかった

ところやがんばっていたところを記述する

については、1 週間

つけることができ

にだれを見るのかを

、全員が必ず

だんだんとたまっていくようにした

びを感じる児童

と思えるカードを

いところを見る
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人は誰でもその

にわたって自己実現

」と答える児童

どちらでもない

だちのよさについて、どんなことを

させるための取組

時期においては

自分の長所を理解

きるために大切であると

けることで、

の

つ

。

友

さ

することができ

視点が見つかり

るのかを決めた。

ず記述してもらえるようにした

だんだんとたまっていくようにした

児童も見られた

えるカードを実行委員

る視点として

生活

あったか

でもその人ならではのよさを

自己実現を果たせるようにするためにも

児童が、１０

どちらでもない」と答えた

どんなことを書けばよいのか

取組を行うことが

においては、自己の生

理解し、更に

であると気づかせ

、児童の自己有用感

つかり、MVP を見

。決める方法

してもらえるようにした

だんだんとたまっていくようにした。元気

られた。「あったか

実行委員の児童に

として、児童に広

生活ふりかえりカード

あったか風船掲示

ならではのよさを

たせるようにするためにも

１０名いる。その

えた児童が２３

けばよいのか、

うことが大切であると

生き方を見つめ

に積極的に伸

づかせ、自分の

自己有用感を高

見つけられない

方法は、名前カードを

してもらえるようにした。もらったカードは

元気がもらえるカードが

あったか風船」をもらうだけではなく

に選ばせ、帰

広げていくことができた

えりカード（

風船掲示（左）と

ならではのよさを持っている

たせるようにするためにも

その反面、「自分

が２３名いる。また

、具体的に思

であると考え、

つめ、自分の

伸ばそうとする

の良さやがんばりに

高めていくことをねらい

つけられない児童も自然

カードを引いた

もらったカードは

がもらえるカードが

」をもらうだけではなく

帰りの会で紹介

げていくことができた

（左）と理由一覧

と個人カード

っている。そのよさ

重要である。

自分のことは

また、「あっ

思いつかない

、良さに目が

の特徴を多面

ばそうとする態度を育

さやがんばりに焦点

めていくことをねらい

自然と見つけ

いた相手や、

もらったカードは、個人

がもらえるカードが目に見えて

をもらうだけではなく、

紹介する時間

げていくことができた。 

理由一覧（右） 

カード（右） 

そのよさ

。

のことは

あっ

いつかない

が

多面

育

焦点

めていくことをねらい

つけ

、

個人

えて

、

時間

 



イ 授業実践

（１）学級活動

 グループを

で交換していく

て実感し、これからの

践し、友だちを

 

（２）道徳「

日常生活

に書いてもらい

分について振

た。本教材は

才のイメージと

力して自分の

を曲げないところ

礎基本はしっかり

のうえで、たとえ

ることなく、「

る。」という

たい。そして

ままではなく

こそが、自分

ということに

よさについて

て「あったか

の中で「つながりタイム

を深めることによって

た。また、教材文

よりよく伸ばそうとする

 

 

 

 

 

③実践の成果

ア 成果 

<児童の感想

・ピカソのように

・私もあきらめない

授業実践 

学級活動「気になる

グループを作り、友だちの

していく。そして

これからの生活

だちを見つめると

「感動したこと

日常生活の中で、自分

いてもらい知る場面

振り返ることと

は、パブロ・ピカソの

のイメージと独自の作品

の才能を開花

げないところ、独自

はしっかり学んでいたことを

たとえ作品が

、「芸術とは

という信念を貫いたピカソの

そして、自分のしたいこと

ままではなく、自分を信

自分にもできる

ということに気づくようにした

よさについて、保護者からは

あったか風船」を記入

つながりタイム

めることによって、

教材文のピカソの

ばそうとする

成果と課題 

感想> 

ピカソのように、自分

もあきらめない心

になる自画像」

だちの印象で

そして、最後に自分

生活の中で生

つめると共に、自分

したこと、それがぼくの

自分のよさについて

場面は増えてきた

ることと位置づけ

パブロ・ピカソの伝記

作品が有名だが

開花させたこと

独自の作風の裏

んでいたことを

が理解されなくても

とは思いを形にすることであ

いたピカソの

のしたいことだけをするわが

信じて生きるピカソの

にもできる個性を伸ばすことなのだ

づくようにした。こうした

からは事前に

記入してもらい

つながりタイム」の中で、

、より実感できるようにし

のピカソの生き方

ばそうとする態度を育てた

自分の得意なことを

心で前向きに

」 

で強く感じることを

自分の印象と

生かしていくこ

自分を見つめる

それがぼくの作品

のよさについて、友だち

えてきた場面で、

づけ本授業を行

伝記による。

だが、地道に

させたこと、自分の信念

裏に、絵画の

んでいたことを押さえた。

されなくても迎合

にすることであ

いたピカソの強さに学ばせ

だけをするわが

きるピカソの姿勢

ばすことなのだ

こうした自分

に子どもに対

してもらい、グループ

、友だちと交流

できるようにし

方について、

てた。 

なことを生かして

きに何事にもちょうせんしていきたい
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じることを選択形式

と友だちが思

かしていくことを目標

つめる時間にもした

作品～パブロ・ピカソ

だち

、自

行っ

。天

に努

信念

の基

。そ

迎合す

にすることであ

ばせ

だけをするわが

姿勢

ばすことなのだ

自分の

対し

グループ

交流

できるようにし

、自分自身と

かして、何か人

にもちょうせんしていきたい

学級通信

図１

選択形式で一人

思っている印象

目標に持たせることにした

にもした。 

パブロ・ピカソ」 

と照らし合わせて

人の役に立つようなことをしたいと

にもちょうせんしていきたい。

学級通信（授業の

１ 

一人ずつ当てはめていき

印象を見比べて

たせることにした

 

わせて考えることで

つようなことをしたいと

。 

道徳授業板書

の様子・保護者

てはめていき、

べて、自分の

たせることにした。各学期に

えることで、自分

つようなことをしたいと思

道徳授業板書 

保護者によるあったか

、グループ内

の良さを改め

に 1 階ずつ実

自分のよさを

思いました。

 

によるあったか風船の

内

め

実

のよさを

。 

の紹介） 



 9 月と 12

「あなたはクラスの

いますか」（

つけている

５％に増えた

視点が増えたことにより

かモデルとなるものができ

ラスの友だちから

る」と答えた

より、承認された

ちのよいところを

承認の場の設定

イ 課題 

 自分を振り

ている」といった

高まりが期待

 

教育活動との

 

国語（7 月）

「立場を決めて

・相手の主張

の理由を明確

総合（7 月）

「友だちとつながろう

・自然教室を

で大切だと感

特別活動（6

「気になる自画像

・自他のよさに

特別活動（10

「気になる自画像

・自他のよさに

国語（12 月）

「伝記を読んで

・伝記で取り

物の生き方を

12 月のアンケートの

あなたはクラスの友

」（図 1）という

ている」と回答した

えた。様々な方法

えたことにより

かモデルとなるものができ

だちから褒められたり

えた児童が約７０

された意識が

ちのよいところを見つけることはもちろん

設定により、

り返ることができるようになったことで

といった自己有用感

期待できる。 

との関連 

教科･特別活動

） 

めて討論しよう

主張を受け止め、

明確にしながら討論

） 

だちとつながろう」 

を通して、友だちとのつながり

感じたことを発表

6 月） 

自画像①」 

のよさに気づく 

10 月） 

自画像②」 

のよさに気づく 

） 

んで感想文を書

り上げられている

を考える。 

のアンケートの結果

友だちのいいところをみつけて

という項目においては

した児童が、

方法によってよいところを

えたことにより、どんなことが

かモデルとなるものができ、見ることができるようになった

められたり認められたりしますか

７０％から約

が高まったと

つけることはもちろん

、自己有用感

ることができるようになったことで

自己有用感に直接結

 

特別活動 

しよう」 

、自分の主張とそ

討論する。 

 

だちとのつながり

発表しよう 

書こう」 

げられている出来事から

結果を比較すると

だちのいいところをみつけて

においては、「いつも

、約１０％から

によってよいところを

どんなことが良い行動

ることができるようになった

められたりしますか

約８０％に高

まったと言える。このように

つけることはもちろん、自分

自己有用感の高まりがあった

ることができるようになったことで

直接結び付く視点

 

とそ

だちとのつながり

から人

主題名

資料名

ねらい

温かく

る。 

主題名

資料名

ねらい

場や気持

しようとする

主題名

資料名

品～パブロ・ピカソ

ねらい

伸ばそうとする
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すると

だちのいいところをみつけて

いつも見

から約２

によってよいところを見る

行動なの

ることができるようになった

められたりしますか」（図

高まっていることが

このように、

自分が認められているという

まりがあった。 

ることができるようになったことで、さらに

視点を、さらに

道徳科

主題名 誰に対しても

資料名「ノンステップバスでのできごと

ねらい 相手の立場

かく親切にしようとする

 

主題名 広い心で 

資料名「名医、順庵

ねらい 互いに認め

気持ちを受け入

しようとする態度を

主題名 自分の良さを

資料名「感動したこと

パブロ・ピカソ

ねらい 自分の長所

ばそうとする態度

図２

ることができるようになった児童が増

図 2）という

まっていることが分かる

、自分を振り

められているという

 

さらに、「友だちの

さらに、意識させ

道徳科 

しても思いやりの

ノンステップバスでのできごと

立場や気持ちを

にしようとする心情

 

順庵」 

め合うために

入れ、広い心

を養う。 

さを伸ばす 

したこと、それがぼくの

パブロ・ピカソ」 

長所を知り、よりよくの

態度を育てる。 

２ 

増えたことが

という項目については

かる。承認される

り返る場面を

められているという意識も

だちの役に立っている

させ増やしていくことで

 
いやりの心を 

ノンステップバスでのできごと」 

考えて、

心情を育て

相手の立

で人と接

それがぼくの作

よりよくの

 

えたことが考えられる

については、「よくある

される場が増

を設定したことで

も高まった。

立っている」「

やしていくことで

日常活動

 

連
絡
カ
ー
ド
の
活
用

「今
週
のM

V
P

」
友
だ
ち
を
見
つ
め
る
。 

構
成
的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
す
る
。 

えられる。また、「ク

よくある」「あ

増えたことに

したことで、友だ

。こうした、

」「必要とされ

やしていくことで、さらなら

日常活動 

「あ
っ
た
か
風
船
」
の
活
用 

友
だ
ち
や
自
分
の
良
さ
に
気
づ
き
、
認
め
る
。 

ク

あ

えたことに

だ

、

とされ

さらなら
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◎小学校部会の成果と課題 

   

成果 

   ◎ 褒める視点が増え、よいところを進んで見つけることができ、様々な内容で褒める方法が

身についた。（言葉や行動の増加） 

 

◎「友だちに褒められたり、認められたりした」と実感できた児童が増えた。 

 

◎ 自分を振り返る活動では、自分の良いところを伸ばそうとしたり、友だちから認められてい   

 ると実感したりすることができた。 

 

 

課題 

◆ 「いいところ」が言葉としては、たくさん残ってきているが、さらに実感を持たせるため

には、目に見える形で残していくことが必要だった。 

◆ 自己有用感を高めるための取り組みの継続がさらに 必要だと感じた。 
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Ⅲ 中学校部会 

  １ 研究の概要 

   (1)研究主題 

      『自己と他者の関係づくりのための授業づくり・実践』 

        ～誰もが居心地のよい班活動をするための授業実践～ 

      

   (2)主題について 

      児童生徒理解部の研究主題である『児童・生徒の自己有用感を育む集団づくり』を受け、

中学校部会では、自己有用感を育むためのその基盤には、良好な人間関係が不可欠であると

考え、「自己と他者の関係」に着目をし、本研究主題を設定した。昨年度の研究では、他者と

の関わり方が良好である生徒を教師の見立てで一授業に一人、「輝き」として発表し、その生

徒の自己有用感を高めることができた。しかし、一つの授業で一人、また教科担任制の中学

校では、そのやりとりに限界があり、すべての生徒の自己有用感を高めるには至らなかった。 

そこで、本年度は授業の中でも「班活動」に焦点を当て、まずは学活の授業の中で、班活

動の意義を考え、「話を聴く」や「うなずく」等、話す人が安心して授業に望めることを全体

の場で共有した。そして、授業の中での班活動において、それらを継続的に実践することで、

自己有用感が高まると考えた。 

   (3)研究の内容と方法 

①学活『誰もが居心地の良い班活動にするために』の実践 

  事前アンケートをもとに、まずは班活動に対する生徒の考えを全体で共有させる。その

後、めあてを提示し、毎授業の班活動の中でそれを達成させるための手立てを複数考える。 

②授業実践 

学活の時間で立てた個人や班の目標を、生徒一人一人が毎授業の冒頭で一つ定める。授

業の終わりに、班活動自体の取り組みの振り返りをする。 

③学活『誰もが居心地の良い班活動にするために』の実践を振り返って 

  事後アンケートを実施し、項目によっては生徒に伝え、取り組みの手ごたえを教師と生

徒で共有する。 

 

 

 

 

  2 実践校と期間（9 月中旬～12 月初旬にかけて、毎授業実践） 

ⅰ 成 章中学校   夏井 慶彦  数学    中２ 

ⅱ 金 泉中学校  竹下 沙弥香 理科・道徳 中２ 

ⅲ 鍋 島中学校  北原 佳奈  数学    中２ 

ⅳ 大 和中学校   下西  敬  数学    中３ 

ⅴ 思斉館中学部  山﨑 奈緒美 英語    中２ 

 

今年度は・・・中学校５名の研究員が、それぞれ、学活・教科・

道徳の授業の中で、実践・考察。 



ⅰ【金泉中学校

①  ねらい

中学校部会

図１ 事前

 

金泉中学校

という

87.9％と高

また、『

か？』のよくしている

『班のメンバーに

よく言う、

主観的にみると

しかし、

られたり、

項目ではあまりない

ンバーから

まり言われない

に、承認されていないと

ら４割を超

中学校部会

受け、班活動

誰もが居心地

金泉中学校 第２学年実施

ねらい 

中学校部会では、事前

事前アンケート

金泉中学校の結果は

という質問項目において

高かった（図

、『班のメンバーをほめたり

のよくしている

のメンバーに「ありがとう

、言うは 84.8

にみると他者をよく

、受け手側は

、認められたりしていますか

ではあまりない、

ンバーから「ありがとう

われない、言われないが

されていないと

超えていた。

中学校部会では、各学校

班活動をする際

居心地のよい班活動

学年実施】 

事前アンケートとして

アンケート 

は、『班活動

において好き

図２）。 

のメンバーをほめたり

のよくしている、しているは

ありがとう」

84.8％という結果

をよく承認していた

は『班のメンバーからほめ

められたりしていますか

、ほとんどないが

ありがとう」と言われますか

われないが 42.5

されていないと感じている

。 

各学校の事前

際の個人目標

班活動にすることを

 

アンケートとして「班活動

班活動は好きですか

き、まあまあ

のメンバーをほめたり、認めています

しているは 75.7％（

」と言いますか

結果であった（

していた。 

のメンバーからほめ

められたりしていますか？』という

ほとんどないが 30.3％。『

われますか？』

42.5％。このよう

じている生徒が３

事前アンケートの

個人目標を書かせることで

にすることを意識
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75.7％

87.9

図

「班活動についてのアンケート

きですか？』 

まあまあ好きが

めています

％（図３）。

いますか？』の

であった（図４）。

 

のメンバーからほめ

という質問

％。『班のメ

？』ではあ

このよう 

が３割か 

アンケートの結果を

かせることで、

意識させる。

％ 

87.9％ 

図２ 

図３ 

84.8％ 

図４ 

についてのアンケートについてのアンケート」を９を９月に実施した

30.3％ 

42.5％ 

した（図１）。

 

 

）。



この取り組

える言葉や

それが自己

実践 

Ⅰ学活 

各学校共通

は班活動を

きに協力する

るために、

で話し合う・

の言葉を積極的

させる。話

行った日の

と思った。」「

ろんな意見

に受けとめていることがわかった

↓ 図５ 

そして、

自身が班活動

た（写真１

の人が困っているが

授業の中で

写真１、

 

 

 

 

 

目標は「学活の授業」で考えたものを記入する。

組みを通して

や目を見て話

自己に対する肯定的

 

各学校共通した学活

を通して、他者

する大切さを

、必要な行動目標

う・話し合いを

積極的に使うなどである

話し合いでは

の学活ノートには

。」「いごこちのいい

意見を出すことができたのでよかったです

けとめていることがわかった

 班活動振り

、研究所員の

班活動において

１、２）。この

っているが声

で生徒が抱えている

、２ 『班活動振

     

目標は「学活の授業」で考えたものを記入する。

して、授業の中

話すこと、頷

肯定的な評価

学活『誰もが居心地

他者の意見を

さを知るためであると

行動目標を話し

いを深めるために

うなどである

いでは、全員が参加

ノートには、生徒

いごこちのいい班活動

すことができたのでよかったです

けとめていることがわかった

り返りワークシート

の担当教科である

において気を付けること

この取り組みを

声をかけれない

えている不安

班活動振り返りワークシート

      

目標は「学活の授業」で考えたものを記入する。

中で生徒が抱

頷くことなど

評価につながるのではないかと

居心地のよい

を聴いたり、

るためであると自覚

し合わせた。

めるために質問する・

うなどである。これらの

参加しやすい

生徒が自主的に

班活動にするためにはどうすればいいのかを

すことができたのでよかったです

けとめていることがわかった。 

りワークシート          

である〈道徳

けること、頑張

みを通して、「

をかけれない」「自分

不安を『班活動

りワークシート

目標は「学活の授業」で考えたものを記入する。
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抱えている不安

くことなど、日常的な

につながるのではないかと

のよい班活動にするために

、いいところをみつけたりすること

自覚している。

。その内容は

する・相手の

これらの目標を、『

しやすい雰囲気になれるような

に感想を書いていた

にするためにはどうすればいいのかを

すことができたのでよかったです。」 不安

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳〉〈理科〉〈

頑張ることを個人目標

、「自分だけがわからない

自分の意見を聞

班活動』によって

りワークシート』を記入

目標は「学活の授業」で考えたものを記入する。 

不安を『班活動

な所作を増やすことで

につながるのではないかと考え、

にするために』

いいところをみつけたりすること

。その班活動

は、・一つは必

の気持ちが良

、『班活動振り

になれるような

いていた（図

にするためにはどうすればいいのかを

不安を感じていた

          ↓ 図

 

 

 

 

 

 

 

 

〉〈数学〉〈英語

個人目標として

だけがわからない

聞いてくれているのか

によって取り除いていった

記入する様子 

班活動』によって

やすことで安心感

、研究を進めていく

』を行った（

いいところをみつけたりすること

班活動を誰もが居心地

必ず質問する・

良くなるように

り返りワークシート

になれるような意見交換が

図６、７）。「

にするためにはどうすればいいのかを班で

じていた生徒を

図６、７ 学活

英語〉で、班活動

として書かせ、

だけがわからない」「恥ずかしくて

いてくれているのか実感

いていった。 

 

によって取り除く

安心感や所属感

めていく。 

（表１指導案

いいところをみつけたりすること、また、社会

居心地のよい

する・相づちを

くなるように、「ありがとう

りワークシート』（図

が行われていた

）。「もっと班活動

で話し合いがで

を含め、班活動

学活の感想 

班活動がある授業

、振り返らせるようにし

ずかしくて聞けない

実感がわきにくい

 

く。感謝を伝

所属感をもち、

指導案）。子供たち

社会に出たと

のよい班活動にす

づちを打つ・笑顔

ありがとう」など

図５）を記入

われていた。学活を

班活動をしたい

いができて、い

班活動を前向き

授業の前に、

らせるようにし

けない」「後ろ

がわきにくい」など、

伝

、

たち

たと

にす

笑顔

など

記入

を

をしたい

い

き

、

らせるようにし

ろ

、



Ⅱ道徳 

金泉中学校

徳〉〈理科

シート』に

める・人の

声に出して

学習に取り

いてくれているという

べての班が

かれていた

・反対意見の

も言えた・実例

写真３、

図８ 『

一定期間

り、『誰

アンケートの

 

写真５、

 

金泉中学校では、班活動

理科〉で実践した

に記入させて

の意見を素直

して伝える などがあった

り組むことができていた

いてくれているという

が前のめりで

かれていた自己評価には

の人の意見も

実例を出して

、４ 道徳の

『班活動振り

一定期間、｢班活動振

誰もが居心地

アンケートの紹介→

、６ 振り返

班活動を行う

した。〈道徳〉

させて取り組んだ

素直に認める・

などがあった

むことができていた

いてくれているという安心感から

のめりで意見交換を

には、 

も聴けた・たくさん

して発表できた

の様子 

り返りワークシート

班活動振り返りワークシート

居心地のよい班活動

→事前と事後

返り学活の様子

う際に『班活動振

〉では『２分

んだ（指導案２

める・自分が思ったことを

などがあった。書いたことによって

むことができていた。今までなら

から、笑顔で自分

を行っていた

けた・たくさん発表

できた と書かれてい

りワークシート』生徒記入内容

りワークシート｣

班活動にするために

事後のアンケート

様子 
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班活動振り返りワークシート

分の遅れ』という

２）。書いていた

ったことを進

いたことによって、

までなら時間が過

自分の意見を

っていた。道徳が終

発表できた・いい

かれていた。図８は

生徒記入内容

｣を用いた授業

にするために』を振り

のアンケート結果の比較

 

りワークシート

という教材で

いていた目標は

進んで言う・

、生徒一人一人

過ぎるのを待

を伝えていた

終わって『班活動振

・いい話し合いができた

８は生徒が実際

生徒記入内容 

授業を行ったあと

り返っての学活

比較→よびかけである

りワークシート』を記入

で、事前に『

は、・話をふり

う・思ったことは

生徒一人一人が目標達成

待っていたような

えていた。また、写真

班活動振り返

いができた・

実際に記入した

ったあと、事後アンケート

学活を行った

→よびかけである（写真

記入させる取り

『班活動振り

をふり、たくさんの

ったことは心の中だけでなく

目標達成を意識し

っていたような生徒も

写真３、４のように

返りワークシート

・自分が思っていること

した内容である

アンケート（

た。授業の流

写真５、６）。

   

り組みを、〈道

り返りワーク

たくさんの意見を求

だけでなく、

し、意欲的に

も、相手が聴

４のように、す

りワークシート』に書

っていること

である。 

 

 

（図９）をと

流れは、事後

）。 

    

道

りワーク

求

、

に

聴

す

書

っていること

  

をと

事後



図９ 事後

実践の成果

事後アンケートから

える結果

したか？』

生徒が抱

目を見て

実感している

た発言ができるようになったり

所属感をもてたこと

化は、教師側

困っている

なく、休

ところを

課題としては

れたりしていま

感じられていないため

図 10

事後アンケート

成果と課題 

アンケートから

結果となった（

？』も、前から

抱えている不安

て話すこと、

している。また

ができるようになったり

をもてたこと

教師側も目に

っている友達がいないか

休み時間などの

ところを教え合う様子

としては、質問項目

れたりしていますか

じられていないため

10 事後アンケートの

アンケート 

 

アンケートから、生徒の

（図 10）。質問項目

から役に立てていると

不安を、『班活動

、頷くことなど

また、今回の取

ができるようになったり

をもてたことが、自己に

に見えて感じることができた

がいないか、自分

などの生徒同士

様子があり、

質問項目５の

すか？』があまりない

じられていないため、継続することや

アンケートの結果

の意識の変容

質問項目８の『

てていると感

班活動』によって

くことなど、日常的な

取り組みによって

ができるようになったり、周囲が自分

に対する肯定的

じることができた

自分から声を

生徒同士の会話ややりとりが

、更なる学習

５の『あなたは

があまりない、ほとんどないが

することや今後

結果 
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変容が見て取れた

８の『班活動において

感じていたから

によって取り除くことができた

な所作を増やすことで

みによって生徒自身

自分の考えや意見

定的な評価につながった

じることができた。授業

を出してみようとしていた

ややりとりが、相手

学習の意欲喚起

あなたは、班活動において

ほとんどないが

今後の工夫が

れた。どの質問項目

において、役に

じていたから変わらないという

くことができた

やすことで簡単

生徒自身が周囲への

意見を受け入

につながった。

の中で、生徒同士

してみようとしていた

相手を思いやった

意欲喚起につながったのも

において班のメンバーからほめられたり

ほとんどないが 18.5％と

が必要である

質問項目も、肯定的

に立っていると

わらないという感想

くことができた。それは

簡単に変えることができたと

への意識が高まり

入れてくれたりしたという

。生徒たちのこのような

生徒同士の関わりが

してみようとしていた。授業の雰囲気

いやった発言になり

につながったのも大きな

のメンバーからほめられたり

と、まだ２割

。 

肯定的な回答

ていると感じることが

感想もあった。

それは、感謝を伝

えることができたと

まり、相手のことを

れてくれたりしたという

たちのこのような

わりが密になり

雰囲気が変わっただけで

になり、わからなかった

きな成果である

のメンバーからほめられたり

割の生徒が自己有用感

回答が８割を越

じることが増えま

。授業の中で

伝える言葉や

えることができたと生徒が

のことを考え

れてくれたりしたという安心感や

たちのこのような気持ちの変

になり、周りに

わっただけで

わからなかった

である。 

のメンバーからほめられたり、認めら

自己有用感を

 

 

越

えま

で

や

が

え

や

変

りに

わっただけで

わからなかった

めら

を
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校時 ９／２０（木）１校時 場所 ２年１組教室 

２年１組   学活指導案   教諭  竹下 沙弥香 

単元 

教材 
誰もが居心地のよい班活動にするために 進程 １／１ 

本時の 

目標 
誰もが居心地のよい班活動になるための方法を考え、班活動の個人目標が立てられるようになる 

段階 学習活動 
形態 

個 G斉 
主な発問・予想される生徒の反応 指導上の留意点 

 

 

導入 

 

１ 事前アンケートの結

果をきく。 

２ 何のために班活動を

するのか考える。 

 

斉 

 

斉 

 

・説明する力 ・確認するため 

・課題解決のため 

・自信をもつため 

・成績がよくなるように 

○パワーポイントを使

い、結果を提示する。 

○どんな良いことがあ

るのかを中心に板書す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

３ 居心地がよくなるた

めに必要な方法を考える。 

 

４ 班で意見をまとめる。 

 

５ 班の意見をクラスで

共有する。 

・掲示用の紙（A3）に班の

意見を書く。 

・各班の掲示用の紙を黒板

に貼る。 

 

６ 各班の意見を集約す

る。 

 

個 

 

 

 

G 

 

 

G 

 

 

 

 

 

斉 

 

○班活動をしていて全員が参加

しやすい雰囲気、わからないと

いえる雰囲気にするためには必

要なことは何ですか 

・体ごと相手に向き合う 

・相づちを打つ 

・メモを取りながら聞く 

・一回質問する 

・伝わりやすい音量で 

 

 

 

○全員が本当に班活動

に参加できていたか、

話しやすい人だけで固

まっていなかったかな

ど思い出させる。 

○わからない人がわか

らないと言える班活動

を目指すよう伝える。 

 

○２、３個意見を書か

せる。 

○どの意見も否定的に

ならないように注意

し、共感する。 

 

 

 

まと

め 

７ 「誰もが居心地のよい

班活動にするために」の書

き方の説明を聞き、目標例

を記入する。 

８ 本日の３時間目理科

の班活動の目標を書く。 

斉 

 

 

 

 

斉 

 ○期間を設けて、授業

で班活動をするときに

自分の目標を書いても

らうことを伝える。 

めあて：班活動で誰もが居心地よくなるための方法を考える。 

表１ 指導案『誰もが居心地のよい班活動にするために』・『２分の遅れ』 
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校 時 １０/３(水) ５校時 場 所 ２年１組 教室 

 
２年１組  道徳科学習指導案    教諭  竹下沙弥香 

単元 
教材 

「２分の遅れ」 進程 １／１ 

単元
の 

目標 
社会のルールを守ることの大切さを理解し、自分の行動を振り返ることができる。【公徳心・社会連帯・よりよい社会の実現】 

段 
階 

学習活動 
【主体的・対話的】 

形
態 

指導上の留意点 
【生徒指導の三機能】 

評価と【評価の観点】 
支援を要する生徒への手立て 

 
 
 
 
導 
入 
 
 
 

１ 班活動における自分の目標を立て

る。 

 

 

２ 夏休みの宿題において、大変だった

ことやよくできたことを思い出す。 

 

斉 

 

 

 

 

 

斉 

○司会、記録、時計、発表掲示の役割分担を

行わせる。また一人一人が関わり、よりよい

話し合い活動になるよう個人目標を立てさ

せる。【自己存在感】 

○否定するのではなく、部活や行事で忙しか

ったことなどのそれぞれの理由に共感する。 

 

○本時の流れを明確にする。 

○・自分の役割をもたせることで、出

番を作る。 

・班活動が人任せにならないよう、机

間巡視で個人目標を意識させる。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
開 
 
 
 
 
 
 

３ 資料「２分の遅れ」の情報①を読ん

で、ワークシートの１に自分の意見を書

き、ネームプレートを黒板に貼る。【主】 

・班で話し合って友達の意見を知る。 

・班で認める、認めないが何人いるのか

確認する。 

・認める、認めないのそれぞれの意見を

B4 の紙にまとめ黒板に貼る。【対】◆ 

４ 情報②を聞いて、ワークシートの２

に自分の意見を書く。 

◆の活動を行う【対】 

５ 話し合い後の自分の意見をワークシ

ートの３に書き、再びネームプレートを

黒板に貼る。【主】 

６ 資料の続きを読み、実際の会議の結

果を知る。 

７ 自分の生活を振り返り、今後の生活

を考える。【主】 

８ 班活動での自分の目標を振り返る 

 

 

斉 

 

 

 

 

Ｇ 

 

 

 

 

Ｇ 

 

 

 

斉 

 

○資料を分割して配布する。 

○自分の気持ちを大切にさせ、正直な気持ち

をみんなに伝えることのできる雰囲気をつ

くる。【自己存在感】 

○あなたはどちらの意見に賛成ですか。それ

はなぜですか。 

・卒業を認める 

「たった２分なのでかわいそう」 

「まじめできちんと論文は仕上げている」 

・卒業は認めない 

「時間は守れていない」 

「きまりはきまりだから」 

○実際の会議で出た意見を出すことで、それ

ぞれの理由をさらに深めていく。【自己存在

感】 

 

○担任の卒業論文を紹介し、大変さ

や、教員採用試験の難しさ、卒業延期

の意味について十分理解させ、関心を

もたせる。 

○ネームプレートを黒板に掲示させ、

全体で意見を共有する。 

○簡単に意見を固めてしまう生徒に

対して、切り返しの発問をして、それ

ぞれの理由を深めていく。 

「それまでの努力やまじめさはあま

り関係ないのか」「何分までだったら

いいのか」 

「何日も徹夜して期限内に出した人

はどう思うか」 

○パワーポイントを使って視覚に訴

えた情報提示を行う。 

 

 

 

 
ま 
と 
め 

 

７ 自分の生活を振り返り、今後の生活

を考える。【主】 

８ 班活動での自分の目標を振り返る。 

斉 ○今日の授業を振り返っての感想を書かせ

る。【自己決定】 

○「時間を守る」ことの大切さを感じ、

これからの生活で実践していこうと

主体的に考えることができたか。 

本時のめあて：自分の意見をもち、友達に伝えよう。【発展探究型】 
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ⅱ【成章中学校 第２学年実施】 

①ねらい 

「生徒の自己有用感を育む集団づくり」を達成するために、昨年度の成果と課題を参考にしつつ、

本年度の研究に携わった。対象としたクラスは、自分の持ちクラスである、２年生、男子１９名、女

子１９名、計３８名の１クラスである。学習に関して、比較的、意識の高いクラスではあるが、活動

面では内気な生徒が多く、静かになりすぎるときもある。誰とでも良好なコミュニケーションをとる

という面では、改善の余地がありように感じるクラスである。 

数学の授業の中での班活動における事前アンケートによると、④「班活動において、ほめたり認め

たりしていますか」に対して、「よくあてはまる」「あてはまる」と答えた生徒は 80.5％であり、半数

以上の生徒が数学の授業の中での班活動において「他を承認している」という実感があることが分か

った。しかし一方では⑤「班活動において、ほめられたり、認められたりしていますか」に対して、「よ

くあてはまる」「あてはまる」と答えた生徒は 55.6％であり、決して低いようには感じないが、「承認

されている」実感を持つ生徒が「承認している」生徒よりよりも少ないことが分かった。この背景に

は、「承認されている」生徒が固定化されている。もしくは、学力の差が比例してしまっている。また、

その思いが一方通行で伝わっていないことが考えられる。 

そこで、授業のなかでの班活動 

について、なぜ必要なのかを考え、 

そこに一定のルールや、どのよう 

に取り組めば班員全員が心地よく 

活動ができるか行動目標を立てさ 

せ、その目標を達成しようとする 

なかで、「承認された」実感がもて 

、それが自己有用感につながると考え、本授業実践を試みた。 

②実践 

  まずは、学活を行いました。班活動は何のためにするのか考えさせ、全員が居心地よく活動ができ

るための行動目標を具体的に考えさせました。そして、数学の授業を一定期間行いました。学活で決

めた行動目標の中から一つ授業の導入で選ばせ、毎時間班活動を行いました。その中で、目標の組み

合わせによっては活動がうまくいかないことがあり、目標決めを慎重にするようになりました。最後

に、アンケートをとり、目標を決めるようになってからの授業によって、どれだけ班活動ができるよ

うになったか生徒に還元しました。 

指導案【一次関数の利用】 

段

階 
   学習内容 形態 教師の指導・留意点 

導 

入 

 

 

１ 本時の課題を知る。 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

■問題文を読み、弟と兄のグラフがどんなグ

ラフになるか、概形を予想させる。 

 

 

 

本時の課題 

 兄と弟が一緒に家を出て、学校に向かった。ところが弟は途中で忘れ物に気づき、代わり

に兄が家に戻り、忘れ物をとってすぐに学校に向かい、校門で待つ弟に忘れ物を渡すことが

できた。なお弟は常に一定の速さで歩いているが、兄は忘れものに気づくまで弟と同じ速さ

で、それ以後はあらたに一定の速さで歩いているとする。 

よくあて

はまる

あて

はまる

あてはま

らない

まったく

あてはま

らない

１、 25 52.8 8.3 13.9

２、 27.8 63.9 8.3 0

３、 22.2 41.7 36.1 0

４、 22.2 58.3 13.9 5.6

５、 2.8 52.8 41.7 2.8

６、 5.6 63.9 27.8 2.8

７、 2.8 41.7 52.8 2.8

８、 2.8 52.8 36.1 8.3

９、 22.2 63.9 13.9 0

10、 8.3 63.9 25 2.8

11、 8.3 63.9 25 2.8

あなたは、班活動において班のメンバーに「ありがとう」と言いますか？

あなたは、班活動において班のメンバーから「ありがとう」と言われますか？

あなたは、班活動で頼られることがありますか？

あなたは、班活動において、何か役に立とうとしていますか？

あなたは、班活動において、困っている人がいたら声をかけていますか？

班活動は楽しいですか？

事前アンケート

班活動は好きですか？

班活動がうまくいくために、班のメンバーの話をよく聴いていますか？

班活動がうまくいくために、自分の考えを班のメンバーに伝えようとしていますか？

あなたは、班活動において班のメンバーをほめたり、認めたりしていますか？

あなたは、班活動において班のメンバーからほめられたり、認められたりしていますか
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２ ワークシート NO.1 のグラフだけを見

せる。 

 

 

３ 本時のめあてを立てる。 

 

 

 

 

４ 個人の目標を立てる。  

 

 

一斉 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

個人 

■座標軸に単位が記されていないこと、ｙ軸

に目盛がないことに気づかせた上で、予想し

たグラフと異なることを紹介する。 

 

■提示したグラフが何のグラフなのか、相手

に分かりやすく説明するための方法を考え

させる。 

 

 

■班活動を居心地よくするための、個人目標

を立てさせる。 

展 

開 

 

 

５ 本時の流れを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ エキスパート活動を行う。 

  4 つのグループに分かれて、課題に取り

組む。 

A:グラフから読み取るグループ（弟） 

B:グラフからｙが何か考えるグループ（弟） 

C:文章からグラフをかくグループ（兄） 

D:グラフの傾きと速さの関係について考え

るグループ 

 

７ ジグソー活動を行う。 

  エキスパート活動で得た答えとその理

由を持ち寄り、問題を解く。 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｴ ｷ ｽ

ﾊﾟｰﾄ

班 

 

 

 

 

 

 

ｼﾞｸﾞ

ｿｰ班 

 

 

 

 

■本時はジグソー活動をすることを伝える。 

■ジグソー活動を行うことを意識させ、生徒

一人一人が主体的な活動をするように促す。 

■活動の方法と内容を常時提示することで、

見通しを持たせる。 

 

 

 

 

 

 

■答えを出すことが目的ではなく、そこに至

る過程が大切であることを伝え、ジグソー活

動で説明できる準備をさせる。 

■説明に必要な数学的な表現はメモをする

ようにさせる。 

※次の活動に備え、積極的に活動ができてい

るか。（関心・意欲・態度） 

 

 

■それぞれが取り組んだ問題とその答えと

理由を一人ずつ発言させる。 

 

 

 

 

 本時のめあて 相手に分かりやすく一次関数のグラフの説明をしよう 

本時の流れ 

・本時の課題と問題の一部の提示 

・エキスパート活動（答えとその理由を明確に

する） 

・ジグソー活動（集まった情報を基に、問題を

解き、理由を明確にし、説明をする準備をす

る。） 

・クロストーク（他の班の考えを聞き、答え合

わせと説明の仕方を比べる） 

「本時の課題」で、兄か弟の動きをグラフにした。ｘは兄弟が家を出てからの時間（分）と

したが、ｙは兄弟の家から学校まで進んだ距離（ｍ）とはしていない。何をｙとしたグラフ

なのか答えなさい。また、その理由を説明しなさい。 



  次

する

 

 

 

 

８ クロストークを

  班

は

 

整

理 

９ 授業

 

 

 

 

 

 

 

10 それぞれのめあてに

個人

③実践の成果

 まずは、活動

生徒が 91.4

践に取り組んだことが

での明確な目標

とが増え、そのため

その結果、発言

生徒が 100％

いるかどうかの

高かった。「

ず 1 回は発言

実感することがあり

感じた生徒が

ができたと思

たように思う

る」というところには

週に 4 単位の

次の活動で、説明

する。 

クロストークを

班の代表が説明

は自分の班の説明

授業の振り返りを

それぞれのめあてに

個人、班で行う

成果と課題 

活動について

91.4％であり、ほとんどの

んだことが分

目標ができたため

そのため自分

発言を聴いてもらえているという

％になった。

いるかどうかの項目では

。「話を真剣に

発言をする」と

することがあり、それだけでも

が多くいた。

思う生徒が

う。しかし、

というところには、

の活動には、

説明ができるように

クロストークを行う。 

説明をし、それを

説明と比べる

りを行う。 

それぞれのめあてに対する

う。 

について。目標を意識

ほとんどの生徒

分かります。

ができたため、低学力

自分の意見を言

いてもらえているという

。また、班活動

では、そう思う

に聴く」と目標

と目標を立てた

それだけでも

。その結果、「

が 97.1％と高く

、一方で、「

、つなげることがほとんどできず

、限界を感じるところもあった

ができるように準備

それを聞く側の

べる。 

 

する振り返りを

意識して活動

生徒が前向きにこの

。また、授業

低学力の生徒にもできるこ

言いやすい環境

いてもらえているという実感

班活動において

う生徒が 71.5

目標を立てた

てた生徒の役

それだけでも「承認された

、「居心地のよい

く、手立てがうまくいっ

、「褒められる

つなげることがほとんどできず

じるところもあった
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準備を

の班

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼﾞｸﾞ

ｿｰ班 

りを

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

班 ・

個人 

活動ができた 

きにこの実 

授業の内容以外

にもできるこ

環境ができ、

実感を持つ 

において役に立って

71.5％と比較的

てた生徒が、「必

役に立ったと

された」ように

のよい班活動」

てがうまくいっ

められる」「認められ

つなげることがほとんどできず、

じるところもあった。 

 

※グラフから

取ることができる

■数学的な

ら説明をさせる

■エキスパート

まま問題にも

 

※根拠づけて

や考え方）

 

 

 

 

■説明して

明確であることが

る。 

■根拠となる

確認する。

■座標軸を

も異なるグラフがかけることを

 

■授業の振

り返りを行

 

 

内容以外 

にもできるこ 

、 

 

って 

比較的 

必 

ったと 

ように 

」 

てがうまくいっ 

められ 

、 

 

※グラフから、必要な

ることができる（技能

な用語を使い

をさせる。 

■エキスパート活動の

にも適応することを

づけて説明をすることができる

） 

して、納得してもらうためには

であることが大切

となる部分は既習内容

。 

を何にするかによって

なるグラフがかけることを

振り返りとは

行う。 

な式、座標、情報

技能、見方や

い、根拠を明確

の A、C 班の条件

することを確認

をすることができる

してもらうためには

大切であることを

既習内容であることを

にするかによって、同

なるグラフがかけることを確認

りとは別に、活動に

情報を読み

や考え方） 

明確にしなが

条件をその

確認する。 

をすることができる（見方

してもらうためには根拠が

であることを確認す

であることを

同じ事象で

確認する。 

に対する振

 

 



ⅲ【思斉館中学部

① ねらい 

 本学級の生徒

を頻繁に取り

日々感じていたのは

英語の得意・

という実感をもたせるための

にするために

 まず、学級

に対して肯定的

という項目についての

められたりしている

もりでも、相手

点を考えさせた

（図１ 事前

 

①班活動は好

②班のメンバーをほめたり

③班のメンバーからほめられたり

 

② 実践 

次の表は実際

日付 

10/10 ワークシート

10/15 ワークシート

10/26 スキット

10/31 ワークシート

11/7 音読練習

 約１ヶ月間

を紹介しよう

バーサルデザイン

ユニットでは

って文章が長

そのため、ペアで

合い、より正確

た、ペアで作文

に感想を述べるようにした

ことによって

思斉館中学部 第２

  

生徒は、授業

り入れており

じていたのは、英語

・不得意に関

をもたせるための

にするために』の学活を

学級の実態を把握

肯定的な回答をした

についての肯定的

められたりしている」と

相手にそれが

えさせた。 

事前アンケート

好きですか。

のメンバーをほめたり

のメンバーからほめられたり

実際にペア活動

ワークシート（

ワークシート(長文読解

スキット作成 

ワークシート（

音読練習 

月間、研究を続

しよう」というテーマで

バーサルデザイン製品を

ユニットでは接続詞が新出文法

長く複雑で、

ペアで英作文

正確に分かりやすい

作文したものはグループになって

べるようにした

って、聞き手を

２学年実施】

授業に意欲的に

れており、互いに声

英語を得意としている

関わらず、すべての

をもたせるための手立てはないかと

を利用し、ペア

把握するために

をした生徒は

肯定的な回答

と感じている

にそれが伝わっていないことがあるということを

アンケート） 

。 

のメンバーをほめたり、認めたりしていますか

のメンバーからほめられたり、

活動または班活動

学習内容 

（助動詞） 

長文読解) 

 

（接続詞 if）

続けた後、「

というテーマで授業

を紹介する英作文

新出文法として

、つまずきを

英作文をさせることにより

かりやすい表現

したものはグループになって

べるようにした。英作文

を意識した発表

】 

に取り組み、

声を掛け合って

としている生徒

すべての生徒が

てはないかと

ペア活動・班活動

するために事前アンケートをとった

は約８割であった

回答は７４％であったが

じている生徒は７１

わっていないことがあるということを

めたりしていますか

、認められたりしていますか

班活動を行った

 

 

） 

、「ユニバーサルデザイン

授業を行い、ペアで

英作文に取り

として扱われており

つまずきを感じやすい

をさせることにより、

表現ができるように

したものはグループになって発表

英作文したものを

発表ができた
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、積極的に発言

って活動に取

生徒と苦手意識

が積極的に授業

てはないかと考えた。そこで

班活動に意識

アンケートをとった

あった。「班

であったが、

は７１％であった

わっていないことがあるということを

めたりしていますか。 

められたりしていますか

った学習内容

日付 

10/11

10/18

10/29

11/6 

11/13

ユニバーサルデザイン

ペアで身近なユニ

り組ませた。

われており、生徒

じやすい表現であった

、アイデアを

ができるように試みた

発表し合い、

したものを誰かに聞かせる

ができた。ユニバーサル

発言する生徒

取り組む姿が

苦手意識をもっている

授業に取り組

そこで、本研究

意識を向けさせ

アンケートをとった（図１

班のメンバーをほめたり

、一方で「班

であった。自分は相手

わっていないことがあるということを生徒

◎

26%

19%

められたりしていますか。 6%

学習内容である。 

 

10/11 助動詞 must

10/18 学校生活

10/29 助動詞まとめ

 音読練習

11/13 ユニバーサルデザイン

ユニバーサルデザイン製品

なユニ

。その

生徒にと

であった。

アイデアを出し

みた。ま

、互い

かせる

ユニバーサル

ユニバーサル

生徒が多い。英語

が見られた。

をもっている生徒の

組み、「授業の

本研究の『誰もが

けさせ、生徒の変容

１）。「班活動

のメンバーをほめたり、

班のメンバーからほめられたり

相手をほめたり

生徒たちに意識

◎ ○ 

26% 61% 

19% 65% 

6% 65% 

 

学習内容

must の英作文

学校生活についての

まとめ 

音読練習 

ユニバーサルデザイン

ユニバーサル

紹介文

英語の授業ではペア

。しかし、授業者

の発言量の違

の中で役に立

もが居心地のよい

変容を図ることにした

班活動は好きか」

のメンバーをほめたり、認めたりしているか

のメンバーからほめられたり

をほめたり認めたりしているつ

意識させ、班活動

△ 

 10% 3%

 13% 3%

 26% 3%

学習内容 

英作文 

についての英作文 

ユニバーサルデザイン製品の紹介

ユニバーサルデザイン製品

紹介文を発表する

ではペア活動

授業者として

いであった。

立っている」

のよい班活動

ることにした。 

」という項目

めたりしているか」

のメンバーからほめられたり、認

めたりしているつ

班活動での留意

× 

3% 

3% 

3% 

紹介 

製品についての

する様子 

活動

て

。

」

班活動

 

項目

」

認

めたりしているつ

留意

 
についての
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デザイン製品のような道具の使い方を英語で説明する活動は初めてであったが、生徒たちは積極的に活

動に取り組むことができていた。 

 

指導案  『ユニバーサルデザイン製品について紹介しよう』 

 学習活動  教師の指導○・支援● 評価の観点（方法）◆ 

つ
か
む 

１．挨拶をする。 

２．前時の復習をする。 

３．今日のめあてを確認す

る。 

 

 

一斉 

 

・英語学習の雰囲気を作る。 

・接続詞 that の文を復唱させる。 

 

考
え
る

・
深
め
る 

４．身近なユニバーサルデザ

インの紹介文と、ユニバ

ーサルデザインについ

ての意見を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．班になり、ペアの意見を

発表しあう。 

・発表後、相手の発表に対し

てコメントを書く。 

６．ペアの意見を全体で発表

し、意見を共有する。 

ペア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ ル

ープ 

 

 

一斉 

〇事前に調べてきた学校や家にあるユニバーサルデザイ

ン製品を紹介する文と、ユニバーサルデザインについ

ての意見を We think (that) ～.の文を使って表現させ

る。 

●モデル文を提示し、文章の書き方や構成を考えさせる。 

●辞書や役に立つ表現を提示し、文章を書くときの参考

にさせる。 

●机間指導を行い、表現の分からないペアを支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇伝える相手を意識して活動に取り組むようアドバイス

をする。 

 

 

・２～３ペアに発表させる。 

ま
と
め
る 

７．振り返りをする。 

 

８．まとめ 

・次時の学習内容を知る。 

個 

 

一斉 

・学習への取り組み方を振り返らせ、用紙に記入させる。 

 

・次時の学習内容を確認し、準備を促す。 

 

 

身近なユニバーサルデザイン製品を紹介し、We think (that) ～.を使ってユ

ニバーサルデザインについての意見を述べよう。 

◆評価（ワークシート） 

A ユニバーサルデザイン製品について、分かりやす

く、かつ正確に説明したり、意見を述べたりして

いる。（２項目以上） 

B ユニバーサルデザイン製品を紹介したり、意見を

述べたりしている。 



③ 実践の成果

 「誰もが居心地

ンケート結果

きになったと

は、「よくある

活動ができたか

がら感じたのは

自分の意見を

 

 課題としては

い」という回答

生徒に「自分

は教科の得意

感を味わわせるためには

 課題も見つかったが

有用感を高められるような

（図３ 事後

 

①以前より

②班のメンバーからほめられたり

③班活動において

④居心地の

〈班活動を通

成果と課題 

居心地のよい

結果によると、「

きになったと答えた。「

よくある」「ある」

ができたか」という

じたのは、１人１

を聞いてもらえるという

としては、「班活動

回答をした生徒

自分が役に立っている

得意、不得意があげられるだろう

わせるためには

つかったが、

められるような

事後アンケート

より班活動は好

のメンバーからほめられたり

において役に

の良い班活動

通しての生徒

 

のよい班活動をするために

、「以前より

。「班のメンバーからほめられたり

」の回答が 80

という項目では

１人の発言が

いてもらえるという

班活動において

生徒が３割いた

っている」という

があげられるだろう

わせるためには、相手への

、授業をしていて

められるような手立てを

アンケート） 

好きになりましたか

のメンバーからほめられたり

に立っていると

班活動をすることができましたか

生徒の感想〉 

をするために」

より班活動は好きになったか

のメンバーからほめられたり

80％に達した

では 97%の生徒が

が増え、積極的

いてもらえるという安心感が自信

において役にたっていると

いた。ほめられたり

という実感をもたせるまでには

があげられるだろう。また

への声掛けの仕方

をしていて生徒間

てを考えて実践

きになりましたか。 

のメンバーからほめられたり認められたりしてますか

っていると感じることが

をすることができましたか
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」の実践に取

好きになったか

のメンバーからほめられたり、認

した（事前アンケートでは７１

が肯定的な回答

積極的に取り組

自信や意欲につながったと

にたっていると感じることが

ほめられたり認められたりしていると

をもたせるまでには

また、すべての

仕方や話の聞

生徒間の関わりの

実践していきたい

められたりしてますか

じることが増えましたか

をすることができましたか。 

取り組み、事後

きになったか」という項目

認められたりしているか

アンケートでは７１

回答を示した

組むようになった

につながったと

じることが増

められたりしていると

をもたせるまでには至らなかった

すべての生徒に「

聞き方を工夫

わりの変化を感じることができた

していきたい。 

められたりしてますか。 

えましたか。 

事後アンケートをとった

項目については

められたりしているか

アンケートでは７１％）。

した。授業者として

むようになった生徒が

につながったと考えられる

増えたか」という

められたりしていると感

らなかった。

「人の役に立

工夫させることが

じることができた

◎ 

52％ 48

21％ 59

14% 55%

52% 4

アンケートをとった

については約半数が

められたりしているか」という項目

％）。また、「居心地

として生徒の

が増えたということだ

えられる。 

という項目で、「

感じながらも

。この大きな

立った」という

させることが必要だと

じることができた。これからも

○ △

48％ 0％

59％ 20％

55% 31%

45% 3%

アンケートをとった（図３）。ア

が以前より好

項目について

居心地の良い班

の様子を見な

えたということだ。

、「変わらな

じながらも、すべての

きな理由として

という自己有用

考えられる。

これからも自己

△ × 

％  

％ 0％ 

31%  

3% 0% 

  

 

 

 

ア

好

について

班

な

。

わらな

すべての

として

自己有用

。 

自己

 

 

 

 

 

 



ⅳ【大和中学校

１．ねらい 

（１）生徒の実態

 本学級の生徒

ん高く、理解力

方・考え方を

すか」では約

が進まず、1

であった。つまり

すめたりしてしまう

ますか」の問

れたりしていますか

ありがとうと

の生徒が言っていると

ている。つまり

の生徒だけが

（２）手立て

 アンケート

た。上記で示

動になるかを

己目標」とし

「関数 y＝ax

トボードに班

り組みをひとつの

ながら授業が

のではないかと

大和中学校 第３学年実施

実態 

生徒は，数学

理解力があり、

を問う問題などに

約７９％の生徒

1人の生徒が

つまり、自分

すめたりしてしまう生徒

問いに、約８５

れたりしていますか」の

ありがとうと言いますか

っていると答

つまり、認められたりありがとうと

だけが、自己有用感

て 

アンケート結果をもとに

示したように

になるかを考えさせ、

とし、数学の毎授業

ax²」という

班の考えをまとめさせ

みをひとつの単元(

が進み、誰もが

のではないかと考え、研究

学年実施】 

数学が得意な生徒

、基礎基本が

などに関しては

生徒が「好き

が自分の意見

自分の意見をもっていても

生徒が多いことがわかる

８５％の生徒

の問いには、

いますか？」「ありがとうと

答えているのに

められたりありがとうと

自己有用感を感じるような

をもとに、まず、「

したように、アンケートの④

、班で様々な

毎授業で、班活動

という単元で、ほぼ

えをまとめさせ、

(全１３時間

もが自分の意見

研究を進めた

生徒が比較的

が身についている

しては、無解答率

き」「まあまあ

意見を周囲に伝

をもっていても

いことがわかる。

生徒が「している

、約３３％の

ありがとうと言

えているのに対し、約

められたりありがとうと言

じるような授業

、「誰もが居心地

アンケートの④～⑦について

な意見を出させた

班活動における

ほぼ毎回の授業

、それをもとに

時間)でおこなうことで

意見を発言するようになり

めた。 
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比較的に多く、5クラスある

についている生徒が

無解答率が高い。

まあまあ好き」と

伝え、それを班

をもっていても、自信がもてずに

。さらに、班活動

している」と回答

の生徒があまりしていない

言われますか

約４９％の生徒

言われたりする

授業を展開しているのではないか

居心地のよい

⑦について注目

させた。そして

ける目標と、

授業で班活動を

それをもとに授業を展開

でおこなうことで、誰

するようになり

クラスある学年

が多い。しかし

。また、事前

と答えているが

班の意見として

がもてずに発言

班活動において

回答しているのに

があまりしていない

われますか？」の問いについても

生徒が、あまり

われたりする生徒が固定化

しているのではないか

のよい班活動にするために

注目させ、どうしたら

そして、出た意見

、振り返りを

を取り入れ、

展開していくという

誰もが居心地

するようになり、自己有用感

学年の中でも

しかし、記述式

事前アンケートの

えているが，現状では

として終わるような

発言しなかったり

において、「④ほめたり

しているのに対し、「

があまりしていない、していないと

いについても

あまり言われない

固定化され、

しているのではないか、ということがわかった

にするために」

どうしたら誰

意見をすべて

りを書かせることにした

、班で意見交換

していくという授業形態

居心地のよい班活動

自己有用感を高める

でも、常に平均点

記述式の問題や、

アンケートの「①班活動

では、なかなか

わるような班活動

しなかったり、人任せに

④ほめたり認めたりしてい

、「⑤ほめられたり

していないと感じている

いについても同じ結果で

われない、言われないと

、数学の授業

ということがわかった

」という学級活動

誰もが居心地

をすべて、「班活動

かせることにした。

意見交換をおこない

授業形態をつくる

班活動を行うことを

める授業づくりができる

平均点がいちば

、数学的な見

班活動が好きで

なかなか話し合い

班活動になりがち

せに活動をす

めたりしてい

⑤ほめられたり認めら

じている。「⑥

で、約７３％

われないと答え

授業では、一部

ということがわかった。

学級活動を行っ

居心地のよい班活

班活動における自

。３年数学の

をおこない、ホワイ

をつくる。この取

うことを意識し

づくりができる

がいちば

になりがち

⑥

 

ホワイ
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２．実践 

上記で示したように、単元「y=ax²」のほぼすべての授業で、班活動を取り入れた。まず、授業の前に、

班活動の目標を書かせた。授業においては、導入場面で一斉授業をおこない、本時のめあてを明確にし

た。その授業でポイントとなるところや全員が確実に理解しなければならないところなどは、席を離れ

ての意見交換をする時間を与え、その後の班活動で自信をもって意見を言えるような準備をした。次に、

ひとつの課題を与えた後、班活動をおこなった。そして、ホワイトボードに自分たち考えをまとめさせ、

黒板に掲示した。各班のホワイトボードはすべて写真に撮り、あとで評価することを生徒には伝え、ど

の班よりもわかりやすくまとめようと意欲を高めた。最後に、各班のホワイトボードを元にして一斉授

業をおこない、まとめた。その際、ホワイトボードに書かれているまとめの中から、いい意見や表現な

どを取り上げ、ほめることを心がけた、また、班活動を観察し、その中でいい意見を発言している生徒

や、班活動に貢献していた生徒などの名前を挙げ、なるべく多くの生徒が自己有用感を感じられるよう

な環境を整えた。下記の指導案は、単元「関数 y=ax²」の１１時間目で、「いろいろな関数」という授業

である。 

（１）指導観 

 今回，「いろいろな関数」という授業の中で，班活動を行う。この関数の授業で班活動を行う最後の授

業なので，もう少し難しい課題を与え，班活動で解決させようかとも思ったが，今回はあえて，教科書

に載っている水槽に水を入れるときの時間と水面の高さの関係を表すグラフを当てるという，そこまで

難易度が高くない課題で班活動を行うことにした。その理由は，「考え方を人に説明する工夫」について

より多くの時間をかけることができるからである。班活動の中で，ある１人の生徒が，いくら問題解決

できたとしても，残りの班員が納得できなかったり，わからなかったりしたときに，なぜそれを答えと

して選択したのか，どういう方法で選択したのか，本当にそれが答えなのか，など，班員全員が納得で

きるように説明しなければならない。さらに，班員全員が納得した答えを導き出せたときに，今度は，

どうしたら自分たちの考えが正しいということを，発表用のホワイトボードに書き表すことができるか，

様々な工夫が考えられる。私は，これらの説明を，今まで主に班活動で学習してきた知識を活用して発

表することができるかどうかが，この授業のカギであると思っている。例えば，「x 秒が増えたら yｃｍ

も必ず増えるからこのグラフはあり得ない！」とか，「変化の割合が一定だから，曲線のグラフには絶対

ならない！」など，班活動の中で，今まで  学習してきた内容の事柄がたくさん出てきてくれたら，

これまで１２時間，関数 y＝ax２の単元で行ってきた授業，班活動の，定期テストでは見ることができな

い成果となるのではないかと期待している。 

 

（２）指導計画 

１節 関数とグラフ 

 

 １ 関数 y＝ax２  ３時間  

 

 

 

 

本時 

 

 ２ 関数 y＝ax２のグラフ  ４時間 

２節 関数 y＝ax２の値の変化 

 

 １ 関数 y＝ax２の値の増減と変域  ２時間 

 ２ 関数 y＝ax２の変化の割合  ２時間 

３節 いろいろな事象と関数 

 

 １ 関数 y＝ax２の利用  １時間 

 ２ いろいろな関数  １時間 

   章末問題   １時間 



 

（３）本授業

 ① レディネス

   授業をよりわかりやすくするために

業の最初

 ② ムチャぶり

さいころを

 ③ 自由に

ムチャぶり

シェアしたりする

 ④ 班活動

   ３～４

イトボードに

（３）本時の

 

（４）本時の

（５）学習指導過程

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階      

 

 

 導 

 

 

 入 

０ 

 

 

１ 

  

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

  

 

 

 

 

 

本授業における活動

レディネス課題…

をよりわかりやすくするために

最初に簡単に答

ムチャぶり発表…

さいころを振り，ランダムに

に席を立っての

ムチャぶり発表に備

シェアしたりする時間

班活動… 

４人班をつくり

イトボードに工夫をしながらまとめて

の題材 いろいろな

の目標 いろいろな

あるのかをグラフなどを

通して理解

学習指導過程             

    学習活動

 班活動のワークシートに

の目標を書

 ①レディネス

する（答

  ②発表する

 本時のめあてを

 ①レンタサイクル

を知り，

ラフに表

  ②グラフを

題を解決

活動について

… 

をよりわかりやすくするために

答え合わせをする

… 

ランダムに発表者

っての情報交換

備えて，席を

時間。 

をつくり，課題解決

をしながらまとめて

いろいろな関数

いろいろな事象

あるのかをグラフなどを

理解することができる

             

学習活動 

のワークシートに

書く。（授業

①レディネス課題の答

答え合わせタイム

する（ムチャぶり

のめあてを知る 

①レンタサイクル店の

，それを関数関係

表す。 

②グラフを活用して，

解決する。 

について 

をよりわかりやすくするために，５

わせをする。 

発表者を選出

情報交換タイム… 

を立ってお互

課題解決に向けての

をしながらまとめて発表

関数 

事象の中に，関数関係

あるのかをグラフなどを 

することができる。

             

のワークシートに今日の自分

授業１分前） 

答え合わせを

わせタイム） 

ムチャぶり） 

 

の料金のしくみ

関数関係としてグ

，いくつかの
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５分程度でできる

選出する。 

 

互いに答えを

けての活動を行

発表する。 

関数関係があることを

 

。 

             ●主体的

形態 

自分

わせを 

 個 

 

 

 

 斉 

 

 斉 

のしくみ

としてグ

いくつかの問

 斉 

 

 斉 

 

 

 

 

 

 

 

でできる予習のプリントの

えを見せ合いながら

行う。出てきた

があることを理解

主体的・対話的で

  教師の支援

 

 

 

 

●ムチャぶり

情報交換しながら

・意欲的に問題解決

【関・意・態

○質問をしながらレンタサイクル

し，グラフのかき

※机間指導をしながら

●ワークシート

ては，席を

促す。 

・意欲的に

明することができるか

【関・意・態

 

のプリントの

いながら答え合

てきた考え方を

理解し，それらがどのような

で深い学びに

支援・評価【

●ムチャぶり発表することを

しながら見つけさせる

問題解決を図

態】（観察・

をしながらレンタサイクル

グラフのかき方を説明

をしながら支援

●ワークシート No.11《

を自由に立たせて

に問題解決を図

することができるか 

態】【見方・

のプリントの課題を毎時間与

合わせをしたり

を班の考えとして

それらがどのような

びに向けた工夫

【観点】（評価方法

することを伝え

つけさせる。 

図っているか

・発表） 

をしながらレンタサイクル

説明する。 

支援をする。

《活用２》の④の

たせて学び合

を図り，自分

 

・考え方】（観察

毎時間与え，授

わせをしたり考え方を

えとして，ホワ

それらがどのような関係に

工夫 

評価方法） 

え，正しい答えを

 

っているか 

をしながらレンタサイクル店の料金を確認

 

。 

の④の問題につい

合いをするように

自分の考えを人に

観察・発表）

授

を

ホワ

に

えを

確認

につい

いをするように

に説

） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 展 

 

 

 開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

  

   

  

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ま 

 と 

 め 

６ 

 

７ 

 

３.成果と課題

 （１）授業

 右の写真は

る課題や基本

を自由に立って

ある。これをすることで

勢が身につくとともに

数学的な見方

きた。 

そして，この

りがとう」と

耳を傾けたり

が自己有用感

 次の写真は

に書かせたことで

意識をして行動

かった。 

  

 

 

 

 

 

 ①今日の班活動

  ②班にして

   班活動を

  ③班の考えをまとめ

ドや自分

 ホワイトボードを

 今日の学びを

 班活動の評価

課題 

授業の様子から

は，授業の中

基本となる知識

って情報交換

これをすることで

につくとともに，

見方や考え方などを

この活動の中

と言ったり，

けたり，ていねいに

自己有用感を感じることができた

は，班活動の

かせたことで，誰もが

行動し，以前

班活動について

にして，自分たちで

を行う 

えをまとめ，

自分のワークシートに

ホワイトボードを使って

びを振り返る

評価をする。（

から 

中で，ポイントにな

知識などについて

情報交換をしている

これをすることで，主体的に

，数学的な表現力

などを育むことがで

中にも，意識

，真剣に人の

ていねいに教えたりすることで

じることができた

の様子である

もが居心地のよい

以前より楽しく

について説明を聞

たちで役割を決

，ホワイトボー

のワークシートに書く

って，発表する

る。 

。（授業後） 

ポイントにな

などについて，席

をしている様子で

に学ぶ姿

表現力や，

むことがで

意識して「あ

の意見に

えたりすることで

じることができた。 

である。班活動の

のよい班活動

しく活動しているのがよくわ
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聞く 

決め， 

ホワイトボー

く 

する 

 Ｇ 

 

 

 

 

 Ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

） 

 斉 

 

 

えたりすることで，多くの生徒

の目標を授業前

班活動にするために

しているのがよくわ

○まず，水そうに

秒と yｃｍ

る。 

●机間指導

をしたりする

○次に，班

ることをどのように

班で考えさせる

●ホワイトボードによる

り，班員全員

方の点数）になることを

○ホワイトボードに

って班の考えを

・関数関係

されているのかを

きるか【関・

（観察・ホワイトボードによる

○ホワイトボードをすべて

を使って教師

 

生徒

授業前

にするために，

しているのがよくわ

そうに水を入

ｃｍの変化のしかたやその

机間指導を行い，ヒントを

をしたりする。 

班で導き出した

ることをどのように証明

えさせる。 

●ホワイトボードによる

班員全員の発表点（

になることを

○ホワイトボードに工夫

えを書かせる

関数関係を見つけ，その

されているのかを理由をつけて

・意・態】【

・ホワイトボードによる

○ホワイトボードをすべて

教師がまとめを

入れるようすを

のしかたやその

ヒントを与えたりアドバイス

した答えが，

証明・説明すればよいのかを

●ホワイトボードによる発表は，

発表点（関・意・

になることを伝える。 

工夫をしながら

かせる。 

，その関係がどのグラフで

理由をつけて説明

】【見方・考え

・ホワイトボードによる発表

○ホワイトボードをすべて黒板に

がまとめを行う。 

れるようすを想像させ

のしかたやその関係を考えさせ

えたりアドバイス

，本当に正解であ

すればよいのかを

，すべて写真に

・態と見方・考

 

をしながら図や言葉を

がどのグラフで

説明することがで

え方】 

発表） 

に掲示し，それら

させ，x

えさせ

えたりアドバイス

であ

すればよいのかを

に撮

考え

を使

がどのグラフで表

することがで

それら



 

また，次の

ホワイトボードに

まとめさせ，

をおこなった

「ほめる，認

て授業を進めることを

た。 

これにより

たことが，たとえ

っても，それが

て，より深い

自分の意見が

 

（２）事後アンケートの

 事後アンケートの
１．以前より班活動

         

２．自分の目標

        ①

３．あなたは，

                  

４．あなたは，

         

５．あなたは，

６，以前に比

         

７．以前に比

                                 

８．班活動において

                      

９．今回の活動

            

 

 このアンケート

いに，８０％

たことがアンケートからもわかった

いう問いに対

の意見や考えを

っていると感

と回答し，約

 しかし，これが

は，このアンケートだけでは

り認められたりする

うでない生徒

こういったことから

人の生徒を観察

については，

活・道徳を含

己有用感を育

を進めていきたいと

 

の写真のように

ホワイトボードに班の考

，それを元に

をおこなった。このときにも

認める」を意識

めることを意識

これにより，自分が発言

たとえ間違いであ

それが班活動におい

い学びに結びついたり

が役に立っていると

アンケートの

アンケートの内容
班活動は好きになりましたか

         ①前より好きになった

目標を意識して，

①できた ②まあまあできた

，班活動において

                  

，班活動において

         ①よく言われる

，班活動において

比べると，質問や

         ①前よりできるようになった

比べて，自分の発言

                                 

において，役に立

                      

活動を通して，居心地

            ①よくできた

このアンケート結果から

％以上の生徒

たことがアンケートからもわかった

対しても，９０

えを発言できる

感じることが

約９０％の生徒

これが，そのまま

このアンケートだけでは

められたりする実感

生徒で，人から

こういったことから，「

観察したり，ＱＵ

，教科の得意不得意

含むすべての

育むことができるのではないかと

めていきたいと思う

のように，

考えを

に授業

このときにも，

意識し

意識し

発言し

いであ

におい

びついたり，

っていると感じることができ

アンケートの結果から 

内容は，以下の
きになりましたか？

きになった ②変わらない

，班活動を行うことができましたか

まあまあできた ③

において班のメンバーから

                  ①よく言う ②言

において班のメンバーから

われる ②言われる 

において班のメンバーからほめられたり

①よくある ②

や発言をできるようになりましたか

よりできるようになった ②

発言を聞いてもらえるようになりましたか

                                 

立っていると感じることが

                      ①とても

居心地のよい班活動

よくできた ②できた ③

から，「６．

生徒が前よりできるようになったと

たことがアンケートからもわかった

９０％以上の

できる環境づくりができたことがわかった

じることが増えましたか

生徒が，役に

そのまま「自己有用感

このアンケートだけでは図ることができない

実感を得られた

から認められるという

，「自己有用感

，ＱＵテストなどを

得意不得意によって

むすべての教科において

むことができるのではないかと

う。 

，それがヒントとなり

じることができ

 

の通りである
？ 

わらない ③前より

うことができましたか

③あまりできていない

のメンバーから「ありがとう

言う ③あまり言

のメンバーから「ありがとう

 ③あまり言われない

のメンバーからほめられたり

②ある ③あまりない

をできるようになりましたか

②変わらない ③

いてもらえるようになりましたか

                                 ①なった

じることが増えましたか

とても増えた ②少し

班活動をすることができましたか

③あまりできなかった

．以前に比べると

よりできるようになったと

たことがアンケートからもわかった。また，「７

の生徒が聞いてもらえるようになったと

づくりができたことがわかった

えましたか」という

に立っていると

自己有用感を育

ることができない

られた生徒は，６０

められるという実感

自己有用感」が得られたかどうかについては

テストなどを利用

によって，どうしても

において，このような

むことができるのではないかと考

38 
 

それがヒントとなり解決

じることができ，自己有用感

りである。 

より好きではなくなった

うことができましたか。 

あまりできていない ④できていない

ありがとう」と言いますか

言わない ④言わない

ありがとう」と言われますか

われない ④言われない

のメンバーからほめられたり，認められたりしていますか

あまりない ④ほとんどない

をできるようになりましたか？ 

③前よりできなくなった

いてもらえるようになりましたか？ 

なった ②なっていない

えましたか？ 

し増えた ③変わらない

をすることができましたか

あまりできなかった ④できなかった

べると，質問や

よりできるようになったと回答

，「７．自分の発言

いてもらえるようになったと

づくりができたことがわかった

という問いに対しては

っていると感じられた

育む」ことに

ることができない。また，

６０％前後にとどまったことから

実感を得られることに

られたかどうかについては

利用したりするなど

どうしても左右

このような班活動

考えられる。

0.0%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

解決に至ったりするなど

自己有用感を育むことができた

きではなくなった 

できていない 

いますか？ 

わない 

われますか？ 

われない 

められたりしていますか

ほとんどない 

よりできなくなった 

なっていない 

わらない 

をすることができましたか？ 

できなかった 

や発問をできるようになりましたか

回答していて

発言を聞いてもらえるようになりましたか

いてもらえるようになったと

づくりができたことがわかった。さらに

しては，３０

じられた班活動を

ことに，どれだけつなげることができたかについて

，ありがとうと

にとどまったことから

られることに差がある

られたかどうかについては

したりするなど，様々

左右されてしまうので

班活動の取り組みを

。今後とも，

0.0% 20.0%

ったりするなど

むことができた

められたりしていますか？ 

 

をできるようになりましたか

していて，班活動や

いてもらえるようになりましたか

いてもらえるようになったと回答していて

さらに，「８．班活動

３０％以上の生徒

を行うことができた

どれだけつなげることができたかについて

ありがとうと言われたり

にとどまったことから，

があると思われる

られたかどうかについては，アンケートだけでなく

様々な情報が必要

されてしまうので，更

みを行っていけば

，こういった

40.0% 60.0%

ったりするなど， 

むことができた。 

  

をできるようになりましたか

や授業自体が

いてもらえるようになりましたか

していて，安心

班活動において

生徒が「とても

うことができた。 

どれだけつなげることができたかについて

われたり，人からほめられた

，数学が得意

われる。 

アンケートだけでなく

必要であること

更なる授業の

っていけば，さらに

こういった班活動について

60.0% 80.0%

をできるようになりましたか」という問

が活発になっ

いてもらえるようになりましたか」と

安心して自分

において，役に立

とても増えた」

どれだけつなげることができたかについて

からほめられた

得意な生徒とそ

アンケートだけでなく，一人一

であること，班活動

の工夫や，学

さらに生徒の自

について，研究

100.0%

問

になっ

と

自分

立

」

どれだけつなげることができたかについて

からほめられた

とそ

一人一

班活動

学

自

研究



ⅴ【鍋島中学校

１. ねらい 

（１）生徒の実態

 本学級の生徒

「①班活動が

えようと意見交換

「聴いている」

葉を言ったりすることはできているが

半数近くの生徒

（２）手立て 

 アンケート結果

個人目標を設定

意識させ、ありがとうなどの

かと考え研究

２.実践 

班活動では

減らすために

ことを自由に

ちょっとしたことでも

ープは、左の

中心に、活発

のグループは

で、全員が発言

様子が見られた

①班活動は好

②班活動がうまくいくために

③班活動がうまくいくために

④あなたは、

⑤あなたは、

⑥あなたは、

⑦あなたは、

⑧あなたは、

⑨あなたは、

⑩あなたは、

⑪班活動は楽

中学校 第２学年実施

実態 

生徒は，授業中

が好きですか」

意見交換を行い，

」と答えた。しかし

ったりすることはできているが

生徒が、他者からの

 

結果より、班活動

設定させ授業

ありがとうなどの

研究を進めた。 

では、数学の得意

らすために、本時では数学

に発言させた。

ちょっとしたことでも気づきとして

の女子生徒と右

活発に話し合いが

のグループは、ずっと頭をくっつけた

発言し、問題を

られた。 

好きですか？

がうまくいくために

がうまくいくために

、班活動において

、班活動において

、班活動において

、班活動において

、班活動で頼られることがありますか

、班活動において

、班活動において

楽しいですか？

学年実施】 

授業中の発問に対

」では 89％の

，「②メンバーの

しかし、アンケートの

ったりすることはできているが、受

からの承認を

班活動を行うときに

授業の最後に自己評価

ありがとうなどの言葉を言う機会

 

得意・不得意によって

数学の問題を

。その後各班で

づきとして発言し

右の男子生徒

いが行われた。

をくっつけた状態

を解決している

がうまくいくために、班のメンバーの

がうまくいくために、自分の考

において班のメンバーをほめたり

において班のメンバーからほめられたり

において班のメンバーに

において班のメンバーから

られることがありますか

において、何か役に

において、困っている

？

 

対しての反応がよく

の生徒が「好き

メンバーの話をよく聴いていますか

アンケートの④と⑤、

受け手側になると

を感じていないことが

うときに必要なことを

自己評価を行わせた

機会を増やすことで

によって、発言

を見せずに、課題設定

で得た情報を

し、互いに質問

男子生徒を

赤

状態

している

のメンバーの話をよく

考えを班のメンバーに

のメンバーをほめたり

のメンバーからほめられたり

のメンバーに「ありがとう

のメンバーから「ありがとう

られることがありますか？

に立とうとしていますか

っている人がいたら
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がよく，特に班活動

き」「まあまあ好

いていますか

、⑥と⑦をそれぞれ

になると、承認されていると

じていないことが分かった

なことを学級活動

わせた。取り組

やすことで、言われた

発言の回数に差

課題設定で必要

を参考に問題

質問したり、頭をくっつけて

をよく聴いていますか

のメンバーに伝えようとしていますか

のメンバーをほめたり、認めたりしていますか

のメンバーからほめられたり、認

ありがとう」と言

ありがとう」と

とうとしていますか？

がいたら声をかけていますか

班活動に対しては

好き」と答えており

いていますか」という質問では

をそれぞれ比較すると

されていると実感

かった。 （整数表示

学級活動で確認した。

組みを通し、誰

われた、認められたと

差が大きくでているように

必要な情報・グラフを

を解く展開にした

をくっつけて活動

いていますか？

えようとしていますか

めたりしていますか

認められたりしていますか

言いますか？

と言われますか

をかけていますか？

しては意欲的である

えており，班のメンバーに

では，97％の

すると、周囲を

実感していない

整数表示にしたため 100

。その後の数学

誰もが居心地

められたと感じる

きくでているように感じた

・グラフを与え、

にした。生徒たちは

活動したりする様子

えようとしていますか？

めたりしていますか？

められたりしていますか？

われますか？

である。事前アンケートの

のメンバーに自分

の生徒が「よく聴

を認めたり、ありがとうの

していない生徒は４割

100％にならない

数学の授業では

居心地のよい班活動

じる生徒が増えるのではない

じた。その差をできるだけ

、それらの資料

たちは問題がないからこそ

様子が見られた

◎

42% 47%

34% 61%

32% 55%

34% 55%

？ 21% 50%

24% 42%

21% 32%

21% 50%

29% 53%

29% 50%

32% 53%

アンケートの

自分の考えを伝

聴いている」

ありがとうの言

割を超えていた

にならない項目がある）

では、班活動の

班活動を行うことを

えるのではない

をできるだけ

資料から分かる

がないからこそ、

られた。青のグル

○ △

47% 3% 5%

61% 0% 3%

55% 11% 0%

55% 3% 5%

50% 21% 5%

42% 29% 3%

32% 39% 5%

50% 21% 5%

53% 11% 5%

50% 13% 5%

53% 8% 5%

えていた。

） 

 

うことを

えるのではない

、

のグル

×

5%

3%

0%

5%

5%

3%

5%

5%

5%

5%

5%
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（１）題材  「電車の運行」 

（２）学習指導過程 

過程 学習活動、言語活動（★） 形態 教師の指導・支援（○）および評価（◇） 

導

入  

１ 班活動の目標を立てる。 

２ 本時の学習内容を知る。 

＜場面＞ 

 

 

 

・３つの列車の運行を確認す

る。 

３ めあての確認 

斉 

 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

○班活動のふりかえりシートに本時の班活動においての目標を記入させる。 

○ワークシート NO.1 を配布し，本時の学習内容を確認させ学習への見通しをもたせる。

○電車の運行の場面であることを説明し，生活の場面と数学を結びつけるようにする。 

 

 

 

○３つの列車の運行それぞれについて，出発地点や停車時間を確認させる。  

■電子黒板に，資料を提示する。 

○生徒に「めあて」の空欄部分に入る言葉を考えさせる。 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

４ 活動１に取り組む。 

＜活動１＞ 

・場面や図１～３から，分か

ることを個人で考える。（３

分） 

 

 

 

・場面や図１～３から，分か

ることを班で考える。（７分） 

 

 

５ ＜活動２＞に取り組む。

（５分） 

 

 

 

 

 ＜活動２＞の答え合わせ

をする。 

 

 

 

 

個 

 

 

 

 

G 

 

 

 

個 

 

 

 

 

 

斉 

 

 

○ワークシートに自分で分かったことを記入させる。 

 

 

 

■電子黒板に，タイマーを表示する。 

〇個人で分かったこと発表し合い，さらに分かることがないか確認させる。 

○班のメンバーが発表した意見は，班活動で分かったことの欄に記入させる。 

○班活動の後，個人で問題に取り組むことを伝える。 

 

 

○ワークシート NO.2 を配布し，＜活動２＞の問題に取り組ませる。 

 

 

○配慮の必要な生徒を中心に机間指導する。 

 

 

 

 

○問題の解答を配布する。 

○グラフを提示しながら，グラフを基に考えさせる際には，グラフの傾きが速さを表

していること，やグラフの交点に着目し，解くように伝える。 

めあて 身近な問題を一次関数のグラフを利用して，問題を解こう。 

中野さんは，外出のため，電車の運行について調べた。次の図１は，中野さんの自宅の最寄り駅である佐賀駅から目的地の最

寄り駅である吉野ヶ里公園駅の路線図で，図２はこの区間を走る普通列車 A，特急列車 B，特急列車 C の３つの列車の運行につい

て，中野さんが調べたメモである。また，図３は，３つの列車について，９時から�分後の佐賀駅からの道のりを�ｍとして，�と

�の関係を表したもので，各列車の走行中の速さは，どの駅間もそれぞれつねに一定であるとする。 

 場面や図１～３から，わかることをたくさん書きましょう。 

★分かったことについて，グループで確認する。 

★この後の問題を予想して，分かることについて話し合い，記入する。 

◇A 課題に興味・関心をもち，積極的に分かったことを記入しようとする。 
◇B 課題に興味・関心をもち，分かったことを記入しようとする。【関心・

意欲・態度】（観察・ワークシート） 

◇A グラフを活用して，式を求め，グラフの交

点座標を求める問題を解決できている。  
◇B グラフを活用して，式を求める問題を解決

できている。【見方や考え方】（ワークシート） 

 プリント NO.１のグラフやわかったことを参考にしながら，次の各問いに答えなさい。 



ま 

と 

め 

 

 

 

７ 本時のふりかえりをする

 

８ 本時の班活動

（３）振り返りワークシート・

班活動の目標

後まで聴くことができた

 

 

 

 

事後アンケートの

いている生徒

３.成果と課題

（１）成果 

 事後アンケートの

ができた（図１

をつけたりしていた

（図２）。聞いてもらえることで

と考えられる

 また、今回の

ある。９４.３％

え、分からないところもあまり

つながっているように

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題 

 事後アンケートの

たり、認められたりしているのかの

（図５）。事前

しまった。授業

見えてこなかったが

承認があったと

自己肯定感を

★ふりかえり

のふりかえりをする

班活動を振り返る

りワークシート・事後

目標を設定することで

くことができた」など

アンケートの感想には

生徒がいた。 

課題 

アンケートの結果より

１）。個人目標

をつけたりしていた。その成果

いてもらえることで

えられる（図３）。 

の取り組みを

％の生徒が、居心地

からないところもあまり

つながっているように感じた

アンケートの結果より

められたりしているのかの

事前アンケートの

授業の様子や班活動

えてこなかったが、アンケートを

があったと答えるところまではつながらなかった

を高めるための

★ふりかえり ・

のふりかえりをする。 

る。 

斉 

事後アンケート

することで、「自分

など、肯定的な

には、「話しやすいムードができた

より、班活動の

個人目標を意識することにより

成果として、以前

いてもらえることで、役に立っている

みを通して、テーマと

居心地のよい

からないところもあまり遠慮することなく

じた。 

より、班活動において

められたりしているのかの項目での

アンケートの結果より、肯定的

班活動の振り返

アンケートを受けるときに

えるところまではつながらなかった

めるための工夫がさらに

・電車の運行は，

 ○ワークシート

 

○本時の班活動

アンケート 

自分の目標を

な評価が多かった

しやすいムードができた

の振り返りワークシートを

することにより、生徒

以前より周囲

っている実感

テーマと掲げた「居心地

のよい班活動ができたと

することなく班のメンバーに

において周囲からほめ

での数値が低

肯定的な回答が

返りワークシートからは

けるときに、周囲

えるところまではつながらなかった

がさらに必要だと感

，グラフを使って
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○ワークシート NO.2 に記入

班活動のふりかえりを

を達成するように

かった。 

しやすいムードができた」「みんなが

りワークシートを記入

生徒たちは、目

周囲から意見を聞

実感が湧き、自己有用感

居心地のよい

ができたと感じている

のメンバーに聞くことができることで

からほめ 

低かった 

が減って 

りワークシートからは 

周囲からの 

えるところまではつながらなかった。 

感じた。 

って，問題を解くことが

図１ 

図３ 

記入させる。 

のふりかえりを班活動のふりかえりシートに

するように取り組む事

みんなが相づちをしてくれたりして

記入することで

目を見て相手

聞いてもらえたと

自己有用感を高

のよい班活動」においてのアンケート

じている。授業の

くことができることで

くことができた。

 

のふりかえりシートに

事ができた」「みんなの

づちをしてくれたりして

することで、生徒は目標

相手の発言を聞いたり

いてもらえたと実感する生徒

高める手立てがとれていたのではないか

においてのアンケート

様子からは、

くことができることで、学習意欲

。 

のふりかえりシートに記入させる

みんなの意見

づちをしてくれたりして共感してくれた

目標を意識して

いたり、否定しないように

生徒を増やすことができた

てがとれていたのではないか

においてのアンケート結果は図

、生徒たちの会話

学習意欲が高まり学力向上

させる。 

意見をしっかり最

してくれた」と書

して活動すること

しないように気

やすことができた

てがとれていたのではないか

図４のとおりで

会話の量が増

学力向上にも

最

 

すること

気

やすことができた

てがとれていたのではないか

のとおりで

増

にも

図２ 

図４ 

図５ 
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◎中学校部会成果と課題 

   （１）成果 

      生徒は授業に対し、「学力」を基準に考えがちであるが、本年度の研究では、取り組み自体

に価値を見出すことを目指し、それをほぼすべての生徒が肯定的に捉えることができたこと

が大きな成果である。一斉授業での「分からないが自分だけかもしれない」や「これあって

るのかな」などの不安を、班活動においては「うなずきながら話を聴く」や「１回は必ず発

表する」「友達と協力する」などの目標を立てて行うことで、解消できた。「思ったことは心

の中だけでなく、声に出して伝える」を目標にした生徒は、実践することで、自己に対する

肯定的な感情を持つことができる。また、同じ班の生徒で「目を見て話を聴く」や「うなず

きながら話を聴く」を目標にした生徒がいれば、勇気を振り絞って発言したことに対し、周

りの生徒が温かく話を聴いてくれている様子を受け、安心してまた活動に取り組むことがで

きた。これらの関係性を初めの頃は、目標を達成するために行っていた様子であったが、次

第に「話す」「聴く」の関係が自然と入れ替わるようになり、居心地のよい班活動ができたと

考える。最後には、その手ごたえを学活の時間に共有することで、お互いに認め合ったこと

を再認識でき、すべての生徒の自己有用感が高まったのではないだろうか。 

 

（２）課題 

一斉授業での不安を、班活動で取り除く過程で、班の中での自己有用感を高めることは

できたが、それを全体につなげるための工夫が必要であると感じた。また、目標を立てる

段階で個人で立てさせたため、「聴く」をメインに目標にした生徒が多いと活動が滞ってし

まったこともあった。初めは個人で立てていた目標を活動が定着した頃には、班で目標を

決めてもいいのではないかとも考えられる。長い期間行うためには、授業での振り返りだ

けでは徐々にその意識が薄れていくように感じたときもあり、定期的に学活や朝の時間な

どにも全体の場で活動を振り返る必要もあるように感じた。 

本年度の研究では、数学、理科、英語、での実践が主であったが、どうしても学力差が

発言量に比例してしまう部分があるので、保体、技家、音楽、美術などの教科での実践を

すれば、相乗効果があるように思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ 研究のまとめ

児童生徒理解部

を共通実践し

共有することが

有用感を育む

そのための「

これからも研究

《児童生徒理解部発表

・低学年

・自己有用感

なった

・自己肯定感

・自己有用感

る社会

・日々

ていくことが

・自己有用感

・自己有用感

・認められていることを

・褒めることは

・児童

・グループ

・取り

・生徒

・対話的

その

・班活動

・班活動

な面

・班活動

･生徒の

・動画

・中学校

・「いいところみつけ

いところみつけ

・視点

して

・研究

のまとめ 

児童生徒理解部の 2部会

し，子供たちが

することが自己有用感

む集団づくりは

「魅力ある学校

研究を継続してしたいと

児童生徒理解部発表会

低学年からの積

自己有用感を育

なった。やってみたい

自己肯定感と自己有用感

自己有用感は大切

社会を作る基礎

日々、今日のような

ていくことが大切

自己有用感を高

自己有用感を育

められていることを

めることは、今

児童の実態をよく

・グループ活動によって

り組みを取り

生徒のプラスの

対話的な学びの

その手立てをわかりやすく

班活動がこんなに

班活動が大事だとはよくわかるが

面もある。学活

班活動など子供

の感想から目指

動画があったのでわかりやすかった

中学校で教科に

いいところみつけ

いところみつけ

視点がよかった

して生活できることを

研究ではなく実践

部会では，関係

たちが意欲を持

自己有用感を育む集団

づくりは、いじめや

学校づくり」

してしたいと

会アンケート

積み上げの大切

育むための具体的

やってみたい。（５

自己有用感の

大切。一人一人

基礎になる。 

のような実践を通

大切だと強く感

高める実践を継続

育むことは課題

められていることを教師から

今の子ども達

をよく理解されていた

によって支持的風土

り入れて学級作

のプラスの変化がよくわかった

びの効果を上げるには

てをわかりやすく示

がこんなに影響があるとは

だとはよくわかるが

学活などを使って

子供が助け合う場

目指した姿が

があったのでわかりやすかった

に関係なく、全職員全教科

いいところみつけ」「ぽかぽかカード

いところみつけ」は大人も取

がよかった。研究だけでなく

できることを忘れずに

実践だったよう

関係づくり，

持って活動し

集団づくりに

いじめや不登校の

」を支える土台

してしたいと考えています

アンケート》   Ｈ

大切さを感じた

具体的な方策を

５） 

の違いがわからないので

一人一人が認められ

 

通して、子ども

感じた。 

継続していくことで

課題。 

から発信していかなければならない

達にとって必要

されていた。 

支持的風土を育む

学級作りをしたい

よくわかった。 

げるには子供同士

示してもらった

があるとは驚いた

だとはよくわかるが、人間関係

って全員が参加

場を意図的に

が実現できたよう

があったのでわかりやすかった。自分

全職員全教科

ぽかぽかカード」「

取り組みが必要

だけでなく、我々教師

れずに指導したい

だったような気がする

43 
 

，承認の場を

し共感しながら

づくりに結びつきました

の未然防止・

土台作りに必要

えています。 

Ｈ３１．１．

じた。 

を学ぶことができて

いがわからないので

められ、自身が持

ども達の自己肯定感

していくことで、褒

していかなければならない

必要なことだと

む考えが斬新

りをしたい。 

 

子供同士の支持的雰囲気

してもらった。 

いた。参考にしたい

人間関係の問題

参加せざるを

に設定することも

できたようなので

自分の教科でも

全職員全教科で取り組めて

」「ほめほめタイム

必要かもしれない

我々教師は、誰

したい。 

がする。 

を設けること

しながら達成感を

びつきました。自己

・早期解決，

必要であり，

．２４ 東与賀農村環境改善

ぶことができて勉強

いがわからないので教えてほしい

持てて活躍でき

自己肯定感を高

褒められる行動

していかなければならない

なことだと感じている

斬新だった。実践

支持的雰囲気が大切

にしたい。子供

問題や活動しない

せざるを得ないような

することも大事だと

なので、研究の意義

でも実践してみたいと

めて、さらに

ほめほめタイム」どれもすばらしい

かもしれない。 

誰もが「称賛

けること

を

己

，

，

東与賀農村環境改善

勉強に

えてほしい。 

でき

高め

行動が増えたことが

していかなければならない。 

じている。 

実践したい。

大切であることを

子供が変わることがわかった

しない子が出てくるのではないか

ないような活動を知

だと思った。

意義、実用性を

してみたいと思

さらに効果が出そうな

どれもすばらしい

称賛される」「認

東与賀農村環境改善センター

えたことが参考

。 

であることを考えさせられた

わることがわかった

てくるのではないか

知りたい。 

。 

を感じた。 

思った。 

そうな研究内容

どれもすばらしい取り組みと

認められる」

センターに於いて

参考になった。

えさせられた。

わることがわかった。（２） 

てくるのではないか心配

 

 

研究内容だった。

みと思う。「い

」ことで安心

いて 

。 

。

 

心配

。 

い

安心
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・「いいところみつけ」を自校でも実践しているが、がんばっていることを書くことが多くなってい

る。道徳の学習を通して人の行動に視点を向けることは大切な課題であることに気づかされた。 

・一斉指導を班活動にすることで、より児童間のかかわりが増え、子ども自身も変化に気づくこと

ができると感じた。 

・発達段階に応じた取り組みが参考になった。活用したい。 

・実践も多く、わかりやすかった。集団、クラス全体の自己有用感の向上に目を向けて取り組みた

い。 

・友達のよいところを伝え合う活動を日常的に行うことが重要であることがわかった。子供が、友

達から褒められると言う意識を持つことも大切だが、友達を褒めていると自覚できるようにする

ことも大切だと思った。 

・よさ見つけをした後どうするのか考えなかったことに気づかされた。よさ見つけの効果を確認し、

さらにバリエーションを増やしたり生かしたりして自己有用感の高まりをねらっていけることが

わかった。 

･よさを見つけるだけでなく伝え合うところまで考えてあり参考になった。「学級経営とは、よさを

自覚させよさを発揮させること」という話がとても印象に残った。 

・自己有用感を高めるのはやはり「人」だと思った。 

・いいところみつけを「見える化」するとわかりやすくていいと思った。 

・友達に優しくすることがいいことだという認識を今まで持ち得なかった子供は、学級全体の話の

ように発表されたが、何人かの子供のことだったのかもしれないと考えた。 

・教科の授業の中で、班活動を取り入れ自己有用感を高めることは有効であるが、授業のめあてに

対しての振り返りをする時間があるのか心配。 

◇班活動は小学校の指導内容の気がするが、思春期の中学生、教科担任制の中学校だからこそ必要

かもしれない。 

◇全体的に文字が小さかったり薄かったりして読みにくかった。グラフや児童の感想はわからなか

った。よく見えずに残念。（２） 

◇プレゼンで何を伝えるのか、資料の選び方やフォントなどの指導をしておいてほしかった。 

◇友達のいいところを見つける、班活動をする、これさえすれば生徒の自己有用感を育むことがで

きると言った発表に聞こえてしまった。そこに教師の手立てや支援があるのかないのかわからな

かった。 

◇客観的な資料として分析できる点から QU テストがあればよかったと感じた。 

◇よさみつけ、自己有用感を養う活動が、学習の場の居心地のよさにつながっていくところまで研

究に取り入れるとよいのではないかと思う。 

◇友達を褒める、温かい言葉の交流、そういう目で友達を見ることは、自己有用感を育むことにつ

ながるとは思うが、「ぽかぽかカード」の取り組みだけでなくほかのアプローチもほしかった。

例えば、授業、児童会等教師がどのように児童をつなげていくか、課題解決や企画、実践等子ど

も達が協働し、成功体験を積むことで自己有用感が生まれると思う。 
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佐賀市教育委員会学校教育課

佐賀市立南川副

佐賀市立諸 

佐賀市立日 

佐賀市立神 

佐賀市立西与賀

佐賀市立東与賀

佐賀市立成 

佐賀市立金 

佐賀市立鍋 

佐賀市立大 
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佐賀市教育委員会  指導主事
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個人研究の部 外国語活動 

 

外国語とのよりよい出会いを図るための接続のあり方 

 

佐賀市立高木瀬小学校 教諭（１年）石丸稚菜 

 

１ 主題設定の趣旨 

 小学校の外国語活動は、コミュニケーションを図る素地、またはコミュニケーションを図る基礎とな

る資質や能力を育成することを目指して新設されたものである。「積極的にコミュニケーションを図ろう

とする態度の育成」が大きな目標の一つとなっているが、授業の中で外国語に対し消極的な態度を見せ

る子どもたちの姿があることも事実である。今年移行措置のなかで外国語活動を始めた児童が、どのよ

うな気持ちで外国語と向き合っているのか、３年生と５年生を抽出して調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、外国語に対して「難しい」「恥ずかしい」不安だから「話さない」という児童の割合が、 

上学年ほど高くなる傾向にあることがわかった。 

アンケート調査結果 

 

 
・3年生は外国語に対して難しさを感じる児童が約40％存在する。外国語を話すのが恥ずかしいという

児童は約20％、授業中に外国語を話していないという児童は約20％であった。 

・5年生は外国語に対して難しさを感じる児童が約50％存在する。外国語を話すのが恥ずかしいという

児童は約15％、授業中に外国語を話していないという児童が約25％存在することがわかった。 

恥ずかしさや不安を感じる理由  

・みんなの前で話すから。 

・自分の発音が英語らしく聞こえないから、変な発音になっていそうだから。 

・友だちにわらわれるから。 

・自分の英語が合っているかわからないから。 

・日本とちがって体のいろんなところをつかうから。 

・先生や電子黒板の英語が、聞き取れないから。 

 



 

 

さらに、１時目を終えた１年生にもアンケートを実施したところ 

・総じて外国語の授業が楽しいと感じており、前向きな捉え方をしている。 

・ただし10％ほどは難しさ・恥ずかしさ・不安を感じている児童が存在する。 

ということが明らかになった。すでに外国語に対して抵抗感をもつ児童が存在したのである。 

そこで、３年生で外国語活動を始める前の、１、２年生の時の外国語活動との出会いが、小学校にお

ける外国語活動に大きな影響を与えると考え、「外国語とのよりよい出会いを図るための接続のあり

方」について研究することとした。 

 

２ 研究の目標 

１、２年生における外国語活動カリキュラムの作成。 

 

３ 研究の仮説 

低学年に向けて【工夫の観点】に基づいたカリキュラムを作成し、余剰時間をつかって外国語活動を

行うことで、以後の外国語活動及び英語教育に有意に働く情意形成ができるだろう。 

 

４ 研究の内容と方法 

（１） 授業実践による仮説の検証 

本校の１年生の余剰時間（25時間）内で、【工夫の観点】をもとにしたカリキュラムを作成し、実

践を行う。【工夫の観点】①～③については外国語活動の授業実践、④については他教科の連携により

実践する。 

（２） 実態調査 

外国語活動に対する意識の変容を、「ふり返りカード」の記述内容やアンケートで考察する。 

 

５ 研究の実際 

（１）【工夫の観点】とは 

① 適切な活動の難易度設定 （…知識・技能） 

児童にとって「負荷が大きすぎず、かつ新しく知れて楽しい」レベルの内容に設定すること。英語に

初めてふれる１年生を対象とするため、生活の中で当たり前のように使っていた言葉が「実は英語だっ

た！」と気づく、「全てが新しい」ではなく「英語が身近にあった！」と思える内容を選択する。また、

失敗への不安を生まない活動のレベルも考慮し、十分に慣れていない段階で「話す」ことを求めず、

「聞く」「聞いてまねる」「聞いて反応する」経験を重ねられるようにする。 

 

② 「コミュニケーションを取ろう」という態度の育成 （…学びに向かう力、人間性等） 

「何とかわかろう」「何とか伝えよう」とする態度を育成すること。直山氏によると「英語という言

葉が先にありきではなく、自分の言いたいこと、伝えたいこと、わかってほしいことがあって、そこ

に言葉がのっていく」i。伝えたいという思いぬきには外国語を使うようにはならないということだ。

さらに「子どもたちの中に、『相手にこんなことを伝えたい！』『わかってほしい！』という思いがあ

り、『相手のことが知りたい!』『わかりたい!』という気持ちがあってこそ、子どもたちは言葉を自分

のものにしていきます。」iiともいわれる。逆に外国語の能力に価値を置きすぎ、授業の中で英語の文

を読ませようとしたり、上手なやりとりをさせようとしたりすれば、自信がなく消極的になる児童も

出てきてしまうiii。だからこそ、英語を話すことを強要せず、英語を聞いて「反応したくなる」「答え

たくなる」活動を仕組み、「間違えてもいいから、楽しくコミュニケーションを取る」ことを重視する。 



 

 

③ 「通じた！」を実感できる活動づくり （…思考力・判断力・表現力等） 

「相手の英語がわかった」「自分の英語が通じた」と実感できる活動を設定すること。子どもたちが

継続して英語に触れる中で、「合っているかわからない」という漠然とした不安を抱えないで済むよう

に、学んだことを活かせる場を意図的に設定し、「通じた」実感を持たせることで自信を高める。 

 

④ 受容し合い表現し合う学級集団づくり 

 積極的にコミュニケーションを取ることのできる基盤づくりとして「互いに受け入れ合う学級集団

づくり」と「表現することへの習慣づけ」を行う。表現することを楽しめるように、「相手のことを知

りたい、知ってもらいたい」と思える関係性を構築し、「間違えても大丈夫」という安心感を高めよう

と考えた。また、他教科及び授業外で継続的な活動を設定し、日本語での表現活動を習慣化すること

で、表現することそのもののハードルを少しずつ下げていく。 

  

（２）【工夫の観点】をもとにしたカリキュラム 

本研究においては、初めて外国語に触れる低学年を想定し、新学習指導要領で定められた中学年の

目標と区別して、独自に目標を設定した（図１）。先に述べた【工夫の観点】のうち、主にどの工夫に

関わるものか、図１中に数字で示している。さらに、図１の目標に合わせた具体的な活動内容や言語

材料を図２表した。 

 

図１ 小学校低学年・中学年の目標比較表iv 

小学校第１学年及び第２学年（案） 小学校第３学年及び第４学年

　外国語を身近に感じ，外国語を聞くこと，聞いて活

動すること等を通して①，コミュニケーションを図る

ことを楽しむ児童の育成②を目指す。

　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を

働かせ，外国語による聞くこと，話すことの言語活動を通し

て，コミュニケーションを図る素地となる資質・能力を次の

とおり育成することを目指す。

知識及び

技能

（1）日常生活で用いている言葉の中に、英語を語源

とする語句が存在することに気付く①とともに、外国

語の音声や基本的な表現にふれるようにする。

（1）外国語を通して，言語や文化について体験的に理解を

深め，日本語と外国語との音声の違い等に気付くとともに，

外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。

思考力，

判断力，

表現力等

（2）身近で簡単な事柄について，外国語で聞いた

り、言葉や絵、身ぶりで表現したり②③して、自分の

考えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う。

（2）身近で簡単な事柄について，外国語で聞いたり話した

りして自分の考えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う。

学びに向

かう力，

人間性等

（3）外国語を通して、相手の言うことを理解しよう

とする態度②を養う。

（3）外国語を通して，言語やその背景にある文化に対する

理解を深め，相手に配慮しながら，主体的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 目標

 



 

 

聞くこと

ア　ゆっくりはっきりと話された際に，身の回りの物

を表す聞き馴染みのある語句を聞き取る①ようにす

る。

イ　ゆっくりはっきりと話された際に，身近で簡単な

事柄に関する基本的な表現の意味を推測する②ように

する。

ア　ゆっくりはっきりと話された際に，自分のことや身の回

りの物を表す簡単な語句を聞き取るようにする。

イ　ゆっくりはっきりと話された際に，身近で簡単な事柄に

関する基本的な表現の意味が分かるようにする。

ウ　文字の読み方が発音されるのを聞いた際に，どの文字で

あるかが分かるようにする。

読むこと

話すこと

やり取り

ア　基本的な表現を用いて挨拶，感謝をするようにす

る。

イ　自分のことや身の回りの物について，動作を交え

ながら，簡単な語句を用いて伝え合う②③ようにす

る。

ア　基本的な表現を用いて挨拶，感謝，簡単な指示をした

り，それらに応じたりするようにする。

イ　自分のことや身の回りの物について，動作を交えなが

ら，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現

を用いて伝え合うようにする。

ウ　サポートを受けて，自分や相手のこと及び身の回りの物

に関する事柄について，簡単な語句や基本的な表現を用いて

質問をしたり質問に答えたりするようにする。

話すこと

発表

ア　身の回りの物について，人前で実物などを見せながら，

簡単な語句や基本的な表現を用いて話すようにする。

イ　自分のことについて，人前で実物などを見せながら，簡

単な語句や基本的な表現を用いて話すようにする。

ウ　日常生活に関する身近で簡単な事柄について，人前で実

物などを見せながら，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語

句や基本的な表現を用いて話すようにする。

書くこと

５つの領域別の目標

 

 

図２ 第１学年 外国語活動内容と言語材料 

 活動内容 言語材料 

０ 

6月 

8日 

ＡＬＴの先生による外国語活動 

・How are you song♪ 

・Color（Rainbow song♪）【知る】 

・I like～.【知る】 

How are you? 

I like～.  

red, yellow, pink, blue 

purple, orange, green  

１ 

6月 

27日 

色① ～英語でいえるかな～ 

・Rainbow song♪ 聞いたり歌ったりして色の言い方を思い出す。【聞く・発音する】 

・missing game 色の名前を確認。【聞く・発音する】 

・I see something blue♪ 体を動かし身の回りの色探しをする。【聞く・反応する】 

red, yellow, pink, blue 

purple, orange, green, 

brown 

２ 

9月 

12日 

自己紹介 ～オーストラリアの友達をむかえる準備をしよう～ 

・あいさつ 

・名刺づくり（なまえ・好きな物の絵）【表現する】 

 

Hello. 

I’m～. 

I like～. 

 

+ 

Nice to meet you. 

３ 

9月 

18日 

自己紹介 ～オーストラリアの友達をむかえよう～ 

（じゃんけん列車）言葉を介せずに遊ぶ。 

・自己紹介をしよう！名刺を渡そう！  

・Ｏくんへの質問タイム 

４ 

10月 

2日 

色② ～自分色のちょうをとばそう～ 

・I see something blue♪  

身の回りの色探しをして、色の言い方を思い出す。【聞く・反応する・発音する】 

red, yellow, pink, blue 

purple, orange, green 

brown 



 

 

 ・『A beautiful butterfly』 色に着目して本の読み聞かせをする。【聞く・発音する】 

・好きな色をえらぼう！ 好きな色で蝶をぬる。【表現する】 

・カラーバスケット  

自分がぬった蝶の色でゲームに参加する。【聞く・発音する・反応する】 

５ 

11月 

16日 

果物① ～フルーツパフェをつくろう～ 

・『A beautiful butterfly』 果物の英語表現を知る。【推測する・知る】 

・フルーツカルタ（神経衰弱） ひいた果物の名前をみんなで言う。【発音する】 

・フルーツパフェづくり 好きな果物を２つ選んでかく。【表現する】 

banana, blueberry 

chestnut, strawberry 

pineapple, peach 

apple, orange, grape 

既習の色表現 

 

６ 

11月 

21日 

果物② ～自分がつくったパフェでフルーツバスケット！～ 

・シルエットクイズ  色やジェスチャーでヒントを出す。【聞く・推測する】 

・フルーツカルタ（神経衰弱） ひいた果物の名前をみんなで言う。【発音する】 

・フルーツバスケット 自分が選んだ二つの果物で動く。【聞く・発音する・反応する】 

７ 

12月 

7日 

数① ～数え方を知ろう～ 

・Seven steps♪ 歌を通して、数の言い方を知る。【聞く・発音する】 

・『Tiny Boppers』 一緒に数えながら、数の言い方に慣れる。【推測する・発音する】 

・Number bundle game 言われた数の人数で集まる。【聞く・反応する・発音する】 

one, two, three, four 

five, six, seven 

eight, nine, ten 

８ 

12月 

14日 

数② ～数をつかってゲームをしよう～ 

・Seven steps♪ 歌を通して、数の言い方を思い出す。【聞く・発音する】 

・数字カルタ（神経衰弱） ひいたカルタに書かれた数をみんなで言う。【発音する】 

・だるまさんがころんだ  

おに役の児童が数字を言い、他の児童はその歩数歩く。【聞く・発音する・反応する】 

 

① 適切な活動の難易度設定 

「生活の中で聞き馴染みのある語の多さ」を重視し、１年生の子どもたちが聞いたことのある単語で

授業を構成した。色や果物は、英語を語源としつつ日本語の中に浸透しきっている語が多い。「○○レ

ッド」「○○ブルー」等キャラクターの名前になっていたり、「アップル味」「ストロベリー味」等おか

しの味を示すのに使われたり、１年生の児童にとって馴染み深いものと言える。数を選択したのは、授

業をする中で教師が使っていた数表現を聞き、「次は数の言い方を知りたい！」という要望が出たこと、

「１、２、３」の表現をすでに知っている児童が多く「続きを言ってみたい」という意欲の高まりがあ

ったためである。 

 

② 「コミュニケーションを取ろう」という態度の育成  

 ３、４年生の目標で、「コミュニケーションを図る素地となる資質・能力」とあったものを、「コミ

ュニケーションを図ることを楽しむ」とした。英語に限らない手段（絵や身ぶり手ぶり等）も駆使し

て、何とかしてわかろう、伝えようとし、それを楽しめるということを重視した。安心してコミュニ

ケーションを楽しめるように、「一人で」ではなく、「クラスみんなで」、「グループみんなで」行う活

動を十分に設けるようにした。 

 

③ 「通じた！」を実感できる活動づくり 

コミュニケーション場面では非言語情報もかなりのウエイトを占めるため、身ぶり手ぶり等の動作

及び絵カード等、英語に限らない多様な方法を併用するよう、日常的に促した。その上で、子どもた



 

 

ちの耳馴染みのあった言葉を、活動の中で何度も使ううちに自然に「使える英語」まで高め、実際に

英語を話す人とのコミュニケーションの機会を設け、何とかしてわかろうとしたり何とかして伝えた

りする力を養うことを目指した。 

 

（３）【工夫の観点】をもとにした学習過程 

① 適切な活動の難易度設定 

授業の単元構成として、第１時は身近に聞いてきた言葉が英語だったことに気づき、それを英語の音

として捉え直させる時間とした。「まねて発音する」、「英語を聞いて反応する」活動を仕組み、「みんな

で」英語の音に慣れ親しませるようにした。第２時では、「英語を発音したくなる」ようなクイズやゲ

ームを取り入れ、さらなる慣れ親しみをねらった。自分一人で考えて動く活動や、みんなの前で一人だ

けで発音する場面の出てくる活動は、第２時の後半に設定した。 

このようにしたことで、最初のアンケートで外国語活動は「すこしむずかしい」「ときどきふあんに

なる」と回答していた A 児が、「いえなかったえいごもいえるようになれてとってもたのしかったで

す。」「まえはふつうだったけど、たのしくなりました。」という記述をするようになった（図３）。 

                 図３ A児のふり返り 

 

 

② 「コミュニケーションを取ろう」という態度の育成 

授業において「まちがいOK」「おぼえていなくてOK」ということを頻繁に子どもたちに語りかけ

た。さらに、毎時間使用するふり返りカードの項目を図３のように設定することで、「たのしむ」「い

っしょうけんめいかんがえる」「はずかしがらずにはなしてみる」という積極的態度に価値を置いてい

ることを、子どもたちに示すようにした。 

授業を重ねていく中で、身ぶり手ぶりや視覚的ヒントから意味を推測することがコミュニケーショ

ンをとる上で大きな比重を占めることを知り、実践の後半のふり返りカードでは「えいごを」「えいご

で」という文言を削除した（図４）。英語に限らず、相手の伝えようとしていることを汲み取ったり、

自分が考えたことを日本語でもいいので伝えたりすることが、重要だと考えたためである。 

 

図４ 外国語活動ふり返りカード 

   

※   部分はのちに削除 

 



 

 

また、よりコミュニケーションを取りやすい環境を整えるために、ふり返りカードの＜おもったこ

と＞欄を設けた。最初は「うたがたのしかった。」「本がおもしろかった。」という内容が多かったが、

授業を重ねる中で、友だちとのコミュニケーションに関する記述をする児童が増えてきた。 

困ったことが書かれていた場合は、その授業の最後に他の子どもたちに問い返し、みんなで解決策

を考えるようにした（図５、６）。 

 

          図５                    図６ 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以後同じような活動を行う際には「気をつけることは何だったかな？」と問いかけ、コミュニケー

ションをより楽しむために気をつけることを思い出させた。課題が改善され「今日はみんながルール

を守ってくれて、楽しかったです。」「今日はちゃんと、自分のグループの友だちの声が聞こえた！」

という声が聞かれることもあれば、また別の課題が挙がることもあった。 

同時に、友だちとのやりとりの中で、よかった点を挙げる記述も増加していった。例えば、Y 児は

「きょうはカードがむずかしかったけど、Y ちゃん（自分）がまちがえたら、M ちゃんがだいじょう

ぶといってくれたので、いろいろできるようになってきました。」と記している。実際 Y 児は、間違い

に臆することなく、大きな声で英語を発音したり、グループでも率先して活動を進めていた。また、R

児は「たのしかったのは、はんのともだちがきょうよゃくしてくれたからです。」（まま）と記している。

R 児は友だちの関わり方次第で「楽しい、楽しくない」が大きく振れる児童である。自分が考えている

のを待ってくれたり、困っている時にそっと助け舟を出してくれたり、自分と一緒に発音してくれたり

したことで、この日は安心して活動に臨むことができた。 

 

図７ Y児のふり返り             図８ R児のふり返り 

 

 

 

⇒「次は友だちが考えるのをちゃんと待ちます。」 

「ルールをやぶったら、だれか楽しくなくなるから、

ちゃんと守ったほうがいい。」 

 

⇒「そう、ぼくも聞こえなかった。」 

「楽しくて、つい大きな声になっちゃった…。」 

「自分のはんの人が聞こえるくらいでしゃべればいい。」 



 

 

③ 「通じた！」を実感できる活動づくり 

 子どもたちが生の英語に触れる前に、異言語文化をもつ相手とどう関わるか、「心の備え」と「学び

の備え」を大事にした。「心の備え」とは、「相手のことを知りたい」「仲良くなりたい」「話してみた

い」という気持ちを高めること。「学びの備え」とは、相手と関わる際に使うであろう表現を事前に学

ばせておくこと、相手の方に既習内容を伝えておくことで、無理のない関わりを保障することである。 

本学級にオーストラリアからの体験入学児（O児）を受け入れる前に、「心の備え」として、道徳教

材『ぼくとシャオミン』（新しい道徳１年）を用い学習を行った。 

 授業後の感想には、以下のようなものが見られた。 

・ そのこのすきなあそびをきいてそのこのすきなあそびをする。S.N 

・ はじめてあうけれどもはずかしいけどなまえをがんばていえばともたちになれる（まま）K.R 

・ おともだちになろうとおもうきもちがあるからおともだちになれる。Y.S 

・ じぶんがやさしくしていっしょにいっぱいあそんでいろいろなことをいっしょにたいけんして

なかよくなれる。K.S 

また「学びの備え」として、簡単な挨拶と名前の伝え方、色表現について事前学習をした。子ども

たちが無理なくコミュニケーションをとることができるように、O児に日本語で質問し、英語で答えて

もらうことにした。具体的なやりとりを資料１、資料２に示している。 

 

        資料１                  資料２ 

 

 

 

 

 

 

 資料１のやりとりは、「英語がわかって嬉しい」やりとりである。O児を迎える以前に色の学習をし

ていたため、blueの発音も耳馴染みがあり、「英語がわかる！」という自信につながった瞬間である。

Water blueという表現自体を扱うことはなかったが、「ウォーター」も生活の中で浸透している表現で

あり、知っている知識を組み合わせ、O児が言うことを理解していた。 

 資料２のやりとりは、「何とか伝わって嬉しい」「英語の表現を新しく知れて嬉しい」やりとりであ

る。自分が聞きたい事を何とかしてO児に伝えようとした結果、とっさに「物を指す」という手段でコ

ミュニケーションを図っている。その中でO児の言葉を聞き、「きょうりゅうって、ダイナソーってい

うんだ。」と新たな学びを得ている。ここでは、Dinosaurという語自体は知らなかったけれども、指差

す等して意思疎通を図ることができ、わからなかったことがわかるようになった。これも子どもたち

にとって、プラスの意味合いをもたらした。 

 授業後のふり返りには、全員が「たのしかった」「O児のえいごがわかりやすかった」というポジテ

ィブな記述をしていた。最初のアンケートで外国語が「すこしむずかしい」「ときどきふあんになる」

と答えていたK児も「O児がえいごをいうからべんきょうになった。O児とはじめてすごすからきんちょ

うしてたけど、たのしかったです。」と記している（図９）。N児のふり返り（図10）からもわかるよう

に、本当に英語が必要な場面で、本当に通じることを実感することが、外国語を学ぶ上で大きな自信

につながったり、学ぶ意欲につながったりすることがわかる。 

 

 

I児:すきな色は何ですか？ 

O児:I like Water blue. 

全 :あ～水色！ 

U児:すきな恐竜は何ですか？ 

O児:What is Kyoryu? 

T児:これ！（恐竜のついた服を指す） 

O児:Oh, Dinosaur.  

U児:ダイナソーっていうのか！ 



 

 

図９ K児のふり返り              図10 N児のふり返り 

    
 ALTやゲストティーチャーと関わりを持つ際にも、相手のことを知りたくなるよう手立てを取ると同

時に、子どもたちが扱うことのできる英語を事前に伝えておく必要もある。子どもたちが「ちょっと

がんばればわかる」程度になるように、扱う内容や必要な絵カード等入念に準備をした上で、子ども

たちが生の英語に触れる機会を与える必要がある。 

 

④  受容し合い表現し合う学級集団づくり 

 外国語活動とは別に、主に以下の３つの活動を継続して行った。 

ア ほめほめタイム 

毎日帰りの会で、「がんばっている友だち」「ありがとうを言いたい友だち」紹介の時間を設定した。

発表する児童にとっては、話す力の向上。ほめられる児童にとっては、クラスの友達に認められ受け

入れられているという安心感を高める目的である。 

 毎日10名以上の児童が挙手をして発表をした。授業では控えめな児童でも、この時間なら手を挙げ

て発表をしようとする姿が見られた。発表する児童とほめられる児童とが、互いに顔を見合わせてほ

ほ笑んだり、発表を聞いていた児童がほめられた児童へ一生懸命拍手を送ったりしていた。この「ほ

めほめ」が浸透し、新聞係の児童が自らほめほめコーナーを作って、友だちの頑張りをまとめた記事

を書く等、活動の広がりも見られた。 

イ テーマトーク 

好きな色・アイス・動物等、児童から出たテーマで一人ずつ発表をし、全員が言い終わったら、同じ

ものを好きな人同士で集まる活動を組んだ。学級全体の前で話すことに慣れ、また相手の話したことを

しっかり聞く姿勢を育むことがねらいである。 

この活動で、「友だちと一緒ってわかって、楽しかった。」「○○さんは△△が好きなんだって初めて

わかった。」という感想が聞かれた。友だちの好きな物を知ること、自分の好きな物を覚えてもらうこ

とで、友だちとの繋がりが強化できたと考えられる。 

ウ ペアトーク 

授業中に小さなお題を与え、ペアまたはグループで意見交換をさせた。話し合いが済んだら、話した

相手と一緒に挙手をすることとした。全員が自分の考えを表現する場を保障すること、学級全体で発表

する前に確かめ合うことで自信を高めることが目的である。 

 この活動を日常的に行うことで、考えが持てなかった子どもたちも考えるヒントを得ることができ、

「一緒に話して楽しい」という感想をもつようになった。また、個人で発表することに積極的でない

児童も、ペアやグループの意見なら全体の場でも発表に取り組もうとする児童が増えた。 

 

６ 研究のまとめ 

 仮説の検証を行うために、クラスの児童にアンケート調査を行った。１時目を終えた時点で行った

第1回目の調査を「前」、８時目を終えた時点で行った第2回目の調査を「後」とする。 



 

 

 調査の結果、外国語を「楽しい」と感じる児童の割合は、「前」「後」とも97％と変わらなかった。

ただし、「難しさ」「不安」の割合は、増加傾向にあった。 

 

 

 

（１）研究の成果 

 ８時間余りの活動を通して、子どもたちの変容が見られた点は大きく３点あった。 

 一点目は、外国語活動が「楽しみな授業」になったことである。初めて外国語と出会う時、「何をす

るのかな。」「習ったことないけど大丈夫なのかな。」そんな言葉を漏らしていた。それが、回数を重ね

る中で、次の時間が外国語活動とわかると「やった！」という声が聞かれるようになった。「英語がで

きるようになった！」「わかるようになった！」「またしたい！」というふり返りが毎回見られるよう

になった。知らない単語、知らない音、知らない言い回しにあふれた状況で活動を進めるより、「知っ

ているあの言葉、実は英語だった。」という入り口から、使える単語、耳慣れた音と言い回しを徐々に

増やしていくことは効果的だったと考える。 

二点目は、「英語を使いたい！」と思えるようになったことである。オーストラリアからきたO児と

出会った初日、「英語で」と指示したわけではないが、子どもたちは自然と英語で自己紹介をしていた。

また、ふり返りカードに「おうちでもれんしゅうします！」という記述が見られたり、保護者から

「机の上のりんごを見て、アップル！と喜んで言っていました。」という便りを受けたりするようにも

なった。さらに、クラス遊びでフルーツバスケットをすると、決してこちらから求めてはいないもの

の、喜々として習った英語を使う子どもたちの姿が見られるようになった。「習ったものはすぐに使い

たい」１年生ならではの性質が、外国語の習得にプラスに働いているといえるだろう。 

＜難しさを感じる理由＞ 

・「１２３４５６７」の歌を歌っていた時、歌の続き

「７６５４３２１」まで流れてしまって、わからなく

なってしまったから。 

・ゲームが、初めて経験するルールだったから。 

・O 児が泣いていたけど、英語でわけを言われて、何

をしたらいいのかわからなかったから。 

＜不安を感じる理由＞ 

・O 児がきて、いろいろ話したら、自分が知っている

英語では足りないとわかったから。 

・誰かがずるしたりすると、めいわくになるから、そん

なことをする人がいないか不安になる。 

 

＜はずかしさを感じる理由＞ 

・みんながきいているから。 

・外国にいる人にちゃんと話せるかわからない。 

・O 児が泣いて助けを求めたが、英語で訴えたため O

児が何をしてほしいのかわからなかった。 

・「しくす」（six）をいうのが難しかったから。 



 

 

 三点目は、外国語で学んだコミュニケーションの態度が、他の場面に応用されるようになったこと

である。外国語の時間には様々なゲームに取り組んだが、「友だちと力を合わせて」「間違ってもいい

から、勇気を出して」「勝ち負けより、仲良し」ということをくり返し伝えたり、それができているグ

ループをほめたりして、子どもたちに「望ましいコミュニケーションのあり方」を示してきた。国語

の「すきなものクイズをしよう！」という単元では、ペアでクイズを出し合い、ヒントを出したりヒ

ントを尋ねたりする活動を行った。ある児童がクイズの答えがわからずに機嫌を損ねていたとき、他

の児童から、「がいこくごのときといっしょだよ！たのしくきょうりょくして、おはなしするのがいい

んだよ。」「そう！だいじなのは、せいかいすることじゃないよ！」という声があがった。外国語での

友達との関わりは、子どもたちの中で一つのコミュニケーションのモデルとなったといえる。 

 このわずか８時間で得たものの中で、３年生以降の活動に一番繋がるのは「知らないことにどう向

かっていくか」という姿勢だと考えている。全８時間を終えて、子どもたちに「外国語の授業で、大

事だと思ったのはどんなこと？」と尋ねた。 

「ともだちが、わかんなくなってたら、たすける。あと、じぶんからちょうせんする。」（Y.M） 

「ともだちの目を見て、ともだちのいっていることをようくきくこと。ゆうのがむずかしくてもよく

きいてがんばること。（まま）」（A.M） 

見るもの聞くもの全てを組み合わせて何とかわかろうとすること、間違ってもいいから言ってみよ

うとすること、「むずかしかったけど、たのしかったです。」と言えるようになったことが、今後外国

語を学んでいく上で大事な基盤になるだろう。 

 

（２）今後の課題 

上記のような成果があがった一方で、アンケート調査結果の「難しさ」「不安」「恥ずかしさ」の割合

は増加していることも事実である。子どもたちにとってハードルが高すぎたり、英語自体は簡単でもル

ールが複雑であったりすれば「難しい」という感情が生まれることがわかった。英語に触れる時間が多

くなり、「英語がどんなものか」がわかるにつれて、できないことに自覚的になったこと、英語の発音

を何度も聞くうちに音の違いに気づいたことも、難しさの理由となっていた。１年生でさえ、学ぶほど

「できないこと」に自覚的になったことを考えると、中学年・高学年ではなおさらそれが強まると考え

られる。「難しさ」が「不安」や「恥ずかしさ」にならないよう、発達段階に応じた手立てをさらに考

えていく必要がある。 

 

≪引用文献≫ 

                                                   
i 直山木綿子 『ゼロから創る小学校英語』2008 年 文渓堂 p.25 
ii 直山木綿子『ゼロから創る小学校英語』2008 年 文渓堂 p.27 

iii 宗誠     『小学校ならではの英語活動～国際コミュニケーションの素地をつくる～』2007 p.136 

iv 文部科学省『小学校学習指導要領解説 外国語活動・外国語編』平成 29年 7月 p.168, 169 
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個人研究の部 算数科 

算数科における交流活動のあり方とその効果を探る 

－低学年におけるペア学習、グループ学習を通して－ 

 

佐賀市立高木瀬小学校 教諭 江口 貴文 

 

１ 主題設定の趣旨 

 ＜指導要領より＞ 

  今日の学習において、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業作りが求められている。

これにより、質の高い学習を実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたっ

て能動的に学び続けるようにできると考えられている。「主体的学び」というのは、学ぶことに関心

を持ち、毎時間、見通しをもって粘り強く取り組むとともに、自己の学習活動を振り返り、次の学習

につなげることである。「対話的な学び」は、子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲

の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深めることにつながると考える。「深

い学び」とは、習得・活用・探求という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え

方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成した

り、問題を見出して解決策を考えたり、思いや考えをもとに創造したりすることである。 

 ＜社会的背景より＞ 

現在のように、変化の激しい時代にあっては、求められる能力を定義していくことは容易ではない。

社会で求められる人材や能力は、その時代環境により異なる。他方で、長期に渡り変化しない基本的

要素も多分に存在する。その一つに、学んだ知識を現場に適用し有効に活用していくための能力とし

て、「課題発見・解決力」、「コミュニケーション能力」等、いわゆる「社会人基礎力（注1）」として

括られる要素とある。重要なことは、多くの若者がこれから何十年の期間、社会を支える存在であり

続けることを考えると、「現在」よりも「将来」の社会環境を見渡し、コミュニケーション能力、相

互の問題認識・課題等について解決していく能力を高めることではないかと考える。 

＜実態より＞ 

１学期に交流活動に焦点を当ててアンケート             

を取った。友だちと話をしながら答えを求める  

ことが好きという児童が８０％いるという結果 

が見られた。しかし、好きではないと答える児 

童も多く、２０％の児童は一人で考えることを 

好んでいる。自分が考えたことを友だちに話す 

ことについては、７４％の児童が好きと答えて 

おり、２６％の児童は苦手としている。友だち 

の話を聞くときには、自分の考えと比べながら聞いている児童が８０％と多く、ただ話を聞いている 

だけの児童も２０％いる。ペアでの交流活動に対しては有用感をもって取り組んでおり、友だちと意 

見交換をすることが解決の手立てになることを実感している。一方、自分の考えを友だちに伝えるこ 

とができない児童が多く存在している。また、めあてや問題をわかっていない児童が多く、なににつ 

いて話し合ってよいのかを理解していない児童が多かった。 

そこで、小学校低学年では「対話的な学び」を通して、コミュニケーション能力、相互の問題意

識・課題等について解決していく能力を高めることができるのではないかと考え、子どもたちに交流

の場を与え、子ども同士の協働を促すことで、どのような効果があるのかを検証するために本主題を

すき

（％）

すきでは

ない（％）

・友だちの考えと比べながら聞

いている。
80 20

学習アンケート

・友だちと話して答えを見つけ

ることは好き。
80 20

・自分の考えを話すのは好き。 74 26
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設定した。 

 

  

 

（注1）社会人基礎力とは、職場や地域社会の中で仕事を行っていく上で必要な基礎的な能力をいい、経済

産業省では社会人基礎力を、「前に踏み出す力（主体性・働きかけ力・実行力）」、「考え抜く力（課題発見

力・計画力・創造力）」、「チームで働く力（発信力・傾聴力・柔軟性・情況把握力・規律性・ストレスコン

トロール力）」として、12の要素からなる3つの能力として定義し、共通言語として発信している。 

 

 

２ 研究の目標 

  「話し合う活動」を設定し、考えを出し合い、認め合いながら、共通点や相違点を比較・検討し合

うことで、友達の考えや既習の学習を活用する力を育む。 

 

３ 研究の仮説 

  話し合いの仕方（話型）を示したり、話し合う内容を焦点化したり、話し合いの目的を示したりす

ることで交流活動が活性化し、自分の考えをもち、再構築していく力が高まるだろう。 

 

４ 研究の内容と方法 

 ＜内容＞ 

（１） 導入やワークシートの工夫と表現方法の定着 

（２）算数の一単位時間に、子どもの実態に応じた交流活動を組む。 

交流活動の観点①「自分の考えを伝えたい」「友だちがどう考えているのか知りたい」と思える授

業内容を設定する。 

交流活動の観点②なにについて話し合うのかを焦点化するとともに、「自分の考えを整理する」「自

分の考えを広げる」「グループの考えをまとめる」「もっともよい考えを選ぶ」な

ど、話し合う目的を明確に設定する。 

 ＜方法＞ 

（１）校内研と並行し、算数科における交流活動が、児童の意欲向上にどのようにつながるのかを検証

する。 

（２）仮説に基づいて、指導案及びワークシートを作成し、交流活動を各単元の中で取り入れる。 

（３）交流活動として、ペア活動、グループ活動を設定し、自らの考えを言葉や図などを使って説明す

る場を設定する。 

（４）事前・事後のアンケートを行い、考察する。 

 

  

５ 研究の実際 

（１）導入やワークシートの工夫 

   児童がより自分の考えを表現することができるように、問題文にストーリーを持たせた。１０の

まとまりを意識させるために、ブロックを使ったり、ブロック図をかいたりさせた。また、話形の

ひな型を作成し、学級全体で共有した。話形を示したことで、普段話すことが苦手な児童も友だち

に自分の考えを話し、自信をつけて全体の場で発表することができた。 
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計算の仕方や考え方に慣れてきたら、

ワークシートではなく、具体物を用いた

導入により意欲を高め、ノートを使いな

がら学習を進めることができた。 

 ここでは、実際に卵パックを使った導

入によって、児童の意欲を高めることが

できた。卵＝割れやすいというイメージ

から、動かす数は多いより少ない方がよ

いという考えにつながった。また、卵パ

ックが１０個入りということも相まっ

て、加数分解から被加数分解へと導くこ

とができた。 

問題文と式、ブロック図を関連付け、

計算の仕方を共通の話形で示した。全員

が同じやり方をすることで、児童同士で

教え合い始めた。その後、話したり説明

したりすることを苦手としていた児童も

交流できるようになった。 
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○表現方法の定着 

             

   

 

             

 

 

加数分解・被加数分解を考えるときに、パワーポイントのアニメーションを活用しながら、ブロ

ックの動かし方や式、言葉を関連付けながら繰り返し行うことで、自分の考えを説明する際の流れ

を理解させることができ、練習などで使用した。 

   視覚化することで、加数分解と被加数分解の手順の多い少ないなど、児童の考えを説明する際の

手がかりとなった。 

 

 

（２）交流活動 

   算数の学習では、課題把握→自力解決→ペア学習（交流活動）→全体学習→まとめ→振り返りと

一単位時間の流れを決めて進めていった。 

導入を工夫することで、児童の「やってみたい」という意欲を高め、自立解決へとつなげた。自

力解決に入る前に、「はやく」できる方法をみつけるのか、「かんたんに」できる方法をみつけるの

かなど視点を与えることで、「発見した自分の考えを伝えたい」「友だちの考えを知りたい」といっ

た意欲につながった。自力解決で速く答えを求めた児童には、ブロックを操作しながら説明をする

練習をさせた。練習することで自分の考えに自信を持つ児童と、周囲の声を気にし始める児童の姿

が見られた。 

交流活動を通して、「友だちと似ている。」「友だちの考えと違う。」ということに気づく児童の姿

が見られた。その際に、最初に提示した視点に振り返ることで、自分の考えと友達の考えのどちら

が良いのか比べることができた。実際に加数分解で考えていた児童が交流活動の後に被加数分解の

方がよいという考えに改め、書き直す姿が見られた。 

話し合い活動がスムーズに進むように、

話形をパワーポイントを活用しながら練

習した。式やブロックと関連付け、順序

立てながら説明できるように、繰り返し

練習したことで、一人一人が説明するこ

とができた。 



【様式２ 主題あり Word 版】 

 

 

  

  

 

  

 

 

振り返りの記述を見てみると、最

初は交流活動に乗り気でなかった児

童が、交流活動を通して算数が面白

いと感じ始め、徐々に振り返りの記

述の量も増えてきた。 

 

 最初は、加数分解の考え方をしてい

た児童が、交流活動を通して考えを改

め、被加数分解の考え方に書き直すこ

とができていた。 
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他の単元においても自分の考え

を書いている児童がふえてきた。

また、交流活動を通して自分の考

えと比べて、友達の考えの方がわ

かりやすいなど、より良い考えに

気づくことができた。 

 

 

 

 

 

 

６ 研究のまとめ 

（1) 研究の成果 

交流活動を行うことで、自分の考えをもてて           

いなかった児童がノートに自分の考えを書き進  

める姿が見られるようになった。アンケートの 

結果でも、１７％の児童の変容が見られる。 

 

 

 自分の考えを話したいと思う児童が増え

てきており、今まで話すことを苦手としてい

た児童が話す姿も見られた。 

自分の考えをペアやグループで話すことで、

全体の場で発表できる児童も増えてきた。 

 

 

  

 

 

 友達と話し合う際、自分の考え方と友達の考え  

方を比べながら聞く児童が増えてきた。 

 答えが同じ・違うということだけに目を向けて

いた児童も、考える過程に着目するなど思考の変

容が見られた。 
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＜ワークシートの工夫＞  

ワークシートを使い学習することで、基本的な考え方や記述の仕方を全体で共通させることができ

た。すべての児童が同じ方法で書いたり、話したりできるようになったことで、児童同士の交流が少

しずつ増えてきた。 

＜表現方法の定着＞ 

 計算方法をアルゴリズム化することで、全員が同じ言葉で自分の考えを伝えることができるように

なった。考えを伝えることに自信を持てなかった児童も、みんなが同じ言葉を遣うことで、少しずつ

話せるようになってきた。また、困ったときに児童同士で助け合う姿も見られた。 

＜交流活動＞ 

事前に「かんたん」な方法を見つけるのか、「はやい」方法を見つけるのかなど、視点を持たせるこ

とで、「今までのやり方より今回みつけた方法の方が簡単だ。」と、自分が考えたやり方を話したいと

いう意欲を持たせることができた。また、周りの友だちが自信をもって自分の考えを話す練習を始め

ることで、「友だちはどんな考え方をしたんだろう。」「自分のやり方とどちらが簡単なのかな。」と、

周囲の考え方に興味を示す児童が増えてきた。 

交流活動を行う中で、目的（視点）を持たせることの大切さを実感した。何のために話をするのか、

最初は自分の考えを話すことで考えをまとめたり、再確認したりして、発表への自信となればよいと

考えていた。しかし、交流活動を続ける中で、友達の考えとの違いやより分かりやすい考え方などに

気づき始める児童が増えてきた。最初は、自分の考えを書けていなかった児童がノートに書き始めた。

次に、自分の考えを隣の児童に話し始めた。次第に全体交流の場でも自分の考えを発表したり、友達

の考えを説明したりできる児童が増えてきた。 

答えが同じ・違うということにだけ目が向いていた児童も、友達と交流することで「最初は～と思

っていたけど、○○さんの考え方のほうがわかりやすくていいと思いました。」など、友達の考えと自

分の考えを比較する児童の姿も見られた。 

 交流活動を取り入れることで、「友達と交流したい」、交流するためには自分の考えを書かなければ

いけない。書いたら話をして、友達の考えと比べたい、といった思考の流れからか、主体的に課題に

取り組むことができるようになった。また、自分の考えだけにとらわれることなく、友達の考えをヒ

ントに思考の再構築が見られ始めた。 

 

（2)  今後の課題 

＜ワークシートの工夫＞ 

問題文を児童に身近な内容でストーリー化し立式しやすくしたり、１０のまとまりを図にかいて

まとまりを意識しやすいようにしたり、計算方法を言語化させて自分の考えを話しやすいようにワ

ークシートを工夫した。多くの児童にとっては、ワークシートの流れに沿って考えを整理していく

ことができたが、一部の児童にとっては煩雑となり、難しかったようだ。ワークシートに関して、

児童の実態に合わせてヒントカードを提示したり、簡潔に表したりするなど工夫していく必要があ

る。 

＜表現方法の定着＞ 

全員が同じ言葉で自分の考えを伝えることで、普段自信を持てずに発表できない児童にとっては

発表しやすい環境になった。また、児童同士で教え合うなど自発的な交流も増えてきた。しかし、

児童の考えを自由に伝えることができなかったり、的確な表現ができなかったりするという状況が

生まれ、少し窮屈に感じた。今後は、表現方法に幅を持たせるなど工夫していく必要がある。 

例えば、児童が考えを表現するために「思考のキーワード」（話型）を提示していく。比較する
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ための話型、順序立てて説明するための話型、類別するための話型、類推するための話型、理由付

けするための話型、定義付けするための話型など、いくつか話型を提示して児童の意図に合わせて

使い分けることができる話型を示すことで、表現の幅が広がり、児童自身の考えを的確に表現でき

るようになるかもしれない。 

＜交流活動＞ 

  『「自分の考えを伝えたい」「友だちがどう考えているのか知りたい」と思える授業内容を設定す

る。』については、導入の工夫によるところが多かったように感じた。導入で児童の意欲を高めるこ

とができたときには、一人で考える時間に真剣に取り組み、自分の考えに目を輝かせ真剣に悩む姿

が見られた。このときは自分の考えを見てる児童が増え、自分の考えと友達の考えを比べたいとい

う思いが強くなっていた。しかし、導入で意欲を持たせることができなかったときには、児童一人

一人の真剣さに欠け、自分の考えをもてない児童が多かった。そのため友達の考えに対する興味も

薄く、交流活動の盛り上がりもなかった。「自分の考えを伝えたい」「友だちがどう考えているのか

知りたい」と思える授業を設定するためには、導入を工夫する必要があると感じた。 

   話し合う目的を明確に設定することで、話し合いの軸がぶれていくことを防ぐことができた。目

的がはっきりしていないと、自分の考えを言い合うだけで、どの考え方がよいのがまとまることが

なかった。「かんたん」「はやい」などの視点を持たせることで、「○○さんの考えがよさそう。」な

ど、自分の考えと友達の考えを比べることができた。しかし、視点を与える際に、児童にとってわ

かりやすい言葉で伝える必要がある。視点として与えたキーワードが伝わっていないと、話し合い

が迷走していくこともあった。 

交流活動を通して自分の考えをもてる児童は増えてきたが、自分の考えを説明する活動は、まだ

苦手としている児童が多い。 

低学年では、交流活動に向けて話し合いの仕方を身に付けさせる必要があった。話し合いを進め

る流れや方法、説明するための話型など単元ごとに異なる部分もあるため、定着するまでに練習が

必要となった。 

  友達の考えを聞いて自分の考えとどこが違うのか、どこが同じなのかといった共通点や相違点に

ついて考えることができている児童もいるが、答えが同じ、違うということにとどまっている児童

もいた。話し合う目的（視点）をわかりやすく提示する必要があり、まだまだ工夫が必要だと感じ

た。 

  交流活動の場の設定に関して、児童が話したいと思ったときに場を設定することができれば意欲

的な交流の場となるが、タイミングを逸すれば盛り上がりを欠けてしまうこともあった。一単位時

間のどこに交流活動を組むのか検討する必要がある。 
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個人研究の部 特別活動 

研究主題    社会の一員として主体的に行動しようとする子どもの育成 

  ～キャリア教育の視点に立った学級活動の実践を通して～ 

 

                        佐賀市立鍋島小学校 教諭 冨永 美奈子 

 

１ 主題設定の理由 

  現在，子どもたちが育つ社会は，大きな変化の中にある。第三次産業から第二次産業への産業の

構造的変化や正社員，非正社員，アルバイト等の雇用の多様化は，子どもたちの将来のとらえ方に

も大きな変化をもたらしている。そして，そのことが将来なりたい職業を具体的に思い描くことを

難しくさせた。また，仕事をしている大人の姿を見る機会が少なくなったことにより，自分の将来

に向けて希望あふれる夢や目標を描いたり，働くことへ関心をもったりすることが容易ではなくな

っている。 

本学級においても，夢に関するアンケートを実施した結果，「夢をはっきりもっている。」，「夢を

もっている。」と答えた児童は，５５％で，夢を描いたり働くことへ関心もったりして前向きに取り

組んでいる児童が多いとはいえない。 

以上の点から学ぶことや働くこと，生きることの尊さを実感させ，望ましい勤労観や職業観を育

てたりするキャリア教育の重要性が高まっている。 

本学級で４月の初めに係決めを行った。係が決まった当初，子ども達は，はりきっていた。係ご

とに係のめあてを決め，同じ係のメンバーの友達とどんな活動をするか楽しそうに考える姿が見ら

れ，各係で実践していった。例えば，新聞を書いたり，イベントを開催したり，クイズを出したり

するなど，クラスのみんなが楽しめる内容を考え，活動して行った。しかし，１カ月もすると，係

活動は停滞し，新聞の発行が遅れたり，イベントの開催も少なくなったりした。このことから，初

めは，友達と協力して意欲的に活動していても，それを主体的に持続して行っていくことは難しい

ことを実感したと同時に持続させるには，なんらかの手立てが必要であることを改めて感じた。ま

た，５年生になった４月に「１学期の目標」を一人一人考え，ワークシートに記した。しかし，自

分で考えた「１学期の目標」も書いただけでそれを意識して行動している児童は，少なかった。 

当番活動や係活動などで学級のために友達と力を合わせて働くことの意義を理解し，工夫しなが

ら自己の役割を果たすことは，小学校段階でのキャリア教育において，とても重要だと考える。ま

た，今の自分を見つめ，今の自分にあった目標を意思決定し実践に努め，定期的に振り返りながら，

継続して取り組んだり，その中で自分の変容を確認したりすることにより，将来を見通した時にど

んな自分になりたいのかが明確に自覚されていくようになると考える。 

社会の一員として主体的に行動しようとする態度とは，社会の中で，進んで自分の役割を見付け，

他者と協働しながら責任をもってその役割を果たそうとしたり，目標をもち意欲的に目標に向かっ

て実践しようとしたりする態度と考える。 

そこで，キャリア教育について理解を深め，キャリア教育の視点に立った学級活動を通して，社

会の一員として主体的に行動しようとする子どもを育成するための学級活動の在り方について探り

たいと考え，本主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

  キャリア教育の視点に立った学級活動を通して，社会の一員として主体的に行動しようとする子

どもを育成するための学級活動の在り方を探る。 

             

３ 研究の仮説 

  キャリア教育の視点に立った学級活動の振り返りにおいて「みるタイム（今の自分を見つめる）」

「みるみるタイム（友達と交流して自分を見つめる）」を設定し，自己評価や友達にアドバイスをも 

 らったりして振り返りを行い，それを次の活動に生かしていけば，友達と協力して活動する意義を
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感じ社会の一員として主体的に行動しようとする態度が育つであろう。 

 

４ 研究の内容と方法 

（1） キャリア教育について文献や資料を基に理論研究を行う。 

（2） 仮説に基づいて，キャリア教育の視点に立った題材を考える。 

（3） キャリア教育の視点に立った授業や「みるタイム」「みるみるタイム」を実践し，成果と課題 

について検証する。 

 

５ 研究の実際 

(1)  文献による理論研究 

ア キャリア教育における能力領域 

「基礎的・汎用的能力」 

①  人間関係形成・社会形成能力  

多様な他者の考えや立場を理解し，相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝えることが

できるとともに，自分の置かれている状況を受け止め，役割を果たしつつ他者と協力・協働

して社会に参画し，今後の社会を積極的に形成することができる力 

      ○コミニュケーション能力 

 

②  自己理解・自己管理能力  

自分が『できること』『意義を感じること』『したいこと』について，社会との相互関係 

を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主体的に行動すると 

同時に，自分の思考や感情を律し，かつ，今後の成長のために進んで学ぼうとする力 

 ○自他の理解能力 

 

③  課題対応能力  

仕事をする上での様々な課題を発見・分析し，適切な計画を立ててその課題を処理し， 

解決することができる力 

○計画実行能力 

○課題解決能力 

 

④  キャリアプランニング能力  

学校では，児童生徒が，様々な社会人と交流し，自ら「『働くこと』を担う意義を理解 

し，自らが果たすべき様々な立場や役割との関連を踏まえて『働くこと』を位置付け，多 

様な生き方に関する様々な情報を適切に取捨選択・活用しながら，自ら主体的に判断して 

キャリア形成していく力 

○役割把握・認識能力 

○情報取集探索能力 

○職業理解能力 

      ○選択能力 

        

    イ キャリア形成とは 

キャリア形成とは，「社会的及び職業的自立を図るために必要な能力」を培うこと 

 

引用  

文部科学省 (2010). 今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について  

（中央教育審議会キャリア教育・職業教育特別部会 第二次審議経過報告）（平成 22 年５月 17 日） 
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６ 研究の実践 

実践① 学級活動（３）ア現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成 

題材「２学期スタート～２学期の目標を考えよう～」 ９／６実施 

  

 ア 題材設定の理由 

   学期の初めになると，子ども達に学習や生活の目標を考えさせる。目標を決めた当初は， 

目標を意識して取り組むことが多いが，だんだんとその目標についての意識が薄れてしま 

ったり，その目標を忘れたりしている。後ろに掲示していた目標も次の掲示の下になり， 

自分の目標を忘れてしまう児童も少なくない。また，その目標について学期の終わりに達 

成できたのか振り返る機会を設けることをしなかったり，児童の目標達成状況について把 

握していなかったりしている。目標を自分で考え設定し目標の実現に向けて努力し，なり 

たい自分に近づいていくことは，将来，自分がやりたいことや希望などの自己実現に向け 

て努力することにつながり，社会の一員として主体的に行動することにもつながると考え 

る。そこで，１学期の目標を振り返りながら，２学期の目標を考えさせることは，キャリ 

ア教育の視点に立った意義ある題材と考え，本題材を設定した。 

 

イ 本時のねらい（キャリア教育の視点） 

    ・ １学期の目標を振り返り，２学期終わりに自分の姿をイメージして自分なりの目標を 

考えることができる。（課題対応能力） 

 

    ウ 「みるタイム・みるみるタイム」について 

     ・「みるタイム」…   帰りの時間にその日の目標の振り返り（自分を見つめる，「みる 

タイム」）を行い，ワークシートに記入をする。 

     ・「みるみるタイム」… １カ月に１回，月始めに「みるみるタイム」を行い，自分が立て 

た目標や達成状況を友達に伝え，一言感想やアドバイスをもらう。 

そして，目標を見つめ直し，目標を修正が必要な場合は修正した 

り，新たな目標を設定する。 

 

    エ 授業の実際 

    

 

      

 

     

 

 

 

 

      

 

 

 

 

  

 

 

 

 

1学期のめあてを覚えて

いるか  

覚えていない 9 

少し覚えている 13 

だいたい覚えている 12 

よく覚えている 2 

つかむ 

1学期のめあてを書いたすぐはどうでした

か。 

わからない 1 

がんばろうと思わなかった 3 

少しがんばろうと思った 11 

がんばろうと思った 14 

とてもがんばろうと思った 6 
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つかむでは，「１学期のめあてを書いたすぐはどうでしたか。」「１学期のめあてを覚え

ているか。」というアンケートの結果を提示した。そして，その結果を見ての気づきを

発表させた。 

＜気づき＞ 

・がんばろうと思った人が多い。 

・よく覚えてる。２人もいてすごい。 

 →２人しかいない。 

・よく覚えている人がいる。とてもがんばろうと思ったが少ない。 

    

 

さぐる 見つける 

「さぐる」では，「なぜ目標をわすれるのか」，「なぜ目標を達成できないのか」を考えた。 

「なぜ目標を忘れるのか」では， 

・本当に達成しようとしていない。 

・書いた日が前だから，覚えようとしていない。 

・がんばろうという気持ちが薄れていくなど の意見が出された。 

 「なぜ目標を達成できないのか」では， 

・忘れるから，達成しようとしていない。 

・やる気がない。がんばろうという気持ちがない。などの意見が出された。 

 これらの点から，目標を達成しようという意欲があまりなかったり，言われたから目

標を立てただけで，立てたらそれで満足しているようだった。 

  そこで，「見つける」では，大谷翔平選手のマンダラチャートや青山学院大学陸上部

の自己管理シートについて紹介した。大谷選手は，大人になる前から目標を決めて取

り組んでいたことや青山学院大学陸上部の選手の人達は，目標を決めたら掲示して，

いつでも見れるようにしてチームメートからアドバイスをもらっていることを話し

た。自分で具体的な目標を決め，その目標を達成していくことが，夢への実現につな

がることを話した。そして，「目標を忘れないようにするための方法」と「目標を達成

させるための方法」を見つけていった。 

１学期のめあてを書いたすぐは，がんばろうと思った人が多いのに，なぜ，

めあてをわすれるのだろう。 

忘れないようにするための方法 

・目につくところにはる。 

・見える場所（生活ノート） 

・机のところに小さな紙に書い

てはる。 

目標を達成させるための方法 

・毎日見る。 

・ぜったい達成すると思う。 

・意識して行動。 

・具体的な目標。 

・反省、ふりかえる。 

「みるタイム」「みるみるタイム」につなげる。 



5 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

  ○授業のふりかえり 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     オ 「みるタイム」「みるみるタイム」の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

決める 

どんな自分になりたい

か。（２学期の終わりの

自分の姿）を思い浮かべ

させ、なりたい自分に近

づくための行動目標を

具体的に考えさせた。 

「みるみるタイム」の様子 
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「みるみるタイム」では，自分が立てた目標について，班の友達と交流して， 

感想をもらったり，アドバイスをもらったりした。 

目標をかえてがんば

る児童も出てきた 

月に１回，プリントの裏に

ふりかえりや感想を書くこ

とにした。 
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実践② 学級活動（３）イ社会参画意識の醸成働くことの意義の理解 

題材「より良い学級生活を送るために係活動を工夫しよう」11／30 実施 

    

 ア 題材設定の理由 

   学期が始まると，係を決める。係決めを楽しみにしている子ども達は多い。係が決まる 

  と同じ係の友達と楽しそうに活動内容を考え，実行する姿が見られる。友達と協力しなが 

ら自分の役割を果たすことは，学級のためになりより良い学級につながっていく。また， 

高学年になると，これまでの経験から係を決め，活動内容や役割分担を考えて自主的に活 

動することができるようになってくる。しかし，各種行事に時間を取られ，係活動の時間 

を確保することが難しくなっている。また，学期の半ばを過ぎると，活動がマンネリ化し 

新しい活動を取り入れようとする態度もあまりみられず，停滞してきた。係活動で学級の 

一員として，自分の役割を理解し責任を果たしていことする態度は，将来職業に就いて自 

分の役割を果たそうとする態度につながると考える。こういった時期にキャリア教育の視 

点から係活動について今までの活動を振り返ながら見直し，自分の係の取り組みを工夫し 

ていくことで自主性を発揮し，意欲的に活動できる意義ある題材と考え本題材を設定した。 

 

イ 本時のねらい（キャリア教育の視点） 

    ・ 今までの係活動を見直し，学級生活をより良くするための係活動の工夫について考え 

ることができる。 

ウ 「みるタイム・みるみるタイム」について 

     ・「みるタイム」…  １週間の係の活動内容計画について振り返る。  

帰りの時間に，計画した活動ができたか（自分を見つめる，「みる 

タイム」）を行い，ワークシートに記入をする。 

     ・「みるみるタイム」… １カ月に１回，月始めに「みるみるタイム」を行い，自分の係の 

               活動内容について一言感想やアドバイスをもらう。 

 

   エ 授業の実際 

   つかむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

係活動に積極的に取り組んでいますか。  

はい  ２４  

いいえ  １１  

係活動が活発になるように工夫したりア

イディアを出したりしていますか。  

はい  ２７  

いいえ  ８  

つかむでは，「係活動に積極的に取り組んでいますか。」

「係活動が活発になるように工夫したり，アイディアを

出したりしていますか。」というアンケートの結果を提示 

キャリア教育の視点から，今の係活動でよかったことも

振り返らせた。 

した。子ども達は，積極的に多いが全員ではないことに

気づいた。 

＜よかったこと＞ 

・がんばっている係がある。（休み時間も） 

・楽しいイベントがあった。 

・係どうしが協力していた。 
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 さぐる 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見つける，決める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○授業中の「みるタイム」 

 

 

 

 

 

 

 

さぐるでは，佐賀トヨペットの荒谷さんに

来ていただき話をしていただいた。 

「会社は学級に似ているところがある」という視点 

で話をしていただいた。 

・各部でちがう仕事をしている。 

（自分の役割を果たし，協力している） 

・売り上げだけが目的ではない。 

（相手のことを考えて，喜んでもらえる工  

 夫をしている。） 

・係の仕事は，将来にもつながっている。 

 

一人でタイム グループでタイム みんなでタイム 

見つける，決めるでは，まず，係活動を工夫しどんなこ

とに取り組むのかをまず，一人で考えた。そして，同じ

係の友達と交流し，係で一つ取り組みを決め，発表した。 

・イベント係 

 クリスマスが近づいたら，クリスマスのクイズを出す。 

・工作係 

 ５の１のオリジナルの物を作る。 

・イベント係 

 「ちょボラ」をたくさんした人を表しょうする。 



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 係活動における「みるタイム」「みるみるタイム」 

（ア）係で「みるタイム」 

 

 

 

 

 

 

    

      週の初めに今週の活動を決め，週の終わりに「みるタイム」を係ごとにした。 
 

 （イ）一人一人で「みるタイム」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）係の活動予定と「みるタイム」「みるみる タイム」を一緒に  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の授業で，係活動は，会社と似ていることや将来につながることを理解することができた。

その後の話し合いでは，一人一人が自分の考えをもって話し合いに臨み，様々な意見が出て，

話し合うことが大切だという感想をもった子ども達が多くいた。係で一つどんな取り組みをす

るか決めることで話合いが活発になったと考える。授業で決めたことを実行できた係がほとん

どだった。 

みるタイムで何ができてい

ないのか振り返ることがで

きている。できていないもの

は来週できるようにするこ

とを次の目標として掲げて

いる。 

 

 

音楽係で音読げきを行っ

た。見てくれた人が喜んで

くれたことを嬉しく思っ

ている。 

「みんな分のし

おり作り大変だ

ったと思うけど

がんばったね。」

と書いています。 



10 

 

７ 研究のまとめ 

 （１）アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）研究の成果 

   ・ ２学期の目標では，「みるタイム」を取り入れたことで，目標を意識して取り組むことができ 

た。 

・  行動目標を具体的に書くことで，目標が達成したかが分かりやすくなった。 

・ 「みるみるタイム」で友達からのアドバイスや励ましでやろうという気持ちがでてきた。 

・ 係活動を活性化することで，係活動が楽しいと思う児童が増えた。  

（４）今後の課題 

  ・ 「みるタイム」や「みるみるタイム」の時間の確保。  

  ・ 係活動の時間の確保。 

・「みるタイム」で，できなかったことが多かった児童への支援の仕方。 

・ 「みるタイム」や「みるみるタイム」で書いたもの整 理の仕方の工夫が必要。 

    （自分がふりかえりたいときに，すぐできるように） 

グラフ１ 

グラフ２ 

グラフ３ 

グラフからの考察 

・ グラフ１を見ると，１学期に比べ，２学期の方が自分の目標をよく覚えていた。「みる

タイム」で意識づけができたと考えられる。 

・ グラフ２から，目標を達成できた人数は，同じであったが，だいだい達成できたは， 

２学期の方が大幅に増えている。このことから，達成しようという思いをもって取り組 

んでいたことが分かる。 

・ グラフ３から，１学期よりも２学期の方が多く活動できた人数が多い。係活動におい

ても活動内容の計画を立て，ふりかえることは大切だと感じた。 
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個人研究の部 社会科・総合的な学習の時間 

地域を愛し誇りを感じる児童を育てる学習指導方法の研究         

－地域の人・もの・こととの関わりを通して－ 

 

佐賀市立春日小学校 教諭  江頭 渉吾 

 

１ 主題設定の趣旨 

主題設定の最大の理由は自分自身が本校のある大和町出身であったことで，本校の児童に対して，

少しでも大和町のよさを伝えたいと思っていたことである。大和町の北部には山間部が広がり，松梅

地区には佐賀県の無形文化財に選ばれている名尾和紙や道の駅「そよかぜ館」がある。西部には川上

地区があり，みかんの「あんみつ姫」やいちごなどの農産物が盛んである。また，南部から東部にか

けては大和 I.Cやバイパスが通っていることやイオンなどのショッピングモールがある。大和町は歴

史的建造物も多くあり，澱姫神社や肥前国庁跡地などがある。春日小校区内にも肥前国分寺跡や築山

古墳などがあり，歴史の深い町であることがわかる。 

そこで，本研究では，地域の人・もの・こととの関わりを通すことで，地域を愛し誇りを感じる児

童を育てることを本研究の主題とし，研究を進めていくことにした。 

２ 研究の目標 

  自分が住む地域の人やものやことに，直接関わる活動を社会科や総合的な学習の時間を計画的

に取り入れ，地域のよさを見つけ，感じ，味わうことで地域に対する誇りと愛情を持つ児童を育

てる。 

３ 研究の仮説 

児童が暮らす地域で活躍している人やそれに関わるもの(生産物)，地域にあること(歴史や仕事

や活動)，に関連する教科等で計画的，体験的に学習させれば，地域のよさを知り、地域を愛し，

誇りを感じる児童が育つであろう。 

４ 研究の内容と方法 

(1)  学習指導要領や教科書，研究紀要を読み込んで理論研究を行う。 

(2)  授業実践を行い，分析・検討する。 

５ 研究の実際 

(1) 児童の実態調査 
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まずは，本学級の児童がどの程度大和町に対して関心があるのか調べるために，以下のような児

童の実態アンケートを行った。 

アンケートの結果は以上のようになり，本学級の児童は大和町が好きであると答えた児童が約８

割で，ほとんどの児童が好きであることがわかる。一方で，ゆめタウンがあると答えた児童や海苔

が有名であると答えた児童がいることから，佐賀県や佐賀市，大和町といった枠組みが理解できて

いない児童がいることや自然がある，生き物がたくさんいる，祭りがある，と答えた児童がいるこ

とから大和町独自のよさを伝えることができないことがわかった。 

(2)  文献等による理論研究 

 平成２９年７月の小学校学習指導要領解説社会編には，教科の目標として「（３）社会的事象につ

いて，よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに，多角的な思考や理

解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚，我が国の国土と歴史に

対する愛情，我が国の将来を担う国民としての自覚，世界の国々の人々と共に生きていくことの大

切さについての自覚などを養う。」第３学年の目標には「（３）社会的事象について，主体的に学習

の問題を解決しようとする態度や，よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする

態度を養うとともに，思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員として

の自覚を養う。」と定義されている。地域社会に対する誇りと愛情を養うとは，地域社会について理

解を踏まえて，自分たちの生活している地域社会としての市区町村に対する誇りと愛情を養うよう

にすることである。また，地域社会の一員としての自覚を養うとは，地域社会についての理解を踏

まえて，自分も地域社会の一員であるという自覚や，これからの地域の発展を実現していくために

共に努力し，協力しようとする意識などを養うようにすることである。と記されている。 

 また，小学校学習指導要領解説総合的な学習編の地域や学校の特色に応じた課題には地域の人々

の暮らし，伝統と文化など地域や学校の特色に応じた課題とは，町づくり，伝統文化，地域経済，
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防災など，各地域や各学校に固有な諸課題のことである。全ての地域社会には，その地域ならでは

のよさがあり特色がある。古くからの伝統や習慣が現在まで残されている地域，地域の気候や風土

を生かした特産物や工芸品を製造している地域など，様々に存在している。これらの特色に応じた

課題は，よりよい郷土の創造に関わって生じる地域ならではの課題であり，児童が地域における自

己の生き方との関わりで考え，よりよい解決に向けて地域社会で行動していくことが望まれている

。また，これらの課題についても正解や答えが一つに定まっているものではなく，既存の各教科等

の枠組みでは必ずしも適切に扱うことができない。したがって，こうした課題を総合的な学習の時

間の探求課題として取り上げ，その解決を通して具体的な資質・能力を育成していくことには大き

な意義がある。と記されている。以上のことからこの二教科について年間を通して計画的に行うこ

とで目標を達成できると考えた。そこで，社会科と総合的な学習の時間を横断的に進めていくため

に以下のような年間の学習計画を立てた。 

(3) 年間学習計画 

  

   この計画を基に本研究を進めていく。 

(4)  授業の実践 

授業実践Ⅰ 社会科：学校のまわりについて 

  ア 小単元の目標 

   学校の周りの様子に関心を持ち，観察，調査し，地図などを活用して意欲的に調べ，四方位や地

図記号を使って白地図にまとめる。また，学校の周りの地域の特色ある地形，土地利用の様子，主

な公共施設などの場所や働き，交通の様子，古くから残る建造物などの身近な地域の地理的環境に

ついて理解し，地域の様子は場所によって違いがあることについて比較して思考・判断したことを

適切に表現する。そして，自分たちの身近な地域に対する愛情をもとうとする。 

授業実践Ⅰ 

授業実践Ⅱ 

授業実践Ⅲ 

授業実践Ⅳ 
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  イ 授業の取り組み 

   学校のまわりを探検した際に「春日歴史散策マップ」を用い  

，校区内の歴史的建造物や公共施設などの身近な地域の地理的環境

や歴史についての学習を行った。 

学校のまわりを探検した際に児童から「ここの神社知ってる」「通っ

たことあるけどこんなところ知らなかった」「こんなに昔からあった

んだ」「どうして建てられたのだろう」などの声が挙がった。単元の

学習後の感想には「国分寺跡があるのを知らなかったです。看板

に書かれてあることを読んでみたけど，むずかしかったので，な

んで作られたのか調べてみたいと思いました。」「そんなに昔に作

られていたなんて知りませんでした。知らなかったことがわかっ

たのでよかったです。」との感想があり，児童が地域の歴史につい

て少しずつ興味や関心を抱くようになったことがわかった。 

授業実践Ⅱ 社会科：市の様子 

ア 単元の目標 

 佐賀市の土地の様子や建物について調べ、佐賀市の特色やよさに気づき、自分たちが日々生活し

ている市に対する誇りや愛情を持つことができる。 

イ 授業の取り組み 

第１次 ○ 本単元の学習問題を作り、学習の進め方の確認をする。         …3時間                      

第２次 ○ 佐賀市の土地の様子や建物について調べる。              …5時間                                  

第３次 ○ 第２次で調べた内容を用い、佐賀市のじまんポスターを作成する。    …4時間 

本単元では，事前のアンケートの結果から佐賀市と大和町との枠組みが理解できていない児童が

いることがわかっていたため，佐賀市の土地の様子や建物について調べ，佐賀市の地形や土地の特

色やよさに気づかせることができた。授業の感想の中には，「佐賀市の北部と南部では，山と海があ

ることのちがいがわかった。」「佐賀市の中心にたてものが多くあることがわかった。」などの意見が

見られた。 

  授業実践Ⅲ 社会科：農家の仕事 

  ア 小単元の目標 

   大和町で作られているみかん(あんみつ姫)について，みかん農家の方やＪＡの方に話を聞き，仕

事の様子をとらえるとともに、生産の工夫や努力・地域とのつながりなどについてとらえ、農家と

自分たちの生活とのつながりについて考えることができる。 

  イ 授業の取り組み 
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   小単元農家の仕事では大和町で作られて

いるみかん（あんみつ姫）の生産者さんや

JAの方にゲストティーチャーとして学校に

来ていただき，授業を展開した。 

   授業では『みかんの一生』というワーク

シートを用い，あんみつ姫をよりあまくす

るための工夫についての話を聞いたり，み

かんづくりの過酷さやお店に並ぶまでの努

力についての話を聞いたりした。単元を終

えての児童の感想の中には，「みかんを作るのがこんなに大変だとは知りませんでした。ふつうのみ

かんよりとってもあまかったです。」「夏にマルチシートをしくのは本当に大変だろうなと思いまし

た。あんみつ姫がほかの県にも売られていることがすごいと思いました。」などの感想が書かれてお

り，大和町のみかんであるあんみつ姫ならではのよさや農家の方の努力，他との比較をして，独自

のよさに気づくことができた。 

  授業実践Ⅳ 総合的な学習の時間：大和太鼓を体験しよう 

  ア 目標 

   地域の大和太鼓の名人さんとふれ合い，活動を通す

中で，大和町のよさに気づくことができる。 

  イ 授業の取り組み 

   地域で大和太鼓を教えている名人さんをゲストティ

ーチャーとして招き，大和太鼓の歴史や大和太鼓の活

動内容や全国大会に何度も出場している実績。県外や

海外に太鼓のよさを伝えるためや伝統をつないでいく

ために講演など行っていることについての講義を行っ

た。また本単元では児童が実際に太鼓を叩く体験活動を目的としており，大和太鼓の名人さんに太

鼓の叩き方や演奏について練習を見てもらった。 

   大和太鼓を体験しようでの児童の感想の中には，「大和太鼓が昔からされているのを知りました。

音を合わせるのがすごく難しくて名人さんが教えるのはすごいなと思いました。」「太鼓の音を聴い

たときに音が大きくてかっこいいと思いました。大和太鼓に入りたいです。」などの感想があり，大

和太鼓の歴史や名人さんのすごさ大和太鼓のよさなどを感じることができた。 

６ 研究のまとめ 

(1) 研究の成果 

本研究を通して，４月に行ったアンケートと１２月に行ったアンケートを比較すると以下のうに

なった。 
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この結果から本研究を通して大和町に対する愛情を持つ児童が増えたことがわかる。また，大和町

の自慢ができますか？というアンケートの結果は以下のようになり，大和町独自のよさを捉え，自慢

することができた。 

事前アンケートでゆめタウンがあるからすきであると答えたＡ児の授業実践後の感想 

 学校のまわり 

 

 

 

 みかん 

 

 

 

 大和太鼓 

 

 

 

 

 大和町の自慢について 

 

 

 

 

学校に行くときのとちゅうに国分寺あとがあるのをしらなかったです。 

かんばんに書かれてあることを読んでみたけど，むずかしかったので， 

なんで作られたのかしらべてみたいと思いました。 

みかんを作るのがこんなにたいへんだとはしりませんでした。あんみつひ

めはふつうのみかんよりとってもあまかったです。ちかくのスーパーにも

あるそうなので買いたいです。 

大和だいこがむかしからされていることを知りました。たいこをしてみる

と音を合わせるのがすごくむずかしくて名人さんが教えるのはすごいなと

思いました。家でもゆかとかをたたいてたくさん練習しました。発表会の

ときにお家の人がアンコールしてくれてうれしかったです。 
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事前アンケートで自然がたくさんあるところがすきであると答えたＢ児の授業実践後の感想 

学校のまわり 

 

 

 みかん 

 

 

 

 

 大和太鼓 

 

 

 

大和町の自慢について 

 

 

 

 

 

実践・アンケートの結果・児童の感想から，人・もの・ことを計画的・横断的学習で行うことで地

域を愛し，誇りを感じる児童が増えたことがわかる。自分の地域を知ることで、他の地域の特色を知

りたいという児童が出てきたことから，大和町のことを知ることが多角的な見方につながったことが

伺える。さまざまな職種の人と触れ合うことで自分も地域の一員だという自覚が生まれた。これはキ

ャリア教育の素地になりつつある。 

(2) 今後の課題 

本研究を振りかえると児童が地域の課題についてどのぐらい理解しているかが不明で，課題を把握

しているまでには至っていないと思われる。 

また，今回の研究は社会科、総合的な学習の時間の二教科で研究を進めたが，他教科と関連づけた

学習につなげるとさらに本研究の目標を深めることができたのではないかと考えている。 

佐賀市、佐賀県、大和町などの枠組みや歴史に対する知識についてなど 4年から 6年への縦断的な学

習計画を設定することがこれからの課題である。また，地域人材の教材化についても教科や単元を考

慮して選択することが課題として挙げられた。 

 

《引用文献》 

（１）文部科学省小学校学習指導要領(平成 29年度告示)解説 社会編 

いんにゃく神社のおまつりに行ったことがあります。そんなにむかしに作

られていたなんて知りませんでした。知らなかったことがわかったのでよ

かったです。 

夏にマルチシートをしくのはほんとにたいへんだろうなと思いました。みか

んをちょぞうするとあまくなるそうなのでこんどから家で食べるときはちょ

っと待ちます。あんみつひかがほかのけんにも売られていることがすごいと

思いました。 

はじめてたいこの音をきいたときに音が大きくてかっこいいと思いました。た

いこをたたくのはむずかしかったけれど，名人さんに教えてもらって少しずつ

できるようになりました。大和だいこに入りたいです。 
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（２）文部科学省小学校学習指導要領(平成 29年度告示)解説 総合的な学習編 

《参考文献》 

文部科学省小学校学習指導要領(平成 29年度告示)解説 社会編 

文部科学省小学校学習指導要領(平成 29年度告示)解説 総合的な学習編 

大和町史 



個人研究の部 体育科 

研究主題「児童がいきいきと学び続け、技能を向上させることができる体育科授業」 

―体育科がめざす資質・能力を育む教育課程の工夫を通してー 

 

佐賀市立小中一貫校思斉館小学部 教諭 ５年 井田丈嗣 

 

１ 主題設定の理由 

平成 29 年度全国運動能力調査によると、「社会体育等で日常的に運動に触れている児童と運動に慣

れ親しんでいない児童との運動に対する関心・意欲、技能が二極化している」という報告がある。その

ような現状の中、小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説体育編(１)においては、「全ての児童が、楽

しく、安心して運動に取り組むことができるようにし、その結果として体力の向上につながる指導等の

在り方について改善を図る」と明記されている。学習指導要領の改訂の基本方針④においては、各学校

におけるカリキュラム・マネジメントの推進が求められている。また、スポーツ庁教科調査官高田彬成

氏は、「児童生徒の意欲を高める体育学習の在り方」において、「何を学ぶか」「どのように学ぶか」と

いう視点において教育課程の再編成と実施の重要性について説いている。 

本校の体育科年間指導計画では１週間の学習の中で、運動場で行う単元と体育館で行う単元が混在

している。しかし、この年間指導計画通りに進めると、第５学年で学習するネット型ボール運動の単元

(８時間)は週に１時間ずつ行われ、単元を学び終えるまでに９月から 10月まで２か月程度を要するこ

とになる。この年間指導計画では、児童は、「前時の反省を思い出すのに時間がかかる」「前時で身に付

けた技能が定着しない。」「グループとの連携がうまくいかない」などの困り感を持つのでないかと考

えた。また、児童自身の困り感は単元へ臨む際の関心・意欲に影響を与え、技能の向上を妨げる原因と

なり、特に運動能力低位の児童にはその傾向が顕著ではないだろうかと考えた。 

そこで、本研究では「体育科年間指導計画をカリキュラム・マネジメントの視点をもって見直し、運

動場で行う単元と体育館で行う単元を、期間を定めて短期間で行うことで、児童自身の関心・意欲が持

続し、児童の技能が向上するか。」について検証していく。教育課程の編成と実施について、カリキュ

ラム・マネジメントを行うことで、「児童がいきいきと学び続け、技能を向上させることができる体育

科授業」を目指したいと思い、本主題を設定した。 

なお、新学習指導要領においては、評価を「知識及び技能」「学びに向かう力，人間性等」とされて

いるが、検証方法の都合上、「関心・意欲」「技能」と位置付けている。 

 

２ 研究の目標 

領域の特性に応じた単元計画を工夫し、授業実践によりその結果と課題の検証を行う。 

 

３ 研究の仮説 

カリキュラム・マネジメントにより継続した単元構成をすると、児童の関心・意欲を持続させながら

学習に取り組み、技能を向上させることができるであろう。 

 

 



４ 研究の内容と方法 

(１)新学習指導要領の理念を基にした体育科教育課程の理論研究 

(２)理論研究を基にした教育課程の作成と授業実践 

 

５ 研究の実際 

(１)新学習指導要領の理念と体育科教育課程の理論研究 

 ア 指導計画の作成と内容の取扱いとカリキュラム・マネジメントの確立及び先行研究 

年間計画における弾力的な扱いによって、一人一人の児童がじっくりと学習に取り組むことができる

ばかりでなく、指導内容の確実な定着を図ることが可能となる。『小学校学習指導要領解説 体育編』 

(前略)教育内容や時間の適切な配分、必要な人的・物的体制の確保、実施状況に基づく改善など

を通して、教育課程に基づく教育活動の質を向上させ、学習効果の最大化を図るカリキュラム・

マネジメントを確立。          『中教審答申「新しい学習指導要領の考え方」』(２) 

    各単元の指導計画を作成する際には、要領及び解説体育編に示された「知識及び技能」、「思考

力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」それぞれの指導内容を明確にした上で、そ

の習得に必要となる時数の配当等を検討・計画し、継続的にその実践を評価・改善しながら授業実

践を展開することになる。 

七尾市立和倉小学校種谷多聞教諭は４月当初の体育科年間指導計画に着目して実証的研究を行

っている。授業前の診断的評価では同様であった２校において、４月当初に効果的な指導計画を立

て、授業後の評価で「楽しむ」「わかる」「できる」「まもる」の４因子で検証している。その結果、

４月 11 日～４月 24 日の２週間にかけて集中的に行った授業において、関心・意欲、成果の両面

で高い水準を残している。  『小学校体育の実証的研究―４月当初の指導計画に着目して―』（３） 

  

(２)理論研究を基にした教育課程の作成と授業実践 

  ア 教育課程の作成 

    １学期は体育大会や水泳があり、体育館で行う体育を、期間を決めて行うことが難しかった。夏

季休業を利用し、担任に相談の上調整し、指導内容の確認を行った。その結果、２学期から下図の

ように体育館で行う体育と運動場で行う体育を短期間でまとめて行うことができるようにした。 

   ≪29年度≫ 

 ９月       10月        11月       12月 

5年 
体づくり④ 鉄棒⑥ 走り幅跳び⑥ ソフトボール⑩ 

バレーボール⑧ 体力を高める運動等⑥ 

6年 
体づくり④ 走り高跳び⑥ ハードル走⑥ ソフトボール⑩ 

バスケットボール⑧ 体力を高める運動等⑥ 

    

≪30年度≫ 

 ９/３～９/28 10/１～10/26 10/29～11/22 11/26～12/14 

5年 体づくり④ バレーボール⑧ 鉄棒⑥ 走り幅跳び⑥ 体力を高める運動等⑥ ソフトボール⑩ 

6年 体づくり④ バスケットボール⑧ 走り高跳び⑥ ハードル走⑥ 体力を高める運動等⑥ ソフトボール⑩ 



    この教育課程の工夫により、今まで体育館で行うバレーボール(８時間)は、単元を学び終える

までに２か月かかっていたが、３週間という集中した期間で学び終えることができる。また、単元

ごとの教材の準備を下学年(１～３年生)、上学年(４～６年生)で協力して行うことができるよう

にした。 

    この教育課程を実践するためには、年度当初に計画していた施設利用計画(写真①)では単元を

進められないので、上学年の体育科の時間割と下学年の体育科の時間割を再編した。(写真②)この

ことで、下学年が体育館で体育をしている時期は、上学年が運動場で体育をすることが可能になっ

た。１～２年生の１週間の授業時数を 25時間とすると、最大で１学年４クラスまで１クラスで運

動場や体育館を単独クラスで利用でき、２学級で同時に授業を行うような単元の工夫を行えば、佐

賀県の大部分の小学校がこの方法を採用できると考えられる。 

 

写真① 時間割変更前の施設利用学級      写真② 時間割変更後の施設利用学級 

      

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 授業実践 

① 器械運動「マット運動」 

    １年生から４年生までの全学年において学んできたマット運動は、児童がすでに学習の進め方

を理解している様子がうかがえた。１学期は体育大会やスポーツテスト、水泳などの調整の出来な

い学習が多かったが、４月 18日～５月 24日にかけて時間割を調整しながら単元を進めた。 

 

(ア)単元名 「マット運動」 

  (イ)単元の実施日 

時数 1 2 3 4 5 6 7 

実施日 4/18 4/19 4/25 4/27 5/9 5/23 5/24 

間隔  ０日 ５日 １日 11日 13日 ０日 

 

 

 



(ウ)関心・意欲と授業間隔との関係 

    児童には、形成的授業評価法の考え方を取り入れた学習カード(資料①)で関心・意欲を毎時間

の授業の前後に「せいいっぱい、全力をつくして運動することができましたか。」「楽しかったです

か。」の２項目をもとに児童の関心・意欲について 100点満点で自己評価させた。グラフには授業

前の数値を示している。授業ごとの数値の推移を見て、授業間隔と児童の関心・意欲について検証

した。なお、単元の前にレディネスをとり、マット運動のできる技の数によって低位群(８名)・中

位群(18名)・高位群(13名)と分け、４名ずつ児童を無作為抽出し、能力別の変化を検証した。 

 

    

     

高位群の関心・意欲を見ると、日によって多少の上下はあるものの、全体的に 80ポイントを超

す高い数値で上下していることが分かる。高位群全児童の授業日ごとの平均値を求めると 91ポイ

ント前後を推移していた。このことから、高位群には授業間隔による関心・意欲の変化には大きな

影響がないことが分かる。 
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中位群の関心・意欲は高位群の児童たちに比べて変化が大きかった。また、大きく間隔が開いた

５月９日、23 日には全体的に関心・意欲が低下している様子が変わる。中位群全体的な平均値を

見ても同様で４月 27 日の中位群の平均値が 79 ポイントであるのに対し、５月９日は 75 ポイン

ト、５月 23 日は 73 ポイントであった。授業後半に授業間隔が大きく開くにしたがって下降する

傾向がみられた。 

   

  

 

低位群の児童は授業後半になるにしたがって、全体的に関心・意欲が下降している様子が見られ

た。特に、５月 23日の変化が大きく、全体的に大きく降下傾向にある。 

以上の結果から、運動能力中位・低位の児童たちは授業間隔が開くと関心・意欲に与える影響が

大きい傾向にあることが分かった。 

     

   ②陸上運動「走り幅跳び」 

    年間指導計画では、10 月後半に行う予定だったが、他学年との授業進度の兼ね合いで予定を変

更し、10月前半に行った。予定していた６時間の学習を 10月３日から 10月 17日の２週間程度で

行うことができた。 

 

(ア) 単元名 「走り幅跳び」 

   (イ) 単元の実施日 

時数 1 2 3 4 5 6 

実施日 10/3 10/5 10/10 10/11 10/12 10/17 

間隔  １日 ４日 ０日 ０日 ４日 

  (ウ) 関心・意欲、技能と授業間隔との関係 

    走り幅跳びの単元の始めに立ち幅跳びを行い、その記録を元に高位群 141cm 以上(12 名)、中位

群 121～140cm(18名)、低位群 120cm以下(９名)に分け、それぞれ３名ずつ無作為抽出した。関心・

意欲については形成的授業評価法の考え方を取り入れた学習カードを使い、結果を数値化し変化

を見た(折れ線グラフ)。技能は授業日の最高記録をもとに変化を見た。 
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高位群をみると、どの児童も関心・意欲が高い数値を示し続けている。また、技能は授業後半に

かけて数値が上昇傾向にあるか、高い数値で持続している。学習カードには、「とぶときのしせい

が前よりも足が上がっていると言われてうれしかった。」「３ｍをはじめてこえたので、タンタター

ンのリズムで次もとびたい。」という、前時の学びを生かしたり、学びを次に生かそうとしたりす

るふりかえりが見られた。  

  

 

 

中位群をみると多少の変動はあるものの、徐々に関心・意欲が上昇している様子が見られた。Ａ

児の 10月 11日の学習カードには「友達がとぶときにふわっととんでいるのがすごかった。明日の

授業でまねしてみたい。」というふりかえりがあり、その翌日のふりかえりには「とびかたをまね

してみたら、今までで一番遠くまでとべた。」という、前時のふりかえりが学びにつながる様子が

見られた。  
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低位群をみると、授業が進むにつれ、関心・意欲が高い位置で持続または、向上している。特に授

業が進むにつれ、全体的に意欲が向上している様子が見られる。 

 

 

 

低位の児童の意欲・関心と技能面の関係について詳しく検証した。 

Ｂ児は単元初めに行った立ち幅跳びの記録が 115cm だった。単元当初は跳ぶ姿勢が安定せず、記

録が伸びなかったが、10 月 5 日や 11 日など続けて授業が行われた日に記録が伸びている。10 月 5

日以降の意欲・関心が高位で持続しており、学習カードのふりかえりには「今までよりも遠くにとべ

てうれしかった。明日は遠くにとべるようにリズムよくとびたい。」と意欲的に取り組もうという様

子が見られた。なお、10月 12日に一時的に下がっている。しかし、学習カードには記録が伸びなか

ったことに対して悔しさを見せており、意欲・関心についても高位で持続していたので、授業への意

欲・関心が落ちているわけではないと考えられる。 
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Ｃ児は単元当初の走り幅跳びの記録が 110cm で、踏み切りや姿勢を考えながら跳ぶことを苦手と

していた。しかし、10月 11日に大きく記録が伸び、その時の学習カードには「○○さんがとぶとき

にふわっととんでいるのがすごかった。明日の授業でまねしてみたい。」という記述が見られた。跳

ぶ姿について友達を参考にし、翌日の学習のめあてを考えるなどの学びやすい環境が記録に影響し

ているものと考えられた。 

以上のことから、カリキュラム・マネジメントにより継続した単元構成をすると、運動能力に関わ

らず児童の関心・意欲が向上・高い状態での持続し、技能の向上に一定の効果が見られた。 

 

６ 研究のまとめ 

(１) 研究の成果 

本校では体育科の年間指導計画は行事及び施設条件を考慮して作ってきた。しかし、本研究で実践

したように、カリキュラム・マネジメントにより継続した単元構成をすれば、運動能力に関わらず児

童の関心・意欲の向上あるいは高い状態での持続、技能の向上に一定の効果があることが分かった。

特に、運動能力低位群の児童にとって、前時とのつながりや技の系統性・連続性を意識して学ぶこと

が、体育科の資質・能力を高める手立てとなっていた。小学校学習指導要領(平成 29年改訂版)体育

編には、運動の苦手な児童への配慮が明記されている。どのような児童であっても、「生涯にわたっ

て心身の健康を保持増進すし豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力」を育むためには、

意欲的に体育科に関わることが不可欠であり、その方法の一つとして、体育科の教育課程の改善が有

効であると考えられる。 

 

(２) 今後の課題 

本研究に当たり、本校の体育科の年間指導計画を昨年度のうちに改善していたが、予定していた期

間では単元を終えられなかったり、期日が不確定な学校行事に影響があったりした。年間指導計画を

作る際に今年の経験を活かし、単元に必要な時間の調整や学校行事との関係性などを最大限に活用

したカリキュラム・マネジメントが必要であると感じた。 

本研究では実践報告をした２例以外に「体づくり運動」「バレーボール」でも、検証を行った。「体
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づくり運動」では技能面、バレーボールでは団体種目であるために個人の関心・関心意欲がチームの

勝敗によって左右されるなど、今回の検証方法で実証することができなかった。検証方法についてさ

らなる研究とより効果的な実践方法を考える必要があるように思われた。 

また、各学年４学級以上の大規模校での施設利用学級の計画と本研究の調整を行い、どのような学

校でも行えるようにさらなる研究を進めていきたい。 

 

 

 

 

資料① 形成的授業評価法の考え方を取り入れた学習カード 
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研究主題「単元を見通しながら意欲的に器楽を楽しむ児童の育成」 

―話し合い活動による単元構成やグループ活動を支える教師の関わりを通して―（６年） 

佐賀市立思斉小学校 教諭 中山ももこ 

１ 主題設定の理由 

グローバル化は我々の社会に多様性をもたらし，また，急速な情報化や技術革新は人間生活を質的

にも変化させつつある。こうした社会的変化の影響が，身近な生活も含め社会のあらゆる領域に及ん

でいる中で，子どもたちの成長を支える教育の在り方も，新たな事態に直面していると考える。２０

３０年の社会と，そして更に先の豊かな未来において，一人一人の子供たちが，自分の価値を認識す

るとともに，相手の価値を尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，よりよ

い人生とよりよい社会を築いていくことができる教育の在り方が求められている。 

また，中央教育審議会の『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等

の改善及び必要な方策等について』１）の答申では，以下のように述べている。 

子供たちの現状や課題を踏まえつつ，２０３０年とその先の社会の在り方を見据えながら，学校教

育を通じて子供たちに育てたい姿を描くとすれば，以下のような在り方が考えられる。 

・社会的・職業的に自立した人間として，我が国や郷土が育んできた伝統や文化に立脚した広い視野 

を持ち，理想を実現しようとする高い志や意欲を持って，主体的に学びに向かい，必要な情報を判 

断し，自ら知識を深めて個性や能力を伸ばし，人生を切り開いていくことができること。 

・対話や議論を通じて，自分の考えを根拠とともに伝えるとともに，他者の考えを理解し，自分の考 

えを広げたり深めたり，集団としての考えを発展させたり，他者への思いやりを持って，多様な人々 

と協働したりしていくことができること。 

・変化の激しい社会の中でも，感性を豊かに働かせながら，よりよい人生や社会の在り方を考え，試 

行錯誤しながら問題を発見・解決し，新たな価値を想像していくとともに，新たな問題の発見・解 

決につなげていくことができること。                    （  部，筆者） 

答申で述べられているような資質・能力を育むためには，子供たちが「どのように学ぶか」という

学びの質を重視した改善を図っていくことが重要であると考える。また，学びの質を高めていくため

には，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて，日々の授業を改善していくことが求められてい

る。そこで，本研究においては，その考え方を基に，音楽科の授業改善に取り組む。 

これまでの音楽の授業実践を振り返ると，発問が中心の教師主導の授業をしていたことが多く，反

省している。歌唱や器楽，鑑賞が好きな児童は楽しんでいるが，そうでない児童も多くいた。つまり，

児童が「主体的・対話的で深い学び」をするための単元作りができていなかった。そこで，音楽科の

授業においても，主体的に学びに向かい，対話や議論を通じて多様な人と協働し，試行錯誤をしなが

ら問題を解決し，新たな価値を創造していく児童を育みたいと考え，研究主題を「単元を見通しなが

ら意欲的に器楽を楽しむ児童の育成」と設定した。 

２ 研究の目標 

話し合い活動による単元構成やグループ活動を支える教師の関わりを通して，単元を見通しながら

意欲的に器楽を楽しむことができる児童を育てる。 

３ 研究の仮説 

音楽科の授業において，主題を意識してみんなで話し合って単元構成をすることで，単元のゴール
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を見通し，課題を解決するための道筋をもって主体的に学ぶことができるだろう。 

 グループ活動を通して主体的に学習する際に，教師がグループ活動を支えるような支援をすれば，

意欲を継続しながら音楽の力を高めることができるだろう。 

４ 研究の内容と方法 

  授業実践を通して，以下のことを明らかにしていく。 

(1)  児童の話し合いによる単元構成の在り方 

(2)  意欲的に学び続けるための教材・ワークシート・環境づくりの工夫 

５ 研究の実際 

(1) 授業実践① 

ア  単元名 「いろいろな音のひびきを味わおう」（６年生） 

 イ  単元の目標 

   ○パートの役割や楽器の特徴を活かして全体の響きを味わって演奏したり，楽器の組合せから生ま

れる響きの美しさを味わってきいたりすることができる。 

○楽器の音色やリズム，音楽の仕組みを生かして，音楽をつくったり演奏したりすることがで 

きる。 

ウ  単元の評価規準 

エ 単元の実際 

話し合いによる単元構成 

 話し合いによる単元構成では，学習課題と学習計画を決めていく。学習課題は，「どのような力を

つけていくのか」「どのように学んでいくのか」「単元のゴール」この３つが決まるまで話し合う。出

ない場合は教師から提案する。学習計画は，どのような学びを１時間１時間積み重ねていくのか考え

る。 

本単元は，６年生になって初めての器楽の単元であるため，教科書で教材やどんな力をつけていく

のかを確認し（資料１），学習課題はこちらから提示した。学習計画は，国語科等での経験もあるた

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

○楽器の音色に気を付け，それらが 

重なり合う響きを聴き合いなが 

ら，合奏している。 

○曲から，想像したことや感じ取っ 

たことを言葉で表すなどして，楽 

曲の特徴やオーケストラの響き 

のよさを理解している。 

○楽器の特徴を生かしたリズムを 

つくり，反復，問いと答え，変化， 

音楽の縦と横の関係を生かして， 

リズムアンサンブルをつくって 

いる。 

○楽器の音色や旋律の重なり合いに 

よって生まれる響きのよさを感じ 

取りながら，どのように演奏する 

かについて自分の思いや意図を 

もっている。 

○曲想にふさわしい歌い方を工夫し 

ている。 

○反復，問いと答え，変化，音楽の縦 

と横の関係を使って楽器の特徴を 

生かした音楽をつくり，どのよう 

な音楽にするかについて見通しを 

もっている。 

○楽器の響きの興味・関 

心をもち，学習に主体 

的に取り組もうとして 

いる。 

○オーケストラの響きに 

興味・関心をもち，聴 

く学習に主体的に取り 

組もうとしている。 

○リズムアンサンブルを 

つくる学習に主体的に 

取り組もうとしてい 

る。 
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め，児童と話し合いながら立てた。学習計画の話し合いでは，「木星」の鑑賞を１時間とるよりも，

「鑑賞と器楽のどちらもしたい」という児童の意見により，資料２のような計画となった。 

また，学習課題を確認して，学習計画を立てた後の振り返りには，「学習課題や計画を決めて，とて

もワクワクしてきた。演奏するのが楽しみ。」「どこも力を入れていきたいけど，２時間目と７時間目

に特に力を入れてアンサンブルコンサートにつなげていきたい。」等のように，今後の学習への意欲

や見通しについて記述をした児童が 26 名いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意欲的に学び続けるための工夫 

【ワークシートの工夫】 

○２時間目に「ラバーズコンチェルト」の４つのパートの楽器

を，パートの役割や楽器の特徴からグループで選んだ。ここ

では，グループでの話し合いが進めやすいように，ワークシ

ート（資料３）を準備した。しかし，ふさわしい楽器ではな

く，演奏してみたい楽器から選ぶ班も出てきた。 

【環境づくりの工夫】 

○３時間目のパートの練習では，楽譜の階名を書くことが苦手

な子どものため，階名を書いた楽譜（１）を準備した。そのワー

クシートを使って，階名を素早く書き，楽器の演奏の練習に

すぐに取りかかる姿が見られた。また，自分で階名読みに挑

戦した子どもも，それを見て確認する姿が見られた。 

３パートの和音の演奏と，それぞれのパートの♭シでのつま

ずきも出てくると考えた。したがって，和音は写真１のように

和音ごとに色分けして木琴や鉄琴，ピアノに貼った。（１）♭シは，

楽譜に印をつけさせたり指使いを掲示（１）したりした。授業後

の振り返りでは，「練習で，鉄琴の３パートをしていたらわか

りやすい印があって，とても助かりました。」と，書かれてい

た。しかし，「シ フラットとか，テンポとかが速くて難しいで

す。」という記述もあり，次の時間に個別対応をした。 
写真１ 

資料３ 

 

 教科書の目次や各教材のページを見て「どのような力をつけていくのか」確認し、
「どのように学ぶか」「単元のゴールは何を行うか」計画を立てていく。 

資料１ 

 

資料２ 
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○４時間目からグループ練習に入るということもあり，３時間目で演奏できるようになろう（２）と，

同じパートの友だちと教え合いながら練習していた。しかし，最後まで演奏できるようになった子

どもが少なかったため，子どもたちと話し合って単元計画を変更し，パートごとの練習を１時間増

やすことになった。グループごとの練習に向けて，昼休みにも音楽室を使って練習してもよいこと

を伝えていると，音楽室へ行って練習する子ども（２）もでてきた。 

  ４時間目のグループごとの練習では，「拍」が合わないことが課題として考えられた。したがっ

て，全体でリズム打ちをしたり階名で歌ったりして「重なり」や「速さ」を意識してから，グルー

プ練習をした。しかし，なかなか拍が合わない（３）グループもいた。 

○５・６時間目は，聴く観点（資料４）を示して「木星」の鑑賞を行

った。観点を示したことで，観点に注目して聴き，記述することが

でき，それを子どもたち同士で交流することができた。 

○７・８時間目の音楽作りは，まず，曲のイメージをグループで話し

合った。そして，そのイメージをもとに一人一人リズムを考え，グ

ループの人と組み合わせてアンサンブルを作った。自分でリズムを

考えることが難しい児童は，リズム作りの参考となるカードを使用して考えた。また，グループで

互いのリズムを聴き合うことで，アドバイスし合い，よりよいリズムに変更しようとする姿が見ら

れた。グループでの音楽作りのでは，「繰り返し方」や「重ね方」の工夫を全体で確認した。工夫

を何度も試しながら作っている様子が見られた。しかし，グループで「拍」を合わせることに苦戦

していた。何度も繰り返し練習する中で，ほとんどのグループが拍子を意識して演奏することがで

きるようになっていったが，難しい場合はそれぞれのパートを演奏して聴かせ，速さを意識させる

ようにした。 

単元の振り返り 

○アンサンブルコンサート（資料５）では，それぞれのグループが「ラバーズコンチェルト」と自分

たちで作った音楽を披露した。単元の振り返りには，以下の記述があった。（  部，筆者） 

【Ａさん】この単元を通して音楽のしくみを生かして自分たちでリズムを作ったり，楽器を選んだ

りできたと思います。私が特にがんばったことは短い時間で練習するのでグループで息を合わせて

演奏したことです。10 分，20 分の間でたくさんグループの人と合わせることをがんばりました。 

【Ｂさん】今回のアンサンブルコンサートに向けて，みんなと協

力し，どういうリズムにするといいかを考えました。どのリズム

にするといいかでは，それぞれの楽器の音色を考え，その音が重

なるとどんなひびきになるのか考えながらリズムをつくり，楽器

を選びました。でも，初めてだったので難しかったけど，グルー

プのみんなと協力できたので良かったです。 

 

オ  単元の考察 

(ア)  児童の意識調査１回目 6/1（金）実施 

児童の意識調査２回目 10/25（木）実施（「いろいろな音の響きを味わおう」の単元終了後） 

資料４ 

資料５ 
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音楽アンケート 
はい（％） 

どちらとも 
言えない（％） 

いいえ（％） 

6/1 10/25 6/1 10/25 6/1 10/25 

みんなで学習課題や計画を話し合うのが好
きか。 

47 38 13 48 40 14 

楽器の演奏は好きか。 83 83 3 7 14 10 

楽器を使って，グループで音楽づくりをす
ることが好きか。 

50 40 13 20 37 40 

 (イ)  研究の手立ての有効性について 

○２時間目に，グループで楽器を選ぶためのワークシート（資料３）を準備したが，選んだ理由が記

入できていない班もあった。パートの役割や楽器の特徴から楽器を選ぶためには，選ぶ観点を示す

必要があった。 

○３時間目のパートごとの練習のために行った手立て下線（１）は，自分たちでパート練習を進めてい

く手がかりとなっていた。しかし，♭シについては，苦戦している子どもが多かったため，部分練

習の仕方を示す等の工夫が必要であった。 

３時間目の授業の振り返りには，下線（２）のように，「もっともっとぼくが上手くなって発表会ま

でに完ぺきにしてのぞみたいです。」「今日は１回しかないパートの練習で，とっても難しかったで

す。いつもより集中してできたのでよかったです。」等と，児童が単元の見通しをもって活動する

ことができた記述が見られた。したがって，学習計画を確認し，単元計画を立てることで，１時間

の学習で何を身に付けるのか，またその身に付けたことをどこに活かしていくのかを意識して学習

することができたと考える。 

○下線（３）からも分かる通り，合奏は「拍」を合わせることが難しい。今回の単元では，最初からパ

ート分けをしてしまったため，主旋律を聴きながら演奏できていない児童がいたと考えられる。し

たがって，今後は，まず，全員で主旋律を演奏することで，パート分けした後も主旋律を聴きなが

ら息のそろった演奏ができるようにしていきたいと考える。 

○５・６時間目の鑑賞で観点を示したことで，音楽を形作っている要素や音楽の仕組みに注目して

聴くことができた。しかし，『小学校学習指導要領(平成二九年告示)解説 音楽編』２）によると，

音楽的な見方・考え方とは「音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形作っている要素と

その働きの視点で捉え，自己のイメージや感情，生活や文化などと関連付けること」と示されてい

る。したがって，知性と感性の両方を関係づけて鑑賞することで，音楽的な見方・考え方を働かせ

ることができる。しかし，これらを関係付けるができていなかったため，次の鑑賞でできるように

環境づくりをしていく必要がある。 

○単元後の意識調査から，７・８時間目の音楽作りは，「難しかった」と感じる児童が多かった。「少

しでも好き」と児童が感じることができるようにするためには，練習中や発表会での演奏が「上手

にできた」と感じられるようにする必要があると考える。しかし，音楽作りをしてから発表会に向

けて練習する時間を十分にとることができていなかったため，児童と話し合い，計画を変更すると

よかった。 

○単元を通して，グループでの合奏やアンサンブルの練習を繰り返し頑張る姿や教え合う姿が見ら

れた。毎時間の授業後の振り返りでは，「アンサンブルコンサートに向けて…」等と単元のゴール
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を意識した記述が見られ，昼休みに楽器の練習をする児童や家庭へ鍵盤ハーモニカを持ち帰って練

習する児童もいた。これからのことから，単元のゴール「アンサンブルコンサート」に向かって，

先を見通しながら合奏や音楽作りに取り組むことができていたと考える。また，単元の振り返りか

らもわかるように，単元構成を児童と話し合って決めることで，児童の主体的な姿や主題を意識し

た学習につながると考える。 

○１回目と 2 回目の意識調査を比較すると，単元構成を話し合って決めることへの抵抗感は減って

きていると考えられる。しかし，単元構成の話し合いを「好き」と感じる児童が減っており，話し

合いの工夫をする必要があると考えた。また，話し合いによる単元構成の効果を，もっと児童へ返

していく必要があると感じた。 

(2) 授業実践② 

ア  単元名 「曲想を味わおう」（６年生） 

 イ  単元の目標 

   ○曲想にふさわしい表現を工夫し，旋律の特徴や重なり方を生かして歌ったり，パートの役割にふ

さわしい楽器や演奏の仕方で演奏したりする。 

○曲想とその変化を感じ取りながら，旋律の特徴，反復や変化，強弱や速度などによる楽曲の構造

を理解して聴く。 

 ウ  単元の評価規準 

エ  単元の実際 

話し合いによる単元構成 

単元の導入で，本単元で身につけたい力「曲想にふさわしい表現の工夫ができるようになる」を確

認した。次に，音楽のもつ力を子どもたちと考えた。「楽しむ力」「気分を変える力」「励ます力」等，

色々な力が音楽にはあることを子どもたちは日々の生活から感じ取っていた。また，東日本大震災で

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

○歌詞の内容や曲想を生 

かした表現で歌ってい 

る。 

○曲想にふさわしい表現 

で演奏している。 

○旋律の反復や変化，強弱 

や速度の変化を聴き取 

り，それらが生み出す曲 

想の移り変わりを感じ 

取りながら，楽曲の構造 

を理解して聴いている。 

○旋律の特徴や音の重なりが 

生み出すよさや面白さを感 

じとりながら，歌詞の内容 

や曲想を生かした歌い方を 

工夫し，どのように歌うか 

について，自分の想いや意 

図をもっている。 

○曲想を生かした表現を工夫 

し，どのように演奏するか 

について自分の思いや意図 

をもっている。 

○歌詞の内容や曲想を生かした表現に 

関心をもち，思いや意図をもって歌う 

学習に主体的に取り組もうとしてい 

る。 

○旋律の特徴や，反復，変化などに興味・ 

関心をもち，曲想の変化を感じ取って 

聴く活動に主体的に取り組もうとし 

ている。 

○パートの役割に興味・関心をもち，曲 

想を生かした表現を工夫しながら，思 

いや意図をもって演奏する学習に主 

体的にとりくもうとしている。 
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被災した地域に歌手が訪れ，歌で励ましている様子を紹

介し，音楽には「自分の気持ちを伝える力」もあること

を確認した。本単元では音楽の力で「自分たちの思いを

誰かへ伝えてみよう」という話題から，学習課題や学習

計画の話し合いに入った。話し合いの結果，音楽を通し

て「お世話になった先生方や地域の人へ感謝の気持ちを

伝える」ことになった。自分たちの気持ちを音楽で伝え

るために，曲想を生かした表現の工夫をできるようにな

ることを確認し，学習課題が決定した。 

学習計画は，これまでの経験から，「パート決め」「リ

ハーサル」「振り返り」等のキーワードを出しながら，考

えることができた。（資料６）学習課題と学習計画を話し

合った後の振り返りでは，「感謝の思いがしっかり伝わ

るようにみんなでがんばって練習をしたい」「表現の工

夫を考えるところをがんばって，気持ちが伝わるように

したい」「学習課題にそって，表現の工夫を試しながら見

つけたい」という記述が見られた。学習に対しての意欲や単元の見通しについて記述した児童が 26 名

いた。 

意欲的に学び続けるための工夫 

【教材の工夫】 

○合唱曲，合奏曲は，児童の話し合いで決定することにした。（４）合奏曲は，難易度や楽譜が準備で

きる曲から選択する形で決定していった。実際には，１時間では決まらず，帰りの取り扱い中や給

食中に，曲を何度も流して子どもたちと決めた。 

【環境づくりの工夫】 

○前単元の考察から，まずは，全員で主旋律を演奏する（６）ことで，パート分けした後も主旋律を聴

きながら息のそろった演奏ができるようにしたいと考えた。そこで，リコーダーパートの主旋律の

一部分の演奏を合格した児童から他のパートに挑戦できるようにした。リコーダーの演奏に苦手意

識をもっていた児童も，「○○パートをやってみたい」という思いから，リコーダーパートの練習

を頑張り，合格していった。 

○木琴・鉄琴・小太鼓・大太鼓・スズ・

タンバリン・ピアノパートは，自ら挑

戦を決めた児童で，意欲も高い。しか

し，リコーダーパートは，器楽に苦手

意識をもっている児童もいて，意欲

の持続が難しいと考えた。そこで，

「自分のパート練習」では，リコーダ

ーパートの練習に必ず参加し，教師

のピアノ演奏との合奏に挑戦させて 資料７ 

資料６ 
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いった。また，リコーダー演奏が得意な児童と苦手な児童でペアをつくり，一緒に練習(５)をさせて

いった。「自分たちが主旋律で大事なパートであること」「確実に上達していること」を意識できる

よう，リコーダーパートの練習に参加し，指導した。 

 木琴・鉄琴・小太鼓・大太鼓・スズ・タンバリン・ピアノパートは，主に自分たちでグループ練習

をさせた。そのために，楽譜の階名や「たん」「うん」等のリズムを教師が予め記入しておいた。

また，主旋律のどの音と重なるのか，楽譜に縦の線を記入した。（資料７）（６）また，教師がグルー

プ練習に入る時には，主旋律に合わせて演奏（６）させていった。 

○初めて全パートで合奏をした時には，リズムや音等，これから部分練習が必要な所もあったが，

縦の音の重なりを意識して演奏をすることができていた。児童の振り返りには，「想像以上に上手

だった」「きれいに重なり合っていた」「３回でこんなにうまくなるなんてビックリ」「音色がとて

も気持ちよかった」（７）等と書かれていた。しかし，「最後らへんがわからなくなった」「みんなと

合わせると，とても難しい」という記述も見られた。 

○曲想にふさわしい表現の工夫を考える時には「強弱・速さ」の観点で考えていくことを確認する。

強弱記号を掲示（資料８）しておき，参考にできるようにした。 

○単元のゴール「感謝を伝える会」の招待状（資料９）の作成や配布，当日の司会進行等，一人一役

もって子どもたちに運営をさせた。 

 

 

 

 

 

 

【ワークシートの工夫】 

○合唱曲の曲想にふさわしい表現の工夫をグループで話し合って考えるために，ワークシートを準

備した。（資料１０）合奏曲も，同じように表現の工夫の観点を確認（8）し，パートごとに工夫を考

えていった。全体で確認した表現の工夫の観点を基に，グループでの話し合いを進めることができ

た。 

 

 

 

 

 

単元後の振り返り 

【C さん】今日，感謝の気持ちを伝えるために頑張りま 

した。今まで一生懸命練習してよかったな 

と思いました。 

【D さん】お世話になった先生方に思いをきちんと伝 

資料１０ 

資
料
８ 

資
料
９ 
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えることができたと思います。先生方の感想を聞いて，練習をたくさんした意味があっ 

たなと思いました。 

【E さん】今日の音楽で，感謝が伝わったと思います。そして，その曲の曲想を生かして頑張れたと 

思いました。 

オ 単元の考察 

(ア) 児童の意識調査 3 回目 1/22(火)実施（先生方へ「感謝を伝える会」終了後） 

音楽アンケート 
はい 

どちらとも

言えない 
いいえ 

1/22 1/22 1/22 

学習課題や計画を話し合ってよかったか。 30 0 0 

楽器の演奏は好きか。 27 1 2 

器楽の学習で「楽しかった」「伸びた」「力がついた」「で

きるようになった」と感じていることがあるか。 
28 0 2 

(イ)児童の器楽に関する技能の変容 

○児童の意識調査 3 回目で「楽器の演奏は好きか」と

いう問いに，２名の児童が「いいえ」と答えている。

しかし，その 2 名の児童も「学習課題や計画を話し合

ってよかった」と答えている。理由には，「目標に向

かってできたから」と書かれていた。また，「リコー

ダーが少しうまくなったような気が，ほんの少しだけ

するような気がする」と書いていた。 

楽器の演奏が苦手な児童の毎時間の振り返りの記

述（資料１１）からも，学びに前向きに向かっていた

ことがわかる。楽器の演奏が苦手な児童も，「みんな

で合奏」に挑戦するまでに，自分のパートを習得する

ことができていた。 

したがって，児童と話し合って単元構成を行うこと

で，意欲を持続して学習に向かうことができ，それに

伴って技術も向上することが明らかとなった。 

(ウ)研究の手立ての有効性について 

○学習指導要領解説音楽編では，児童一人一人の個性や興味・関心を生かした楽しい音楽活動を展開

していくことの重要性が述べられている。そこで下線（４）をしてみたが，自分たちで曲を選んだとい

うこともあり，児童から給食中や帰りの準備中に流したいと，よく声があがっていた。また，休み時

間にも練習したり，振り返りで「自分のパートをもっとうまくなりたい」「完ぺきにしたい」 等と

記入したりしていた。音楽の時間に，自分のパートを演奏できるようになろうと，友だちと確認し

たり互いの演奏を聴き合ったり何度も練習する姿からも，高い興味関心が続いていたと考えられる。

自分たちで話し合って決めることが，学びに前向きに向かう姿勢につながっていると考えた。 

○下線（５）のように器楽が得意な児童と苦手な児童でペアを組むことで，「○○さんとたくさんなめら

資料１１ 



10 

 

かにふけた」「○○さんに教えてもらって，だいたいふけるようになった」「○○さんといっしょに

合わせて演奏をして，上手にできた」等と振り返りに記述があった。学習課題のもと，グループで学

び合う環境を整えることで，協働して学ぶ姿につなげることができると分かった。 

○下線（６）のように，全員で主旋律パートを演奏したり，楽譜に縦の音の重なりが分かるように記入

したり，主旋律に合わせて練習したりすることで，下線（７）のような演奏につながったと考えられる。 

○3 回目の意識調査の結果から，全ての児童が学習課題や計画を話し合ってよかったと感じているこ

とがわかる。理由には，以下の記述が見られた。 

①話し合ったから，今回成功したと思うから。 

②あまり考えるのは得意ではないけど，こうやっていい会ができたのは，しっかりと計画をたてた

から。 

③自分たちで決めたら「がんばろう」と思うから。 

④「○○の時間までに○○をできるようになる！」と目標を立てられるから。 

⑤学習課題などを話し合うことで，みんなの意見が出て，とてもよくなるし，つくることで学習の

見通しを持てるから。 

 ①②のように学びの充実感からの記述，③④⑤のように学び方に関する記述が見られた。以上の記

述から，児童が単元構成を話し合うよさを感じることができたと推察できる。 

○曲想にふさわしい表現の工夫をするために，下線（8）の手立てをとったため，観点に沿って話し合い

を進めることができていたと考える。しかし，もっと曲想を膨らませる手立ても必要であった。曲

想を表す具体的な言葉を掲示したり，色や温度で考えさせてみたりする等，次回に生かしていきた

い。 

６ 研究のまとめ 

 (1)研究の成果 

 授業実践の考察と意識調査の結果から，主題を意識してみんなで話し合って単元構成をすることで，

単元のゴールを見通し，課題を解決するための道筋をもって主体的に学ぶことができると考える。ま

た，グループ活動を通して主体的に学習する際に，教師がグループ活動を支えるような支援をすれば，

意欲を継続しながら音楽の力を高めることができると感じた。 

 (2)今後の課題 

子どもたちが達成感や有用性を感じる単元のゴールについて検討していく。子どもたちが主体的に

学ぶ姿につながるような単元構想をしていきたい。また，「主体的・対話的で深い学び」をするために，

効果的な支援の在り方について研究していきたい。 
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個人研究の部 道徳科 

一人一人が生き生きと輝き，自他の違いや多様性を認め合う学級を目指して 

― 考え，議論する「特別の教科 道徳」を中心に ― 
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１ 主題設定の理由 

  近年，情報化やグローバル化といった社会的変化が，人間の予測を超えて加速度的に進展するように

なってきている。進化した人工知能が様々な判断を行ったり，身近な物の働きがインターネット経由で

最適化されたりする時代の到来が，社会や生活を大きく変えていくとの予測がなされている。どのよう

な未来を創っていくのか，どのように社会や人生をより良いものにしていくのかという目的を自ら考え

だす力，答えのない課題に対して，多様な他者と協働しながら目的に応じた納得解を見出す力が求めら

れている。このような時代だからこそ，子供たちは，変化を前向きに受け止め，社会や人生を，人間な

らではの感性を働かせてより豊かなものにしていくことが期待される。また，平成 32 年度から小学校

で実施される新学習指導要領においては「主体的・対話的で深い学び」の観点から授業改善を行い，子

供たちの知識の理解の質を高めることが重視されている。その前提として道徳的価値についての理解を

もとに，自己を見つめ，ものごとを広い視野から多面的・多角的に考え，人間としての生き方について

の考えを深める学習を通じて，内面的資質や能力としての道徳性を主体的に養い，道徳的行為や習慣に

結び付けるための道徳教育が重要になってきている。道徳教育では子供たちが人生で出会う様々な問題

を解決して，よりよく生きていくための資質・能力としての道徳性を育成することが，教育の目的であ

る「人格の完成」にもつながっていくと考えられている。 

  一人一人が生き生きと輝くということは，学級の中に自分の居場所があり，自分に自信をもつという

ことだと考える。また、自他の違いや多様性を認め合うということは，一人一人考えが違うこと，様々

な考えがあるということを知ることで自己肯定感を高め，他者を受け入れる素地をつくり，友達一人一

人を大切にし，友達と助け合うことだと考える。 

本学級の児童は，係や当番活動に意欲的な児童が多く，学級をより良くしていこうと行動する児童が

多い。休み時間は，友達と楽しく遊んだり，話をしたりして楽しく過ごしている。道徳科の授業を楽し

みにしている児童が多く，授業前は教科書の教材を読みながら待っている児童もいる。普段は，発言が

少ない児童も道徳科では登場人物の気持ちになったり，自分だったらどうするか考えたりして発言する

児童もいる。他教科では，答えが明確な発問には積極的であるが，自分の考えや意見を発表するような

発問になると消極的になる児童が多い。自分の意見や考えをノートに書いたり，「２人でタイム」や「グ

ループタイム」で話したりしているものの，全体の場で発表する児童は限られている。児童を見ている

と，恥ずかしい，自分の考えや意見に自信がもてない，友達に何か言われるかもしれないといった様子

である。一人一人考え方が違うこと，様々な考え方があることを知り，自己肯定感を高めつつ，他者を

受け入れる素地をつくることで，お互いを認め合うことにつながっていくのではないかと考える。 

そこで，本研究では，自分ならどのように行動・実践するかを考えさせ，自分とは異なる意見と向か

い合い議論する中で，道徳的価値について多面的・多角的に学び，実践へと結び付け，さらに習慣化し

ていく「特別の教科 道徳」の授業の在り方を探っていく。そして，道徳科以外の教科や特別活動と関

連させながら実践を行っていく。このことが，一人一人が輝き，自他の違いや多様性を認め合う子供の

育成につながると考え，本研究主題を設定した。 

 



２ 研究の目標 

  自分とは異なる意見と向かい合い議論する「特別の教科 道徳」を中心に，一人一人が生き生きと輝

き，自他の違いや多様性を認め合う学級を目指す。 

３ 研究の仮説 

  「特別の教科 道徳」の授業を充実し，道徳科以外の教科や特別活動でも，自他を振り返る場を設定

することで，一人一人が生き生きと輝き，自他の違いや多様性を認め合う学級になるだろう。 

４ 研究の方法・内容 

・ 児童の実態をアンケートや「特別の教科 道徳」の授業の様子から把握し，変容を見取る。 

・ 考え，議論する「特別な教科 道徳」に関する書籍などをもとに，研鑽し，考え，議論する「特別

の教科 道徳」について知る。 

・ 道徳科の授業の展開の中に，話し合い活動の場（「２人でタイム」・「グループタイム」）を設定した，

授業実践を行う。 

・ 各教科では，作品完成後など作品を紹介したり鑑賞したりする場を設け「いいところみつけ」を行

う。また，帰りの会で，一日を振り返り友達の「ほめ言葉のシャワー」を行う。 

５ 研究の実際 

(1)児童の実態 

学級の実態を知るために，より良い学級にするためのアンケートを行った。「学級のために役に立とう

としていますか。」の項目では，93％の児童が，「よくしている」「している」と回答した。しかし，「学

級のために役に立っていると思いますか。」の項目では，半数以上の児童が「思わない」「あまり思わな

い」と回答している。また，「自分のことが好き」「自分には自慢できるところがある」「学級の友達から

認められている」と回答している児童が６割前後と高くはない。 
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図１-１ アンケート結果 
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図１-２ アンケート結果 
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図１-３ アンケート結果 図１-４ アンケート結果 図１-５ アンケート結果 



 

 

 

 

 

 

「いいところみつけ」については，約９割の児童が友達のいいところを見つけることも，友達からいい

ところを見つけてもらうことも，好きだと答えている。友達から褒めてもらうことで，心地よい気持ちを

感じたり，友達のいいところを見つけて自分もそうありたいと感じたりしていることがアンケートの理由

から分かる。 

道徳の授業において，「友達の考えを最後まで聞くことができている」と回答した児童が，96％いるもの

の，「友達の考えと自分の考えを比べながら聞くことができている」と回答した児童は 78％であった。そ

して，「グループや隣の友達と話すことができている」児童が 70％いることに対し，「学級みんなの前で自

分の考えを話すことができている」児童が 52％と少ないことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

このことから，友達のことに関心があり，学級のために行動しているものの，友達の役に立っている，

友達から認められていると実感している児童が少ないことと，自分の考えと比べながら聞いている児童，

学級全体の前で自分の考えを話すことができている児童が少ないことがわかる。 

(2)文献による理論研究 

  問題解決型の学習や体験的な学習などを通じて，自分ならどのように行動・実践するかを考えさせ，

自分とは異なる意見と向かい合い議論する中で，道徳的価値について多面的・多角的に学び，実践へと

結び付け，更に習慣化していく指導へと転換することこそ道徳の特別教科化の大きな目的である。 

※教育課程企画特別部会の「論点整理」（2015年８月） 

図１-６ アンケート結果 図１-７ アンケート結果 
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図２ 道徳の時間アンケート結果 
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ア 「考え，議論する道徳」 

多様な価値観の，時には対立がある場合を含めて，誠実にそれらの価値に向き合い，道徳としての

問題を考え続ける姿勢こそ道徳教育で養うべき基本的資質であるという認識に立ち，発達の段階に応

じ，答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児童生徒が自分自身の問題と捉え，向き合う。 

※中央教育審議会「学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（2016 年 12 月 21 日） 

イ 道徳科における「主体的な学び」 

 児童生徒が問題意識を持ち，自己を見つめ，道徳的価値を自分自身との関わりで捉え，自己の生き

方について考える学習 

 各教科で学んだこと，体験したことから道徳的価値に関して考えたことや感じたことを統合させ，

自ら道徳性を養う中で，自らを振り返って成長を実感したり，これからの課題や目標を見付けたりす

ること 

ウ 道徳科における「対話的な学び」 

 子供同士の協働，教員の地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えたり，自分と異なる意

見と向かい合い議論すること等を通じ，自分自身の道徳的価値の理解を深めたり広げたりすること 

エ 道徳科における「深い学び」 

 道徳的諸価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方について

考える学習を通して，様々な場面，状況において，道徳的価値を実現するための問題状況を把握し，

適切な行為を主体的に選択し，実践できるような資質・能力を育てる学習 

オ 道徳科における「見方・考え方」 

 様々な事象を，道徳的諸価値を基に自己との関わりで多面的・多角的に捉え，自己の生き方につい

て考えること 

※イ～オ 中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等

の改善及び必要な方策等について（答申）」（2016年 12月 21日） 

カ 具体的な「考え，議論する道徳」への質的転化を図る道徳科での質の高い指導方法 

（指導事例） 

(ア)読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習 

  教材の登場人物の判断と心情を自分との関わりにおいて多面的・多角的に考えることを通し，

道徳的価値の理解を深めること。 

(イ)問題解決的な学習 

  児童生徒の考えの根拠を問う発問や問題場面を自分に当てはめて考えて見ることを促す発問

などを通じて，問題場面における道徳的価値の意味を考えさせること。 

(ウ)道徳的行為に関する体験的な学習 

  疑似体験的な活動（役割演技など）を通して，実際の問題場面を実感を伴って理解することで，

様々な問題や課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養うこと。 

「考え，議論する道徳」の授業の構造を簡単に整理すると，以下のようになる。 

導入：主体的に考えるきっかけである「問い」をつくる時間【主体的に考える】 

展開：多面的・多角的に考えを拡充させる対話的な時間【対話的に議論したくなる】 

終末：自分の生き方につなげる深い学びの時間【深い学びにつながる】 

授業後：よりよく生きていこうと自分の姿を高める時間【よりよい生き方について考えを深める】 

「考え，議論する道徳」では，従来のように「登場人物の心情を読み取る道徳授業」から抜け出し，

子供が道徳的問題を主体的に考え判断し解決できるような資質・能力を育み，実際の道徳的な行為や

習慣にもつながるような道徳授業に再構築することをめざしている。子供が常に自己の生き方を見つ



めながら，みんなで多様な視点から話し合い，語り合うことを通して自己のよりよい生き方を重視し

た学習といえる。 

(3)授業の実際 

  ア 授業実践① 

 (ｱ)教材名 「ぼくらだってオーケストラ」（東京書籍） 

(ｲ)主題名 友達のよさを知る 

  内容項目 友情，信頼（Ｂ主として人との関わりに関すること） 

(ｳ)教材概略 

  友達と互いに理解し励まし合いながら，よりよい関係を築こうとする心情を育てることをねらい

としている。本教材は，市の連合音楽会に向けて，楽器の苦手な主人公てつおになつみが親切に教

える話である。てつおの心の葛藤を見つめ，友達の思いに気付いてて変わっていくてつおの姿を共

感的にとらえることでねらいに迫ることができる教材である。 

(ｴ)授業の実際 

 ① 友達がいることのよさについて話 

し合う。 

 ② 教材を読み，「右手の小指，あなが半

分あいている。」と言われたときと，な

つみが楽譜を書いたときのてつおの気

持ちを考えるために，動作化する。 

   初めは，教師がなつみ役となり動作 

  化を行った。動作化の後，てつお役の 

  児童にどんな気持ちだったか尋ねた。 

他の児童には，見ていてどんな気持ち 

になったかを尋ねた。 

   次に，なつみ役も児童にさせ，動作 

  化の後，どんな気持ちになったかを尋ね

た。 

 

 

 

 

 

 

なつみが楽譜を書いたときの動作化でも，てつお役となつみ役になった児童に演じての気持ちを

尋ねた。そして，見ていた児童にも見ていてどう感じたかを尋ねた。 

右手の小

指，あなが半

分あいている

よ。 

いちいちうるさいな。わか

ってるのに！ 

資料１ 役割演技の様子

自分は逆上がりも

できないくせに！ 

右手の小指，あなが

半分あいているよ。 

資料２ 役割演技の様子② 

（動作化の後）見ていた児童の反応 

・友達が優しく教えているのに，何で素直にきかないのかな。 

・てつおさん つめたいな。 

（動作化の後） 

 上手になってほしいと思って教えた

のに，悲しい気持ちになった。 



 

 

 

 

 

 

 ③ てつおとなつみの行動を確認し，てつおの気持ちを心情曲線で書く。その際，どうして上がっ

たか，下がったかの理由も書かせる。 

 

 

 

 

 

 

    

④ グループでそれぞれが考えた心情曲線とその理由を話し合う。 

（友達に自分の考えを伝える。友達と比べながら聞く。） 

 

 

 

 

 

   ⑤ 学級全体で，心情曲線とその理由を話し合う。 

   ⑥ 「今日の学び」を書き，紹介する。 

資料４ 児童のワークシート① 資料５ 児童のワークシート② 

資料３ 役割演技の様子③ 

（動作化の後） 

てつおさんが上

手になってくれる

といいな。 

（動作化の後） 

ドレミを書くといいことはわかってい

たけど，書いてなかった。少しずつふけ

るようになって，うれしいな。 

（動作化の後）見ていた児童の反応 

・なつみさんの気持ちがてつおさんに伝わってきている。 

・なつみさんは，教え続けていて優しいな。 

資料６ 「グループタイム」の様子① 

ぼくの心情曲

線と似ている。 

ここから上がっ

ているけど，上が

り方が違うな。 



    【今日の学び】 

     ・ 私は，少し友達のありがたみを分かっていなかった。でも，これからは感謝の気持ちをも

って友達と協力したい。 

     ・ てつおさんのように怒ってしまう気持ちも分かるけど，できるだけあまり怒らずすごして

いきたい。 

     ・ なつみさんの役をやっていやな気持ちになったから，これからアドバイスをもらったら受

け止めたい。 

  (ｵ)授業の考察 

    授業の前半で，てつおとなつみのやり取りを役割演技したことで，児童がより２人の気持ちを考

えることにつながった。授業の後半，てつおの心情曲線を書く際も，役割演技をしたときや見たと

きに感じたことを思い出しながら，理由を書くことができていた。 

    自分が書いた心情曲線をもとに，「グループタイム」をした際，曲線の上がり下がりは似ているが，

上がり下がりが急だったり，緩やかだったりすることに気付き，なぜそうなったか話し合うことが

できていた。ワークシートを指差しながら，てつおの気持ちの変化を説明している児童もいた。ま

た，「あっ。ぼくと一緒。」「私は，まだ上げなかった。」というつぶやきが聞こえてきたことは，自

分と比べながら友達の考えを聞いているからだと考える。 

    全体交流では，最初に発表した児童の心情曲線をもとに，似ているところ，違うところを伝えな

がら発表することができていた。授業後，児童に，話し合いをしての感想を尋ねると「線の動きは

似ていたけど，理由が違っていた。」「友達の理由を聞いて，なるほどなぁと思った。」など，話し合

いをしたことで様々な考えがあることにふれ，それを認めていることがうかがえた。 

 イ 授業実践② 

(ｱ)教材名 「大きな絵はがき」（東京書籍） 

(ｲ)主題名 友達への注意 

  内容項目 友情，信頼（Ｂ主として人との関わりに関すること） 

(ｳ)教材概略 

  友達と互いに信頼し合い，ときには注意しながら，友情を深めていこうとする心情を育てること

をねらいとしている。本教材は，料金不足の定形外郵便をもらった広子が，送り主である友達の正

子に教えようか教えないでおこうかと迷う話である。正子と友達として過ごした日々を思い出し，

きっとわかってくれると考えて，教えることを決心した広子の心の葛藤をしっかりと見つめ，本当

の友達について考えることができる教材である。 

(ｴ)授業の実際 

 ① 友達とはどのような存在か考える。 

 ② 教材文を読み，兄と母の意見の間で迷う広子の気持ちを考  

える。 

 ③ もし自分が広子の立場だったらどうするか，「心のものさ

し」をもとに考え，そう考える理由を書き，「２人でタイム」

を行う。（友達に自分の考えを伝える。友達と比べながら聞

く。） 

 ④ 学級全体で，もし自分が広子さんの立場だったらどうする

か話し合う。 

 

資料７ 「２人でタイム」の様子 



 

 

 

 

 

 

   ⑤ 迷いを乗り越えることができたのは広子さん

にどんな気持ちがあったからか考え，「グループ

タイム」を行う。（友達に自分の考えを伝える。

友達と比べながら聞く。） 

   ⑥ 「今日の学び」を書き，紹介する。 

     【今日の学び】 

    ・ 今までの自分は，いやなことがあっても   

その友達には言わないでだまっていたけ  

ど，自分がいやだったことをその友達に言 

って今度からしないように気をつけてねと  

教えたい。 

    ・ 初めは，正子さんが傷つくから教えない   

と考えていたけど，これからは，友達に同 

じ間違いがあったらいけないので教えたい。 

    ・ 私は，初めは教えたら正子さんはいやな思いをするから教えないと考えていたけど，今日の 

学習で，本当の友達だからこそ言えると分かりました。これからは，友達が間違っているとき 

に，「間違っている。」と言えるようになりたい。 

    ・ 今までは，友達がいやな思いをするかもしれないので，間違っていることには口を出してい 

なかったが，その間違っていることを続けたらその友達がいやな思いをするかもしれないので， 

今度からは，間違っていることも言ってあげたい。 

    ・ 今までは，間違っていても言うのがこわかったので言っていなかったけれど，これからは友 

達が間違えていたら必ず教える。 

    ・ 私は友達が悪いことをしたら，あまり自分一人じゃ言えなかったけど，友達の考えを聞いて 

友達でもやっぱりちゃんと言ったほうがいいと思った。 

  (ｵ)授業の考察 

     本時では，２回交流の場を設けた。１回目は，「自分が広子さんの立場だったらどうするか。」

根拠をもとに考える際，『心のものさし』を用いて，意思表示をさせた。その後，「２人でタイム」

を取り入れ，自分の考えとそう考える理由を話し合わせた。「２人でタイム」の後，多様な考えに

ふれさせるために，全体交流を行った。 

     「２人でタイム」では，始める前に，「友達の考えや理由と比べながら聞くこと」を確認したの

大切な友達だか

らこそ言える。 

信頼できる。 

何でも受け止め

てくれる。 

わかってくれ

る。 

資料９ 板書 児童から出た考え 

資料８ 板書「心のものさし」 

【教えない】 

正子さんがかな

しむかもしれな

い。 

かんちがいされ

たくない。 

【教える】 

正子さんがまた

間違えるかもしれ

ない。 

本当の友達だか

ら教える。 



だが，自分の考えとその理由を紹介し合っただけの児童がほとんどだった。「みんなでタイム」で

は，「教える」と考えた児童から，その理由を発表させた。友達の発表を自分と比べながら聞き，

発表する児童の姿が見られた。同じ「教える」でも，めもりの数値が違う児童がいたので，そこ

を深めきれなかったところが反省点である。 

     「みんなでタイム」を終え，自分の考えが変わった児童は，『心のものさし』に青で印を付ける

ように指示したところ，９名の児童が友達の考えを聞いて，自分の考えを変えていた。I 児は，

初めは，「教えない２：教えると正子さんが悲しむから。」としていたが，全体交流後，「教えない

３：本当の友達だから教える。」に考えが変わっていた。Y 児は，「教えない２：教えてあげよう

かな。でも間違えたことを言うと，がっかりするし，正子さんに自分がお金を払いたくないだけ

だと思われるかもしれない。だからできるだけ言いたくない。」と考えていたが，「みんなでタイ

ム」の後，「教える１：将来ほかの人に同じ間違いをしてほしくないから。」に考えが変わってい

た。 

     ２回目は，「迷いを乗り越えることができたのは，どんな気持ちがあったからだと思うか。」を

一人で考えた後，「グループタイム」を設けた。１回目同様，「友達の考えと比べながら聞くこと」

を確認した。１回目の話し合いよりも，自分の考えと比べながら聞き，ワークシートに自分の考

えと同じところを赤線で引いたり，友達のいいなと思う考えを付け加えたりする児童が見られた。 

     ２回の話し合い活動を通して，友達の様々な考えにふれ，自分の考えを確かなものにしたり，

見直したりすることができたと考える。また，友達に自分の考えを聞いてもらい，自分の考えを

ワークシートに付け加えてもらったことは，友達に認められているという安心感にもつながった

と考える。 

     児童一人一人の「今日の学び」から，友達の考えを聞いたり，自分の考えを伝えたりする中で，

今までの自分を振り返り，これからの自分について考えることができたと考えられる。 

（4） 道徳科以外の実践 

 ア 各教科の「いいところみつけ」の実践 

   作品完成後など作品を紹介したり鑑賞したり場を設け，「いいところみつけ」を行った。 

・国語「ある人物になったつもりで」 

  絵をもとに想像を広げて書いた物語を友達と紹介し合い，よかっ  

たとろを「ほめほめカード」に書いた。友達の作った物語の内容の 

おもしろさや表現の工夫などを見付けて，「ほめほめカード」に書い 

ていた。 

【ほめほめカード】 

・ ゆうとさんとれいなさんがかくれんぼをしているところで，ゆう 

とさんがおどろかせるわくわく感がすごいね。 

   ・ 内容がリアルでとてもすごいなと思いました。すごい！！！ 

   ・ ４枚も書いていてすごいね。かぎかっこの使い方が上手だね。 

  

 ・図画工作「スケッチ」 

    作品完成後，「友達の作品の色・組み合わせ・奥行などの工夫に注

目して鑑賞しよう」ということで，作品鑑賞会を行い，お気に入りの

作品に「いいところメッセージ」を送った。 

 

資料 10 「ほめほめカード」 

資料 11 作品鑑賞会の様子 



  【いいところメッセージ】 

   ・ グラデーションが上手で，奥行をちゃんとかいてい  

て，とても色使いがきれいです。私が一番いいなと思 

ったところは，シャッターの色が，ピンク，オレンジ，  

赤など，色々な色を使っているところです。 

   ・ 木を点々ぬりでしているところがいいね。小屋みた 

いなものが後ろにあるから小さくかいているのと，木が下の方がこくて，上のほうがうすくして

いるところが工夫しているなと思いました。 

   ・ とても絵がていねいにできていて，奥行や大きさの工夫をしていていいね。影を現実のように

少しずらしてかいているところもいいね。そして，空を上に行けば行くほどこくなっているとこ

ろもいいね。 

 イ 「ほめほめシャワープロジェクト」の実践 

   『小学校発！一人ひとりが輝くほめ言葉のシャワー』（菊池 省三 編著）を参考に，実践を行うた

めのきっかけ作りとして，道徳の教材「花さき山」の授業を行った。「ほめ言葉のシャワー」とは，一

人ひとりのよいところを見つけ伝え合う活動である。 

(ｱ)教材名 「花さき山」（東京書籍） 

(ｲ)主題名 人のこころの気高さ 

  内容項目 感動，畏敬の念（Ｄ主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること） 

(ｳ)教材概略 

  人の心の美しさや気高さに感動し，それを大切にしようとする心情を育てることをねらいとして

いる。本教材は，花さき山に一人で住んでいるやまんばと突然出会ったあやとの話である。やまん

ばは，あやが人知れずに行うけなげさや優しさを認め，褒めてくれる。花さき山の花は，人の心の

美しさを象徴している。 

(ｴ)授業の実際 

 ① 教材を読み，あらすじを押さえる。 

 ② 他者への優しさが花を咲かせることを理解する。 

 ③ 自分の身の回りの人を思い浮かべ，花さき山に花を咲かせているであろう人物とその具体的な

行動を探す。 

④ それぞれ見つけた人物とその具体的な行動をグループの友達に紹介した後，全体の場で共有す

る。 

資料 12 「いいところメッセージ」 

資料 13 児童のワークシート 



 ⑤ 「今日の学び」を書き，２学期から取り組む「ほめほめシャワープロジェクト」について知る。 

   【今日の学び】 

   ・ みんなが友達のいいところをいっぱい知っているんだなと思いました。ぼくも，みんなの 

ことが知りたいと思いました。 

   ・ みんなのにこにこ（やさしさ）を見付けたらいっぱいあったので，花さき山にたくさんの

花が咲いていることが分かりました。 

   ・ これから，「４の１ほめほめシャワープロジェクト」で，４の１をほめほめでいっぱいにし

ていきたいです。 

 （ｵ）「４の１ほめほめシャワープロジェクト」の様子 

 

 

 

 

２学期から，「４の１ほめほめシャワープロジェク

ト」を始め，２巡したところである。初めは，これまで

の友達との関わりの中で見つけたいいところを発表す

る児童や似たようないいところを発表する児童が多か

った。最後の教師からのコメントで，その日の友達のい

いところを紹介した児童や，誰もが気付いていないい

いところを紹介した児童をほめるようにした。少しず

つではあるが，隣の席だからこそ分かる友達のいいと

ころや，一緒の掃除場所だからこそわかるいいところ，一緒に遊んだから分かったいいところ

など，様々な友達のいいところを見つけ，紹介することができるようになってきた。 

「ほめ言葉のシャワー」を楽しみにしている児童が多く，「今日は誰だったかな？」と友達に

尋ねていたり，「今日のほめほめもう見つけた！」「これ，ほめほめで紹介しよう！」と友達のい

いところを見つけようと意識したりする姿が見られた。 

【「４の１ほめほめシャワープロジェクト」の感想】 

・ いいところを見つけて言ったり，言われたりするととてもいい気持ちになって，一日が

楽しい。 

・ 友達がたくさんいいところを言ってくれて，嬉しい気持ちになった。 

・ 自分の順番が来るのが楽しみだった。 

・ 友達のいいところを見つけることが楽しくなってきた。 

ウ 考察 

  様々な場面で，友達のいいところを見つける活動を行ったことは，お互いを知るよい機会となっ

た。友達に自分のいいところを見つけてもらうことで，嬉しい気持ちになるだけでなく，自分のこ

とを認められているという自己肯定感を高めることができたと考える。また，友達にもいいところ

がたくさんあると気付き，互いを認め合うよい機会にもなった。 

 

資料 16 「ほめほめシャワー」の様

① 前日にくじで「ほめ言葉のシャワー」をもらう児童を決める。 

② 帰りの会の終わりに，該当の児童が前に出る。 

③ 学級全員が起立し，いいところが発表できる児童は挙手をする。該当児童から指名され

たらその友だちのいいところを発表する。発表が終わったら座る。 

④ 全員の発表が終わったら該当の児童がお礼のスピーチを言う。 

⑤ 最後に教師がコメントを述べる。 

資料 14 「ほめほめシャワープロジェクト」の流れ 



６ 研究のまとめ 

   本研究では，「特別の教科 道徳」の授業を充実

し，自己を見つめ，友達と議論することと道徳科以

外の教科や特別活動でも自他を振り返る場を設定

することで，一人一人が生き生きと輝き，自他の違

いや多様性を認め合う学級を目指していった。 

   6 月と 12 月にとった意識調査を比較してみる

と，「学級の友達から認められていますか。」の項目

では，認められていると感じている児童の割合が，

63％から 72％に増えている。また，「自慢できると

ころがありますか。」の項目では，自慢できるとこ

ろがあると答えた児童が，52％から 57％とわずか

だが増えている。このことは，友達から認められ，

自分に自信がついてきていることの表れだと考え

る。 

   「特別の教科道徳」については，「グループの 

みんなや隣の友達と話すことができていますか。」 

の項目では，70％から 93％に，「自分の考えたこ 

とをみんなの前で話すことができていますか。」 

の項目では，52％から 93％に，いずれも増加し 

ている。このことは，安心して自分の意見や考え  

を話すことができる雰囲気ができたからではな 

いかと考える。様々な手立てをとったことで，一 

人一人が違いや多様性を認め合う雰囲気が形成 

されたのではないだろうかと考える。 

７ 成果と課題 

(1)研究の成果 

・ 「特別の教科 道徳」の授業を充実することで，自

分の考えに自信をもち，表現する力を育てることに

つながった。 

・ 自他を振り返る場を設定したことは，友達のこと

により関心が高まり，互いを認め合う雰囲気は居心

地がよい空間であり，学級全員でそういう学級を目

指していこうという意欲を高めることに有効だっ

た。 

(2)今後の課題 

・ 「考え，議論する道徳」について学び，実践を行ってきたがまだほんの一部の実践しか行っていな

い。児童の実態に合わせ，道徳的問題を主体的に考え判断し解決できるような資質・能力を育み，実

際の道徳的な行為や習慣にもつながるような授業実践を探っていきたい。 

・ 今回は，自他を振り返る場として「いいところみつけ」と「ほめ言葉のシャワー」の実践を行った

が，少しマンネリ化したところがあったので，児童のモチベーションを保つための工夫が必要だった。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

6月

学級の友だちからみとめられていますか。

とてもある ある あまりない ない

図３-１ 意識調査の比較 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

6月

グループのみんなや隣の友だちと話す

ことができていますか。

よくできている できている あまりできていない できていない

図３-３ 意識調査の比較 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

6月

自慢できるところがありますか。

たくさんある ある あまりない ない

図３-２ 意識調査の比較 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

6月

自分の考えたことをみんなの前で話すこ

とができていますか。

よくできている できている あまりできていない できていない

図３-４ 意識調査の比較 



《引用文献》 

(１)文部科学省 中央教育審議会「学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」 

（2016年 12月 21日） 

(２)文部科学省 中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（2016年 12月 21日） 

《参考文献》 

  (１) 田沼茂紀 編著『アクティブ・ラーニングの授業展開 小・中学校 道徳科』東洋出版社 2016 

  (２) 「考え，議論する道徳」を実現する会○Ｃ『「考え，議論する道徳」を実現する！ 主体的・対話

的で深い学びの視点から』 図書文化社 2017 

  (３) 菊池省三 編著『小学校発！一人ひとりが輝く ほめ言葉のシャワー』日本標準 2017 

  (４) 公益財団法人上廣倫理財団 『道徳科Ｑ＆Ａハンドブック』日本教育新聞社 2018 

  (５) 佐賀県教育委員会 『「考え，議論する道徳」授業へ向けて』2018 

  (６) 文部科学省 新学習指導要領解説「特別の教科 道徳編」平成 29年７月 



個人研究の部 国語科 

自分の考えをもち、伝え合い、考えを比べ合おうとする子供の育成 

― 国語科を中心とした指導の工夫 ― 

佐賀市立北川副小学校 教諭 高野 晋輔 

１ 主題設定の理由 

  今の子供たちやこれから誕生する子供たちが、成人して社会で活躍する頃には、我が国は厳しい時代

を迎えていると予想される。生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新により、

社会構造や雇用環境は大きく、また急速に変化しており、予測が困難な時代となっている。また急激な

少子高齢化が進む中で成熟社会を迎えた我が国にあっては、一人一人が持続可能な社会の担い手として、

生涯を通して学び続け、新たな価値を生み出していくことが期待される。PISA2015（平成 27 年実施）

において複数の資料から必要な情報を取り出し、考察して解答するなど読解力に関して改善すべき課題

が明らかになった。また、全国学力・学習状況調査等の結果によると、文における主語を捉えることや

文の構成を理解したり表現の工夫を捉えたりすること、目的に応じて文章を要約したり、複数の情報を

関連付けて理解を深めたりすることなどに課題があるが明らかになっている。 

本学級では、国語科の各単元でどのような力をつけるのか、そのために必要な学習内容は、と考えて

学習を進めている児童は少ない。また、自分の意見を理由まで付け加えて表現する児童はまだ少ない。 

  自ら何をどのように学ぶのか考え学習課題を設定し、他者と関わり合いながら、自分の考えを確かな

のにしたり、深めたり、広げたりしていく姿を目指す。 

国語教育の改善・充実を図るために「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、主体的な学びの

視点・対話的な学びの視点・深い学びの視点の３つの視点に立った授業改善に取り組むことが重要であ

り、その視点から言語活動を充実させ、子供たちの学びの過程の更なる質の向上を図ることが重要であ

る。 

そこで、本研究では、国語科の授業の在り方を探っていく。このことが、一人一人が言葉に着目して

読み取り、意見を交流し、自分自身の言葉で考えをまとめることができる子供の育成につながると考え、

本研究主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

  国語科の授業において、自分たちで、学習計画を立て、視点をもち意見を交流することで、自分の考

えを文章に表すことができる子供を目指す。 

 

３ 研究の仮説 

  国語科の授業において、自分たちで、学習計画を立て、視点をもち意見を交流することで、主体的に

学習に取り組み、考えを文章にまとめることができる子供になるだろう。 

 

４ 研究の方法・内容 

（１）内容 

①児童の実態を知る。 

②単元を見通して資質・能力の育成を目指す国語科の指導法について知り、授業づくりを行う。 

 

 



（２）方法 

①学習に関してのアンケートや毎時間のふり返り、授業改善ステップ表を使い実態調査を行う。 

②単元を見通して資質・能力の育成を目指す国語科に関する書籍などをもとに、研鑽する。 

③国語科を中心に授業実践を行う。 

④単元の最初には、子供と学習計画を立てる。 

⑤授業の展開の中に、自分の意見を確かなものにするため・深めるための話し合い活動の場（ペア対

話・グループ対話）を設定する。 

⑥視点を与えてのふり返りを行い、自分の考えを文章に書き表す。 

 

（３）計画 

①実態調査（５月） 

②自己研鑽（６～８月） 

③授業実践（７～１１月） 

④研究のまとめ（１２～１月） 

 

５ 研究の実際 

（１）児童の実態 

  学級の児童の実態を知るために、学習に関するアンケートを行った。「授業の中で、自分の考えを聞 

く人に伝えようとしているか。」の項目では、５２％の児童が「よくしている」と回答した。しかし、「自 

分の考えを伝えるときに、理由をつけて説明することができているか。」の項目では、約半数の２７％ 

の児童しか「よくできている」と回答しなかった。 

「授業の中で、友達の考えを聞いていますか。」の項目では、７６％の児童が「よくしている」と回

答しているが、「友達の考えを、自分の考えと比べて聞くようにしている。」では、「よくしている」と

回答した児童が４９％、さらに「友達の考えを取り入れながら発表をしている。」では、「よくしている」

と回答した児童が２４％と少なくなっている。 

このことから、自分の考えを聞く人に伝えようとしているが、理由をつけて説明をすることができて

いる児童は少ないことがわかる。また、ペア活動やグループ活動の中で、友達の考えを聞いているが、

自分の考えと比べて聞いたり、自分の考えに友達の考えを取り入れて発表したりすることができている

児童は少ないことがわかる。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）文献による理論研究 

①国語科における主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点 

主体的・対話的・深い学びは並列ではない。主体的で対話的な学びが結果として深い学びへ向かう 

ものでなければならない。文科省では、アクティブ・ラーニングの視点の例として問題解決型学習や

調査学習、グループワーク等を挙げている。これらの学習活動を、主体的で対話的で、思考・判断・

表現を伴う深い学びにするために、「話す・聞く」「書く」「読む」などの言語活動はこれまで以上に

重要な役割を果たす。個々の言語活動は、言葉の力によって支えられている。また主体的な言語活動

を展開するアクティブ・ラーニングの視点を通じて、言葉の力はさらに身に付く。中教審国語ワーキ

ンググループでは、深い学びのために重要な「国語科ならではの思考の枠組み」として、「言葉に着

目して言葉の働きを捉えるという国語科固有の視点を踏まえ、理解したり表現したりしながら自分の

考えを深めること」と示された。 

ア 主体的な学びの視点…学習の見通しを立てたり振り返ったりする学習場面を設けるなど、子供

自身が主体的に取り組める学習過程、実社会や実生活との関わりを重視した学習課題を設定する

など、学ぶ意欲が高まる学習を工夫する。 

イ 対話的な学びの視点…子供同士、子供と教師・地域の人と議論したり協働したりすることや、

教材文、作者・人物・自分との対話を通して、本の作者の考えや自分の考えに生かすなど互いの

知見や考えを広げ深める言語活動を設定することが重要である。 

ウ 深い学びの視点  …「言葉による見方・考え方」を働かせ言葉で理解したり表現したりしな

がら自分の思いや考えを広げ深める学習活動を設けること。その際、自分の思考の過程をたどり、

創造的・論理的思考の側面、感性・情緒の側面、他者とのコミュニケーションの側面から問い直

し考えを深めることが重要であり、語彙の豊かさが重要である。 

②国語科における「見方・考え方」=「言葉による見方・考え方」 

自分の思いや考えを深めるため、自分自身や相手、様々な事物と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉

の意味、働き、使い方等に着目して捉え、根拠、筋道、比較、関連付け、類型化などの思考方法を活

用しながら、その関係性を問い直して自分自身の言葉で意味付けること。 



③言語活動の充実 

言語活動とは、話す、聞く、書く、読むの４つの活動のこと。言語活動例とは、指導内容と言語活

動との密接な関連を図り、学習者の「主体的な学習活動を促しながら学習の効果を上げるため」に示

されたのが言語活動例。学習指導要領に示された指導事項を確実に身に付けさせなければならない。 

④単元のどこでどんな言語活動を設定するか 

ア 言語活動の段階 

１）準備段階（見つける・指摘する段階） 

２）活動段階（思考・解釈・熟考段階） 

３）活用段階（外へ発信する段階） 

イ 各段階における言語活動の設定 

     教師の指導目標が児童の活動目標につながるように単元構成を作る。１時間の学習のめあてと

まとめが単元を貫く言語活動につながるものでなければならない。単元の初めから終わりまで、

児童に学習の目的意識や相手意識（誰に、どのように発信するのか）を一貫させることによって、

伸ばしたい国語科の能力を育成することが可能となる。 

⑤対話活動の流れ 

ア 話題把握 …仲間と話し合う共通話題の確認。 

イ 心内対話 …話題に基づき自分の考えを作る。教材文の一人読み。 

ウ ペア対話 …自分の考えを対面する仲間と音声言語で交流。 

エ 全体対話 …自分の考えをクラス全体と音声言語で交流。 

オ 個のまとめ…最終的な自分の考えを整理し、まとめる。 

⑥対話活動が深まるために必要なコミュニケーション力 

   ア 対話の参加者を尊重する力 

   イ 対話の価値を共有する力 

   ウ 対話の参加者間で見通しを立てる力 

   エ 対話の参加者間で発話機会を提供し合う力 

   オ 対話中に問いを更新する力 

   カ 対話中に自分の考えの根拠を点検する力 

   キ 対話中に情報を思考操作する力 

   ク 対話中に自分の考えを修正する力 

   ケ 複数の方法で説明する力 

   コ 共通の語彙に言い換える力 

 （３）授業改善ステップ表を使っての授業改善 

   授業改善ステップ表は、（見通す・自ら考える・対話する・振り返る）の４つの観点からなる。そ

の実態に応じて、必要な手立てを「手立て一覧表」より、考えていった。 

  ①観点 A（見通す）…本時のめあてに沿って本時のめあてに沿って、１単位時間のゴールを見通して

いるけれど、本時の学習や単元のゴールを見通すことはできていない。 

手立て A 子供と学習計画を立てる 

  ②観点 B（自ら考える）…発問をすれば素直に考えを発表しているが、課題を解決するために何をす

るべきなのか自分からは考えてはいない。 

手立て B 学習成果を中間発表として見せ合い互いのよさや改善点に気付かせる。 



  ③観点 C（対話する）…自分の感想や意見をもって、相手に伝えているが、感想や意見を伝え合う中

で、共通点、互いのよさに気付くことはできていない。 

   手立て C 思考ツールを用いて考えを整理させる 

   手立て C 話し合いの観点や目的を明確に示す 

  ④観点 D（振り返る）…できるようになったことや分かったことについて、振り返っているが、理由

や根拠を挙げながら、振り返ることはできていない。 

   手立て D 視点を与えて振り返らせる 

  

（４）授業の実際 

  ①読む「表現の工夫・読み比べ」（９月実施） 

ア 単元名 書き手の工夫を考える 

   イ 教材名 「ほけんだよりを読みくらべよう」（東京書籍） 

   ウ 付けたい力 事柄の取り上げ方や説明の仕方の工夫を読み取る。 

   エ 言語活動 ２つの「ほけんだより」を読み比べて自分はどちらがいいと思ったか、考えたこと 

を書く。 

オ 単元の学習計画 

手立て A 子供と学習計画を立てる 

本学級の子供は、１学期の終わりに一度、学習計画の立てる経験をしている。単元の導入では、 

実際の保健だよりを見せ、文章には、書き手の言いたいことがあることを伝え、「書き手の工夫 

を考えよう」という学習課題を示した。 

学習計画を考える際には、今回の学習課題を達成するためには、どのような学習をしていけば

いいのか、どのような力が必要になるのか子供に問いかけ、ノートに学習計画を書かせた。その

後、全体での話し合いを行った。 

書いた学習計画を出し合い、教師が短冊に書き出し、黒板に貼り出した。子供からの意見が出

終わったところで、次は、並び替えを行った。ただ読むだけでは、何を読み取れば分からない、

読むときのポイントを知らなくてはいけない、という意見が出た。そこで、読むときのポイント

を確認することが最初の学習になった。 

学習課題「書き手の工夫を考えよう」 

 １）読むときのポイントを知る。 

 ２）１つ目の文章を読む。 

 ３）２つ目の文章を読む。 

 ４）読み比べる。 

 ５）どちらか選び、理由を書く。 

 ６）ふり返る 

 

   カ 単元の実際 

    １）読むときのポイントを知る。 

   読むときのポイントとして２つのことを確認した（１つ目：書き手の伝えたいことは何か 

２つ目：書き手は、伝えたいことをうまく伝えるために、ことがらの取り上げ方や説明の仕方 

に、どんな工夫をしているのか）。 



    ２）３）書き手の工夫は、どのようなことか、教科書の例を基に考える。 

まず、教科書の朝ごはんについて書かれた２つの保健だよりを読み、それぞれの工夫を読み 

取っていった。図や表が使われていることに気付いたので、図や表と文章の関係、それがある 

ことのよさはなにか、問いかけて考えをまとめていった。１つ目の文章では、「図があるから、 

朝ごはんを食べると、朝ごはんがエネルギーになったり、体温が上がったりするのが分かりや 

すい」、「イラストがあって、（書かれている内容が）一目で分かる」など、図があることで、 

書かれている文章の内容が直感的に分かることに気付いた。２つ目の文章では、「表で何人が 

朝ごはんを食べてきたか・食べてこなかったが分かりやすい」、「表があると本当のことだと思 

うし、何人なのか、どちらが多いのか分かる」など、表があることで、客観的な事実であるこ 

と、説得力があることに気付いた。 

４）読み比べる（ペアで） 

      手立て C 話し合いの観点や目的を明確に示す 

目的①２つのほけんだよりの同じことが書かれている部分を確認する。 

目的②違うことが書いてあるところを見つけ、線を引く。 

 

 

 

 

 

 

５）どちらか選び、理由を書く。 

  まとめでは、２つの文章を読み比べて自分はどちらの文章をほけんだよりにするのか理由を

つけて書いた。条件として、書き出しを「わたしは○つ目の文章を選びました。その理由は、

～」にそろえることを示した。 

  １つの文章について理由を書いた児童が１５人、２つの文章の内容をまとめ、どちらがいい

か２つを比べて理由を書いた児童が１７人いた。 

 A 児：１つ目の文章には、朝ごはんを食べることのよさが書いていて、２つ目の文章は、朝ご 

はんを食べなかったらどうなるかが書いている。ぼくが大切にしたいのは、朝ごはんを 

食べることのよさです。 

B 児：１つ目は、朝ごはんを食べるとエネルギーになることがかいていて、２つ目は、ほけん 

室に来た人が朝ごはんを食べたかどうかが書いていました。わたしは、１つ目がいいと 

思いました。理由は、朝ごはんを食べるとエネルギーになり午前中を元気にすごせると 

かいてあったので、（読んだ人に）朝ごはんを食べてもらえると思ったからです。 

C 児：食べていない人がイラストをみたら体温が上がったりエネルギーになったりするんだな

とわかりやすいし、表は食べた人と食べなかった人の数しか分からないからわたしは１

つ目の文章がいいかなと思った。 

６）ふり返る 

  今までの学習内容をふり返り、わかったこと・できるようになったことを文章にまとめた。 

・図や表があると文章が（読み手にとって）分かりやすい…２０人 

・図や表を使って文章を書きたい…８人 

こことここ 

一緒じゃない。 

こっちには図があ

るけど、そっちには

表があるよ。 



・くらべるときは、まず同じところから探し、つぎに違うところを見つける…３人 

・朝ごはんをみんなに食べてほしいから文章を書いたことが分かった…２人 

・文章を読むときは、書き手の伝えたいことは何か考えたい…１人 

・朝ごはんの大切さが分かった…３人 

A 児：図や表があると、一目で分かるし、さらにアドバイスをくわえると、よりこうかを高め

ることができる。 

B 児：理由を書くのは、苦手だったけど、1 つ目を読んで、２つ目も読んでくらべて理由を書

くと、１つずつやっていくと、とても分かりやすくて、理由もちゃんと書けてとてもう

れしかった。 

C 児：イラストはわかりやすかったけど、表もくふうをしたら分かりやすくなると思 

いました。 

 

   キ 授業の考察 

手立て A …学習課題を確認し、子供と全体で話し合いながら、学習計画を立てることで、「書

き手がわかりやすく伝えるためにどのような工夫をしているのか知りたい」とい

う意欲をもたせることができた。学習計画の順番を決める際には、「先に読むと

きのポイントを知らなきゃ。」、「先に読んでないとくらべられない。」「ふり返り

は最後。」などそれぞれが学習課題に向かうためにはどのような学習計画がいい

のかと考えることができた。 

手立て C …ペア活動の際に話し合いの観点や目的を明確に示すことで、どこが一緒で、どこ

が違うのかスムーズに意見を交流することができた。教科書を指差しながら、同

じところ・違うところを説明している児童もいた。 

手立て D …振り返りでは、視点を与えることで、２０人が図や表があると文章の内容が分か

りやすいと、書き手の工夫についてまとめることができた。学習の方法について

書いているのは２人のみだった。毎時間の学習の流れの確認がまだ足りないよう

に感じる。図や表を使って文章を書きたいと書いた子供が８人おり、学んだこと

を、自分が文章を書くときにも使おうという意欲がうかがえた。 

 

  ②書く「感想・意見」（１０月実施） 

   ア 単元名 伝えたいことの中心を明確にして書く 

   イ 教材名 「心にのこったことを」（東京書籍） 

   ウ 付けたい力 伝えたいことの中心を決めて組み立てを考え、理由や事例を挙げて文章を書く。 

   エ 言語活動 生活の中で印象に残っている出来事を友達や家族に伝える文章を書く。 

オ 単元の学習計画 

手立て A 子供と学習計画を立てる 

前回の単元で、読む学習、書き手には伝えたいことがあることを学習している。そこで今回は、

心に残ったことを書くことをしたいと伝えた。すると「伝えたいことを決めて書こう」という学

習課題にしたいと子供から声が上がった。 

前回と同じようにどんな学習・力が必要になるのか子供に問いかけ、ノートに学習計画を書か

せた。ペアでどのようなことを書いたか紹介し合い。その後、全体での話し合いを行った。 



書いた学習計画を出し合い、教師が短冊に書き出し、黒板に貼り出した。子供からの意見が出

終わったところで、次は、並び替えを行った。書く前に、心にのこったことを思い出さなくては 

いけない、という意見が出た。そこで、心に残ったことを思い出すことが最初の学習になった。 

 

  学習課題「伝えたいことを決めて書こう」 

 １）心にのこったことをいくつか思い出す。 

 ２）１つ伝えたいことを決める。 

 ３）心にのこったことをしょうかいする。 

 ４）書くときのポイントを知る。 

 ５）構成メモを書く（書く順番を決める）。 

    ６）文章に書く。 

    ７）書いた文章を伝え合う。 

    ８）ふり返る。 

 

   カ 単元の実際 

 

１）２）心にのこったことをいくつか思い出し、伝えたいことを決める。 

  手立て C 思考ツールを用いて考えを整理させる 

１学期の「自分をしょうかいしよう」でも、書くための材料集めに構成メモを使っていたこ

とを確認し、心にのこったこと（おどろいたこと・楽しかったこと・うれしかったこと・感動

したこと）を思い出し、作文アイデアマップに書きだしていった。その中から伝えたいことを

１つ決めた。 

 ３）心にのこったことをしょうかいする。 

   全体の前で何人かに紹介してもらい、教師がいつ・どこで・何をしたのか・そのときの気持

ち、もっとくわしく知りたいことを質問した。その後、ペアで紹介し合い、「自転車にのれた

ときどんな気持ちだった。」、「とび箱の練習はどうやってやったの」などと児童同士で質問を

し合った。 

 ４）書くときのポイントを知る。 

   教科書の文例を読み、書くときのポイントを探った。「題名が短い。」、「はじめを読んだら書

いてあることが分かる。」、「会話文が入っている。」などの意見が出た。出た意見を子供と一緒

にまとめた。 

  ・題名…伝えたいことを短く書く。 

  ・始め…いつ、どこで、だれとどんなことをしたのかを書く。 

・中…出来事の様子やそのときの気持ち、したこと、見たこと、聞いたことをくわしく書く。

会話文を入れる。 

  ・終わり…出来事を通して思ったことを書く。 

 ５）構成メモを書く（書く順番を決める）。 

   手立て C 思考ツールを用いて考えを整理させる 

短冊を用意し、そこに１つずつ伝えたい出来事についてくわしく書いていった。 

 



以下、D 児の構成メモより。 

  ・体育の時間、とび箱４だんをかいきゃくとびでとべた。 ・おしりがひっかかって痛かった。 

  ・先生が手袋をして、おしりを上げてくれた。  

・コツをつかんで、自分でとんだ。 

  ・何回もくりかえした。 先生に「合格です。」と言われた。（←不安だったけど楽しくなった。） 

  ・みんなの前の発表では、きんちょうした。 

    ６）７）文章にまとめ、書いた文章を伝え合う。 

     手立て B 学習成果を中間発表として見せ合い、互いのよさや改善点に気付かせる 

     手立て C 話し合いの観点や目的を明確に示す 

      視点①はじめ・中・終わりが分かりやすいか。 

      視点②会話文や気持ちが書けているか。 

 

構成メモに書いたことを並び替えた

り、付け加えたりして文章にまとめた。   

その後、子供たちとどこに気を付け

て読み合うのか考え、２つの視点を設

定した。グループで友達の文章をチェックして、視点をもとに

アドバイスを行った。その後、アドバイスをもとに文章の修正

を行った。はじめ、中、終わり、会話文や自分の気持ちを入れ

て書くことができた子供が、１４人いた。 

D 児の文章：囲んでいる箇所は、修正箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中に、会話文を

入れてみたら。 

このときどんな

気持ちだったの。 



８）ふり返る。 

     手立て D 視点を与えて振り返らせる 

     ・はじめ、中、終わりに分けると（文章を）書きやすい…１７人 

・文章を書くときは、いつ、どこで、だれが、何をしたのかを書くといい…５人 

     ・構成メモがあると書きやすい…５人 

・出来事の様子、そのときの気持ちを書くことが大切…１人 

     ・書きたいことを決めて、くわしく思い出すことが大事…１人 

     ２９人の子供が、伝わりやすい文章を書くために大切なことを文章でふり返ることができた。 

     ・会話文をもっといれたかった…３人 ・気持ちをもっといれたかった…２人 

     ・題名を短く書きたい…１人 

     ６人の子供が、自分の書いた文章をふり返り、もっとよくするためには、何をすればよいのか 

考えることができた。 

A 児：文章を書くときは、こうせいメモをかくとやりやすい。はじめ・中・終わりに気をつけ 

て文章を書く。出来事を多く思い出すほど、書きやすかった。 

B 児：こうせいメモを書いてからやったのでとても書きやすかった。つぎも文章を書くときは、

こうせいメモを使うといいことが分かりました。 

C 児：いつ・どこで・だれが・どんなことをしたのかなど書くときのポイントを知っておいた 

ほうが文章を書くときにべんりだと思った。 

 

   キ 授業の考察 

     手立て B  …中間発表を行うことで、友達の文章のよさに気付いたり、自分の文章の改善点

を見つけたりすることができ、多くの子供が文章を修正することができたと考え

られる。 

 

手立て C 思考ツールを用いて考えを整理させる 

           …作文アイデアマップを用いることで、伝えたいことについてくわしく思い出す

ことができた。また、構成メモを使うことで、文章の並び替えが容易にでき、よ

り読み手に伝わり易い文章にすることができたと考えられる。 

            普段は文章を書くことに抵抗のある子供でも、「くわしく書けておもしろかっ

た。」、「上手く文章に書くことができた。」などと振り返りに書いていた。 

思考ツールを用いて、１つ１つ手順を踏んで文章を作っていくことが有効であ

ったと考えられる。 

           

話し合いの観点や目的を明確に示す 

       …２つの視点を自分達で考え出すことで、より視点を意識して文章を読むことが

できたと考えられる。 

 

     手立て D  …視点があることで、ほとんどの子供が伝わりやすい文章を書くために大切なこ

とは、○○とまとめることができたと考えられる。 

 



③書く「創作（詩・俳句）」（１月実施） 

   ア 単元名 伝わるように言葉を考えて詩を書こう 

   イ 教材名 「気持ちを言葉に」（東京書籍） 

   ウ 付けたい力 経験を振り返り、伝えたい発見や感動を見つけ、言葉を考えて詩を書く。 

   エ 言語活動 発見や感動が伝わるように詩を書く。 

オ 単元の学習計画 

手立て A 子供と学習計画を立てる 

手立て C 思考ツールを用いて考えを整理させる 

     学習計画を立てるときに、ソーティングメモを用いた。学習課題をクリアするために、何をし

たらいいかふせん紙に書き出し、学習課題に向かうように並べ替えた。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題「発見や感動が伝わるように、言葉を考えて詩を書こう。」 

１）書くときのポイントを知る。 

 ２）発見したこと・感動したことを思い出す。 

 ３）構成メモを書く（伝わるように言葉を考える）。 

 ４）題名を考える。 

 ５）まとめる（詩を書く）。 

    ６）グループで友達の意見を聞いてしゅうせいする（題名をもう一度考える）。 

    ７）伝え合う（詩の発表会）。 

    ８）ふり返る 

 

   カ 単元の実際 

１）書くときのポイントを知る。 

 詩のモデルの中から詩を書くときのポイントを探していった。 

 ・たとえ（ひゆ）～みたい、～ようだ、まるで～ 

・見たこと、聞いたこと、におい、てざわり 

 ２）３）発見したこと・感動したことを思い出し、構成メモを書く（伝わるように言葉を考える）。 

 ４）題名を考える。 

学習課題をクリアするために、何を

したらいいかふせんに書き出す。 

学習課題に向かうように並べ替える。 



５）６）詩を書き、グループで意見を交流してしゅうせいする（題名をもう一度考える）。 

A 児の詩： 

      囲んだ箇所は修正箇所 

      

     修正の結果、すべての子供が    

詩の中に、たとえ（ひゆ）を一 

か所以上入れることができた。 

 

 

 

 

 

 

７）伝え合う（詩の発表会）。 

    ８）ふり返る 

     手立て D 視点を与えて振り返らせる 

A 児：詩を書くときは、ひゆをいれた方がいいと分かった。ぼくは、ひゆを１こしかいれれな

かったけれど、２こや３こひゆを入れている人がいたので、次は、ひゆを３こくらいい

れたい。ほかにも、におい、てざわり、見たこと、聞いたことなども入れて詩を書きた

い。 

B 児：詩を書くときには、なるべく短く書いたらいいと思いました。友達の詩を読んで、いろ

いろひゆを使っている人がたくさんいてみんなすごいなと思いました。 

C 児：詩を書くときに大切なことは、短くまとめて、言葉に気を付けて書くこと。たとえば、 

言葉は、～みたいに、～ような、まるで～などを入れるといい。 

 

   キ 授業の考察 

     手立て A C…ソーティングメモを用いることで、書いたことを自由に何度も移動させ

ることができ、学習計画を考えることがよりスムーズに行えるようにな

った。ソーティングメモがあることで、ペアで交流をする際も、実際に

ふせん紙を動かしながら考えを伝え合う場面が見ることができた。 

ふせんに書き、移動をさせることで同じような意見をまとめることが

でき、「構成メモを書く（伝わるように言葉を考える）。」「まとめる（詩

を書く）。」「グループで友達の意見を聞いてしゅうせいする（題名をも

う一度考える）。」「伝え合う（詩の発表会）」などと学習内容をよりくわ

しく、何をするのかを具体的にイメージすることができたと考えられる。 

振り返りでも、学習計画をふせん紙を使って立てることは、考えやす

かった、スムーズに並べ替えをすることができたという意見を書いた子

供が１０人いた。 

学習計画を立てる際に、ふせん紙を用いることは有効であると考えら

れる。 
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（５）日々の実践 

  ①「話す・聞く」力を高める 

   ア 朝のスピーチタイム…木曜日に１人１分、意見・質問２分 

   イ 話型指導…～さんと同じように、～さんににていて、～さんに付け加えて 

   ウ ハンドサイン…１一緒です ２つけくわえる ３他にも見つけました ４質問があります 

②「読む」力を高める 

 ア 音読…様々な音読方法で（号車で、教師と友達と交代読みで） 

 イ 読書…発達段階に応じた質と量。定期的に図書室へ行く。 

 ウ 国語辞典…言葉への興味関心。語彙を増やす。 

③「書く」力を高める 

 ア 毎日日記を書かせる…テーマを与える。 

 イ 自分の考えを表現する…各教科で考えを書かせたり、説明をさせたりする。 

④学習計画を立てる 

ア 社会…はたらく人とわたしたちのくらし（店ではたらく人・農家の仕事・工場の仕事）でも、

学習計画を児童とともに話し合って決めた。 

【学習の振り返り】 

・学習計画があるので、今日の学習でなにをするのかわかりやすかった。 

・学習計画を立てて、見学前にたくさんお店のことを調べようと思った。 

・（仙台市で作られている）ささかまぼこがお店に売ってあった。どうやって（北川副まで）運ば 

 れてきたのか知りたい。 

６ 研究のまとめ 

 （１）事後アンケート結果 

  １月に学習計画に関するアンケートを行った。 

 

 

 

 

 

 

  学習課題や計画を話し合うことが好きな子供は、２５人、どちらともいえないが７人であった。理由

として、「みんなで計画を立てると課題が見つかったり、整理しやすくなったりするから」「友達の意見

がきけるから。思いつかない考えを知ることができるから。」など、友達の考えのよさについて書いた

子供や「いろいろな意見が出て、勉強が進むから」「計画を立てると、勉強がつながっていくから」な

ど計画を立てることで、見通しをもつことができると書いた子供がいた。 

  質問２では、３２人の子供が学習計画を立ててよかったことがあったと回答した。理由として、「学

習計画を立てていたので、授業で何をするか分かっているからスムーズに授業が進む」「勉強を順番に

進めることができる」「学習課題・計画を見ると、今日は自分が何をするのか、つぎに何をするのかす

ぐに分かる」「学習の進め方に迷ったときに、計画を一目見ただけでわかる」など自分で学習を進める

ことができることのよさについて書いた子供が多くいた。 

 

１．みんなで学習課題や計画を話し合うことは

好きですか。 

好き 25 

どちらとも言えない 7 

きらい 0 

２．学習計画をたててよかったことは、 

ありますか。 

ある 32 

ない 1 



７ 研究の成果と今後の課題 

（１）研究の成果 

   ① 自分たちで学習計画を立てることで、学習の見通しや目的意識、必要性をもつことができ、単

元のゴールを見通して、主体的に学習に取り組むことができた。 

  ② 視点をもち、感想や意見を伝え合うことで、共通点や相違点、互いのよさに気付き、自分の考

えや文章を修正することができた。 

 

（２）今後の課題 

① 単元にあわせて、どのような手立てが有効なのかを明らかにしていく必要がある。 

② 学びの深まりを作り出すために、児童が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立て

るか、対話によって自分の考えを広げたり、深めたりする場面をどこに設定するのかを探る必要

がある。 
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個人研究 特別活動 

学級生活の楽しさを見出し，よりよい学級をつくろうとする子供の育成 

―学級活動の実践を重視した自主的・実践的な活動を通して― 

佐賀市立赤松小学校 教諭 （5年）山口純平 

 

１．主題設定の理由 

(１)中央教育審議会答申より 

 近年，社会は生産年齢人口の減少，グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により複雑に変化

する予測困難な時代となっている。この現状を踏まえ，平成 28年 12月の中央教育審議会答申におい

ては，予測困難な社会の変化に主体的に関わり，どのように社会や人生をよりよいものにしていくの

かという目的を考え，自らの可能性を発揮し，よりよい社会や幸福な人生の創り手となる力を身に付

けられるようにする「生きる力」の重要性を明記している。このように社会参画を目指し，自治能力

を育むことが求められる現状で，特別活動の果たす役割は大きいと考える。 

(２)改定学習指導要より 

小学校学習指導要領解説特別活動編（平成 29年告示）によると，特別活動は『「人間関係形成」「社

会参画」「自己実現」の３つの視点を手掛かりに，「様々な集団活動に自主的，実践的に取り組み，互

いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決すること」を通して資質・能力の

育成を目指す』としている（１）。学校は，一つの小さな社会であると同時に様々な集団から構成される。

特に，学級は学校における基礎的な生活単位であり，日々の生活の中で多様な考え方や感じ方に触れ，

他者との関わりを深めていく場となっている。特別活動を充実させ，自分が集団の一員であることを

認識し，課題に対して集団で協力して解決に向け取り組むことを通して，よりよい生活を目指してい

く力が育まれていくと考える。本研究における「自主的・実践的な活動」とは，協働する様々な集団

活動の意義を理解し，積極的に取り組むことである。「学級の楽しさを見出す」とは，子供たちが学級

生活に楽しさを感じていることであり，学級の一員であることが嬉しいと実感していることである。

「よりよい学級」とは，子供一人一人のよさや可能性を生かすとともに，他者の失敗や短所に寛容で

共感的な雰囲気である支持的風土が高まった学級である。具体的には，協力して活動に取り組んだり，

話合いで自分の意見を発表し合ったり，より安心して学習や生活に取り組むことができる学級である。 

（３）子供の実態より 

本学級の子供は，高学年になり委員会活動や縦割り班活動で，サブリーダーとして活動する中で，上

級生としてのリーダーの自覚が芽生えてきている。また，自然教室を経て，友達と協力することの重要

性や，みんなで一つのことをやり遂げた達成感を感じている。さらに，５月に子供たちに目指す５年生

の姿を考えさせ，その思いと教師の願いを込めて，「自主・協力・思いやり・挑戦」を学級目標に掲げ，

目標達成に向けて取り組んでいる。一方で，学級になじめなかったり，自分に自信をもてなかったり，

集団の中で意欲的に行動したりすることが苦手な子供もいる。学級での困り感を減らし満足度を高める

ためには，自分や友達のよさを知り，共に活動することの楽しさを実感させる必要があると考える。 

 

 以上３点のことから，本研究では学級活動の自主的・実践的な活動を通して，学級の楽しみを見出

すことで，学級をよりよくしようとする子供の育成につながると考え，本研究主題を設定した。 
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２．研究の目標 

 特別活動の「学級活動」の領域において，学級の課題を見出し，自主的・実践的な活動を通して，楽し

みを見出し意欲的に学級に関わろうとする子供の指導方法を探る。 

 

３．研究の仮説 

学級活動において自主的・実践的な活動を重視した集団活動を積み重ねることで，学級の楽しさに気付

き，よりよい学級生活づくりに参画しようとする子供が育つであろう。 

 

４．研究の内容・方法 

(１)授業実践 

  ・「学級活動（１）学級や学校における生活づくりへの参画」を重点的に行う。学級の子供たち一人一

人が集団活動に自主的・実践的に取り組み，自分の役割を行いながら，自己のよさに気付き，楽しい

学級生活を築いていけるような活動を，意図的・計画的に実践していく。 

  ・子供たちが見通しをもって活動できるように，つかむ（議題選定），話し合う（話合い活動），実践

する（準備・実践活動），振り返る（振り返り活動，学級文化をつくる）の学級活動のサイクルを示し

計画に沿って取り組んでいく。 

(２)環境整備 

  ア 活動の可視化 

 イ 学級活動コーナーの設置 

  ウ 自他のよさを認め合う活動 

 

５．研究の実際  

(１)子供の実態について 

   ア 学級集団の傾向 

     まずは，子供たちの実態を確かめるために，アンケートを実施した（５年２組 32名５月 11日

実施）。「学級が楽しい」という設問に対し，「とてもそう思う」「少しそう思う」と肯定的にとら

えた子供は 84％（27 人）である。 

     一方で，次の問いに肯定的な回答者は，「自分のことが好き」68％（22 人），「自分の思いや意

見を進んで表現する」65％（21人），「集団で意欲的に進んで表現する」71％（23人）であり，約

3分の１の子供に苦手意識があることが分かった（図１）。 

このことから，自分の学級に愛着をもちながらも，自分に自信をもてず，自分の思いを表現し

たり，集団で活動したりすることに消極的であることが考えられる。 

     また，平成 23 年度の東京都教職教職員研修センターに自尊感情や自己肯定感に関する研究で

用いられた，子供の自尊感情や自己肯定感の調査を行った。自尊感情とは，自分を他者との関わ

りを通してかけがえのない存在，価値のある存在としてとらえる気持ちである。また，自己肯定

感とは，自分のよさを肯定的に認める感情である。 

     自尊感情や自己肯定感を高めることは，子供の自信ややる気の向上につながる。自主的・実践

的な活動に取り組むためには，子供たちが学級の活動について進んで取り組んでいきたいという

意欲の高まりが必要であると考える。 

16
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1
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自分の思いを表現する

集団で進んで行動する

自分のことが好き

学級が楽しい

意識調査（５月11日）

とても思う 少し思う

あまり思わない 思わない。

図１ 意識調査アンケート（平成 30 年 5 月実施） 
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調査はアンケート形式で，自己評価

では，自尊感情の３観点，各４点満点

で傾向をみることができる。観点の内

容について，「自己評価・自己受容」は，

自分のよさを実感し，自分を肯定的に

認められることができること，「関係

の中での自己」は，多様な人との関わ

りを通して，自分が周りの人の役に立

っていることや周りの人の存在の大きさに気付くようにすること，「自己主張・自己決定」は，今の

自分を受け止め，自分の可能性について気付くようにすることである。 

相対的に A自己評価・自己受容の観点が低く，子供たちは自分のよさにあまり気付いていないの

ではないかと考えられる（図２）。 

    

イ 抽出児について 

    5 年生になり委員会活動が始まり，学校全体のために活動することへ，やる気が高まっている。

縦割り活動では，サブリーダーとして下級生をまとめる場面も出てきて，上級生としてのリーダー

の自覚が芽生えてきている。一方で，自分のよさにあまり気付いていないで，自分に自信がもてず

に集団の中で自分の意見を話したり，進んで行動したりすることが苦手な子供もいる。たくさんの

友達との関わりの中で，自分の思いを表現したり，集団で行動したりすることを価値付けし，自分

に自信をもたせることで学級の楽しさを感じてほしい。本研究にあたり，抽出児の変遷を見ていく。 

 

(２)研究の視点 

よりよい学級をつくるためには，子供たちが安心して生活できる居場所づくりが必要である。また，

自主的な活動の意欲を高めるためには，学級の生活ルールを確立したり，自分のよさに気付き，子供同

士の良好な人間関係を築いたりすることが大切であると考える。子供たちが自主的・実践的な活動をす

るために，以下の視点を取り入れることにする。 

  

視点１：子供一人一人のよさや可能性を生かすとともに，集団で協力して成し遂げる場としての自主的・

実践的な活動の充実 

視点２：自他の思いを受け入れ話合いができる支持的風土を形成する環境整備の充実 

2.89
3.3 3.23

2

3

4

Ａ自己評価・自己受容 Ｂ関係の中での自己 Ｃ自己主張・自己決定

自尊感情の傾向

図２ ５月 自尊感情の傾向グラフ 

《X児プロフィール》友達と仲良く遊んだり，話

したりする天真爛漫な性格に見える。しかし，意

識調査や個別に話をすると自己肯定感や自己有

用感が低く，自分のよさにあまり気付いていな

い。Q-U テスト学校生活不満足群（承認 14 非承

認 12）（平成 30 年５月実施）。自尊感情の傾向

A2.50 B1.71 C1.71（平成 30年 5月実施）。 

 

《Y 児プロフィール》仲の良い友達とは楽しそう

に遊ぶが，表情や態度から周囲に気持ちを勘違い

され嫌な思いをすることがある。自分の考えを表

現したり，進んで行動したりすることに苦手意識

がある。Q-Uテスト学校生活不満足群（承認 15非

承認 13）（平成 30 年 5 月実施）。自尊感情の傾向

A3.00 B3.14 C3.00（平成 30年 5月実施）。 

 



4 

 

(３)視点１の取組 

【実践授業１】 7月議題「プールばしゃばしゃ夏祭り IN赤松をしよう。」 

つかむ過程 

６月の学級活動では，学級の友達と仲良くなりたいという子供の思いから，「出し物選手権をしよう」

を企画して実践した。その中で，友達と協力することのよさや，一人一人が役割を果たしてやりとげる

達成感を感じることができた。一方で，友人関係が固定化して，学級内で関わりが少ない友達もいるこ

とが課題となった。 

７月の学級活動では，少人数のグループだけでなく，学級全体が団結するために，みんなが協力して

楽しめることをしたいという思いで議題を選定した。１学期で転出してしまう子供がいることから，32

人全員が楽しく，思い出に残る活動をしたいという思いも込めて学級会を開いた。 

話し合う過程 

議  題：「プールばしゃばしゃ夏祭り IN赤松をしよう。」 

提案理由：前回の出し物選手権では，友達と協力して，助け合い，盛り上がり，一人一人が役割をもっ

て行動することができた。そこで，1 学期の最後に，プールで夏祭りをすることで，クラス

の友達ともっと仲良くなり，団結し思い出に残ることをしたいと考えたから。 

１ 議題，提案理由，話合い活動のめあて，決まっていること，柱について確認する 

 ２ 柱１「どんな気持ちで取り組むか（気持ち・思い）」に沿って話し合う。 

  ・楽しく元気 ・みんなと仲良くなる 

  ・盛り上がる     ・協力し合う 

  ・いやな気持にならない 

  ・思いやりのある 

 ３ 柱２「何をするか（２つ）」に沿って話し合う。 

  ・宝さがし 

・輪くぐり 

  ・流れるプール 

  ・綱引き ・競泳リレー ・競争リレー ・自由遊び 

４ 振り返りを行う。 

 話し合う過程では，柱１で活動に対する思いを出し合った。これまでの経験から不安に思っているこ

とを素直に発言することで，誰もが楽しめる活動にするためにどんなことに気をつけたらよいのか学級

全体で考えることができた。学級目標や提案理由をもとに活動の目的を確認し，実践に向けた意欲を高

めることができた。 

 

 

決まった友達とばかり遊んでいて，あまり話したこ

とがない人もいる。 

みんなで楽しめることをしよう。 

勝敗がない活動だと，勝った，負けたで嫌な思いをする人が出ずに， 

みんな楽しく活動できるんじゃないかな。 

資料４ X 児の話合いの振り返り 

《X 児の振り返り》学級会で発表することができた。

今日決まったことは，宝探しと輪くぐり・流れるプ

ールでした。プールばしゃばしゃがが楽しみ。（１） 

資料５ Y 児の話合いの振り返り 

《Y 児の振り返り》友達の考えがわかった。

決まったことをプールばしゃばしゃでいかし

たい。これからも楽しく協力したい。（2） 
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実践する過程 

話合い活動の後に，子供たち一人一役の役割を考え，実践に向け実行委員会を中心に準備をすすめた。

準備や話合いを重ね実践は，全員が納得いく形で迎えた。道具の準備や，プログラム表の掲示を協力し

て行い，和やかな雰囲気の中で活動がはじまった。「宝探し」では，泳ぎが苦手な友達に，「ここに宝が

あるよ。」と教えたり，宝を男女で協力して数えたりする姿が見ることができた（資料１）。「流れるプー

ルで輪くぐり」では，全員が共通の目的に向かってプールの端を歩き回り，強い流れを生み出すことが

できた（資料２）。みんなで協力して取り組んだ活動の楽しさを実感している様子だった（資料３）。 

振り返る活動 

   学級全体の振り返りでは，準備や実践で今まで話すことが少なかった友達とも一緒に活動すること

で，「いろんな友達と協力して準備や活動できた。」「笑顔で活動する人が多く，周囲の人を思いやって

楽しく取り組むことができた。」という成果が得られた。同じ目的に向かって友達と協力することの楽

しさを実感したように感じた。一方で，話を聞かず私語をしたり，整列がうまくできなかったりした

ことを改善したいという生活規律に関する課題が見つかった。 

考察 

  学級全体では，話し合いの場面で提案理由や学級目標をもとに話し合うことができた。柱１では，今

感じている「決まった友達とばかり集まってしまう」という学級の課題を明らかにすることで，学級全

体の団結に目を向けることができた。柱２では，勝敗がないものや，水泳の得意，不得意で差が出にく

いものが楽しめるのではないかと意見を比べ合った。たくさん意見が出る中で，「輪くぐり」と「流れる

プール」は一緒にできるのではないかと意見を折衷してまとめることができた。また，実践に向けて役

割分担を自分たちで行い，当日に向けた準備を進めることで，実践ではたくさんの子供たちが笑顔で活

動することができた。自他の思いを受け止め，集団での活動をよりよくしようとする意欲の高まりが感

じられた。 

X 児は，話合いで自分の考えを発表できたことに満足している。また，自分がやりたいと考えていた

宝探しをすることになり，実践に向けた意欲を高めている（波線部１）。実践では，普段あまり話をして

いない友達とも話をしたり，ゲームに友達と協力して取り組んだりすることができた。実践を楽しみ，

資料１ 宝探し 資料２ 流れるプールで輪くぐり 資料３ 振り返り 

資料５ X 児の活動の振り返り 

《X 児の振り返り》みんなが協力して楽しく活

動できた。友達と仲良くゲームができた。また，

みんなでしたい。（３） 

《Y 児の振り返り》プログラム担当として，み

んなと協力して準備に取り組めてよかった。（4）

実践では，列がばらばらになっているところが

あったので，次回はきれいに並びたい。 

資料６ Y 児の活動の振り返り 
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またやりたいという思いをもつことができた（波線部３）。Y児は，話合いで発表はできなかったが，友

達の話をよく聞き納得している。友達と協力したいという実践に向けた意欲を高めた（波線部２）。任さ

れた役割のプログラム作成を通して，友達と協力することのよさに気付くことができた（波線部４）。 

 

 【実践授業２】 11月議題「寒さにたえろ！おもしろ冬祭り IN赤松をしよう。」 

つかむ過程 

10月の学級活動では，全校の子供たちに向けてお化け屋敷を企画した。昼休みに体育館で行った実践

では，体育館の外に長い列ができるほど多くの子供たちがお化け屋敷に参加してくれて，自分たちが作

ったコースやお化けの仮装で喜んでもらえた。このことで，学級活動の充実感を高めていた。一方で，

準備や片付けの際に，遊んでいる人がいることが課題となった。 

これを受けて，11 月の学級活動では，準備や片付けを含めた活動に学級のみんなが協力してできる，

今までやったことがない新しいことに挑戦したいという子供たちの思いから，学級でウォークラリーに

取り組むことになった。 

話し合う過程 

議  題：「寒さにたえろ！おもしろ冬祭り IN赤松をしよう」 

提案理由：10月のお化け屋敷では，お客さんを驚かせることができた。しかし，準備や片付けのときに

遊んで協力できない部分があった。今月は，準備や片付けも学級みんなで協力して，新しい

ことに挑戦したい。 

１ 議題，提案理由，話合い活動のめあて，決まっていること，柱について確認する 

２ 柱１「どんな気持ちで取り組むか（気持ち・思い）」に沿って話し合う。 

  ・自分たちが楽しみたい 

・友達を楽しませたい 

  ・みんなで協力したい 

  ・いやな気持にならない 

３ 柱２「何をするか（４つ）」に沿って話し合う。 

  ・的当て 

・玉入れ 

  ・トランプゲーム 

  ・もぐらたたき 

  ・宝探し 

  ・けん玉 

  ・ダンボールキャタピラ 

 

 ４ 柱３「役割分担しよう」に沿って話し合う。 

   ・司会  ・BGM ・タイムキーパー 

   ・会場の飾りつけ  ・スタンプカードの作成  

 ５ 柱４「成功させるための工夫」に沿って話し合う。 

   ・役割ごとにリーダーを決める 

   ・名前札に役割シールを貼る。 

どんなときに嫌な気持ちになるの？ 

準備や片付けのときに遊ぶ人がいるとき。 

準備するものが少ないと，遊んでしまう人が出てくるかもしれない。 

工作や話合いが必要なミッションが

いいかな。 

すでに決まっているミッション 

・ストラックアウト ・缶積み ・射的 ・輪投げ 

やったことがないことに 

挑戦してみよう。【X 児】 

やることがないと遊んでしまうと思う。 

一人一役決めて取り組もう。 
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   ・机にやることリストを作って貼る。 

   ・一人一役のリストを全員に渡し， 

準備で困っている友達に声をかける。 

 ６ 振り返りを行う。 

実践する過程 

ミッションの担当班ごとに，道具の作成やルールを決める話合いを行った。

また，当日の司会や会場の飾りつけなど全体での準備も進めていった。役割

を細かく分けたことで，自分が当日までに何をするのか具体的に考えること

ができていた。わからないことは，友達に聞いたり，困っている様子があると

声をかけたり，自分たちで協力して準備に取り組んでいた（資料 7）。 

ウォークラリーでは，体育館に 8 つのブースを作り，各ブースを回りなが

ら，店番をする人，回りに行く人と交代で楽しむことができた（資料 8）。 

活動が終わって片付けをするときは，それぞれの担当のブースに分かれて荷

物を運んだ。重たい荷物や量がたくさんあるものは，手が空いた人が手伝いに

向かう様子があった（資料 9） 

振り返る活動 

今回の活動では，準備や片付けを協力すること目指していたので，実践まで

の準備で子供たちが自分で考えながら行動したり，友達と声をかけ合ったりし

ている姿を見ることができた。学級での振り返りでは，「準備や片付けも友達

と協力して取り組めた」「自分の役割を果たすことができた」が成果としてあ

げられた。 

考察 

学級の課題を見つけ，解決のために話合い，実践をして，振り返りをするサイクルが定着してきてお

り，困ったことや，やりたいことは自分たちで話し合って解決していきたいという思いをもつようにな

った。話し合い活動では，「賛成」「反対」で意見を言うのではなく，「よい点」「問題点（不安な点）」「解

決策（これで大丈夫）」の 3 観点で話すことで，不安なこともみんなが解決策を考えてくれるという安心

感から意見を表現することが苦手な子供たちも，進んで意見を発表することができた。提案理由や柱１

何していいかわからないと遊んでしまう。 

役割や，やることをみんなで確認して， 

困った人がいないか声をかけていこうよ。 

資料 7 準備 

資料８ ウォークラリー 

資料 9 片付け 

資料７ X 児の話合いの振り返り 

《X 児の振り返り》今日の学級会では提案理由

を詳しく話すことができた（５）。みんなで楽し

めることをしたいので，実践でも頑張ります。 

資料８ Y 児の話合いの振り返り 

《Y 児の振り返り》私は，一回しか意見が言えな

かったけど，友達の意見を聞けてよかった（６）。

決まったことに進んで取り組みたい。 

資料 10 X 児の活動の振り返り 

《X 児の振り返り》ヤクルトの容器集めを呼びかけ

ると，みんながたくさん持ってきてくれて嬉しかっ

た（７）。友達と楽しく活動できてよかった。 

資料 11 Y 児の活動の振り返り 

《Y 児の振り返り》みんなで声をかけ合って

協力することができた（８）。いろんなミッシ

ョンがあって楽しかった。 
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で出し合った友達の意見を聞きくことで，みんなの思いを知り，実践に意欲をもって取り組むことで，

活動の楽しさを味わうことができた。 

X児は，今回の学級活動の提案者の一人として今の学級の課題と「やったことないことに挑戦したい」

と自分の意見を述べることができた（波線部５）。缶積みの担当になり，帰りの会で缶積み用の空き缶を

持ってきてほしいことを呼び掛けるなど，積極的に活動に取り組むことができた。実践後の振り返りで

は自分の呼びかけに協力してくれる友達がいることに喜びを感じており，学級で協力して活動すること

の楽しさを感じていると考えらえる（波線部７）。Y児は 2学期になり，友達がよくないことをしている

ことや，学級がよりよくなるための課題を担任に相談することが増えた。話合いでは，1 回しか意見が

言えなかったと振り返っていたが，友達の話を聞いてうなずく場面が多くなった（波線部６）。実践では，

「もぐらたたき」の担当になり，楽しく活動するために，友達に声をかけて準備を進めるなど積極的に

活動に挑む様子がうかがえた（波線部８）。 

 

(４)視点２の取組 

ア 活動の可視化 

学級活動を通して解決した問題や高まった力を

学級の宝として可視化させた（資料 12）。また，普

段の生活に生かして学級の文化をつくっていくた

めに，学級活動の記録（資料 13）を作成させ，活

動のなかでの気付きを振り返ることができるように掲示をした。 

 

イ 学級活動コーナーの設置 

  教室内に学級活動コーナーを設置した（資料 14）。学級活動コーナーは，

係活動や当番活動，学級でのイベントなどのときに使う道具を子供たちが

自由に使うことができるように紙やペン，セロハンテープなどを用意して

置いている場所のことである。また，1 ヶ月の活動の見通しを立てること

ができるように学級活動計画表を掲示した（資料 15）。学級活動に必要な

道具や予定表を置いておくことで，教師がいなくても子供たちが自分で計

画的に活動することができ，自主的・実践的な活動を促すことができると

考える。子供たちから，「係活動で使いたいので輪ゴムを置いてください。」

「画用紙をください。」などの声も次第に出てきて，学級活動コーナーに置

くものも少しずつ増えてきていることから，子供たちが学級活動に関心を

もって取り組むことができていることが分かった。 

 

ウ 自他のよさを認め合う活動 

  4月から帰りの会で「今日のきらり」に取り組み，友達のがんばっている

姿や真似したい行動を紹介し合い，自他を認め合う活動行った。9月議題の

「運動会を盛り上げよう」では，運動会に向けて気持ちを高めるために，友

達のよさやがんばりを紙に書いて掲示することになり，「よさの木」が始ま

った（資料 16）。掲示を見ながら，読んだり，たまっていく「よさ」の数に

資料 15 学級活動計画表 

資料 16 よさの木 

資料 13 学級活動の記録 資料 12 学級の宝 

資料 14 学級活動コーナー 
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嬉しさを感じたりする子供がいた。 

 

６．研究のまとめ  

本学級では， 5月から 2月までに 8回

の学級会を開き，子供たちの自主的・実践

的な活動を重ねてきた（表１）。2 月に行

った，意識調査で肯定的な意見を回答し

た児童は，各項目「自分のことが好き」

78％（25人）（図３），「集団で進んで行動

する」90％（29人）（図４），「自分の思い

を表現する」90％（29人）（図５）と 5月

の調査に比べ，上回っている。 

 

 

また，自尊感情の傾向をみるアンケート（図６～８）でも同様に，3 観点の点数が 5 月と比較して向

上していることから，自分のよさに気付き，集団のなかで行動することができるが育ちつつある。また，

自分の思いを表現し，よりよい学級をつくろうとする子供が育ちつつあると言える。 

 

 

一方で意識調の「学校が楽しい」という問いには，肯定的な回答をする子供は 78％（25人）で，5月

の 84％（27人）（次頁図９）を下回る結果となった。個別に理由を聞いたところ，「友達とけんかして気

図３ 自分が好き 
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図５ 自分の思いを表現する 
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図４ 集団で行動する 
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図６ Ａ自己評価・自己受容 
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図８ Ｃ自己主張・自己決定 
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表１ 学級活動議題 

月 議題 

4，5 学級目標を決めよう 

６ 出し物選手権をしよう 

７ プールばしゃばしゃ夏祭り IN 赤松をしよう 

９ 運動会を盛り上げよう 

11 お化け屋敷をしよう 

11 寒さにたえろ！おもしろ冬祭りを IN 赤松をしよう 

12 お楽しみ会をしよう 

1，2 ３２人３３脚をしよう 
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まずくなっている。」「勉強が難しく感じている。」「理由はよくわか

らないが，気が重くなることがある。」といた話を聞くことができ

た。 

  抽出児について変遷を見ると，X 児は，Q-U テスト非承認群（承

認 16 非承認 11）（平成 30 年 12 月実施），自尊感情の傾向 A3.25 

B2.86 C2.43（平成 31年 2 月実施）であった。5月と比較すると，

Q-Uテストでは，学校生活満足群には至らないが，学級への安心感

は向上していることがわかる。また，自尊感情の傾向では，3観点

共に向上しており，特に A 自己評価・自己受容では大きく点数があ

がっている。友達との関わりの中で，自分のよさに気づき自信をつ

けることができたと考えられる。今後は，自分のよさをさらに高め，それを学級に生かすことで，より

よい学級を作ろうとする態度を養っていきたい。Y児は，Q-Uテスト非承認群（承認 13非承認 6）（平成

30 年 12 月実施），自尊感情の傾向 A2.63 B3.29 C3.57（平成 31 年 2 月実施）であった。Q-U テストで

は，学校生活満足群には至らないが，学級への安心感は向上しいる。また，自尊感情の傾向では，C 自

己主張・自己決定の点数が大きくあがっている。このことから，自分の意見をもつことができるように

なったと考えられる。一方で，A 自己評価・自己受容の観点では点数が下がっている。今後は，友達と

の関わりの中で自分のよさを生かしていけるような学級集団に対する働きかけが必要であると感じた。 

 

７．成果と課題  

（１）研究の成果 

  ・自分のよさに気づき，集団の中で行動することができる子供が育ちつつある。 

  ・自分の思いを表現し，よりよい学級をつくろうとする子供が育ちつつある。 

（２）今後の課題 

  ・個と集団が相互に関わり合う学級に置いて，困り感をもっている子供の不安を減らすための学級集

団に対する効果的な指導方法や手立てを実践の中で探っていきたい。 

 

 

《引用文献》 

（１）文部科学省『小学校学習指導要領解説 特別活動編』平成２９年 ｐ．７ 

《参考文献》 

 ・文部科学省中央教育審議会 『幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領

等の改善及び必要な方策等について（答申）』平成２８年１２月２１日 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1380731.htm 

・東京都教職員研修センター『自尊感情や自己肯定感に関する研究（第４年次）』 

http://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.jp /09seika/reports/bulletin/h23.html 

 ・杉田 洋 平成 29年度版小学校新学習指導要領ポイントそう整理 特別活動 2017年 東洋館出版 

 ・杉田 洋 平成 29年度小学校新学習指導要領の展開 特別活動編 2017年 明治図書出版株式会社 
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認め合う人間関係を育む支援のあり方                第１年次 

～向き合い・つなげる・居場所づくりの実践～ 

個人研究        小学校教諭 １０名  中学校教諭 １名  

教材、教具創作の部   中学校教諭  １名 

課題研究部 

わかる喜び・できる喜びを求めた授業づくり             第２年次 

児童生徒理解部 

認め合う人間関係を育む支援のあり方                第 2 年次 

～向き合い・つなげる・居場所づくりの実践～ 

個人研究        小学校教諭  ６名  中学校教諭 ２名 

これ以降は、研究紀要をＣＤ―ＲＯＭだけに代わる 

課題研究部 

活用する力を育てる授業実践                    第１年次 

一言語活動を重視した学習活動を取り入れて一 

児童生徒理解部 

児童生徒の安心できる環境づくり                  第１年次 

～不登校の未然防止・対処のあり方を探る～ 

個人研究        小学校教諭  ７名 

教材、教具創作の部   小学校教諭  １名 

課題研究部 

活用する力を育てる授業実践                    第２年次 

 一言語活動を重視した学習活動を取り入れて一 

児童生徒理解部 

児童生徒の安心できる環境づくり                  第２年次 

～不登校の未然防止・対処のあり方を探る～ 

個人研究        小学校教諭  ５名 

教材、教具創作の部   中学校教諭  １名 

課題研究部 

主体的に考え表現する能力の育成                  第１年次 

児童生徒理解部 

自己肯定感を高め、認め合う学級集団づくり             第 1 年次 

～自己肯定感を高め、よりよい人間関係の構築を探る～ 

個人研究部       小学校教諭  ３名 

課題研究部 

主体的に考え表現する能力の育成                  第 2 年次 

児童生徒理解部 

認め合う集団づくり                        第 2 年次 

～自己肯定感を高め、よりよい人間関係の構築を探る～ 
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78 号 

個人研究部       小学校教諭  5 名 

教材・教具創作の部   小学校教諭  2 名 

課題研究部        

体育の楽しさを求めて主体的に取り組んだり、自ら健康・体力向上   第１年次 

を図ったりする児童生徒の育成 ～特性に触れる楽しさを大切にし 

た授業つくりと健康・体力づくりの取り組みを手立てとして～ 

児童生徒理解部 

児童・生徒の社会性を育む集団づくり                第１年次 

～自己有用感をもてる支援のあり方を探る～ 

個人研究部       小学校教諭  10 名 

            中学校教諭   2 名 

課題研究部        

体育の楽しさを求めて主体的に取り組んだり、自ら健康・体力向上   第２年次 

を図ったりする児童生徒の育成 ～特性に触れる楽しさを大切にし 

た授業づくりと健康・体力づくりの取り組みを手立てとして～ 

児童生徒理解部 

児童・生徒の社会性を育む集団づくり                第２年次 

～自己有用感をもてる支援のあり方を探る～ 

個人研究部       小学校教諭  ７名 

            中学校教諭  １名 

課題研究部        

よりよい社会の実現を目指して主体的に社会に関わろうとする児童生徒の育成 

 小学校テーマ  地域社会とつながる力の基盤の育成を目指して 

 中学校テーマ  主権者として求められる力を育む         第１年次 

 

児童生徒理解部 

児童・生徒の自己有用感をはぐくむ集団づくり             

～小中の連続性を図る学習集団作り･授業づくりを通して～      第１年次 

個人研究部       小学校教諭  ９名 

            中学校教諭  １名 

課題研究部        

よりよい社会の実現を目指して主体的に社会に関わろうとする児童生徒の育成 

 小学校テーマ  地域社会とつながる力の基盤の育成を目指して 

 中学校テーマ  主権者として求められる力を育む         第２年次 

児童生徒理解部 

児童・生徒の自己有用感を育む集団づくり              第２年次 

～自己と他者との関係づくりを通して～ 

個人研究部       小学校教諭  ９名 
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